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1.1 ご挨拶 1
1 はじめに

1.1 ご挨拶
このたびは弊社製品をお買上げいただき、誠にありがとうございます。

このユーザーズガイドには、本機の機能と操作方法、使用上のご注意、簡単なトラブルの処理方法などに
ついて記載しています。本機の性能を十分に発揮させて、効果的にご利用いただくために、必要に応じて
このユーザーズガイドをごらんください。

1.1.1 マニュアル体系について

印刷物のマニュアル 概要

［ユーザーズガイド セキュリティー編］ セキュリティー機能について記載しています。
セキュリティー強化機能の使い方、セキュリティー
強化機能使用時の機械の操作について知りたい場合
は、このユーザーズガイドをお読みください。

［オペレーションクイックガイド］ 使用頻度の高い機能について、操作手順を中心に記
載しています。本機の特長を理解したい場合は、こ
のガイドをお読みください。

［安全にお使いいただくために］ 本製品を安全にお使いいただくために、守っていた
だきたい注意事項とお願いとを記載しています。
製品のご使用前に必ずお読みください。

ユーザーズガイドCD収録のユーザーズガイド 概要

［ユーザーズガイド コピー編］ 機械の概要やコピー機能について記載しています。
･ 本体、オプションの概要および仕様
･ 電源の入れ方、切り方
･ 使用する用紙の仕様
･ 基本コピーのとり方および設定方法
･ 給紙、廃棄部材、出力紙の処理
･ 応用設定、出力設定、ジョブリスト
･ トラブルの対処方法

［ユーザーズガイド POD管理者編］ 日頃の使い方に合わせて機械をカスタマイズしたり、
機械を管理したりする方法について記載しています。
･ トレイ設定
･ 表裏調整
･ コントローラー設定
･ 調整、設定メニュー画面
･ ネットワーク設定
･ PageScope Web Connection 設定
･ Web Utilities 設定

［ユーザーズガイド プリンター編］ プリンタードライバーおよびユーティリティーツー
ルの設定について記載しています。
･ PCLドライバー
･ PS Plug-in ドライバー
･ PS PPDドライバー
･ PageScope Web Connection 設定

［ユーザーズガイド ネットワークスキャナー
編］

ネットワークスキャナー機能の操作について記載し
ています。
･ 本体用ハードディスクに保存／出力
･ メールで送信
･ コントローラー用ハードディスクに保存
･ FTPサーバーに送信
･ SMBサーバーに送信
･ グループに送信

［商標／ライセンス］ 商標およびライセンスについて記載しています。
製品のご使用前に必ずごらんください。
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1.1 ご挨拶 1
1.1.2 ユーザーズガイドについて
このユーザーズガイドは、本機をはじめてご利用になるお客様から本機を管理する管理者までを対象とし
ています。

本機の基本的な操作方法、より便利にお使いいただくための機能、メンテナンス方法、簡単なトラブルの
対処方法、その他本機のさまざまな設定方法について説明しています。

なお、メンテナンスやトラブルの対処には、製品についての基本的な技術知識が必要です。メンテナンス
やトラブルの対処は、本書で説明している範囲内で行ってください。

お困りの際には、サービス実施店にお問い合わせください。
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1.2 ページの見かた 1
1.2 ページの見かた

1.2.1 本文中の記号について
本書は、さまざまな情報を記号で記載しています。

ここでは、製品を正しく安全にお使いいただくために、本書で使用している記号について説明します。

安全にお使いいただくために

7 警告
- この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を

示しています。

7 注意 
- この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容または物的損

害の発生が想定される内容を示しています。

重要
本機や原稿に損害をあたえる可能性が想定される内容を示しています。物的損害を避けるために指示に
従ってください。

手順文について
0 このチェック記号は、手順文の前提条件や、手順を実行する前にあらかじめ知っておいたほうがよい

情報を示しています。

1 このスタイルの1は、最初の手順を表します。

2 このスタイルの番号は、連続する手順の順番を表します。

% この記号は、手順文の補足的な説明を表します。

% この記号は、目的のメニューにアクセスする操作パネルの遷移を表します。

目的の画面を表示しています。
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1.2 ページの見かた 1
d参照
参照先を表しています。

必要に応じてごらんください。

キー記号について
［ ］

タッチパネル上のキー名称、コンピューター画面上のキー名称、ユーザーズガイド名称などを表します。

文中の太字

操作パネル上のキー名称、部品名称、製品名、オプション名などを表します。

1.2.2 原稿と用紙の表示について

用紙の大きさ
本文中に出てくる原稿と用紙の表示について説明します。

原稿と用紙の大きさを表す場合、Y辺を幅、X辺を長さと呼びま
す。

用紙の表示
幅（Y）よりも長さ（X）のほうが大きいものをwと表示します。

幅（Y）よりも長さ（X）のほうが小さいものを vと表示します。

インデックス紙
インデックス紙は、画面では原稿、用紙とも 、 と表示されますが、本文中は、T v、Twと表示
します。

（例）　A4 →A4T v、A4 →　A4T w
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1.2 ページの見かた 1
1.2.3 ポートレート原稿とランドスケープ原稿
原稿の天を上にすると横送り vになる原稿をポートレート原稿と表
現します。

原稿の天を上にすると縦送りwになる原稿をランドスケープ原稿と
表現します。

A

Z

A

Z
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2 ご使用いただく前に

2.1 各部の名称とはたらき

2.1.1 本体外部
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2.1 各部の名称とはたらき 2
番号 名称 説明

1 ADF( 自動原稿送り装置）DF-616 複数の原稿を自動的に 1枚ずつ原稿ガラスに送り、
原稿画像をスキャンします。

2 副電源スイッチ 本体の電源をON/OFFします。

3 タッチパネル 機械状態画面などの画面を表示して、各操作および
設定をします。また、操作のしかたやトラブルの処
理方法を表示します。

4 操作パネル 各操作および設定時に押します。

5 本体右扉 紙づまりのとき、右に開いて処理します。
大容量給紙ユニット LU-409/LU-410やペーパー
フィーダーユニットPF-706を装着しているとき
は、それらのトレイ左扉を開いてから処理します。

6 トレイ1 用紙を 1,600枚（64 g/m2 紙）収納します。

7 トレイ2 用紙を 1,600枚（64 g/m2 紙）収納します。

8 本体前扉 紙づまりのとき開けて処理します。

9 トナー補給扉 トナーを補給するときや、廃棄トナーボックスを交
換するとき、開いて処理します。

10 本体左扉 紙づまりのときや、主電源スイッチをOFF/ONす
るとき、本体右扉といっしょに開けます。

11 接続ポート（タイプA）USB 2.0/1.1
相当

バックアップ用ドライバー、操作用キーボード、マ
ウスなどを接続するときに使用します。
この接続ポートはローパワーデバイスだけに対応し
ています。大きな電源容量を必要とするデバイスは、
外部から電源を供給してください。

12 ネットワーク用ポート（10 Base-T、
100 Base-TX、1000 Base-T）

イーサネットケーブルを接続して本機を操作したり、
ネットワークプリンター／スキャナーとして使用し
たりします。

13 除湿ヒータースイッチ 本機の除湿ヒーターをON/OFFします。

14 本体電源コード 本体に電源を供給します。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.2 本体内部
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2.1 各部の名称とはたらき 2
7 警告
使用済みの廃棄トナーボックスを絶対に火中に投じないでください！
- 廃トナーでいっぱいになった廃棄トナーボックスを火中に投じると、粉塵爆発のおそれがあり、とて

も危険です。

7 注意 
定着部に手を触れないでください！
- やけどをするおそれがあります。定着搬送ユニットを引出したときは、特にご注意ください。

7 注意 
本体と定着搬送ユニットとのすき間に、手や腕を入れないでください！
- 定着搬送ユニットの裏側には電気部品の接続端子などがあり、触れると故障の原因になります。ま

た、本体と定着搬送ユニットとのすき間に手や腕を入れると、思わぬ事故になることがあります。無
理な作業はしないで、サービス実施店にご連絡ください。

番号 名称 説明

1 主電源スイッチ OFF/ONの切替えは、サービスエンジニアが行いま
す。通常はOFFにしないでください

2 トータルカウンター 出力された総画像枚数を表示します。

3 ツマミ［M2］ 紙づまりのとき、左に回して処理します。

4 定着搬送ユニット 紙づまりのとき、引出して処理します。定着搬送ユ
ニットの各レバーやツマミについては、紙づまり時
に表示される画面をごらんください。

5 レバー［M4］ 紙づまりのとき、右に倒して定着搬送ユニットを引
出します。

6 ドラム部 画像を形成する部分です。

7 定着部 形成された画像を用紙に定着させる部分です。

8 側面ガイド セットした用紙の両側面に沿わせます。

9 給紙ローラー 用紙を 1枚ずつプリント装置に送込みます。

10 ロック解除レバー 側面ガイドを動かすとき、奥側に押してロックを解
除します。

11 後端ガイド セットした用紙の後端面に沿わせます。

12 トナーボトル 本体にトナーを供給します。

13 トナーユニットレバー トナーボトルを交換するため、トナーユニットを引
出すときに手前に引きます。

14 廃棄トナーボックス 廃トナーを回収します。

15 ロックレバー 廃棄トナーボックスを交換するとき、廃棄トナー
ボックスを押しながら左に倒して、ロックを解除し
ます。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.3 操作パネル

番号 名称 説明

1 テンキー 数値などを入力するときに押します。

2 リセット コピー条件を初期状態にもどすときに押します。

3 電源ランプ 主電源スイッチを入れると赤色に点灯し、副電源ス
イッチを入れると緑色に変わります。

4 データランプ プリントデータの受信中に点滅します。

5 割込み コピー、プリンター、スキャナー作業中、他のコ
ピー条件でコピーしたいときに押します。

6 ストップ 出力を一時停止したり、機械の動作を中断したりす
るときに押します。

7 確認コピー 設定したコピー条件を確認するため、１部をプリン
ト、または先頭 1ページをプリントするときに押し
ます。

8 スタート 各機能を開始するときに押します。

9 スタートランプ 動作を開始できるとき、青色になります。
動作を開始できないときはオレンジ色になります。

10 C（枚数クリア） 入力した数値を変更するときに押します。

11 ID ユーザー認証／部門管理が設定されている場合、認
証を得て機械を使用した後、次のユーザーが再び認
証を得てから機械を使用できるようにするときに押
します。

12 設定内容 現在設定されているコピー条件を確認するため、設
定確認画面を表示するときに押します。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
7 注意 
操作パネルのタッチパネルに、硬いものや先の尖ったものをあてないでください！
- 傷がついたり割れたりしてけがをすることがあります。タッチパネルは、指を使って操作してくださ

い。

7 注意 
サービスコール画面が表示され、コピーできなくなった場合は、ただちに操作を中止してください！
- 思わぬ事故になるおそれがあります。メッセージ 2行目のレポートコードを書留めてから、副電源ス

イッチ、主電源スイッチの順にOFFにして、本体の電源プラグを抜きます。その後、サービス実施
店に連絡して、書留めたレポートコードをお知らせください。

重要
主電源スイッチは、通常ONの状態を維持します。普段は、主電源をOFF/ONしないでください。

副電源スイッチをOFFにする前に、主電源スイッチをOFFにしないでください。

副電源スイッチをOFFにした後、下記のメッセージが表示されている間は、主電源スイッチをOFFにし
ないでください。

［冷却中です　冷却後に自動的に電源が切れます］

［電源OFF処理中です　主電源を切らないで下さい］

これらのメッセージが表示されているときに主電源スイッチをOFFにすると、機械の中でトナー固着など
の致命的なトラブルが発生するおそれがあります。

d参照
電源の切り方については、2-24 ページをごらんください。

13 設定メニュー／カウンター 設定メニュー画面や各種カウンターを表示するとき
に押します。

14 プログラム 任意のコピー条件を登録したり、登録したコピー条
件や直前のコピー条件を呼出したりするときに押し
ます。

15 キー応答 タッチパネルのボタンや操作パネルのキーを押した
ときの応答時間を調整するときに押します。

16 ヘルプ 現在タッチパネルに表示されている画面の操作方法
を説明するヘルプ画面を表示するときに押します。
機械状態画面を表示しているときに押すと、各種補
給方法や廃棄方法を表示します。

17 輝度調整つまみ タッチパネルの輝度を調整するときに回します。

18 パワーセーブ パワーセーブランプが点灯して、パワーセーブの状
態にある機械を使用するときに押します。また、手
動でパワーセーブにするときに押します。

19 パワーセーブランプ 機械がシャットオフ／ローパワーなどのパワーセー
ブの状態にあるときや、ウィークリータイマーが働
いてOFFの状態にあるときに点灯します。

20 タッチパネル 機能を設定するための各種画面を表示します。

番号 名称 説明
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2.1.4 ADF（自動原稿送り装置）

11

13

14

15
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2.1 各部の名称とはたらき 2
7 注意 
ADFヒンジ部（2箇所）に指を入れないでください！
- はさまれてけがをすることがあります。ADFを開け閉めするときは、ご注意ください。

番号 名称 説明

1 原稿搬送カバー解除取手 原稿搬送カバーを開くとき、上に引きます。

2 原稿搬送カバー 原稿がつまったとき、左に開いて処理します。

3 ADF原稿スケール セットできる原稿のサイズ、セットする原稿面、お
よびセットしてはいけない原稿の種類を表記してい
ます。

4 原稿ガイド セットした原稿の両側面に沿わせます。

5 原稿給紙トレイ スキャンする原稿をセットします。100枚までセッ
トできます。また、原稿がつまったとき、上に開い
て処理します。

6 一時原稿出力トレイ 原稿のウラ面をスキャンするため、反転した原稿を
一時的に受けます。また、原稿がつまったとき、上
に開いて処理します。

7 原稿排紙トレイ スキャンした原稿を積載します。

8 反転搬送カバーレバー 反転搬送カバーを開くとき、上に引きます。

9 原稿搬送ツマミ つまった原稿を送出すときに回します。

10 反転搬送カバー 原稿がつまったとき、右に開いて処理します。

11 ADFガイドカバー取手 ADFガイドカバーを開くとき、持って処理します。

12 ADFガイドカバー 原稿を原稿ガラスにセットしたとき、閉じてカバー
します。また、原稿がつまったとき、下に開いて処
理します。

13 水平方向原稿サイズ指標 水平方向の原稿サイズを計測します。

14 原稿ガラス ADFでは送れない原稿をセットして、原稿画像を読
込みます。

15 垂直方向原稿サイズ指標 垂直方向の原稿サイズを計測します。
bizhub PRO 951 2-9



2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.5 オプション構成

bizhub PRO

951

LU-409

LU-410

PF-706FS-532

SD-510

ZU-608

MK-732

PI-502

PK-522

HD-511

RH-101
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.6 ペーパーフィーダーユニットPF-706
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2.1 各部の名称とはたらき 2
番号 名称 説明

1 上段トレイ（トレイ3） 定形サイズ、不定形サイズ、ワイド紙、インデック
ス紙の用紙を 2,000枚（80 g/m2 紙）収納します。
坪量 40 g/m2 ～ 300 g/m2 の用紙をセットします。

2 中段トレイ（トレイ4） 定形サイズ、不定形サイズ、ワイド紙、インデック
ス紙の用紙を 2,000枚（80 g/m2 紙）収納します。
坪量 40 g/m2 ～ 350 g/m2 の用紙をセットします。

3 下段トレイ（トレイ5） 定形サイズ、不定形サイズ、ワイド紙、インデック
ス紙の用紙を 2,000枚（80 g/m2 紙）収納します。
坪量 40 g/m2 ～ 300 g/m2 の用紙をセットします。

4 トレイ左扉取手 トレイ左扉を開くとき、持って開きます。

5 トレイ左扉 本体右扉を開いて紙づまり処理をするときや、ペー
パーフィーダーユニットトレイの紙づまりを処理す
るとき、開きます。

6 トレイ取手 トレイを引出すとき、持って引出します。

7 小サイズガイド（2箇所） 用紙幅が 182 mm未満の用紙をセットするとき、両
側を内側に開きます。

8 ガイド固定ツマミ（4箇所） 側面ガイドを動かしたり、固定したりするときに回
します。

9 後端ガイド セットした用紙の後端側に沿わせます。

10 エアー吹き出し口 用紙の重送を防ぐため、用紙を浮上させるエアーを
吹出します。

11 側面ガイドロック解除レバー 側面ガイドを動かすとき、奥側に押してロックを解
除します。

12 側面ガイド（2箇所） セットした用紙の両側面に沿わせます。

13 サイズ指標 側面ガイドの位置をスケールで確認します。

14 給紙ローラー 本体に用紙を 1枚ずつ送ります。

15 下段トレイ縦搬送扉 紙づまりのとき、左に開いて処理します。

16 レバーPF1 紙づまりのとき、下に開いて処理します。

17 レバーPF2 紙づまりのとき、下に開いて処理します。

18 上段トレイ縦搬送扉 紙づまりのとき、左に開いて処理します。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.7 大容量給紙ユニット LU-409 ／ LU-410

番号 名称 説明

1 トレイ上扉 用紙の補給または紙づまりのとき、開いて処理しま
す。

2 トレイ左扉 紙づまりのとき、開いて処理します。

3 レバー［LC2］ 紙づまりのとき、下に開いて処理します。

4 側面ガイドツマミ（下） 側面ガイドを動かしたり、固定したりするときに回
します。

5 トレイ底板下降ボタン 用紙を補給して押すと、トレイ底板が下降します。

6 給紙ローラー 本体に用紙を送ります。

7 側面ガイド セットする用紙の側面部を固定します。

8 側面ガイドツマミ（上） 側面ガイドを動かしたり、固定したりするときに回
します。

9 後端ガイドツマミ 後端ガイド板を動かしたり、固定したりするときに
回します。

10 後端ガイド セットする用紙の後端を固定します。

11 トレイ底板 用紙が使われるごとに、上に上がります。トレイ底
板下降ボタンを押すと下降します。

LU-409 LU-410
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.8 Z 折りユニットZU-608

番号 名称 説明

1 Z折りユニット前扉 紙づまりやパンチくずを処理するときに開きます。

2 入口レバー［FN1］ 紙づまりのとき、開いて処理します。

3 ツマミ［FN4］ 紙づまりのとき、回して処理します。

4 ツマミ［FN5］ 紙づまりのとき、回して処理します。

5 取手［FN2］ 紙づまりのとき、持ってユニットを引出します。

6 レバー［FN6］ 紙づまりのとき、開いて処理します。

7 出口レバー［FN8］ 紙づまりのとき、開いて処理します。

8 パンチくず箱 パンチくずを捨てるとき、引出します。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.9 フィニッシャー FS-532（パンチキットPK-522 ＋中とじ機SD-510 ＋ポスト
インサーターPI-502）
bizhub PRO 951 2-15



2.1 各部の名称とはたらき 2
フィニッシャー FS-532外部

番号 名称 説明

1 フィニッシャー前扉 平とじステープル針を補給するときや、紙づまりを
処理するときに開きます。パンチキットPK-522を
装着しているときは、パンチくずを処理するときに
開きます。中とじ機SD-510を装着しているとき
は、中とじステープル針を補給するときや、中とじ
機の紙づまりを処理するときに開きます。

2 メイントレイ拡張トレイ サイズの大きい用紙をメイントレイに排紙するとき、
引出します。

3 メイントレイ 仕分け処理をしない用紙、またはシフト処理／平と
じステープル処理をする用紙を積載します。

4 用紙ホルダー メイントレイに排紙された薄紙やカールした用紙を
保持します。

5 サブトレイ拡張トレイ サイズの大きい用紙をサブトレイに排紙するとき、
引出します。

6 排紙ガイド メイントレイに排紙された用紙の用紙送り交差位置
を整えます。

7 グリッパー メイントレイに排紙された用紙の用紙送り方向の位
置を整えます。

8 サブトレイ 仕分け処理をしない用紙を積載します。

9 一時停止／再スタートボタン トレイに出力中のジョブを一時停止するとき、1秒
間以上押します。
また、出力を再開するとき、1秒間押します。操作
パネルのスタートを押しても、同様に出力を再開し
ます。

10 一時停止ランプ 一時停止／再スタートボタンを押して、トレイへの
出力を一時停止したとき、点滅します。再スタート
したり、一時停止のジョブを削除したりすると、消
灯します。

11 用紙送出し取手 中とじ／重ね中折り／重ね三つ折りするときに左に
開きます。そして、折りトレイに積載された用紙を
外に送出すとき、上に持上げます。

12 折りトレイ 中とじ／重ね中折り／重ね三つ折りした用紙を積載
します。

13 用紙送出しベルト 折りトレイに積載された用紙を外に送出します。

14 ポストインサーターPI-502（オプ
ション）

カバー紙を用紙に挿入して出力したり、フィニッ
シャー FS-532を手動で操作したりします。

15 ポストインサーター操作パネル フィニッシャー FS-532を手動で操作するときに使
用します。

16 上ユニット解除レバー 紙づまりのとき、上に上げます。開いたポストイン
サーターPI-502の上ユニットを左にスライドして、
つまった紙を取除きます。

17 上段トレイガイド セットしたカバー紙に沿わせます。

18 上段トレイ カバー紙をセットします。

19 下段トレイ カバー紙をセットします。

20 下段トレイガイド セットしたカバー紙に沿わせます。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
重要
スタッカーを引出そうとしても、ロックがかかって引出せないときがあります。また、引出されたスタッ
カーを元の位置に押しもどそうとしても、ロックがかかって押しもどせないときがあります。

ロックがかかっているときに無理に操作すると、スタッカーにあるタテ整合板の故障の原因になります。

いずれの場合も、スタッカーのツマミ［FS8］を回してください。ロックが解除されて操作できるように
なります。
bizhub PRO 951 2-18



2.1 各部の名称とはたらき 2
フィニッシャー FS-532内部

番号 名称 説明

1 レバー［FS1］ 紙づまりのとき、下に開いて処理します。パンチ
キットPK-522を装着しているときは、パンチくず
箱を引出してから開きます。

2 レバー［FS2］ 紙づまりのとき、上に開いて処理します。

3 ツマミ［FS3］ 紙づまりのとき、回して処理します。

4 レバー［FS4］ 紙づまりのとき、右に開いて処理します。

5 レバー［FS5］ 紙づまりのとき、左下に開いて処理します。

6 レバー［FS6］ 紙づまりのとき、右に開いて処理します。パンチ
キットPK-522を装着しているときは、パンチくず
箱を引出してから開きます。

7 ツマミ［FS7］ 紙づまりのとき、回して処理します。

8 ツマミ［FS8］ スタッカーの紙づまりのとき、スタッカーを引出し
てから回して、つまった紙を送出します。スタッ
カーがロックされて引出せないときは、回してから
引出します。
引出されたスタッカーがロックされて元の位置にも
どせないときは、回してからもどします。

9 取手［FS9］ スタッカーの紙づまりのとき、持って引出します。

10 スタッカー 平とじステープルするため、出力した用紙をスタッ
クして整合します。

11 紙づまり位置表示パネル 紙づまりの位置を、LEDの点灯で表示します。

12 ヨコ整合板 平とじステープルする用紙の通紙交差方向の位置を
整えます。

13 タテ整合板 平とじステープルする用紙の通紙方向の位置を整え
ます。タテ整合板の停止位置によって、引出しや押
込み時にスタッカーがロックされることがあります。

14 ステープラー ステープル針を補給するとき、ステープルユニット
から取外してステープルカートリッジを交換します。

15 ステープルユニット 用紙に平とじステープルします。

16 針くず箱 カットした針くずがためられます。

17 レバー［PI1］ ポストインサーターPI-502の紙づまりのとき、左
に開いて処理します。

18 パンチキットPK-522（オプション） 用紙にパンチ穴を開けます。

19 パンチくず箱 パンチくずがためられます。

20 取手［SD1］ 中とじ機SD-510の中とじステープル針を補給する
ときや、紙づまりを処理するとき、持って引出しま
す。

21 ツマミ［SD3］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
回して処理します。

22 サドルユニット（中とじ機SD-510）
（オプション）

中とじ、重ね中折り、重ね三つ折りをします。

23 ツマミ［SD5］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
回して処理します。

24 レバー［SD8］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
下に開いて処理します。

25 レバー［SD7］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
上に開いて処理します。

26 レバー［SD2］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
右に開いて処理します。

27 レバー［SD4］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
上に開いて処理します。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.10 リムーバブルハードディスクキットRH-101

28 レバー［SD6］ 紙づまりのとき、サドルユニットを引出してから、
右に開いて処理します。

29 ステープラー ステープル針を補給するとき、サドルユニットから
取外してステープルカートリッジを交換します。

30 ステープラー出し入れ口 ステープル針を補給するとき、ステープラーを出し
入れします。

番号 名称 説明

番号 名称 説明

1 リムーバブルハードディスクキット
RH-101

HDDを装着したハードディスクインナーケース
キットを 2個取付け持ち運び可能にします。

2 ハードディスクインナーケースキット
（HD-511 付属）

本体用HDDとイメージコントローラー用HDDを
外付けにします。

3 イメージコントローラー用HDD イメージコントローラー用の外付けHDDです。

4 本体用HDD 本体用の外付けHDDです。
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2.1 各部の名称とはたらき 2
2.1.11 認証装置（ICカード認証タイプ）AU-201

重要
認証装置（ICカード認証タイプ）AU-201は、オプション製品です。すべて現行のままで販売、または利
用許諾されるものです。

弊社は、本ユーザーズガイドに従わない使用はもとより、製品または製品の使用から生じたいかなる損害
（逸失利益、その他の間接損害を含む）についても責任を負いません。

本製品は、一般事務用を意図して設計・製作されています。生命、財産に著しく影響のある高信頼性を要
求される用途に使用しないでください。

高信頼性を必要とする用途例：化学プラント制御、医療機器制御、緊急連絡制御など

他の認証装置との使用については、動作保証していません。

本製品の仕様は、改良のため、変更することがあります。

ICカードは、カード読取り部から40 mm以内に近づけたまま放置しないでください。

番号 名称 説明

1 カード読取り部 ICカードを登録したり、認証を得たりするとき、IC
カードをかざします。

2 USBケーブル 本体の接続ポートに接続します。
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2.2 電源を入れる、切る 2
2.2 電源を入れる、切る
本機には、主電源スイッチと副電源スイッチの２つの電源スイッチがあります。

2.2.1 電源を入れる

1 主電源スイッチをONにします。

主電源スイッチは、本体内部にあります。
本体前扉を開いてから、本体左扉を開きます。
主電源スイッチをONにすると、操作パネルの電源ランプが
赤に点灯します。
重要
主電源スイッチは、通常ONの状態を維持します。普段は、
主電源をOFF/ONしないでください。

ただし、管理者設定の［ErP設定］で移行時間を選択したり、
［主電源自動OFF設定］をONにしたりすると、主電源ス
イッチは自動的にOFFになります。その場合は、主電源ス
イッチを手動でONにしてください。

［ErP設定］および［主電源自動OFF設定］については、
POD管理編の 7章をごらんください。

2 副電源スイッチをONにします。

副電源スイッチは本体の前面にあります。
副電源スイッチをONにすると、操作パネルの電源ランプが
緑色に点灯します。

3 ウェイクアップ画面とウォームアップ画面とが表示されます。

ウェイクアップ画面につづき、ウォームアップ表示している機械状態画面が表示されます。
ウォームアップに約 6分 30秒かかります。
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2.2 電源を入れる、切る 2
% ウォームアップ表示中に画面の［コピー］タブを押すと、コピー画面に変わります。コピー画面
に［コピー予約できます］と表示されると、ウォームアップ中に原稿をスキャンしておき、コ
ピー可能になったときすぐに出力できます。

4 プリント可能になると、［プリントできます］と表示されます。

% キーカウンターやコピーカードの挿入が必要な場合は、その指示に従って操作してください。
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2.2 電源を入れる、切る 2
2.2.2 電源を切る
重要
主電源スイッチは、通常ONの状態を維持します。普段は、主電源をOFF/ONしないでください。

副電源スイッチをOFFにする前に、主電源スイッチをOFFにしないでください。

副電源スイッチをOFFにした後、下記のメッセージが表示されている間は、主電源スイッチをOFFにし
ないでください。

［冷却中です　冷却後に自動的に電源が切れます］

［電源OFF処理中です　主電源を切らないで下さい］

これらのメッセージが表示されているときに主電源スイッチをOFFにすると、機械の中でトナー固着など
の致命的なトラブルが発生するおそれがあります。

主電源スイッチをOFFにしてすぐにONにする場合は、主電源スイッチをOFFにして必ず 10秒以上経
過してからONにしてください。10秒以内に主電源スイッチをONにすると、正常に動作しないことが
あります。

1 副電源スイッチをOFFにします。

副電源スイッチは本体の前面にあります。タッチパネルの表
示、および電源ランプ以外の操作パネルのランプはすべて消
灯し、電源ランプが緑から赤にかわります。
% ウィークリータイマーを設定している場合は、副電源ス
イッチをOFFにしないでください。副電源スイッチを
OFFにすると、ウィークリータイマーは機能しなくなり
ます。

2 主電源スイッチをOFFにします。

主電源スイッチは、本体内部にあります。
本体前扉を開いてから、本体左扉を開きます。
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2.2 電源を入れる、切る 2
2.2.3 主電源スイッチを自動的にOFFにする
本機は、主電源スイッチを自動的にOFFできます。次の 2種類の設定があります。

これらの設定は、管理者が設定メニューで行います。どのタイミングで主電源スイッチがOFFになるか
は、管理者にお問い合わせください。

d参照
設定の詳細は、POD管理者編の 7章をごらんください。

自動的にOFFになった機械の主電源スイッチをONにする方法は、通常の操作と同じです。

d参照
主電源スイッチをONにする方法は、2-22 ページをごらんください。

2.2.4 翌日継続
出力中のジョブや、予約／保留中のジョブがある状態で副電源スイッチをOFFにすると、2種類のメッ
セージが表示されます。
- 翌日継続できる場合：［予約／保留されているジョブがあります　このまま電源OFFすると再出力で

きません］
- 翌日継続できない場合：［この状態では翌日継続できません　ジョブをこのまま出力する場合には、

再度電源をONして下さい］

それぞれのメッセージに対応して操作してください。

翌日継続できる場合で、翌日継続するとき

1 予約／保留ジョブを本体HDDに保存するため、［ジョブをHDD保存後、電源OFF］を押します。

選択項目 説明

主電源自動OFF設定 副電源スイッチをOFFにして、本体の冷却が完了すると、主電源スイッ
チを自動的にOFFにします。

ErP設定 主電源スイッチがONの状態で、下記の状態が一定時間経過したとき、
主電源スイッチを自動的にOFFにします。
･ 副電源スイッチがOFFの状態
･ オートシャットオフが機能した状態
･ オートローパワーが機能した状態
主電源スイッチがOFFになる時間は、移行しない、12時間、24時間、
36時間、48時間、60時間、72時間のいずれか1つが選択されていま
す。
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2 データ保存後、自動的に副電源スイッチをOFFにします。

再び副電源スイッチをONにしたとき、HDDからデータを読出して再出力できます。

% データを保存しないで副電源をOFFにする場合は、画面の［中止］を押します。HDDへのデータ
保存を中断して、副電源をOFFにします。再出力はできなくなります。

翌日継続できる場合で、翌日継続しないとき

1 ［このまま電源をOFFする］を押します。

2 データを保存しないで、自動的に副電源をOFFにします。
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翌日継続できない場合で、そのまま出力を続けるとき

1 副電源スイッチをONにして、出力を続けます。

2 ジョブ完了後、再び副電源スイッチをOFFにします。

翌日継続できない場合でも、翌日継続したいとき
翌日継続できないメッセージが表示され、出力を続けなければならない場合でも、ジョブの出力データを
保存して翌日継続できることがあります。

1 出力中、操作パネルのストップを押して表示されたダイアログに［一部出力］のボタンがある場合
は、そのボタンを押します。

部数区切りまで出力して停止した後、ダイアログから［一部出力］のボタンが消えます。
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2 副電源スイッチをOFFにします。

3 以降の手順は、「翌日継続できる場合で、翌日継続するとき」をごらんください。
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2.3 自動的に初期設定にもどる（オートリセット）
本機を操作しなくなってから一定時間が経過すると、デフォルト画面として選択した画面にもどります。
この機能をオートリセットといいます。

オートリセット機能が働くと、デフォルト画面にもどるだけではなく、コピー条件がイニシャルのコピー
条件にもどります。

時間の選択
出荷時設定では、1分を経過するとオートリセットが機能します。オートリセットが機能する時間は、設
定メニューで選択できます。また、機能しないように設定できます。

デフォルト画面の選択
出荷時設定では、機械状態画面が選択されます。デフォルト画面は機械状態画面、ジョブリスト画面の予
約／保留リスト画面、ジョブリスト画面のジョブスケジュール画面、コピー画面から選択します。

d参照
イニシャルのコピー条件は、設定メニューのコピー初期設定画面で設定します。詳しくは、POD管理者編
の 7章をごらんください。

オートリセットが機能する時間やデフォルト画面の選択については、POD管理者編の7章をごらんくださ
い。
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2.4 手動で任意設定にもどる（リセット）
操作パネルのリセットを押したとき、設定したコピー条件を取消して、任意設定にもどります。これをリ
セット機能といいます。

任意設定として、フルオート、イニシャル、コピープログラム［30］に登録したコピー条件のうち、いず
れかを選択します。出荷時設定では、イニシャルが選択されてます。

フルオートのコピー条件
フルオートの設定は変更できませんが、出力設定だけ任意に変更できます。
- 原稿設定：標準
- 画質調整：標準
- 倍率設定：1.000
- 片面／両面：片面 ->片面
- 応用設定：なし
- 出力設定：設定メニューで変更可能
- 自動用紙：ON
- 自動画像回転：ON

イニシャルのコピー条件
設定メニューのコピー初期設定画面で設定したコピー条件です。

コピープログラム［30］に登録したコピー条件
操作パネルのプログラムを押して、登録するコピー条件です。

d参照
イニシャルのコピー条件については、POD管理者編の7章をごらんください。

フルオートのコピー条件、および 3つの任意設定で共通のコピー条件の設定については、POD管理者編の
7章をごらんください。

コピープログラムの登録については、10-11 ページをごらんください。
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2.5 パワーセーブランプが点灯する
パワーセーブランプが点灯しているときは、パワーセーブが機能しているか、ウィークリータイマーが機
能しています。いずれも、そのままでは機械を使用できません。

2.5.1 機械を使用するための操作

% 操作パネルのいずれかのキーを押します。

% 操作パネルのいずれかのキーを押しても反応がない場合
は、パワーセーブを押します。

パワーセーブが機能していた場合は、プリント可能状態にもどりま
す。

ウィークリータイマーが機能していると、機械状態画面が表示され、
メッセージ表示部に［一時的にウィークリータイマーを解除します
　パスワードを入力して下さい］と表示されます。パスワードを設
定することで、時間外に機械を使用できます。

d参照
パワーセーブには、オートローパワーおよびオートシャットオフの2つのモードがあります。詳しくは、
以下をごらんください。

手動でパワーセーブを機能させることができます。詳しくは、2-32 ページをごらんください。

2.5.2 自動的に節電状態になる（オートローパワー）
オートローパワーは、機械の消費電力を節約するための機能です。

プリント可能な状態のまま、プリントしないで一定時間（出荷時設定は1分）が経過すると、パワーセー
ブランプが点灯して、タッチパネルが消え、操作パネルではスタートランプ以外のすべてのランプが消灯
します。スタートランプは赤色に変わりますが、電源ランプは緑色に点灯しつづけます。

オートローパワーとオートシャットオフの設定時間が同じ場合、シャットオフが機能します。ジャム位置
画面や両面プリント中の画面が表示されているときは、タッチパネルは消えません。

d参照
設定メニューでオートローパワーの設定時間を変更できます（1分、3分、5分、10分、15分、30分、
60分、90分、120分、240分）。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

ローパワーモードの解除のしかた

% タッチパネルのボタン、または操作パネルのキーのいずれかを押します。プリント可能な状態にもど
ります。
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2.5.3 自動的に節電状態になる（オートシャットオフ）
オートシャットオフは、オートローパワーよりもさらに消費電力を節約するための機能です。

プリント可能な状態のまま、プリントしないで一定時間（出荷時設定は 15分）が経過すると、パワーセー
ブランプが点灯し、タッチパネルおよび操作パネルのすべてのランプは消灯します。

電源ランプは緑色に点灯しつづけます。

d参照
設定メニューでオートシャットオフの機能をOFFにしたり、設定時間を変更したりできます（-- 分
（OFF）、1分、3分、5分、15分、30分、60分、90分、120分、240分）。詳しくは、POD管理者編
の7章をごらんください。

シャットオフモードの解除のしかた

% 操作パネルのパワーセーブを押します。プリント可能な状態
にもどります。

2.5.4 手動で節電状態にする
パワーセーブ（ローパワー、シャットオフ）の機能を手動で設定します。

1 操作パネルのパワーセーブを 1秒間以上押し続けます。

下記のメッセージが表示されます。
シャットオフの場合：
［10秒後にシャットオフモードへ移行します　操作キーで解
除できます］
ローパワーの場合：
［10秒後にローパワーモードへ移行します　操作キーで解除
できます］

2 パワーセーブが機能します。

パワーセーブランプが点灯し、タッチパネルが消えます。
操作パネルのパワーセーブを押す時間が 1秒未満の場合、下記のメッセージが表示され、パワーセー
ブは働きません。
［オートシャットオフを実行するには　［パワーセーブ］を1秒間以上押して下さい］
［オートローパワーを実行するには　［パワーセーブ］を1秒間以上押して下さい］

d参照
初期設定では、手動で設定できるのはシャットオフです。設定メニューで、ローパワーを手動で設定でき
るように変更できます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。

2.5.5 使用時間を制限する（ウィークリータイマー）
ウィークリータイマーは、管理者が立てたスケジュールに従って機械のON/OFFを設定することで、使用
を制限する機能です。

ウィークリータイマーが設定されていて、機械がOFFの状態の場合、パワーセーブランプが点灯して、機
械は使用できなくなっています。
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d参照
ウィークリータイマーの設定は、設定メニューの管理者設定で行います。詳しくは、POD管理者編の7章
をごらんください。

機械を使用できるようにする
下記の操作を行うと、機械は使用できるようになります（時間外使用）。

1 操作パネルのパワーセーブを押します。

機械状態画面に、下記のメッセージが表示されます。
［一時的にウィークリータイマーを解除します　パスワードを入力して下さい］
%［使用時間を指定して下さい　０時間０５分］と表示された場合は、3項に進みます。
% この状態で5分経過すると、自動的に電源が切れます。

2 時間外パスワードを入力して、操作パネルのスタートを押します。

操作パネルのテンキーを使って、半角数字4桁の時間外パスワードを入力してから、スタートを押し
ます。
［一時的にウィークリータイマーを解除します　パスワードを入力して下さい＊＊＊＊］
% 時間外パスワードは、設定メニューの管理者設定で設定します。設定した時間外パスワードは管

理者にお問い合わせください。
% 入力を間違えたときは、引続き正しい半角数字4桁のパスワードを入力します。

3 時間を設定して、操作パネルのスタートを押します。

操作パネルのテンキーを使って時間を入力してから（0～ 9時間）、スタートを押します。
［使用時間を指定して下さい　３時間０５分］

4 分を設定して、操作パネルのスタートを押します。

操作パネルのテンキーを使って分を入力してから（0～ 59分）、スタートを押します。
［使用時間を指定して下さい　３時間３０分］
画面に［プリントできます］と表示されて、設定した時間内は通常どおり機械を使用できます。
% 1 桁の数字を設定する場合は、最初に［0］を入力します。ただし、5分未満の設定はできません。

入力しても5分に設定されます。また、60分以上の設定はできません。

5 設定時間内に作業が終了したら、操作パネルのパワーセーブを1秒以上押しつづけます。

再び、機械の電源はOFF状態になります。
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2.6 ユーザー認証、部門認証を求められたとき
本機は、管理者が設定したユーザー認証項目（ユーザー名、ユーザーパスワード）や部門認証項目（部門
名、部門パスワード）を、単独または組合わせて入力して、下記の機能が使用できるように設定できます。

また、認証装置（ICカード認証タイプ）AU-201に ICカードをかざすだけでユーザー認証を得るように
設定できます。

重要
タンデム機能を使用するとき、ユーザー認証・部門認証は機能しません。

ユーザーパスワード／部門パスワードを入力してユーザー認証／部門認証を得る操作、および ICカードで
ユーザー認証を得る操作を説明します。

d参照
ユーザー認証／部門管理の設定については、POD管理者編の7章をごらんください。

d参照
IC カードによるユーザー認証については、2-36 ページをごらんください。また、認証装置（ICカード認
証タイプ）AU-201の利用については、サービス実施店にお問い合わせください。

2.6.1 ユーザーパスワード／部門パスワードの入力による認証
ユーザー名とユーザーパスワードを入力してユーザー認証を得る方法、および部門名と部門パスワードを
入力して部門認証を得る方法を説明します。

0 ユーザー名やユーザーパスワードが割当てられたユーザーは、管理者が設定した機能および出力の上
限値の範囲内で機械を使用します。

0 部門名や部門パスワードが割当てられたユーザーは、管理者が設定した機能および出力の上限値の範
囲内で機械を使用します。

0 管理者の設定によって、ユーザー認証または部門認証だけで認証を得られたり、両方の認証が必要に
なったりします。

0 パブリックユーザーの使用が許可されている機械は、認証画面の右上部に表示される［パブリック
ユーザー］を押すと、パブリックユーザーとして使用できます。パブリックユーザーとして使用でき
る機能および出力の上限値は管理者が設定します。

0 ［ユーザー一覧］が表示されている画面は、登録したユーザー名を一覧表示します。
0 ［部門一覧］が表示されている画面は、登録した部門名を一覧表示します。
0 認証を得て表示した画面は、リセットが機能したり、操作パネルの IDを押したりすると、認証画面に

もどります。
0 セキュリティー強化モードをONにしている機械は、認証が必要な機能を使用するとき、必ず認証画

面を表示します。このとき、半角英数字や記号で8文字以上の文字数に設定していないパスワードで
は、認証されなくなります。また、認証時に入力を間違えたときは、5秒間、再入力できません。
［ユーザー一覧］や［部門一覧］は表示されなくなります。

0 ユーザー名は半角英数字や記号を64文字以内、ユーザーパスワードは半角英数字を 64文字以内、部
門名、部門パスワードは半角英数字を8文字以内で入力します。

1 要求されたユーザー名、ユーザーパスワード、部門名、部門パスワードを入力します。下記のいずれ
かの画面が表示されます。それぞれの説明に従って入力してください。

% 下記の画面が表示されたら、ユーザー名とユーザーパスワードを入力します。
%［ユーザー一覧］が表示されているときは、そのボタンを押してユーザー一覧を表示します。任意

のボタンを選択して［OK］を押すと、ユーザー認証画面の［ユーザー名］右に選択したユーザー
名が表示されます。

% ユーザーパスワードが設定されていないユーザー名は、ユーザー名だけの入力で認証が得られま
す。

名称 説明

コピー操作 ［コピー］タブを押して使用する機能

スキャン操作 ［スキャン］タブを押して使用する機能

プリンター印字 プリント出力する機能

読出し操作 ［読出し］タブおよび［保存］タブを押して使用する機能
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% 管理者が、［ユーザー／部門認証連動］という機能を設定している場合、ユーザー登録で、あらか
じめ所属部門の設定をしていないと、ユーザー名とユーザーパスワードを入力しても認証されま
せん。

% 下記の画面が表示されたら、部門名に設定された部門パスワードを入力します。

% 下記の画面が表示されたら、部門名とその部門名に設定された部門パスワードを入力します。
%［部門一覧］が表示されているときは、そのボタンを押して部門一覧を表示します。任意のボタン

を選択して［OK］を押すと、部門認証画面の［部門名］右に選択した部門名が表示されます。

% 下記の画面が表示されたら、ユーザー名とユーザーパスワード、および部門名と部門パスワード
を入力します。
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% 下記の画面のように、画面右上に［パブリックユーザー］が表示されていたら、そのボタンを押
します。認証に必要な入力や ICカードを使用しなくても、機械を使用できます。

2 ［OK］、または操作パネルの IDを押します。

アクセスした画面が表示されます。
%［リミットをオーバーしました］と表示されて、使用できないことがあります。管理者にお問い合

わせください。
% 認証されても、［コピー操作］、［スキャン操作］、［プリンター印字］、［読出し操作］のうち、管理

者の設定で使用できない機能があることがあります。管理者にお問い合わせください。

3 作業を開始します。

通常の操作ができます。
% リセット機能が働くと、機械状態画面にかわります。認証が必要な画面を操作するときは、改め

て認証を得てください。

4 作業終了後、操作パネルの IDを押します。

認証画面が表示されて、操作できなくなります。

2.6.2 IC カードによるユーザー認証
IC カードを使ってユーザー認証を得る操作について説明します。

0 IC カードを認証装置（ICカード認証タイプ）AU-201にかざしてユーザー認証が得るように設定しま
す。このとき、ユーザーパスワードを入力しなければ認証が得られないように設定されていることが
あります。
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0 パブリックユーザーの使用が許可されている機械は、認証画面の右上部に表示される［パブリック
ユーザー］を押すと、パブリックユーザーとして使用できます。パブリックユーザーとして使用でき
る機能および出力の上限値は管理者が設定します。

0 IC カードでユーザー認証を得るように設定すると、部門認証は機能しなくなります。
0 認証データ登録中に認証装置（ICカード認証タイプ）AU-201のUSBを本体から引抜くと、認証画面

の［認証装置］のボタンがグレーアウトして、使用できなくなります。認証装置（ICカード認証タイ
プ）AU-201のUSBケーブルを本体のUSB接続ポートに接続すると、本認証装置は自動的に認識
され、使用できるようになります。

0 ICカード登録は1ユーザーに対して1つです。1ユーザーに複数のICカードを登録できません。すでに
ユーザーに登録されている ICカードを新しくする場合は、新しく ICカード情報を上書きします。

0 IC カードは、FeliCa、TypeA、SSFC、FCF、FCF（キャンパス）の5種類を使用できますが、登
録して使用できるのは、1種類だけです。管理者が、使用する ICカードの種類を変更すると、今ま
で使用していた ICカードは使用できなくなります。

0 異なるユーザーに同じ ICカードを重複して登録できません。
0 IC カードに登録したカード情報を削除できます。

1 ［認証装置］を選択します。

%［パスワード］がグレーアウトしないときは、［パスワード］を押して、パスワードを入力します。
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% 下記の画面のように、画面右上に［パブリックユーザー］が表示されていたら、そのボタンを押
します。認証に必要な入力や ICカードを使用しなくても、機械を使用できます。

2 ［OK］、または操作パネルの IDを押します。

アクセスした画面が表示されます。
%［リミットをオーバーしました］と表示されて、使用できないことがあります。管理者にお問い合

わせください。
% 認証されても、［コピー操作］、［スキャン操作］、［プリンター印字］、［読出し操作］のうち、管理

者の設定で使用できない機能があることがあります。管理者にお問い合わせください。

3 作業を開始します。

通常の操作ができます。
% リセット機能が働くと、機械状態画面にかわります。認証が必要な画面を操作するときは、改め

て認証を得てください。

4 作業終了後、操作パネルの IDを押します。

認証画面が表示されて、操作できなくなります。
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2.6.3 外部サーバーによるユーザー認証
外部サーバーを使用してユーザー認証を得る操作について説明します。

0 パブリックユーザーの使用が許可されている機械は、認証画面の右上部に表示される［パブリック
ユーザー］を押すと、パブリックユーザーとして使用できます。パブリックユーザーとして使用でき
る機能および出力の上限値は管理者が設定します。

0 アクセスする外部サーバーの設定は、管理者が行います。詳しくは、管理者にお問い合わせくださ
い。

0 IC カードでの外部サーバー認証はできません。

1 ［サーバー名称］右の外部サーバー名称を確認し、アクセスするサーバーでない場合は、［サーバー名
称］を押します。

2 任意の外部サーバーボタンを選択して、［OK］を押します。
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3 ユーザー名、ユーザーパスワードを入力します。

% 下記の画面のように、画面右上に［パブリックユーザー］が表示されていたら、そのボタンを押
します。認証に必要な入力をしなくても、外部サーバーにアクセスできます。

4 ［OK］、または操作パネルの IDを押します。

アクセスした画面が表示されます。
%［リミットをオーバーしました］と表示されて、使用できないことがあります。管理者にお問い合

わせください。
% 認証されても、［コピー操作］、［スキャン操作］、［プリンター印字］、［読出し操作］のうち、管理

者の設定で使用できない機能があることがあります。管理者にお問い合わせください。

5 作業を開始します。

通常の操作ができます。
% リセット機能が働くと、機械状態画面にかわります。認証が必要な画面を操作するときは、改め

て認証を得てください。

6 作業終了後、操作パネルの IDを押します。

認証画面が表示されて、操作できなくなります。
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2.7 操作および補給／廃棄方法の画面を表示する：ヘルプメッセージ
表示されている画面の操作方法やコメントを、メッセージ表示部に表示します。

機械状態画面を表示しているときは、トナー補給、廃棄トナーボックスの交換、用紙補給、平とじ針の補
給、平とじ針くず処理、パンチくず処理の各方法を表示します。

操作方法のヘルプメッセージ

1 任意の画面を表示します。

2 画面右上の［ ］または操作パネルのヘルプを押します。

画面上部にヘルプメッセージが表示されます。

3 現在表示されている画面の操作方法やコメントを確認します。

% 現在表示されている画面の解説がない場合は、画面右上の［ ］はグレーアウトしています。こ
のとき、画面の［ ］や操作パネルのヘルプを押しても、ヘルプメッセージは表示されません。

4 そのまま次の操作に進みます。

% ヘルプメッセージを表示したまま、次の操作に進んで構いません。
% ヘルプメッセージを消したいときは、画面の［ ］または操作パネルのヘルプを押します。

補給／廃棄方法のヘルプメッセージ

1 ［機械状態］タブを押して、機械状態画面を表示します。
bizhub PRO 951 2-41



2.7 操作および補給／廃棄方法の画面を表示する：ヘルプメッセージ 2
2 機械状態画面の［ ］または操作パネルのヘルプを押します。

3 ヘルプメッセージ右下の［補給／廃棄方法］を押します。

4 任意のタブを押して、補給／廃棄方法を確認します。

% 各補給／廃棄方法については、別に説明しています。詳しくは、5章をごらんください。

5 そのまま次の操作に進みます。

% ヘルプメッセージを表示したまま、次の操作に進んで構いません。
% ヘルプメッセージを消したいときは、画面の［ ］または操作パネルのヘルプを押します。
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2.8 キーやボタンの応答時間を調整する：キー応答
本機では、タッチパネルのボタンを押してから機械が反応するまでの時間を、あらかじめ設定しています。
操作パネルのキー応答を押すと、タッチパネルのボタンを一定時間押しつづけることによって、機械が反
応するように設定できます。

手の不自由な方が、押したいボタンの周りにあるボタンに触ってうまく操作できないときにご利用くださ
い。

d参照
キー応答の時間設定は、設定メニュー画面で行います。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんくださ
い。

0 応答時間は、通常／0.5 秒／ 1秒／ 2秒／ 3秒のいずれかが設定されています。

1 操作パネルのキー応答を押します。

キー応答のグリーンのランプが点灯し、設定されている応答
時間で反応するようになります。
% 応答時間が［通常］に設定されていると、キー応答のラン

プが点灯していても、通常どおり操作できます。

2 OFFにするときは、操作パネルのキー応答を1秒間以上押しつづけます。

キー応答のランプが消えて、通常のボタン操作にもどります。
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3.1 用紙について 3
3 用紙、原稿について

3.1 用紙について
用紙をセットする装置には下記のものがあります。
- 本体トレイ（トレイ1、トレイ 2）
- 大容量給紙ユニット LU-409（トレイ 3）
- 大容量給紙ユニット LU-410（トレイ 3）
- ペーパーフィーダーユニットPF-706（トレイ 3～トレイ 5）
- ポストインサーターPI-502（取付けキットMK-732）（フィニッシャー FS-532にオプション装備）

用紙を搬送／処理／排出する装置には下記のものがあります。
- ADU（自動両面コピーユニット）（本体に標準装備）
- フィニッシャー FS-532
- パンチキットPK-522（フィニッシャー FS-532にオプション装着）
- 中とじ機SD-510（フィニッシャー FS-532にオプション装着）
- Z折りユニットZU-608（フィニッシャー FS-532にオプション装着）

3.1.1 使用できる用紙の質量

各給紙トレイにセットする用紙坪量の設定や登録／削除は、機械状態画面のトレイ設定で行います。詳し
くは、POD管理者編の 3章をごらんください。

重要
給紙トレイに設定した坪量の用紙以外の用紙をセットしないでください。画像品質が落ちたり、トラブル
の原因になったりします。

重要
トレイ設定以外の用紙設定で一時的にコピーする場合は、コピー画面の用紙予約設定で設定を変更します。

用紙をセットする装置 坪量

本体トレイ（トレイ1、トレイ 2） 40 g/m2 ～ 300 g/m2（245 g/m2 ～ 300 g/m2 は、紙種
に指定あり）
上記範囲内の紙であっても、紙種によっては、通紙や印刷
の性能が仕様を満たさない場合があります。

大容量給紙ユニット LU-409（トレイ
3）

40 g/m2 ～ 300 g/m2

大容量給紙ユニット LU-410（トレイ
3）

40 g/m2 ～ 300 g/m2

ペーパーフィーダーユニットPF-706
（トレイ3、トレイ 5）

40 g/m2 ～ 300 g/m2

ペーパーフィーダーユニットPF-706
（トレイ4）

40 g/m2 ～ 350 g/m2

ポストインサーターPI-502（取付け
キットMK-732）（フィニッシャー FS-
532にオプション装備）

50 g/m2 ～ 200 g/m2

用紙を搬送／処理／排出する装置 坪量

ADU 50 g/m2 ～ 300 g/m2

フィニッシャー FS-
532

サブトレイ 40 g/m2 ～ 350 g/m2

メイントレイ 40 g/m2 ～ 350 g/m2

平綴じステープル：50 g/m2 ～ 300 g/m2

パンチキットPK-522 60 g/m2 ～ 300 g/m2
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3.1.2 セット、排出できる用紙の枚数

中とじ機SD-510 折りトレイ ・中とじ
本身：50 g/m2 ～ 216 g/m2

表紙：50 g/m2 ～ 300 g/m2

・重ね中折り
本身：50 g/m2 ～ 216 g/m2

表紙：50 g/m2 ～ 300 g/m2

・重ね三つ折り
本身：50 g/m2 ～ 105 g/m2（表紙なし）

Z折りユニットZU-608 60 g/m2 ～ 91 g/m2

用紙を搬送／処理／排出する装置 坪量

用紙をセットする装置 セットできる枚数

本体トレイ（トレイ1、トレイ 2） 各 1,600 枚（64 g/m2）
各 1,500 枚（80 g/m2）

大容量給紙ユニット LU-409（トレイ
3）

5,000枚（64 g/m2）
4,500枚（80 g/m2）

大容量給紙ユニット LU-410（トレイ
3）

4,500枚（64 g/m2）
4,000枚（80 g/m2）

ペーパーフィーダーユニットPF-706
（トレイ3～トレイ 5）

各 2,000 枚（80 g/m2 紙、積載高さ 217 mm）

ポストインサーターPI-502（取付け
キットMK-732）（フィニッシャー FS-
532にオプション装備）

上段トレイ／下段トレイ各 200枚（80 g/m2、積載高さ
30 mm以内）

用紙を搬送／処理／排出する装置 搬送／処理／排出できる枚数

ADU 制限なし

フィニッシャー FS-
532

サブトレイ
（ソート／グ
ループ）

300枚（80 g/m2）
Z折り：20枚（80 g/m2）
中折り：40枚（80 g/m2）

メイントレイ
（ソート／グ
ループ）

紙の坪量とサイズに対する収容枚数の目安は、3-4 ページ
の表をごらんください。
・SD-510装着時／未装着時
Z折り：50枚（130 g/m2）
中折り：50枚（130 g/m2）

メイントレイ
（仕分けソート
／仕分けグルー
プ）

紙の坪量とサイズに対する収容枚数の目安は、3-4 ページ
の表をごらんください。
・SD-510装着時／未装着時
Z折り：50枚（130 g/m2）
中折り：50枚（130 g/m2）

メイントレイ
（ステープル）

2～ 9枚とじ：75部（長さが 182～ 364 mmの用紙は
150部）
10～ 20枚とじ：50部
21～ 30枚とじ：30部
31～ 40枚とじ：25部
41～ 50枚とじ：20部
51～ 60枚とじ：15部
61～ 100枚とじ：10部
冊子 1部の最大平とじ枚数は、3-4 ページの表をごらんく
ださい。

パンチキットPK-522 最大 105 ppm（A4 v）

中とじ機SD-510 紙の坪量とサイズに対する処理枚数については、3-5 ペー
ジの表をごらんください。

Z折りユニットZU-608 パンチ処理：85 ppm
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フィニッシャー FS-532 メイントレイ（通常排紙）の収容枚数目安（72 g/m2 ～ 81 
g/m2 の場合）
・ソート／グループ機能

・仕分けソート／仕分けグループ機能

大サイズ：A3 w、B4 w *1、Foolscap*2、12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、SRA3 w、
SRA4 w/v、13 e 19 w、ワイド紙*3（最大 324 mm e 460 mm）

小サイズ：A4 w/v、B5 w/v *1、8.5 e 11 w/v、9 e 11 v

特小サイズ : A5 v、5.5 e 8.5 w/v
*1：B系列用紙は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、
サービス実施店にお問い合わせください。
*2：Foolscap は、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 wのサイズを指します。
*3：ワイド紙は同じサイズ名称でもサイズは同じではありません。ご使用になるワイド紙のサイズを確認
し、その数値を必ず入力してください。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

フィニッシャー FS-532 最大平とじ枚数

最大平とじ枚数は、上記の表の範囲内でも、厚み23 mmを超えないようにしてください。

大サイズ 小サイズ 特小サイズ

SD-510未装着時 2000 4200 750

SD-510装着時 2000 3000 750

大サイズ 小サイズ 特小サイズ

SD-510 未装着／装着時 1500 1500 750

坪量 ステープル枚数（カバー紙 1枚（200 g/m2）を含めた枚数）

非塗工紙
（上質紙除く）

上質紙

長さ
139 mm～
399 mm

長さ
400 mm
以上

長さ
139 mm～
320 mm

長さ
321 mm～
399 mm

長さ
400 mm
以上

40 g/m2 ～ 49 g/m2 ー ー ー ー ー

50 g/m2 ～ 61 g/m2 100 50 50 20 ー

62 g/m2 ～ 74 g/m2 100 50 50 20 ー

75 g/m2 ～ 80 g/m2 100 50 30 30 30

81 g/m2 ～ 91 g/m2 60 50 30 30 30

92 g/m2 ～ 105 g/m2 50 50 30 30 30

106 g/m2 ～ 135 g/m2 50 50 30 30 30

136 g/m2 ～ 162 (176) g/m2 40 40 30 30 30

163 (177) g/m2 ～ 216 g/m2 25 25 25 25 25

217 g/m2 ～ 256 (244) g/m2 25 25 25 25 25

257 (245) g/m2 ～ 300 g/m2 10 10 10 10 10

301 g/m2 ～ 350 g/m2 ー ー ー ー ー
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中とじ機SD-510 の処理枚数
・中とじ機能

・重ね中折り機能

・重ね三つ折り機能

坪量 用紙幅279.4 mm以上 用紙幅 279.4 mm未満

上質紙 その他 上質紙 その他

40 g/m2 ～ 49 g/m2 ー ー ー ー

50 g/m2 ～ 61 g/m2 25 25 ー ー

62 g/m2 ～ 74 g/m2 20 20 ー ー

75 g/m2 ～ 91 g/m2 20 20 10 10

92 g/m2 ～ 135 g/m2 5 5 5 5

136 g/m2 ～ 162 g/m2 5 5 5 5

163 g/m2 ～ 216 g/m2 5 5 5 5

217 g/m2 ～ 244 g/m2 表紙のみ 表紙のみ ー ー

245 g/m2 ～ 300 g/m2 表紙のみ 表紙のみ ー ー

301 g/m2 ～ 350 g/m2 ー ー ー ー

坪量 用紙幅279.4 mm以上 用紙幅 279.4 mm未満

上質紙 その他 上質紙 その他

40 g/m2 ～ 49 g/m2 ー ー ー ー

50 g/m2 ～ 61 g/m2 5 5 ー ー

62 g/m2 ～ 74 g/m2 5 5 ー ー

75 g/m2 ～ 91 g/m2 5 5 5 5

92 g/m2 ～ 135 g/m2 5 5 5 5

136 g/m2 ～ 162 g/m2 5 5 5 5

163 g/m2 ～ 216 g/m2 5 5 5 5

217 g/m2 ～ 244 g/m2 1 1 1 1

245 g/m2 ～ 300 g/m2 1 1 1 1

301 g/m2 ～ 350 g/m2 ー ー ー ー

坪量 上質紙 その他

40 g/m2 ～ 49 g/m2 ー ー

50 g/m2 ～ 61 g/m2 3 3

62 g/m2 ～ 74 g/m2 3 3

75 g/m2 ～ 91 g/m2 3 3

92 g/m2 ～ 135 g/m2 1 1

136 g/m2 ～ 162 g/m2 ー ー

163 g/m2 ～ 216 g/m2 ー ー

217 g/m2 ～ 244 g/m2 ー ー

245 g/m2 ～ 300 g/m2 ー ー

301 g/m2 ～ 350 g/m2 ー ー
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3.1.3 セット、搬送、排出できる用紙サイズ

用紙をセットする装置 セットできるサイズ

本体トレイ（トレイ1、トレイ 2） 定形サイズ：
SRA3 w、A3 w、B4 w*1、A4 w/v、SRA4 w、
B5 w/v*1、A5 v、郵政はがき*、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、9 e 11 v、
Foolscap*2、5.5 e 8.5 v
不定形サイズ：
最小タテ 182 mm e ヨコ139 mm～最大タテ 324 mm e 
ヨコ 463 mm
ワイド紙*3：
A3W w、B4W w、A4W w/v、B5W w/v、A5W v、
12 e 18W w、11 e 17W w、8.5 e 11W w/v、
5.5 e 8.5W v
インデックス紙：
A3T w、B4T w、A4T w/v、B5T w/v、11 e 17T w、
8.5 e 11T w/v、5.5 e 8.5T v
以下の定形サイズと切替えて検知できます。
A5 vのかわりに5.5 e 8.5 v、SRA3 wのかわりに
12 e 18、8.5 e 14 wのかわりに8 e 13 w、
8.25 e 13 w、8.12 e 13.2、または8.5 e 13 w
*：本体トレイ（トレイ1、トレイ 2）に郵政はがきをセッ
トする場合は、ハガキアダプター（オプション）が必要で
す。サービス実施店にお問い合わせください。

大容量給紙ユニット LU-409（トレイ
3）

定形サイズ：A4 v、B5 v*1、8.5 e 11 v、9 e 11 v
不定形サイズ：最小タテ250 mm e ヨコ 176 mm～最大タ
テ 314 mm e 229 mm
ワイド紙*3：A4W v、B5W v*1、8.5 e 11W v
インデックス紙：B5T v*1、A4T v、8.5 e 11T v

大容量給紙ユニット LU-410（トレイ
3）

定形サイズ：A3 w、B4 w*1、A4 w/v、SRA4 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、9 e 11 v、
Foolscap*2
不定形サイズ：最小タテ 203 mm e ヨコ 195 mm～最大タ
テ 324 mm e 483 mm
ワイド紙*3：A3W w、B4W w*1、A4W w/v、
11 e 17W w、8.5 e 11W w/v、12 e 18W w
インデックス紙：A4T w/v、B4T w*1、A3T w、
8.5 e 11T w/v、11 e 17T w

ペーパーフィーダーユニットPF-706
（トレイ3～トレイ 5）

定形サイズ：SRA3 w、A3 w、B4 w*1、A4 w/v、
SRA4 w、B5 w/v*1、A5 v、郵政はがきw*、
12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、9 e 11 v、Foolscap*2
不定形サイズ：最小タテ 182 mm e ヨコ 139 mm～最大
タテ 324 mm e ヨコ463 mm
小サイズガイド使用時：
最小タテ95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 181mm e 
463 mm
ワイド紙*3：A3W w、B4W w*1、A4W w/v、
B5W w/v*1、A5W v、12 e 18W w、11 e 17W w、
8.5 e 11W w、5.5 e 8.5W v
最大タテ324 mm e ヨコ463 mm
インデックス紙：B5T w/v*1、A4T w/v、B4T w*1、
A3T w、8.5 e 11T w/v、11 e 17T w、5.5 e 8.5T v
定形サイズの場合、トレイ設定で、トレイごとに自動検知
する用紙サイズを設定できます。
・A5 v、5.5 e 8.5 v（デフォルトはA5 v）
・SRA3 w、12 e 18 w（デフォルトは12 e 18 w）
・8.5 e 14 w、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、
8.25 e 13 w、8.5 e 13 w（デフォルトは8.5 e 14 w）
 *：ペーパーフィーダーユニットに郵政はがきをセットする
場合は、小サイズガイドを使用します。詳しくは、5-18
ページをごらんください。
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3.1 用紙について 3
*1：B系列用紙は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、
サービス実施店にお問い合わせください。

*2：Foolscap は、8 e13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 wのサイズを指します。
*3：ワイド紙は同じサイズ名称でもサイズは同じではありません。ご使用になるワイド紙のサイズを確認
し、その数値を必ず入力してください。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

ポストインサーター
PI-502（取り付け
キットMK-732）
（フィニッシャー
FS-532にオプショ
ン装備）

上段トレイ 定形サイズ：A4 w/v、B5 w/v*1、A5 v、8.5 e 
11 w/v、5.5 e 8.5 v、ワイド紙*3

不定サイズ：最小タテ182 mm e ヨコ139 mm～最大タ
テ 216 mm e ヨコ297 mm

下段トレイ 定形サイズ：A3 w、B4 w*1、A4 w/v、B5 w/v*1、
A5 v、Foolscap*2、SRA4 w、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 v、
ワイド紙*3

不定サイズ：最小タテ182 mm e ヨコ139 mm～最大タ
テ 314 mm e ヨコ458 mm

用紙を搬送／処理／排出する装置 搬送／処理／排出できるサイズ

ADU 本体に準拠

フィニッシャー
FS-532

サブトレイ
（ソート／
グループ）

定形サイズ：A3 w、B4 w*1、A4 w/v、B5 w/v*1、
A5 v、Foolscap*2、SRA3 w、SRA4 w/v、12 e 
18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、5.5 
e 8.5 v、9 e 11 v、ワイド紙*3

不定形サイズ：最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm ～最大タ
テ 331 mm e ヨコ 488 mm
インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）

メイントレイ
（ソート／
グループ）

大サイズ：A3 w、B4 w*1、Foolscap*2、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、SRA3 w、SRA4 w/v、
13 e 19 w
小サイズ：A4 w/v、B5 w/v*1、8.5 e 11 w/v、
9 e 11 v
特小サイズ：A5 v、5.5 e 8.5 v
不定形サイズ：最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～ 最大タ
テ 331 mm e ヨコ 488 mm
ワイド紙：最大タテ324 mm e ヨコ 460 mm*3

インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）
ストレート排紙のみ：13 e 19 w、不定形サイズ（最小タ
テ 95 mm e ヨコ 133 mm ～最大タテ 331 mm e ヨコ 488 
mm）

メイントレイ
（仕分けソート／
仕分けグループ）

最小タテ148 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 mm e 
ヨコ488 mm
大サイズ：A3 w、B4 w*1、Foolscap*2、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、SRA3 w、SRA4 w/v、
13 e 19 w、ワイド紙*3（最大タテ 324 mm e ヨコ 460 
mm）
小サイズ用紙：A4 w/v、B5 w/v*1、8.5 e 11 w/v、
9 e 11 v
特小サイズ用紙：A5 v、5.5 e 8.5 v
不定形サイズ：最小タテ95 mm e ヨコ 133 mm～最大タ
テ 331 mm e ヨコ 488 mm
インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）
ストレート排紙のみ：13 e 19 w、不定形サイズ（最小タ
テ95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 mm e ヨコ 488 
mm）

用紙をセットする装置 セットできるサイズ
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3.1 用紙について 3
*1：B系列用紙は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、
サービス実施店にお問い合わせください。

*2：Foolscap は、8 e13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 wのサイズを指します。
*3：ワイド紙は同じサイズ名称でもサイズは同じではありません。ご使用になるワイド紙のサイズを確認
し、その数値を必ず入力してください。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

3.1.4 オートトレイスイッチ（ATS）機能
連続プリント中、選択した給紙トレイの用紙がなくなった場合、以下の条件を満たしたトレイが他にあれ
ば、自動的に給紙トレイを切替えてプリントを続けます。
- 同じサイズの用紙を同じ向きにセット
- 同じ種類の用紙をセット

ATS機能を使用するには、事前に設定メニューの［02 機能設定］ー［01 給紙トレイ設定］で、下記の設
定をします。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。
- ［01 給紙トレイ自動選択］で、自動用紙が機能したときに選択の対象になるトレイを指定します。こ

のとき、切替えるトレイの優先順位を設定できます。
- ［02 ATS許可］で、ATS機能をONに設定します。
- ［03 ATS設定］で、ATSが機能して他のトレイから給紙されている状態で、もとのトレイに用紙を

補給したとき、現在のまま給紙を維持するか、もとのトレイからの給紙に再び切替えるかを設定しま
す。

フィニッシャー
FS-532

メイントレイ
（ステープル）

最小タテ 203 mm e ヨコ 139 mm～最大タテ 324 mm e 
ヨコ463 mm*

*：奥コーナー平行打ちは、最大タテ320 mmです。
定形サイズ：A3 w、B4 w*1、A4 w/v、B5 v*1、A5 v、
Foolscap*2、SRA3 w、SRA4 w/v、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、
5.5 e 8.5 v、9 e 11 v、13 e 19 w
不定形サイズ：最小タテ 203 mm e ヨコ 139 mm ～最大タ
テ 324 mm e ヨコ 463 mm
ワイド紙*3

インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）

パンチキット
PK-522

2 穴 A3 w、B4 w*1、A4 w/v、B5 w/v*1、A5 w/v、
Foolscap、SRA4 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 w/v、9 e 11 v

中とじ機
SD-510

中とじ機能 A3 w、B4 w*1、A4 w、12 e 18 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 w
ワイド紙*3

不定形サイズ：最小タテ120 mm e ヨコ 240 mm～最大タ
テ 324 mm e ヨコ 463 mm

中折り機能 A3 w、B4 w*1、A4 w、12 e 18 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 w
ワイド紙*3

不定形サイズ：最小タテ120 mm e ヨコ 240 mm～最大タ
テ 324 mm eヨコ 463 mm

三つ折り機能 A4 w、8.5 e 11 w

Z折りユニット
ZU-608

パンチ機能 2穴 A3 w、B4 w*1、A4 w/v、B5 w/v*1、A5 w/v、
Foolscap、SRA4 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 w/v、9 e 11 v、
7.25 e 10.5 w/v

4穴 A3 w、B4 w*1、A4 v、11 e 17 w、8.5 e 11 v

折り機能 A3 w、B4 w*1

用紙を搬送／処理／排出する装置 搬送／処理／排出できるサイズ
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3.1 用紙について 3
3.1.5 用紙の保管
用紙を保管するときは、以下のことにご注意ください。
- 用紙は、湿気の少ない冷暗所に保管してください。
- 用紙が湿気をおびると、紙づまりの原因になります。給紙トレイにセットしきれなかった用紙は、包

装紙に包み、包装紙から取出した用紙は、ポリ袋に入れ、湿気の少ない冷暗所に保管してください。
- 用紙は、立てておかずに水平にして保管してください。用紙を立てておくと、用紙にカールが付いて

紙づまりの原因になります。
- 幼児や子供の手の届くところには置かないようにしてください。
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3.2 原稿について 3
3.2 原稿について

3.2.1 ADFにセットする原稿について
ADFを使用する場合、4つのモードがあります。
- 普通原稿モード
- 混載原稿モード
- Ｚ折れ原稿モード
- 1枚送りモード

各モードによって給紙できる原稿の厚み、検知できるサイズに制限があります。

普通原稿モード
検知できるサイズをAB系からインチ系、A系列だけ、AB系とインチ系の混合に変更できます。
- 給送できる原稿サイズ：最大タテ297 mm e ヨコ 431.8 mm～最小タテ 128 mm e ヨコ139.7 mm
- 検知できる原稿サイズ：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、

8.5 e 11 w
- 原稿の質量：50 g/m2 ～ 130 g/m2

- 原稿カール：10 mm以下
- 原稿セット容量：100枚（80 g/m2 紙）
- 同一原稿使用回数：5回以内（片面原稿モード）、3回以内（両面原稿モード）

混載原稿モード
混載原稿モードでは、サイズが異なる定形サイズの原稿をセットしてコピーできます。
- 検知・コピーできる原稿サイズ：混載できる原稿サイズの種類は、ADFガイド板の開き幅でかわりま

す。
- A3 w、A4 vの開き幅の場合：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 v、A5 v
- B4 w、B5 vの開き幅の場合：B4 w、A4 w、B5 w/v、A5 v
- A4 w、A5 vの開き幅の場合：A4 w、B5 w、A5 v
- 原稿の質量：50 g/m2 ～ 130 g/m2

- 原稿カール：10 mm以下
- 原稿セット容量：100枚（80 g/m2 紙）
- 同一原稿使用回数：5回以内（片面原稿モード）、3回以内（両面原稿モード）

ADFガイド板の開き幅とは？

Z折れ原稿モード
Z折れ原稿モードは、ADFの外部サイズ検知センサーを使わず、スキャンした画像サイズで原稿サイズを
検知します。
- 検知できる原稿サイズ：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、

8.5 e 11 w
- 原稿の質量：50 g/m2 ～ 130 g/m2

- 原稿カール：10 mm以下
- 原稿セット容量：100枚（80 g/m2 紙）
- 同一原稿使用回数：5回以内（片面原稿モード）、3回以内（両面原稿モード）

A3 w、A4 vの開き幅の場合 B4 w、B5 vの開き幅の場合 A4 w、A5 vの開き幅の場合
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3.2 原稿について 3
1 枚送りモード
普通原稿モードでは給送できない厚紙原稿や、給送するとトラブルを起こすことのある貼合わせの原稿を
ADFを使ってコピーします。
- 給送できる原稿サイズ：最大タテ297 mm e ヨコ 431.8 mm～最小タテ 128 mm e ヨコ139.7 mm
- 検知できる原稿サイズ：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、

8.5 e 11 w
- 原稿の質量：片面原稿50～ 200 g/m2 紙、両面原稿 50～ 130 g/m2 紙
- 原稿カール：10mm以下
- 原稿セット容量：1枚ずつセット
- 同一原稿使用回数：5回以内（片面原稿モード）、3回以内（両面原稿モード）

3.2.2 原稿ガラスにセットする原稿について
ADFにセットできない原稿をコピーするときや、ADFを使用できないコピー条件でコピーするとき、原
稿ガラスに原稿をセットしてコピーします。

ADFにセットできない原稿

原稿ガラスにセットする原稿の仕様
検知できる原稿サイズ：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v*、郵政はがき

*：A5 wのかわりにB6 wまたは5.5 e 8.5 w、A5 vのかわりに 5.5 e 8.5 vに検知サイズを変更でき
ます。

セットできる質量：6.8 kg 以下

セットできる厚み：30 mm以下

7 注意 
- 重い原稿はのせないでください。また、厚手の原稿をのせた場合、強く原稿を押さえないでくださ

い。原稿ガラスが割れてけがをするおそれがあります。

カール、しわ、折れ 貼合わせや、切抜きがあるもの ブックもの

OHPフィルム、アート紙、
セロハン

二つ折り、たくさん穴があるも
の、ステープル針があるもの

簡単に折曲げられないような厚い
紙や航空便箋のような薄い紙
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4.1 機械状態画面 4
4 基本的なコピーのしかた

4.1 機械状態画面

4.1.1 機械状態画面の概要

番号 名称 説明

1 ［機械状態］タブ 機械状態画面を表示するときに押します。

2 ［ジョブリスト］タブ ジョブリスト画面を表示して、ジョブを管理すると
きに押します。

3 ［読出し］タブ スキャンデータを読出すときに押します。詳しくは、
［ユーザーズガイド　ネットワークスキャナー編］を
ごらんください。

4 スキャナーメッセージ ADF／原稿ガラスの原稿スキャンの状態を表示しま
す。

5 ［コピー］タブ コピー画面を表示して、コピー操作をするときに押
します。詳しくは、4-8 ページをごらんください。

6 本体ウォームアップステータスバー 本体ウォームアップ中に現在のウォームアップの状
態を表示します。ウォームアップが完了すると、表
示は消えます。

7 ［スキャン］タブ スキャン操作の画面を表示するときに押します。詳
しくは、［ユーザーズガイド　ネットワークスキャ
ナー編］をごらんください。

8 ［保存］タブ スキャンデータの保存先を指定するときに押します。
詳しくは、［ユーザーズガイド　ネットワークスキャ
ナー編］をごらんください。

9 ［報知音／音声ON/OFF］ すべての報知音および音声を、鳴らすかどうかを選
択するときに押します。
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4.1 機械状態画面 4
10 ［ヘルプ］ 表示されている画面のヘルプメッセージを表示する
ときに押します。画面によっては、［ ］がグレー
アウトして、選択できないことがあります。
機械状態画面を表示しているときに押すと、トナー
補給、廃棄トナーボックスの交換、用紙補給、平と
じ針の補給、平とじ針くず処理、パンチくず処理の
各方法を表示します。

11 出力中情報表示部 現在出力中のジョブの出力部数と設定部数、および
ジョブ番号を表示します。

12 機械管理情報表示部 前ジョブの原稿枚数、予約ジョブ数、メモリー残量、
HDD容量残量を表示します。

13 ［サンプル排紙］ 出力中にサンプル排紙したいときに押します。

14 機械構成表示部 本体およびオプションの構成図を表示します。

15 ［サイズ］／［サイズ（単位 :mm）］ 不定形サイズ用紙の表示を［不定形］または
mm/inch のサイズ表記に切替えます。サイズ表記
は、mmがデフォルトです。mmと inchの切替え
は、設定メニューで行います。詳しくは、POD管理
者編をごらんください。

16 トレイ情報表示部（トレイ1～トレイ
5）

トレイに設定した用紙サイズ、セット方向、用紙名
称、坪量、用紙残量を表示します。

17 トレイ情報表示部（ポストインサー
ターの上段トレイ／下段トレイ）

フィニッシャー FS-532にポストインサーターPI-
502が装着されている場合、ポストインサーターの
上段トレイ／下段トレイに設定した用紙サイズと用
紙残量を表示します。

18 機械状態表示右 ［セキュリティー］、［トナー補給］、［定期点検］、［ト
ナー回収］、［モデム異常］、［資材］、［定着ウェブ交
換］、［高カバレッジ］、［画像回転］、［タンデム
M(S)］を表示します。5つまではすべて大きく表示
されますが、6つ以上の場合、4つめまで大アイコ
ン表示、5つめから小アイコン表示にかわります。

19 ［不定形サイズ登録／削除］ 不定形サイズを登録／削除するときに押します。

20 ［用紙条件登録／削除］ 用紙条件を登録／削除するときに押します。

21 ［コントローラー設定］ コントローラーの設定をするときに押します。

22 ［調整］ 本体やオプションの調整をするときに押します。

23 ［表裏調整］ 各トレイ（トレイ 1～トレイ 5）にセットした用紙
のオモテ面、ウラ面にプリントする画像の、倍率や
位置を調整するときに押します。チャートによる位
置の調整ができます。

24 機械状態表示左 ウィークリータイマーの［オフ時刻］の予告、また
はイメージコントローラーの状態を表示します。
ウィークリータイマーの［オフ時刻］の予告が優先
して表示されます。

25 時刻表示部 現在の時刻を表示します。

26 ［トレイ設定］ 本体トレイ、ペーパーフィーダーユニット、大容量
給紙ユニットの各トレイに、用紙サイズおよび用紙
条件を設定するときに押します。また、ポストイン
サーターの上段トレイ／下段トレイには、用紙サイ
ズを設定します。

27 補給／廃棄部材表示部 トナーの状態を表示します。また、廃棄トナーボッ
クスの交換、装着しているオプションの針補給やく
ず処理の時期を、赤く点灯して知らせます。

28 現ジョブの原稿カウンター数 現在印刷している原稿の枚数を表示します。

29 ジョブリスト 機械に設定されているジョブの状態を、リアルタイ
ムで表示します。

30 メッセージ表示部 機械の状態や、そのときにしなければならない操作
を表示します。

番号 名称 説明
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4.1 機械状態画面 4
4.1.2 機械状態画面での設定
機械状態画面の下部には［トレイ設定］、［表裏調整］、［調整］、［コントローラー設定］、［用紙条件登録／
削除］、［不定形サイズ登録／削除］のボタンがあります。

［トレイ設定］
［トレイ設定］を押すと、トレイ設定画面が表示されます。

本体トレイ、ペーパーフィーダーユニット、大容量給紙ユニットの各トレイに、用紙サイズおよび用紙条
件を設定します。また、フィニッシャーに装着されるポストインサーターの上段トレイ／下段トレイには、
用紙サイズを設定します。

［閉じる］を押すと、機械状態画面にもどります。

d参照
トレイ設定については、POD管理者編の 3章をごらんください。
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［表裏調整］
［表裏調整］を押すと、表裏調整画面が表示されます。

各トレイ（トレイ1～トレイ 5）にセットした用紙のオモテ面、ウラ面にプリントする画像の、倍率や位
置が調整できます。

［OK］を押すと、設定した内容を確定して、機械状態画面にもどります。

d参照
表裏調整については、POD管理者編の 4章をごらんください。

［調整］
［調整］を押すと、調整メニュー画面が表示されます。

本体の出力に関する調整、およびフィニッシャー FS-532、中とじ機SD-510、パンチキットPK-522、
Z折りユニットZU-608を装着している場合は、それぞれの機能の調整ができます。

［終了］を押すと、機械状態画面にもどります。

d参照
調整メニューの各項目については、POD管理者編の5章をごらんください。
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［コントローラー設定］
［コントローラー設定］を押すと、コントローラー設定メニュー画面が表示されます。

コントローラーの設定ができます。

［閉じる］を押すと、機械状態画面にもどります。

d参照
コントローラー設定については、POD管理者編の6章をごらんください。

［用紙条件登録／削除］
［用紙条件登録／削除］を押すと、用紙条件登録／削除画面が表示されます。

用紙条件を登録したり、削除したりできます。

［OK］を押すと、設定した内容を確定して、機械状態画面にもどります。

d参照
用紙条件登録／削除については、POD管理者編の3章をごらんください。
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［不定形サイズ登録／削除］
［不定形サイズ登録／削除］を押すと、不定形サイズ登録／削除画面が表示されます。

用紙の不定形サイズを登録したり、削除したりできます。

［OK］を押すと、設定した内容を確定して、機械状態画面にもどります。

d参照
不定形サイズ登録／削除については、POD管理者編の3章をごらんください。
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4.2 コピー画面
コピー画面は、コピーするときに表示します。コピー条件の設定、実行、および動作中のコピー予約をし
ます。

番号 名称 説明

1 ［機械状態］タブ 機械状態画面を表示するときに押します。

2 ［原稿設定］ 原稿設定画面を表示して、コピーする原稿の条件を
設定するときに押します。原稿設定画面で設定する
機能のうち、原稿セット方向は、［原稿セット方向］
下のボタンでも選択できます。
［原稿設定］下に下記の表示をします。
･ ［原稿セット方向］で選択したセット方向をアイ

コンで表示します。
･ ［特殊原稿］で選択した機能を文字で表示します。
･ ［原稿サイズ］で［不定形サイズ］または［イン

デックス紙サイズ］を選択したとき、選択したサ
イズを表示します。

･ ［両面とじ方向］で選択した両面原稿のとじ方向
は表示されません。

･ 片面／両面で両面原稿を選んだとき、Aアイコン
のイメージが左右とじ／上とじに合わせて変わり
ます。

3 ［自動濃度］ 自動濃度の機能を使用するときに押します。自動濃
度がONのときは、反転しています。

4 ［画質設定］ 画質設定画面を表示して、出力画質を調整するとき
に押します。
画質設定画面で設定する機能のうち、コピー濃度は
下のボタンでも設定できます。

5 ［ジョブリスト］タブ ジョブリスト画面を表示して、ジョブを管理すると
きに押します。

6 濃度調整ボタン コピー濃度を調整するときに押します。

7 ［自動倍率］ 自動倍率の機能を使用するときに押します。自動倍
率がONのときは、反転しています。
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4.2 コピー画面 4
8 ［倍率設定］ 倍率設定画面を表示して、コピーする画像の倍率を
設定するときに押します。倍率設定画面で設定する
機能のうち、タテ／ヨコズーム、登録倍率のうちの
2つ、および等倍は、下のボタンでも設定できます。

9 ［読出し］タブ スキャンデータを読出すときに押します。

10 倍率設定ボタン ［－］［＋］ボタンを押して、タテ／ヨコズームの倍
率を設定します。等倍でコピーするときは［等倍］
を、登録倍率でコピーするときは、任意の倍率が表
示されているボタンを押します。

11 ［コピー］タブ コピー画面を表示して、コピー操作をするときに押
します。

12 設定部数表示 操作パネルのテンキーで入力した設定部数を表示し
ます。

13 片面／両面選択部 原稿とコピーとの片面、両面の組合わせを選択しま
す。

14 ［スキャン］タブ スキャン操作の画面を表示するときに押します。詳
しくは、［ユーザーズガイド　ネットワークスキャ
ナー編］をごらんください。

15 ［応用設定］ 応用設定画面を表示して、応用機能を設定するとき
に押します。［応用設定］下に、設定した応用機能を
最大6つまでアイコン表示します。アイコン表示の
下は、よく使用する応用機能のショートカットキー
を、最大4つまで表示できます。

16 ［保存］タブ スキャンデータの保存先を指定するときに押します。
詳しくは、［ユーザーズガイド　ネットワークスキャ
ナー編］をごらんください。

17 ［出力設定］ 出力設定画面を表示して、出力機能を設定するとき
に押します。［出力設定］下に、設定した出力機能を
アイコン表示します。
アイコン表示の下には、よく使用する出力機能の
ショートカットキーを、最大 4つまで表示できます。

18 ［ （報知音／音声）］ すべての報知音および音声を、鳴らすかどうかを選
択するときに押します。

19 ［ （ヘルプ）］ 表示されている画面のヘルプメッセージを表示する
ときに押します。画面によっては、［ ］がグレー
アウトして、選択できないことがあります。
機械状態画面を表示しているときに押すと、トナー
補給、廃棄トナーボックスの交換、用紙補給、平と
じ針の補給、平とじ針くず処理、パンチくず処理の
各方法を表示します。

20 出力情報表示部 現在出力中のジョブの出力部数と設定部数、および
ジョブ番号を表示します。

21 機械管理情報表示部 前ジョブの原稿枚数、予約ジョブ数、メモリー残量、
HDD容量残量を表示します。

22 機械状態表示右 ［セキュリティー］、［トナー補給］、［定期点検］、［ト
ナー回収］、［モデム異常］、［資材］、［定着ウェブ交
換］、［高カバレッジ］、［画像回転］、［タンデム
M(S)］を表示します。5つまではすべて大きく表示
されますが、6つ以上の場合、4つめまで大アイコ
ン表示、5つめから小アイコン表示にかわります。

23 ［自動画像回転禁止］ 自動画像回転をON/OFFするときに押します。

24 機械状態表示左 ウィークリータイマーの［オフ時刻］の予告、また
はイメージコントローラーの状態を表示します。
ウィークリータイマーの［オフ時刻］の予告が優先
して表示されます。

25 時刻表示部 現在の時刻を表示します。

26 ファンクションキー表示部 登録されているプログラムを最大 5つまで、ファン
クションキーとして表示できます。

番号 名称 説明
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4.2 コピー画面 4
27 ポストインサーターサイズ表示部 フィニッシャーにポストインサーターが装着されて
いる場合、ポストインサーターの上段トレイ／下段
トレイにセットされている用紙サイズ、セット方向
を表示します。

28 ［自動用紙］ 自動用紙の機能を使用するときに押します。自動用
紙がONのときは、反転しています。

29 トレイ情報表示部／トレイボタン トレイ情報表示部：
トレイに設定されている用紙サイズ、セット方向、
坪量、用紙名称、用紙残量を表示します（トレイ設
定）。用紙予約設定で設定を変更すると、その用紙情
報が表示されます。リセット機能がはたらくと、ト
レイ設定の表示にもどります。
トレイボタン：
任意のトレイを使用するときに押します。

30 ［用紙予約設定］ トレイに設定されていない条件の用紙にコピーする
とき、押して設定します。

31 原稿セット方向ボタン ADFや原稿ガラスにセットした原稿のセット方向を
選択します。

32 ［連続読込み］ スキャンした画像を、メモリー内に一時保存すると
きに押します。

33 メッセージ表示部 機械の状態や、そのときにしなければならない操作
を表示します。

番号 名称 説明
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4.3 基本的なコピーの流れ 4
4.3 基本的なコピーの流れ
コピーをとるときの基本的な操作手順を説明します。

0 以下に説明する操作手順は基本的なもので、設定したコピー条件すべての操作に共通するものではあ
りません。それぞれの操作手順に従ってください。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面を表示します。

% 初期設定では、最初に機械状態画面が表示されます。機械状態画面の［コピー］タブを押して、
コピー画面を表示します。

% デフォルト画面が、ジョブリスト画面の予約／保留リスト画面、またはジョブリスト画面のジョ
ブスケジュール画面に設定されていることがあります。いずれも［コピー］タブを押して、コ
ピー画面を表示します。

% デフォルト画面がコピー画面に設定されている場合は、初めからコピー画面が表示されます。
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3 コピー条件を設定します。

コピー画面から設定できるコピー条件は、下記のとおりです。
%［原稿設定］：6-2 ページをごらんください。
%［連続読込み］：6-16 ページをごらんください。
%［画質設定］：6-19 ページをごらんください。
%［倍率設定］：6-26 ページをごらんください。
%［片面／両面］：6-31 ページをごらんください。
%［用紙予約設定］：6-37 ページをごらんください。
%［自動用紙］：6-52 ページをごらんください。
%［自動画像回転禁止］：6-53 ページをごらんください。
%［応用設定］：7-2 ページをごらんください。
%［出力設定］：8-2 ページをごらんください。

4 操作パネルのテンキーで設定部数を入力します。

設定部数は、コピー画面に表示されます。
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4.3 基本的なコピーの流れ 4
5 操作パネルのスタートを押します。

原稿の読込みが始まると、コピー画面にダイアログが表示さ
れます。

6 必要に応じて、ダイアログの［はい］または［いいえ］を押します。

%［はい］を押すと、コピー画面にもどります。
引続き、コピー予約ができます。

%［いいえ］を押すと、現在設定されているデフォルト画面にもどります。
% デフォルト画面がコピー画面の場合は、ダイアログに［閉じる］ボタンだけが表示されます。押

してコピー画面にもどります。

いずれの画面も、右上に設定部数と出力した部数が表示されます。
また、ジョブリスト画面の予約／保留リスト画面の場合は、リストに現在進行中のジョブが表示され
ます。
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4.3 基本的なコピーの流れ 4
d参照
電源投入時に表示されるデフォルト画面の選択については、POD管理者編の7章をごらんください。

ジョブリスト画面では、出力の順番を変更したり、ジョブを削除したりできます。詳しくは、9-2 ページ
をごらんください。
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4.4 原稿をセットする 4
4.4 原稿をセットする
コピーするときは、原稿を ADFまたは原稿ガラスにセットします。

4.4.1 ADFに原稿をセットする
ADFは、セットした100枚までの原稿を、一番上から1枚ずつ原稿ガラスに送ってスキャンします。

通常モードのセット手順

d参照
ADFにセットできる原稿のサイズについては、3-10 ページをごらんください。

1 原稿を１ページ目から順に揃えます。

2 コピーする面（両面原稿の場合は１ページ目）を上にして、
原稿をセットします。

% 原稿の向きを、コピー画面に表示されている原稿セット方
向アイコンにあわせます。

一度に100枚の原稿をセットできます。
重要
100 枚以上の、あるいは原稿ガイド板に表示されている高さ
制限ラインを超えて原稿をセットした場合、紙づまりを起こ
して、原稿の破損や機械故障の原因になることがあります。

原稿セット方向を間違えると、希望するコピーができないこ
とがあります。両面コピー、ステープル、中とじ、重ね中折
り、小冊子機能を使用するときは、特にご注意ください。

クリップ止めやステープルされている原稿は、絶対にセット
しないでください。原稿が汚れたり、破れたりすることがあ
ります。

3 原稿ガイド板を原稿に沿わせます。

重要
ADFを使用するときは、途中で ADFを開け閉めしないでく
ださい。設定したコピー条件が変わることがあります。

% 両面コピーをとるときは、コピーのとじ方向を設定してく
ださい。

% 両面原稿をコピーするときは、原稿のとじ方向をご確認く
ださい。

混載原稿モードのセット手順
サイズが異なる原稿を、自動的に 1枚ずつスキャンします。

d参照
混載原稿の設定方法については、6-6 ページをごらんください。

ADFに混載できる原稿サイズについては、3-10 ページをごらんください。

1 原稿を1ページ目から順に揃えます。

サイズが異なる原稿は、ADFに対して左側と奥側とを揃えま
す。
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2 コピーする面（両面原稿の場合は 1ページ目）を上にして、原稿をセットします。

すべて左側と奥側とを ADFに突当ててセットします。
一度に100枚の原稿をセットできます。
重要
クリップ止めやステープルされている原稿は、絶対にセットしないでください。原稿が汚れたり、破
れたりすることがあります。

100枚以上の、あるいは原稿ガイド板に表示されている高さ制限ラインを超えて原稿をセットした場
合、紙づまりを起こして、原稿の破損や機械故障の原因になることがあります。

3 原稿ガイド板を原稿に沿わせます。

重要
ADFを使用するときは、途中で ADFを開け閉めしないでく
ださい。設定したコピー条件が変わることがあります。

Z折れ原稿モードのセット手順
サイズが検知しにくいZ折れ原稿を自動的に 1枚ずつ送りながら、確実に原稿サイズを検知します。

d参照
Z折れ原稿の設定方法については、6-7 ページをごらんください。

Z折れ原稿のサイズについては、3-10 ページをごらんください。

1 原稿を1ページ目から順に揃えます。

2 コピーする面（両面原稿の場合は 1ページ目）を上にして、原稿をセットします。

一度に100枚の原稿をセットできます。
重要
クリップ止めやステープルされている原稿は、絶対にセットしないでください。原稿が汚れたり、破
れたりすることがあります。

100枚以上の、あるいは原稿ガイド板に表示されている高さ制限ラインを超えて原稿をセットした場
合、紙づまりを起こして、原稿の破損や機械故障の原因になることがあります。

3 原稿ガイド板を原稿に沿わせます。

重要
ADFを使用するときは、途中で ADFを開け閉めしないでく
ださい。設定したコピー条件が変わることがあります。
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4.4.2 原稿ガラスに原稿をセットする
サイズの合わない原稿や、折れ、ステープル、破れなど、状態がよくないために ADFにセットできない原
稿は、原稿ガラスにセットしてコピーします。

d参照
ADFにセットできない原稿については、3-11 ページをごらんください。

1 ADFを開きます。

2 コピーする面を下に向け、左奥側につきあわせてセットしま
す。

% 原稿の向きを、コピー画面に表示されている原稿セット方
向アイコンにあわせます。

% 応用設定のブック連写、原稿外消去、リピートの自動検出
モード、センタリングを設定しているときは、ADFを開
けたままで原稿をスキャンします。

重要
ADFを使用するときは、途中で ADFを開け閉めしないでく
ださい。設定したコピー条件が変わることがあります。

3 原稿が動かないように、ADFを静かに閉じます。
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4.5 設定部数を入力する
設定部数の入力および変更の手順について説明します。

4.5.1 設定部数を入力する
初期設定では、原稿1部に対して、設定した部数分のコピーをソート出力します。

0 オプション構成や初期設定の変更によって、出力モードは異なります。

% 操作パネルのテンキーを押して、設定部数を入力します。

入力した部数は、コピー画面に表示されます。

4.5.2 入力した設定部数を変更する
設定した部数を変更するときは、下記の手順に従って変更します。

1 操作パネルの Cを押します。

コピー画面の部数表示が［0001］にもどります。

2 操作パネルのテンキーを押して、新しい設定部数を入力します。

新しく入力した部数が、コピー画面に表示されます。
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4.6 ウォームアップ中にコピーする
電源をONにしてから出力できるまでのウォームアップ中に、コピー条件を設定して原稿をスキャンして
おくと、コピーできるようになったときに自動的に出力できます。

d参照
この機能を使用できないように設定できます。サービス実施店にお問い合わせください。

1 副電源スイッチをONにします。

重要
主電源スイッチは通常OFFにしないでください。電源の入れ方、切り方については、必ず2-22
ページでご確認ください。

2 コピー画面を表示して、［コピー予約できます］というメッセージを確認します。

% ウェイクアップ画面につづき、ウォームアップ表示している機械状態画面が表示されます。機械
状態画面の［コピー］タブを押してコピー画面を表示し、［コピー予約できます］というメッセー
ジを確認します。

3 原稿をセットします。

% コピーする面（両面原稿の場合は 1ページ目）を上にして、ADFに原稿をセットします。または、
コピーする面を下にして、原稿ガラスに原稿をセットします。

4 コピー条件を設定して、設定部数を入力します。

5 操作パネルのスタートを押します。

原稿の読込みが始まると、コピー画面にダイアログが表示されます。
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4.6 ウォームアップ中にコピーする 4
6 必要に応じて、ダイアログの［はい］または［いいえ］を押します。

%［はい］を押すと、コピー画面にもどります。引続き、コピー予約ができます。
%［いいえ］を押すと、現在設定されているデフォルト画面にもどります。
% デフォルト画面がコピー画面の場合は、ダイアログに［閉じる］ボタンだけが表示されます。押

してコピー画面にもどります。
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4.7 現在読込み中／出力中のジョブを停止する 4
4.7 現在読込み中／出力中のジョブを停止する
現在進行中の原稿読込み、出力、またはその両方を停止したいとき、下記の操作をします。
- ここで停止できるのは、進行中のジョブです。予約して待機状態にあるジョブを削除、保留または順

序変更する場合は、ジョブリスト画面で操作します。
- 進行中のジョブによって、表示されるダイアログが違います。それぞれの手順に従ってください。

出力中に次のジョブを読込んでいる場合：

1 操作パネルのストップを押します。

進行中の動作を一時停止して、ダイアログを表示します。

2 任意の動作を選択します。

下記の5つのボタンが表示されます。
%［読込み］を押すと、原稿の読込みを中止して、出力を続けます。
%［出力］を押すと、出力を中止して、原稿の読込みを続けます。
%［読込み／出力］を押すと、読込み、出力の両方のジョブを中止します。
%［継続］を押すと、両方のジョブを再開（継続）します。
%［一時停止］を押すと、両方のジョブを一時停止します。

連続読込みモードで原稿を読込んでいる場合：

1 操作パネルのストップを押します。

進行中の動作を一時停止して、ダイアログを表示します。

2 任意の動作を選択します。

下記の2つのボタンが表示されます。
% ジョブを中止するときは、［中止］を押します。途中まで読込まれたデータは、すべて消去されま

す。
% ジョブを続けるときは、［継続］を押します。
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4.7 現在読込み中／出力中のジョブを停止する 4
原稿を読込み中、または出力中の場合：

1 操作パネルのストップを押します。

進行中の動作を一時停止して、ダイアログを表示します。

2 任意の動作を選択します。

下記の3つのボタンが表示されます。
% ジョブを中止するときは、［中止］を押します。読込まれたデータは、すべて消去されます。
% ジョブを続けるときは、［継続］を押します。
% ジョブを一時停止するときは、［一時停止］を押します。

プログラムジョブで一括出力している場合：

1 操作パネルのストップを押します。

進行中の動作を一時停止して、ダイアログを表示します。

2 任意の動作を選択します。

下記の4つのボタンが表示されます。
% ジョブを中止するときは、［中止］を押します。読込まれたデータは、すべて消去されます。
% ジョブを続けるときは、［出力］を押します。
% 部数区切り分を出力してからジョブを中止するときは、［一部出力］を押します。
% ジョブを一時停止するときは、［一時停止］を押します。
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5

5 補給、廃棄部材、出力紙の処理
各処理が必要なときに表示される画面表示、およびその処理方法を説明します。

処理分類 処理対象 処理内容 参照

補給 本体 トナー補給 ヘルプ画面と5-6 ページをごら
んください。

本体（トレイ 1、トレイ
2）

用紙補給 ヘルプ画面と5-11 ページをご
らんください。

大容量給紙ユニット LU-
409／ LU-410（トレ
イ 3）

用紙補給 ヘルプ画面と5-12 ページをご
らんください。

ペーパーフィーダーユ
ニットPF-706（トレイ
3～トレイ 5）

用紙補給 ヘルプ画面と 5-16 ページをご
らんください。

小サイズ用紙の補給 5-18 ページをごらんください。

ポストインサーターPI-
502

用紙補給 5-20 ページをごらんください。

本体（トレイ 1、トレイ
2）

インデックス紙補給 5-21 ページをごらんください。

大容量給紙ユニット LU-
409／ LU-410（トレ
イ 3）

インデックス紙補給 5-22 ページをごらんください。

ペーパーフィーダーユ
ニットPF-706（トレイ
3～トレイ 5）

インデックス紙補給 5-23 ページをごらんください。

フィニッシャー FS-532 平とじステープル針補給 ヘルプ画面と 5-25 ページをご
らんください。

フィニッシャー FS-532
（中とじ機SD-510を装
着したとき）

中とじステープル針補給 5-26 ページをごらんください。

廃棄部材の
処理

本体 廃棄トナーボックスの交
換

ヘルプ画面と 5-29 ページをご
らんください。

フィニッシャー FS-532 ステープル針くず処理 ヘルプ画面と5-31 ページをご
らんください。

フィニッシャー FS-532
（パンチキットPK-522
を装着したとき）

パンチくず処理 ヘルプ画面と 5-33 ページをご
らんください。

Z折りユニット ZU-608
（フィニッシャー FS-
532に装着）

パンチくず処理 ヘルプ画面と 5-34 ページをご
らんください。
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5

出力紙の処
理

フィニッシャー FS-532
メイントレイ

積載制限枚数を超える出
力で自動停止したトレイ
の用紙取出し

5-36 ページをごらんください。

手動による出力一時停止
および再スタート

5-37 ページをごらんください。

停止したジョブの出力中
止

5-40 ページをごらんください。

フィニッシャー FS-532
サブトレイ

積載制限枚数を超える出
力で自動停止したトレイ
の用紙取出し

5-38 ページをごらんください。

停止したジョブの出力中
止

5-40 ページをごらんください。

フィニッシャー FS-532
折りトレイ

積載制限枚数を超える出
力で自動停止したトレイ
の用紙取出し

5-39 ページをごらんください。

停止したジョブの出力中
止

5-40 ページをごらんください。

処理分類 処理対象 処理内容 参照
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5.1 ヘルプメッセージの表示のしかた 5
5.1 ヘルプメッセージの表示のしかた

1 ［機械状態］タブを押して、機械状態画面を表示します。

2 画面右上の［ ］、または操作パネルのヘルプを押します。

画面上部に、機械状態画面のヘルプメッセージが表示されます。

3 ヘルプメッセージ右下の［補給／廃棄方法］を押します。

4 確認したい処理のタブを押します。
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5.1 ヘルプメッセージの表示のしかた 5
5 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

6 処理が終了したら、画面右上の［ ］、または操作パネルのヘルプを押します。

ヘルプメッセージが画面から消えます。
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5.2 トナーを補給する 5
5.2 トナーを補給する
本機は、トナーを供給するトナーボトルが空になっても、ただちにプリントできなくなるのを防ぐため、
ボトル約1本分のトナーをトナーホッパーに貯蔵しています。

トナーボトルが空になり、トナーホッパー内の残量も少なくなると、画面のメッセージ表示部には［ト
ナーを入れて下さい］というメッセージが、画面右下の機械状態表示部にはトナー補給アイコンが表示さ
れます。トナーホッパー内のトナーもなくなると、［トナーがなくなりました　トナーボトルを交換して下
さい］というメッセージが表示されます。

また、機械状態画面の補給／廃棄部材表示部には、トナーホッパー内の残量に応じて、［トナーボトル交換
できます（ホッパー内残量：3/4）］、［トナーボトルを交換して下さい（ホッパー内残量：1/4）］、［トナー
がなくなりました　トナーボトルを交換して下さい］と表示されます。

0 トナーボトルを交換するときは、ボトルカバーの前面に表示されているトナータイプナンバーを確認
して、必ず同じナンバーのトナーボトルをご使用ください。異なるトナーボトルを使用すると、故障
の原因になります。

0 使用済みのトナーボトルは、新しいトナーボトルについていたカバーをして、梱包箱に入れてくださ
い。その後の処理は、サービス実施店にお問い合わせください。

7 警告
トナーやトナーボトル（使用済みのトナーボトルも含めて）は、絶対に火中に投じないでください！
トナーやトナーボトルを火中に投じると、トナーが飛散って、やけどをするおそれがあり、とても危険で
す。
- 使用済みのトナーボトルは、サービス実施店が回収します。
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5.2 トナーを補給する 5
7 注意 
トナーボトルの保管や取扱いに注意！
トナーは、大量に吸ったり、目に入ったりすると、健康を害します。
- トナーボトルは、子供の手が届かない所に保管してください。
- 本体の内部、衣服や手をトナーで汚さないように、注意して取扱ってください。
- トナーで手を汚してしまった場合は、水や中性洗剤で洗い流してください。
- トナーが目に入ってしまった場合は、すぐに水で洗い流し、医師の診断を受けてください。

1 機械状態画面のヘルプメッセージを表示して、［補給／廃棄方法］を押します。

2 ヘルプメッセージ上部の［トナー補給］タブを押します。

3 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

d参照
ヘルプメッセージの表示のしかたについては、5-4 ページをごらんください。
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5.3 用紙を補給する 5
5.3 用紙を補給する
機械状態画面およびコピー画面には、各トレイにセットされている用紙の残量が表示されます。

残量は、下記の 5種類のアイコンで表示されます。

用紙がなくなると、「 」が表示されます。

コピー画面で「 」が表示されているトレイを選択すると、「 」は点滅します。

重要
各トレイの設定は、機械状態画面の［トレイ設定］を押して行います。一時的に、現在の設定と異なる用
紙をセットする場合は、コピー画面の［用紙予約設定］を押して、設定を変更します。

いずれの場合も、設定の内容と異なる用紙をセットして出力しないでください。紙づまりの原因になりま
す。

d参照
用紙補給のしかたは、機械状態画面に表示されるヘルプメッセージで確認できます。5-4 ページをごらん
ください。
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5.3 用紙を補給する 5
5.3.1 セットする用紙をチェックする
本機は、大量の用紙を高速で処理します。したがって、給紙中に問題が発生すると、大量の用紙が無駄に
なることがあります。

セットする前に、下記の点に留意してチェックすることで、日頃から用紙を管理することをおすすめしま
す。

1 用紙を平らな所に置いて開封します。

重要
用紙をチェックするとき、用紙に折れやキズをつけないよう
にしてください。

2 用紙の折れ、キズの有無を確認して、問題がある用紙を取除きます。

用紙折れ

角折れ
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5.3 用紙を補給する 5
糊の付着

端面に沿った全面の折れ

3 用紙の開封面とは逆の面も確認します。

% 右図のように、用紙を持上げて確認することをおすすめし
ます。

4 用紙同士が静電気で密接していないかどうかを確認します。

% 上部1 cmくらいをさばいて、パリパリと音がしないかど
うかを確認します。

% 音がする場合は、静電気をおびています。このような用紙
は使用しないことをおすすめします。
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5.3 用紙を補給する 5
5 セットする前に、用紙をよくさばきます。

下図のように手で押さえながら、通紙方向の先端／後端をさ
ばきます。
% 用紙をさばくときは、平らな所に置いてさばきます。持ち

あげた状態でさばくと、落として用紙に折れをつくること
があります。

% 一度に大量の用紙をさばかないようにしてください。

5.3.2 本体トレイ（トレイ 1、トレイ 2）に用紙を補給する
0 違う仕様の用紙をセットするときは、機械状態画面の［トレイ設定］で、そのトレイの設定を変更す

るか、コピー画面の［用紙予約設定］で、一時的に設定を変更します。

1 用紙を補給するトレイを引出します。

重要
本体の電源が入っていないと、トレイを引出すことができま
せん。副電源スイッチをONにしてください。

機械の転倒を防止するため、一度に複数のトレイを引出すこ
とはできません。

2 給紙ローラーを開きます。
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5.3 用紙を補給する 5
3 印刷面を下にして、用紙をセットします。

重要
セットした用紙が、トレイの側面ガイドに表示されている
積載制限のラインを超えないようにしてください。

また、エア吹出し口にある紙押さえレバーの下になるよう
に、用紙をセットしてください。

4 側面ガイドおよび後端ガイドを、用紙に沿わせます。

% トレイの給紙ローラー側に、用紙をそろえるようにし
てセットします。

重要
側面ガイドおよび後端ガイドは、確実に用紙に突当ててく
ださい。ガイドと用紙との間に隙間があると、機械が正確
なサイズを検知できず、給送装置が故障する原因になりま
す。

5 トレイを奥まで確実に押込みます。

機械状態画面やコピー画面の残量表示は、「 」から「 」にかわります。
重要
トレイは、必要以上に勢いよくもどさないでください。トレイや紙の重さなどで、機械に思わぬ衝撃
が加わり、故障の原因になることがあります。

5.3.3 大容量給紙ユニット LU-409/LU-410（トレイ 3）に用紙を補給する
違う仕様の用紙をセットするときは、機械状態画面の［トレイ設定］で、大容量給紙ユニットの設定を変
更するか、コピー画面の［用紙予約設定］で、一時的に設定を変更します。

1 トレイ上扉を開きます。

トレイ底板が上昇します。
重要
本体の電源が入っていないと、トレイ底板は上昇しません。副電源スイッチをONにしてください。

同じサイズの用紙をセットするときは、手順6に進みます。
違うサイズの用紙をセットするときは、手順2に進みます。

LU-409 LU-410
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5.3 用紙を補給する 5
2 側面ガイドツマミ（下）を取外します。

% トレイ左扉を開きます。
% 側面ガイドツマミ（下）を、反時計方向に回してゆるめてから取外します。

3 側面ガイドの位置を調整します。

% 側面ガイドツマミ（上）（4箇所）を、反時計方向に回してゆるめます。

% 2 つの側面ガイドを、ガイド板に刻印されているサイズ指標に合わせて動かします。

4 側面ガイドを固定します。

% 側面ガイドツマミ（上）（4箇所）を、時計方向に回して固定します。

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410
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5.3 用紙を補給する 5
% 側面ガイド底部固定板の手前側エッジ部を、サイズ指標に合わせます。
% 固定ネジ穴に側面ガイドツマミ（下）を取付けてから、時計方向に回して固定します。
重要
動かした側面ガイドの位置によっては、今まで使用していたネジ穴が使用できないことがあります。
使用できるネジ穴を使用して固定してください。

% トレイ左扉を閉じます。

5 後端ガイドの位置を調整してから、固定します。

% 後端ガイドツマミ（2箇所）を、反時計方向に回してゆるめます。

% 後端ガイドをトレイ底板のサイズ指標に合わせて動かします。

% 後端ガイドツマミ（2箇所）を、時計方向に回して固定します。

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410
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5.3 用紙を補給する 5
6 トレイ底板下降ボタンを押します。

7 用紙をセットします。

8 手順6、7の作業を、トレイ底板が下降しなくなるまで繰り返します。

重要
セットした用紙が、トレイの側面ガイドにある紙上限ラベルのラインを超えないようにしてくださ
い。

後端ガイドが、セットした用紙のサイズに合っていることを確認してください。後端ガイドと用紙と
の間に隙間があったり、せまくなりすぎたりすると、紙づまりや故障の原因になります。

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410

LU-409 LU-410
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5.3 用紙を補給する 5
9 トレイ上扉を閉じます。

機械状態画面やコピー画面の残量表示は、「 」から「 」にかわります。

5.3.4 ペーパーフィーダーユニットPF-706（トレイ 3～トレイ 5）に用紙を補給す
る
0 違う仕様の用紙をセットするときは、機械状態画面の［トレイ設定］で、そのトレイの設定を変更す

るか、コピー画面の［用紙予約設定］で、一時的に設定を変更します。

1 用紙を補給するトレイを引出します。

% トレイ3とトレイ5にセットできる用紙の坪量は、40 g/m2

～ 300 g/m2 です。トレイ 4は、40 g/m2 ～ 350 g/m2

の用紙をセットできます。
重要
本体の電源が入っていないと、トレイを引出すことができま
せん。副電源スイッチをONにしてください。

重要
機械の転倒を防止するため、一度に複数のトレイを引出すこ
とはできません。

2 給紙ローラーを開きます。

違うサイズの用紙をセットするときは、手順3に進みます。
同じサイズの用紙をセットするときは、手順6に進みます。

3 側面ガイドおよび後端ガイドを大きく広げます。

% 側面ガイドのガイド固定ツマミ（4箇所）を、反時計
方向に回してゆるめます。

% 側面ガイドおよび後端ガイドのロック解除レバーを
押しながら、それぞれ大きく広げます。

重要
側面ガイドを動かすときは、手前側のロック解除レバー
と奥側の取手との両方を持ってください。手前側の側面
ガイドだけで動かすと、側面ガイドの位置ズレを起こす
ことがあります。
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5.3 用紙を補給する 5
4 側面ガイドの位置を決めます。

% 100枚ほどの用紙を、印刷面を上にしてセットして、側面ガイドを用紙に沿わせながら、ガイド
支持板上面のサイズ指標に合わせて位置を決めます。

5 側面ガイドのガイド固定ツマミ（4箇所）を、時計方向
に回して固定します。

6 印刷面を上にして、用紙をセットします。

% トレイの給紙ローラー側に、用紙を揃えるようにしてセットします。
重要
セットした用紙が、トレイの側面ガイドに表示されている積載制限のラインを超えないようにしてく
ださい。

また、エア吹出し口にある紙押さえレバーの下になるように、用紙をセットしてください。

重要
2 つの側面ガイドには、小サイズガイドが付いています。用紙幅が182 mm未満の用紙をセットす
るとき以外は開かないでください。

小サイズガイドの使い方については、5-18 ページをごらんください。

a：サイズ指標
b：ロック解除レバー
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5.3 用紙を補給する 5
7 後端ガイドを用紙に沿わせます。

% ロック解除レバーを押しながら、後端ガイドを用紙に
突当てます。

重要
後端ガイドは、確実に用紙に突当ててください。後端ガイ
ドと用紙との間に隙間があると、機械が正確なサイズを検
知できず、給送装置が故障する原因になります。

8 トレイを奥まで確実に押込みます。

機械状態画面やコピー画面の残量表示は、「 」から「 」にかわります。
重要
トレイは、必要以上に勢いよくもどさないでください。トレイや紙の重さなどで、機械に思わぬ衝撃
が加わり、故障の原因になることがあります。

5.3.5 ペーパーフィーダーユニットPF-706（トレイ 3～トレイ 5）に小サイズ用紙
を補給する
ペーパーフィーダーユニットの側面ガイドの最小幅は 182 mmです。

小サイズガイドを開くと、最小幅95 mmまでの小サイズ用紙をセットできます。

0 側面ガイドの最小幅より大きなサイズの用紙をセットするときは、小サイズガイドを開かないでくだ
さい。

0 小サイズガイドを使用するときは、両方の小サイズガイドを開いてください。片方だけ開いた状態で
用紙をセットしないでください。

1 小サイズ用紙を補給するトレイを引出して、給紙ローラーを
開きます。

重要
本体の電源が入っていないと、トレイを引出すことができま
せん。副電源スイッチをONにしてください。

重要
機械の転倒を防止するため、一度に複数のトレイを引出すこ
とはできません。

2 手前および奥の側面ガイドの小サイズガイドを、それぞれ内
側に開きます。
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5.3 用紙を補給する 5
3 印刷面を上にして、用紙をセットします。

% トレイの給紙ローラー側に、用紙を揃えるようにしてセッ
トします。

重要
セットした用紙が、小サイズガイドに表示されている積載制限のラインを超えないようにしてくださ
い。

4 側面ガイドを動かして、小サイズガイドを用紙に沿わせます。

% 側面ガイドのガイド固定ツマミを、反時計方向に回し
てゆるめます。

% 手前の側面ガイドのロック解除レバーを押しながら、小
サイズガイドを用紙に沿わせます。

% 側面ガイドのガイド固定ツマミを時計方向に回して、ガ
イドを固定します。
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5.3 用紙を補給する 5
5 後端ガイドを用紙に沿わせます。

ロック解除レバーを押しながら、後端ガイドを用紙に突当て
ます。
重要
後端ガイドは、確実に用紙に突当ててください。後端ガイド
と用紙との間に隙間があると、機械が正確なサイズを検知で
きず、給送装置が故障する原因になります。

6 トレイを奥まで確実に押込みます。

機械状態画面やコピー画面の残量表示は、「 」から「 」にかわります。
重要
トレイは、必要以上に勢いよくもどさないでください。セットした小サイズ用紙の位置がずれて、コ
ピー画像に影響することがあります。また、トレイや紙の重さなどで、機械に思わぬ衝撃が加わり、
故障の原因になることがあります。

5.3.6 ポストインサーターPI-502 に用紙をセットする
ポストインサーター上段トレイ、下段トレイの検知サイズを変更する場合は、機械状態画面の［トレイ設
定］で検知サイズを変更します。

1 ポストインサーターの上段トレイまたは下段トレイに用紙を
セットします。

2 側面ガイドを用紙に突当てます。

重要
上段トレイ／下段トレイとも、200枚（80g/m2）または 30 mm以上用紙をセットしないでくださ
い。
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5.4 インデックス紙を補給する 5
5.4 インデックス紙を補給する
インデックス紙は、下記のトレイにセットしてコピーできます。
- 本体トレイ（トレイ1、トレイ 2）
- 大容量給紙ユニット LU-409/LU-410（トレイ3）
- ペーパーフィーダーユニットPF-706（トレイ 3～トレイ 5）

d参照
インデックス紙をセットするときは、機械状態画面の［トレイ設定］またはコピー画面の［用紙予約設定］
で、使用するトレイのサイズ設定をインデックス紙に変更します。詳しくは、6-37 ページをごらんくださ
い。

トレイにセットした1セット分のインデックス紙のうち、プリントされずに残った用紙を自動的に排紙で
きます。詳しくは、5-24 ページをごらんください。

5.4.1 本体トレイ（トレイ 1、トレイ 2）にインデックス紙をセットする
例：1部のプリントセットに3枚のインデックス紙を挿入

例：3部のプリントセットに各3枚（合計 9枚）のインデックス紙を挿入

1 本体トレイを引出します。

% インデックス紙サイズに設定したトレイを引出します。

2 給紙ローラーを開きます。

3 インデックス紙をセットします。

% 上図を参考にして、インデックス紙をトレイにセットしてください。
重要
セットした用紙が、トレイの側面ガイドに表示されている積載制限のラインを超えないようにしてく
ださい。

また、エア吹出し口にある紙押さえレバーの下になるように、用紙をセットしてください。

トレイセット方向 インデックス紙の重ね方 プリントセット

トレイセット方向 インデックス紙の重ね方 プリントセット
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5.4 インデックス紙を補給する 5
4 ガイド板をインデックス紙に突当てます。

% トレイの給紙ローラー側に揃えるようにして、インデックス紙をセットします。
% ロック解除レバーを押しながら、手前の側面ガイドをインデックス紙に突当て、さらに後端ガイ
ドを用紙に突当てます。

重要
側面ガイドおよび後端ガイドは、確実に用紙に突当ててください。ガイドと用紙との間に隙間がある
と、機械が正確なサイズを検知できず、給送装置が故障する原因になります。

5 トレイを奥まで確実に押込みます。

5.4.2 大容量給紙ユニット LU-409/LU-410 にインデックス紙をセットする
例：1部のプリントセットに3枚のインデックス紙を挿入

例：3部のプリントセットに各3枚（合計 9枚）のインデックス紙を挿入

トレイセット方向 インデックス紙の重ね方 プリントセット

トレイセット方向 インデックス紙の重ね方 プリントセット
bizhub PRO 951 5-22



5.4 インデックス紙を補給する 5
1 大容量給紙ユニットのトレイ上扉を開きます。

% 大容量給紙ユニット（トレイ3）の用紙サイズは、あらかじめインデックス紙に設定しておきま
す。

% 側面ガイドおよび後端ガイドの位置を調整する場合は、5-12 ページをごらんください。

2 トレイ底板下降ボタンを押します。

トレイ底板が下降します。

3 インデックス紙をセットします。

% 上図を参考にして、インデックス紙をトレイにセットしてください。
重要
セットした用紙が、トレイの側面ガイドにある紙上限ラベルのラインを超えないようにしてくださ
い。

後端ガイドが、セットした用紙のサイズに合っていることを確認してください。後端ガイドと用紙と
の間に隙間があったり、せまくなりすぎたりすると、紙づまりや故障の原因になります。

4 トレイ上扉を閉じます。

5.4.3 ペーパーフィーダーユニットPF-706 にインデックス紙をセットする
例：3部のプリントセットに各3枚（合計 9枚）のインデックス紙を挿入

1 ペーパーフィーダーユニットトレイを引出して、給紙ローラーを開きます。

% インデックス紙サイズに設定したトレイを引出します。

2 側面ガイドのガイド固定ツマミをゆるめます。

3 インデックス紙をセットします。

% 上図を参考にして、インデックス紙をトレイにセットしてください。
重要
セットした用紙が、トレイの側面ガイドに表示されている積載制限のラインを超えないようにしてく
ださい。

また、エア吹出し口にある紙押さえレバーの下になるように、用紙をセットしてください。

4 側面ガイドをインデックス紙に沿わせてから、ガイド固定ツマミを回して固定します。

重要
側面ガイドおよび後端ガイドは、確実にインデックス紙に突当ててください。1 mm以上の隙間が
あったり、ガイドをきつく当てすぎてインデックス紙がゆがんだりすると、うまく給送できないこと
があります。

5 後端ガイドをインデックス紙に沿わせます。

6 トレイを奥まで確実に押込みます。

トレイセット方向 インデックス紙の重ね方 プリントセット
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5.4 インデックス紙を補給する 5
不要インデックス紙排紙
トレイにセットした1セット分のインデックス紙のうち、プリントされずに残った用紙を自動的に排紙で
きます。

たとえば、1セット 5枚（インデックス部が5つ）の用紙をセットして、3枚だけ使用したときは、下図
のように排紙されます。

不要インデックス紙排紙機能を使用するかどうかの設定は、設定メニューで行います。詳しくは、POD管
理者編をごらんください。

不要インデックス紙排紙機能を［あり］に設定している機械が、紙づまりなどでジョブを中断したとき、
給紙トレイにセットされているインデックス紙が1枚目から正しくプリントされるようにセットされてい
るかどうか、確認をうながすメッセージが表示されます。

原稿 用紙 出力

3 枚のインデックス紙
にプリント

4枚目、5枚目のイン
デックス紙を自動排紙
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5.5 ステープル針を補給する 5
5.5 ステープル針を補給する
フィニッシャーFS-532には、下記のステープラーが装着されています。
- 平とじステープラー（フィニッシャー FS-532に標準装備）
- 中とじステープラー（フィニッシャー FS-532にオプション装備する中とじ機SD-510）

ステープル針の補給をお知らせする画面表示、およびその補給方法を説明します。

5.5.1 フィニッシャー FS-532 に平とじステープル針を補給する
フィニッシャーFS-532のスタッカーのステープラーに平とじステープル針がなくなると、画面のメッ
セージ表示部に下記のメッセージが表示されます。

［平とじ機のスタッカーを引き出し　ステープラーに針をセットして下さい］

また、機械状態画面の補給／廃棄部材表示部には、［ステープル針補給］と表示され、ランプが赤色に点灯
します。

平とじステープラーにステープル針を補給してください。

1 機械状態画面のヘルプメッセージを表示して、［補給／廃棄方法］を押します。

2 ヘルプメッセージ上部の［平とじ針補給］タブを押します。
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5.5 ステープル針を補給する 5
3 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

d参照
ヘルプメッセージの表示のしかたについては、5-4 ページをごらんください。

5.5.2 フィニッシャー FS-532 に中とじステープル針を補給する
フィニッシャーに中とじ機SD-510を装着していて、中とじ機（サドルユニット）のステープラーに中と
じステープル針がなくなると、画面のメッセージ表示部に下記のメッセージが表示されます。

［平とじ機のサドルユニットを引き出し　ステープラーに針をセットして下さい］

また、機械状態画面の補給／廃棄部材表示部のステープル針表示が赤く点灯します。

中とじステープラーにステープル針を補給してください。

1 フィニッシャーの前扉を開きます。
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5.5 ステープル針を補給する 5
2 中とじ機のサドルユニットを引出します。

3 ステープラー出し入れ口からステープラーを引出します。

% ステープラーを下に下げてから引出します。

4 ステープラー両側のロック解除ボタンを押して、カバーを開
きます。

5 空のカートリッジを取外します。

6 新しいカートリッジを取付けます。
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5.5 ステープル針を補給する 5
7 カバーを元に位置にもどします。

% カバーは、確実に元の位置にもどしてください。

8 ステープラーの取手を持って、ステープラーを元の位置にも
どします。

% ステープラーの取手の持ち方に注意してください。逆に持
つと、ステープラーを元の位置にもどせません。

% ステープラーをステープラー出し入れ口に挿入した後、上
に持上げて確実にセットしてください。

9 中とじ機のサドルユニットを元の位置にもどし、フィニッ
シャーの前扉を閉じます。
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5.6 廃棄トナーボックスを交換する 5
5.6 廃棄トナーボックスを交換する
廃棄トナーボックスに廃トナーがたまってくると、下記のように表示が替わります。

次の手順に従って、廃棄トナーボックスを交換してください。

重要
出力中に廃棄トナーボックスを引出さないでください。故障の原因になることがあります。

メッセージ表示部 補給／廃棄部材表示部 機械の状態

＜機械状態画面＞
プリントできます
廃棄トナーボックスの交換時期
です
＜コピー画面＞
コピーできます
廃棄トナーボックスの交換時期
です

［廃棄トナーボックスほぼ満杯］
と表示され、ランプが赤色に点
灯

廃棄トナーボックスに廃トナー
がたまって、交換時期になりま
した。

＜機械状態画面＞
プリントできます
廃棄トナーボックスが満杯です
＜コピー画面＞
コピーできます
廃棄トナーボックスが満杯です

［廃棄トナーボックス満杯］と
表示され、ランプが赤色に点灯

廃棄トナーボックスが廃トナー
でいっぱいになりました。

廃棄トナーボックスが一杯です
廃棄トナーボックスを交換して
下さい

［廃棄トナーボックス満杯］と
表示され、ランプが赤色に点灯

廃棄トナーボックスが廃トナー
でいっぱいになり、出力できな
くなりました。
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5.6 廃棄トナーボックスを交換する 5
7 警告
廃トナーの入った廃棄トナーボックスは、絶対に火中に投じないでください！
廃トナーでいっぱいになった廃棄トナーボックスを火中に投じると、粉塵爆発のおそれがあり、とても危
険です。
- 廃トナーが入った使用済みの廃棄トナーボックスの処理については、サービス実施店にお問い合わせ

ください。

1 機械状態画面のヘルプメッセージを表示して、［補給／廃棄方法］を押します。

2 ヘルプメッセージ上部の［廃棄トナーボックス］タブを押します。

3 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

d参照
ヘルプメッセージの表示のしかたについては、5-4 ページをごらんください。
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5.7 平とじステープル針くずを処理する 5
5.7 平とじステープル針くずを処理する
フィニッシャーの針くず箱がいっぱいになると、画面のメッセージ表示部に下記のメッセージが表示され
ます。

［平とじ機の針くず箱が一杯です　ステープル針くずを捨てて下さい］

また、機械状態画面の補給／廃棄部材表示部には、［ステープル針くず除去］と表示され、ランプが赤色に
点灯します。

下記の手順に従って、針くずを捨ててください。

1 機械状態画面のヘルプメッセージを表示して、［補給／廃棄方法］を押します。

2 ヘルプメッセージ上部の［平とじ針くず］タブを押します。
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5.7 平とじステープル針くずを処理する 5
3 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

d参照
ヘルプメッセージの表示のしかたについては、5-4 ページをごらんください。
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5.8 パンチくずを処理する 5
5.8 パンチくずを処理する
下記のオプションには、パンチ装置が装着されています。
- フィニッシャー FS-532（フィニッシャー FS-532にオプション装備するパンチキットPK-522）
- Z折りユニットZU-608

パンチくず処理を知らせる画面表示、およびその処理方法を説明します。

5.8.1 フィニッシャー FS-532 のパンチくずを処理する
フィニッシャーFS-532にパンチキットPK-522を装着している場合、パンチキットPK-522のパンチ
くず箱がいっぱいになると、画面のメッセージ表示部に下記のメッセージが表示されます。

［パンチキットのパンチくず箱が一杯です　パンチくずを捨てて下さい］

また、機械状態画面の補給／廃棄部材表示部には、［パンチくず箱満杯］と表示され、ランプが赤色に点灯
します。

次の手順に従って、パンチくずを捨ててください。

1 機械状態画面のヘルプメッセージを表示して、［補給／廃棄方法］を押します。

2 ヘルプメッセージ上部の［パンチくず (PK)］タブを押します。
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3 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

d参照
ヘルプメッセージの表示のしかたについては、5-4 ページをごらんください。

5.8.2 Z 折りユニットZU-608 のパンチくずを処理する
Z折りユニットZU-608のパンチくず箱がいっぱいになると、画面のメッセージ表示部に下記のメッセー
ジが表示されます。

［パンチユニットのパンチくずが一杯です　パンチくずを捨てて下さい］

また、機械状態画面の補給／廃棄部材表示部には、［パンチくず箱満杯］と表示され、ランプが赤色に点灯
します。
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次の手順に従って、パンチくずを捨ててください。

1 機械状態画面のヘルプメッセージを表示して、［補給／廃棄方法］を押します。

2 ヘルプメッセージ上部の［パンチくず (ZU)］タブを押します。

3 ［,］または［+］を押して、手順を表示しながら処理します。

d参照
ヘルプメッセージの表示のしかたについては、5-4 ページをごらんください。
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5.9 フィニッシャー FS-532 のトレイから用紙を取出す
フィニッシャーFS-532のメイントレイ、サブトレイ、および折りトレイには、それぞれ積載枚数に制限
があります。

各トレイで積載枚数を超える出力があると、満タン検知センサーがはたらいて、自動的に出力を停止しま
す。

ここでは、自動的に停止したトレイから用紙を取出す方法、停止した出力を中止する方法について説明し
ます。

また、メイントレイの出力中に手動で出力を一時停止し、メイントレイから用紙を取出す方法について説
明します。

5.9.1 自動的に停止したメイントレイから用紙を取出す
メイントレイの積載制限枚数を超えると、機械は自動的に出力を停止します。

このとき、画面のメッセージ表示部には、［メイントレイ排紙口から用紙を取り除いて下さい］というメッ
セージが表示され、スタートボタンのランプがオレンジ色に点灯します。また、スタートボタンを押して
も、出力を再開しません。

d参照
用紙を取出した後、メイントレイの上昇が完了したときに、自動的に出力を再開するように設定できます。
また、メイントレイ上昇中に操作パネルのスタートを押すと、上昇が完了したときに自動的に出力を再開
するように設定できます。サービス実施店にお問い合わせください。

1 メイントレイに積載された出力用紙を、すべて取出します。

メイントレイは自動的に上昇し、［フィニッシャー動作中で
す］と表示されます。フィニッシャー上面の一時停止ランプ
は点滅しています。
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2 メイントレイ上昇の完了を確認します。

メイントレイの上昇が完了すると、［［スタート］で再スタートできます］と表示されます。

3 操作パネルのスタートを押します。

出力を再開します。
% 出力を再開するまで、フィニッシャー上面の一時停止ラン
プは点滅します。点滅中にフィニッシャーの一時停止／再
スタートボタンを押しても、出力を再開しません。

% 出力を再開しないで中止する場合は、操作パネルのストッ
プを押します。詳しくは、5-40 ページ「停止した出力を
中止する」をごらんください。

5.9.2 出力を一時停止する

1 出力を一時停止するため、1秒間以上、一時停止／再スター
トボタンを押します。

出力は一時停止し、一時停止ランプは点滅します。排紙ガイ
ドは、上に開きます。
% ボタンから手を離すと、一時停止ランプが点滅します。

2 トレイに積載された出力用紙を、すべて取出します。

トレイの用紙を全部取出しても、一時停止ランプは点滅し続
けます。
% トレイに用紙を残したまま、出力を再開しても問題ありま

せんが、トレイ上の用紙を大きく前後左右に移動しないで
ください。
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3 フィニッシャーの一時停止／再スタートボタンを押します。

一時停止ランプは消灯し、出力を再開します。

d参照
出力を再開しないで中止する場合は、操作パネルのストップを押し
ます。詳しくは、5-40 ページをごらんください。

5.9.3 自動的に停止したサブトレイから用紙を取出す
サブトレイの積載制限枚数を超えると、機械は自動的に出力を停止します。

このとき、画面のメッセージ表示部には、［平とじ機のサブトレイが一杯です　用紙を取り除いて下さい］
というメッセージが表示され、スタートボタンのランプがオレンジ色に点灯します。スタートボタンを押
しても、出力を再開しません。

1 サブトレイに積載された出力用紙を、すべて取出します。
bizhub PRO 951 5-38



5.9 フィニッシャー FS-532 のトレイから用紙を取出す 5
2 操作パネルのスタートを押します。

出力を再開します。
% フィニッシャーの一時停止／再スタートボタンを押して

も、出力を再開しません。

5.9.4 自動的に停止した折りトレイから用紙を取出す
折りトレイの積載制限枚数を超えると、機械は自動的に出力を停止します。

このとき、画面のメッセージ表示部には、［折りトレイが満杯です　用紙を取り除いて下さい］というメッ
セージが表示され、スタートボタンのランプがオレンジ色に点灯します。スタートボタンを押しても、出
力を再開しません。

1 用紙送出し取手を持上げて、出力紙を送出し、折りトレイか
らすべて取出します。

2 操作パネルのスタートを押します。

出力を再開します。
% フィニッシャーの一時停止／再スタートボタンを押して

も、出力を再開しません。
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5.9.5 停止した出力を中止する

1 操作パネルのストップを押します。

一時停止した出力を中止するかどうかを選択するダイアログ
が表示されます。

2 ［中止］を押します。
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6 基本設定

6.1 原稿設定
コピーをとる原稿の種類やセット方向を設定する方法を説明します。

6.1.1 原稿のセット方向を設定する：原稿セット方向
ADFや原稿ガラスにセットする原稿の天地方向を設定します。

以下の設定の場合、ADFや原稿ガラスにセットする原稿の天地方向を設定しないと、希望どおりのコピー
ができないことがあります。
- 両面原稿のコピー
- 両面コピー
- 集約
- 小冊子
- ブック連写
- ステープルなど

原稿セット方向 原稿セット方向ボタン 説明

原稿の天部（上側）を奥側にし
てセットしたとき、選択しま
す。出荷時設定では、このボタ
ンが選択されています。

原稿の天部（上側）を左側にし
て ADFに原稿をセットしたと
き、選択します。
原稿の天部（上側）を左側にし
て原稿ガラスに原稿をセットし
たとき、選択します。

原稿の天部（上側）を手前側に
セットしたとき、選択します。

原稿の天部（上側）を右側にし
て ADFに原稿をセットしたと
き、選択します。
原稿の天部（上側）を右側にし
て原稿ガラスに原稿をセットし
たとき、選択します。
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1 原稿をセットします。

% 原稿セットの詳細は、4-15 ページをごらんください。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［原稿セット方向］下の、任意のボタンを選択します。

% 原稿設定画面にある、［原稿セット方向］下のボタンを押しても選択できます。コピー画面の［原
稿設定］を押すと、原稿設定画面が表示されます。

6.1.2 両面原稿のとじ方向を選択する：両面とじ方向
オモテ面とウラ面との天地が逆になっている（上とじ）両面原稿から、天地が同じ（左右とじ）片面コ
ピーや両面コピーをとるときに設定します。

上とじの両面原稿から、左右とじの片面コピーや両面コピーをとるとき、原稿設定の［両面とじ方向］で
［上とじ］を選択します。通常のコピーのときは、［左右とじ］を選択します。

d参照
左右とじの片面原稿や両面原稿から、上とじの両面コピーをとる場合は、出力設定の［両面とじ方向］で
［上とじ］を選択します。

詳しくは、8-6 ページをごらんください。
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0 原稿はADFにセットします。
0 原稿設定の［両面とじ方向］の［上とじ］が機能するのは、［両面 ->両面］または［両面 ->片面］を

選択したときだけです。
0 機械がリセットされると、設定は［左右とじ］にもどります。
0 原稿設定の［両面とじ方向］と出力設定の［両面とじ方向］とを、自動的に合わせるように設定され

ています。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［両面 ->両面］または［両面 ->片面］を選択します。

4 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。

5 ［両面とじ方向］の［上とじ］を選択します。

% このとき、あらかじめ［両面 ->両面］または［両面 ->片面］を選択していないと、［とじ方向の設
定は両面印刷時のみ有効です］と表示されて、上とじの設定は機能しません。

両面とじ方向ボタン 両面原稿 片面コピー 両面コピー
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6 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

7 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

8 ［両面とじ方向］の［左右とじ］を選択します。

9 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。
%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前

の状態にもどります。
% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ

い。
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6.1.3 サイズが異なる原稿をコピーする：混載原稿
混載原稿モードでは、自動用紙または自動倍率の機能を併用して、サイズが異なる原稿を適正にコピーし
ます。

0 原稿はADFにセットします。
0 混載できる原稿サイズの組合わせは、ADFの原稿ガイド板の開き幅で変わります。詳しくは、3-10

ページをごらんください。
0 原稿は100枚以上セットしないでください。原稿がつまったり、破損したりする原因になります。原

稿が100枚を超える場合は、原稿を分割して読込みます。詳しくは、6-16 ページをごらんくださ
い。

0 原稿を原稿ガラスにセットする場合は、連続読込みモードを使用します。詳しくは、6-16 ページをご
らんください。

0 混載原稿モードを設定すると、自動用紙が自動的に機能して、それぞれの原稿と同じサイズの用紙に
コピーします。すべて同じサイズの用紙にコピーしたい場合は、自動倍率を設定します。

1 原稿をセットします。

サイズが異なる原稿は、ADFに対して左側と奥側とを揃えてセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。

4 ［特殊原稿］下の［混載原稿］を選択します。

選択項目 説　明

自動用紙 原稿と同じサイズの用紙にコピー

自動倍率 原稿ごとに適正倍率を自動設定して、すべて同じサイズの用紙にコピー
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5 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

6.1.4 Z 折れ原稿をコピーする：Z折れ原稿
Z折れ原稿をADFにセットすると、原稿が浮くことによって、サイズ検知センサーがうまく機能しないこ
とがあります。Z折れ原稿モードを設定すると、原稿をスキャンしながら、サイズを確実に検知します。

0 原稿はADFにセットします。
0 原稿サイズの検知にスキャン動作が加わるため、通常よりもコピーに時間がかかります。

1 ADFに原稿をセットします。

Z折れ原稿とそのほかの原稿とを一緒にセットしても、問題はありません。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。

4 ［特殊原稿］下の［Z折れ原稿］を選択します。

5 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

Z折れ原稿 原稿セット
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6.1.5 ADFに原稿を１枚セットしてコピーする：1枚送り
通常は ADFから給送できない厚紙原稿や、トラブルを起こす可能性がある貼合わせの原稿を、１枚だけ
ADFにセットしてコピーします。

d参照
1枚送りモードでは、ADFに原稿をセットすると自動的に原稿を給送してスキャンするように設定できま
す。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

% 原稿はADFに１枚だけセットします。

% スタートを押して原稿を給送する場合と、ADFにセットしたと同時に給送する場合とでは、手順が異
なります。この設定をするのは管理者です。管理者にご確認ください。

操作パネルのスタートを押して給送する手順

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。

3 ［特殊原稿］下の［1枚送り］を選択します。

4 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。
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% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

5 原稿をセットします。

% 原稿を１枚、コピーする面を上にしてADFにセットしま
す。

重要
原稿が複数枚ある場合でも、１枚だけセットしてスタートを
押す操作を繰返してください。［１枚送り］を設定した状態
で、ADFに複数枚の原稿をセットすると、重送などのトラブ
ルの原因になります。

6 そのほかのコピー条件を設定して、スタートを押します。

自動的に原稿を給送する手順

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。

3 ［特殊原稿］下の［1枚送り］を選択します。

4 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。
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%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

5 ［連続読込み］を押します。

6 そのほかのコピー条件を設定します。

7 ADFの原稿ガイド板を調整します。

原稿をセットしないで、原稿ガイド板を原稿のサイズに合わ
せて調整します。

8 原稿をセットします。

% 原稿を１枚、コピーする面を上にして ADFにセットしま
す。

原稿を自動的に給送してスキャンします。

9 読込みが完了すると、ダイアログが表示されます。

引続き同じコピー条件で読込むときは、前の手順にもどります。
次に読込むコピー条件を変更したいときは、［設定変更］を押します。
変更できるコピー条件のボタンだけが機能するコピー画面が表示されます。
設定を変更して、前の手順にもどります。

10 すべての原稿を読込むまで、手順7～ 8の操作を繰返します。

11 原稿の読込みが終わったら、［読込み完了］を押します。

12 設定部数を入力して、操作パネルのスタートを押します。

読込んだデータを一括出力します。
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6.1.6 不定形サイズの原稿をコピーする：不定形サイズ
通常、ADFや原稿ガラスにセットした原稿は、そのとき検知されたサイズによって定形サイズの 1つに振
分けられ、機械はその定形サイズの範囲をスキャンしてコピーします（定形サイズモード）。

不定形サイズモードを使用すると、セットした原稿サイズに関係なく、設定した定形サイズの範囲内をス
キャンしてコピーします。

また、不定形サイズを1 mm単位で設定したり、登録した不定形サイズを読出したりできます。

d参照
不定形サイズの登録ができます。登録した不定形サイズは、原稿サイズや用紙サイズとして読出すことが
できます。詳しくは、POD管理者編の 3章をごらんください。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。

4 ［不定形サイズ］を押します。

不定形サイズ画面が表示されます。

5 読込む原稿サイズを指定します。

% サイズボタンから選択：
任意の定形サイズボタンを選択します。不定形サイズの原稿を、指定した定形サイズとして読込みま
す。
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6.1 原稿設定 6
%［全面］を選択：
白紙でコピーされるような小さい原稿をコピーするときは、［全面］を選択します。

%［サイズ入力］を選択：
任意の不定形サイズを入力、または登録済みの不定形サイズを読出して設定するときは、［サイズ入
力］を選択します。詳しくは、下記の「任意の不定形サイズを設定する」をごらんください。

6 ［OK］を押します。

原稿設定画面にもどります。

7 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

任意の不定形サイズを設定する

1 不定形サイズ画面の［サイズ入力］を押します。

サイズ入力画面が表示されます。
任意のサイズを入力するときは、手順2に進みます。
登録済みのサイズを読出すときは、手順3に進みます。

2 原稿サイズのタテ／ヨコの数値を設定します。

% タテの数値を表示しているボタン［（1）］を押します。画面のテンキー、［,］、または［+］を押
して、任意の数値を入力します。このとき入力できるのは、タテ100 mm～ 297 mmです。
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% ヨコの数値を表示しているボタン［（2）］を押します。画面のテンキー、［,］、または［+］を押
して、任意の数値を入力します。このとき入力できるのは、ヨコ140 mm～ 431 mmです。

手順5に進みます。

3 ［サイズ読出し］を押します。

サイズ読出し画面が表示されます。

4 任意の登録サイズを選択します。

%［次頁］、［前頁］を押して、任意の登録名ボタンを選択します。
%［OK］を押して、サイズ入力画面にもどります。
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サイズ入力画面に、読出した不定形サイズが表示されます。

5 ［OK］を押します。

不定形サイズ画面にもどります。
設定した不定形サイズが、［サイズ入力］の右側に表示されます。

6.1.7 インデックス原稿をコピーする：インデックス紙サイズ
インデックス紙サイズモードでは、インデックス紙原稿の定形サイズ＋インデックス部分の範囲をスキャ
ンしてから、インデックス部分も含めてコピーします。

また、右端にインデックス部分用の印刷がされている定形原稿をインデックス紙サイズモードでコピーす
ると、自動的に画像を右側に 12.5 mmシフトして、インデックス部分に適正にコピーします（インデック
ス紙プリント自動シフト）。

d参照
インデックス紙を給紙トレイにセットする方法は、5-21 ページをごらんください。

インデックス紙を任意のトレイにセットしたときは、［トレイ設定］または［用紙予約設定］で、用紙サイ
ズをインデックス紙に設定します。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

インデックス紙プリント自動シフト機能を使用するかどうかの設定は、設定メニューの［機能設定］で行
います。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

インデックス用紙を給紙トレイにセットしてコピーすると、不要インデックス紙排紙機能が働きます。詳
しくは、5-24 ページをごらんください。

0 用紙側のインデックス紙は、不定形サイズやインデックス部分の幅も任意に設定できますが、原稿側
のインデックス紙は定形に限ります。また、インデックス部分の幅は最大12.5 mmです。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［原稿設定］を押します。

原稿設定画面が表示されます。
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4 ［原稿サイズ］下の［インデックス紙サイズ］を押します。

インデックス紙サイズ画面が表示されます。

5 任意のサイズボタンを押して、［OK］を押します。

原稿設定画面にもどります。

6 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、原稿設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。
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6.2 連続読込みモード 6
6.2 連続読込みモード
ADFに一度にセットできる原稿枚数は100枚までですが、連続読込みモードを使用することにより、
100枚を超える原稿を 1つのジョブとして扱うことができます。

また、原稿ガラスで読込んだ複数枚の原稿を1つのジョブとして扱ったり、ADFのジョブと原稿ガラスの
ジョブを組合わせて1つのジョブとして扱ったりできます。

0 原稿ガラスを使用して両面コピーをとるときは、連続読込みモードが前提です。また、応用機能の差
込みページ、ブック連写、プログラムジョブ、登録オーバーレイの画像登録を設定すると、自動的に
連続読込みモードが設定されます。

重要
連続読込みモードを設定しても、ADFにセットできる原稿の枚数は変わりません。原稿は100枚、また
は積載制限マーク［,］を超えてセットしないでください。原稿がつまったり、破れたりする原因になりま
す。

1 原稿をセットします。

原稿ガラスを使用する場合は最初のページから、コピーする
面を下にしてセットします。

ADFを使用する場合は、ページ順にそろえた原稿の1ページ
目を上にしてセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 任意のコピー条件を設定して、［連続読込み］を選択します。

連続読込みモードになります。設定したコピー条件によっては、すでに［連続読込み］が選択されて
いることがあります。
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6.2 連続読込みモード 6
4 操作パネルのスタートを押します。

読込みを開始します。

5 読込みが完了すると、ダイアログが表示されます。

% 引続き同じコピー条件で読込むときは、このまま次の手順に進みます。
% 次に読込むコピー条件を変更したいときは、［設定変更］を押します。変更できるコピー条件のボ

タンだけが機能するコピー画面が表示されます。

% 設定を変更して、次の手順に進みます。

6 次の原稿をセットして、操作パネルのスタートを押します。

すべての原稿を読込むまで、手順5～ 6の操作を繰返します。
% 読込んだ画像データを削除したいときは、操作パネルのストップを押します。
% コピー画面右上のメモリー残量表示で、読込み中のメモリー残量を確認できます。
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6.2 連続読込みモード 6
7 原稿の読込みが終わったら、ダイアログの［読込み完了］を押します。

8 設定部数を入力して、操作パネルのスタートを押します。

読込んだデータを一括出力します。

d参照
出力を停止するときは、操作パネルのストップを押します。詳しくは、4-21 ページをごらんください。
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6.3 画質設定
コピー画像の濃度を調整します。また、原稿の画質を設定することによって、コピーの画質を調整します。

6.3.1 コピー濃度を調整する：濃度設定
本機は、初期設定で［自動濃度］が設定されています。複数枚ある原稿の画像濃度に濃い、うすいがある
場合は、スキャン中にそれぞれの濃度レベルを検知して、すべて適正な濃度でコピーします。

原稿の画像濃度より濃く、またはうすくコピーしたいときは、手動で濃度を調整します。

さらに、下記の調整ができます。
- 原稿画質の濃度シフト：濃度設定で選択できる 9段階の濃度レベルを、濃い方に3段階、うすい方に3

段階シフトできます。この濃度シフトは、原稿画質の 4つのモードに対して、個別に設定できます。
- 登録濃度設定：原稿画質、濃度設定、および下地調整から、それぞれ任意に選択した組合わせを、登

録濃度として設定します。登録濃度は、2つ設定できます。
- 写真モード濃度選択：原稿画質の写真モードを選択したときの濃度レベルを設定できます。
- 画像濃度選択：濃度設定で調整できる濃度の、最大／最小値の幅を変更することができます。たとえ

ば、全体的に画像を薄くしたいときなど、画質を落とさずにコピーできます。なお、この設定は、原
稿画質の濃度シフトにも有効になります。

d参照
4 つの濃度調整（原稿画質の濃度シフト、登録濃度設定、写真モード濃度選択、画像濃度選択）は、設定
メニューの［機能設定］で行います。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［画質設定］下の設定ボタンで、任意の濃度レベルを選択します。

% コピー画像を原稿よりうすくするときは［うすく］、濃くするときは［こく］を押します。
% 標準の濃度にもどすときは、［ふつう］を押します。

原稿 出力
bizhub PRO 951 6-19



6.3 画質設定 6
% 登録濃度を設定するときは、［登録1］または［登録2］を押します。
% コピー画像の濃淡を自動調整するときは、［自動濃度］を押します。
% 画質設定画面にある［濃度設定］下のボタンを押しても、同様に設定できます。コピー画面の
［画質設定］を押すと、画質設定画面が表示されます。

d参照
確認コピーをすると、出力画像で調整結果を確認できます。詳しくは、10-7 ページをごらんください。

6.3.2 下地を調整する：下地調整
新聞紙や再生紙など、地肌の白色度が低い原稿をコピーするときは、下地調整を行います。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［画質設定］を押します。

画質設定画面が表示されます。

4 ［下地調整］下の設定ボタンで、任意の濃度レベルを選択します。

% 下地の濃度を原稿よりうすくするときは［うすく］、濃くするときは［こく］を押します。
% 標準の濃度にもどすときは、［ふつう］を押します。

原稿 出力
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% 下地調整をした時は、コピー画面の画質設定下に、調整値が表示されます。

5 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、画質設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

d参照
確認コピーをすると、出力画像で調整結果を確認できます。詳しくは、10-7 ページをごらんください。

6.3.3 原稿画質に合わせてコピーする：原稿画質
原稿の画質に合わせて、出力する画質を調整します。

d参照
［原稿画質の濃度シフト］：原稿画質のそれぞれのモードに対して、濃度設定で選択できる9段階の濃度レ
ベルを濃い方に3段階、うすい方に 3段階シフトできます。この設定は、設定メニューの［機能設定］で
行います。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

文字／写真 文字と写真とが混在する原稿をコピーするときに選択します。出荷時設定
では、［文字／写真］が選択されています。

薄文字 鉛筆で書かれたような、コントラストのない原稿をコピーするときに選択
します。コントラストをつけて、はっきりとした画像にします。

写真 通常のモードでは再現できないハーフトーンの原稿画像（写真など）を再
現するときに選択します。

文字 文字だけで構成された原稿をコピーするときに選択します。コピーする文
字のエッジをシャープに再現して、読みやすい画像にします。

原稿 出力

＜文字／写真＞ ＜写真＞
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1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［画質設定］を押します。

画質設定画面が表示されます。

4 ［原稿画質］下の、任意のモードキーを選択します。

5 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、画質設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

% 原稿画質を選択した時は、コピー画面の画質設定下に、選択した原稿画質のアイコンが表示され
ます。

＜文字／写真＞ ＜薄文字＞

＜文字／写真＞ ＜文字＞

原稿 出力
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d参照
確認コピーをすると、出力画像で調整結果を確認できます。詳しくは、10-7 ページをごらんください。

6.3.4 画像の輪郭を調整する：シャープネス
文字や絵柄の輪郭を調整します。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［画質設定］を押します。

画質設定画面が表示されます。

4 ［シャープネス］下の設定ボタンで、任意のレベルを選択します。

% コピー画像の文字や絵柄の輪郭をなめらかにするときは［なめらか］、くっきりとするときは
［くっきり］を押します。

% 標準にもどすときは、［ふつう］を押します。

原稿 出力
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5 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、画質設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

d参照
確認コピーをすると、出力画像で調整結果を確認できます。詳しくは、10-7 ページをごらんください。

6.3.5 画像判別を調整する：文字／写真判別
本機は、画像を 2種類の方法で描画します。

ひとつは誤差拡散という方法で、画像を細かなドット（600dpi）で描画します。

原稿の文字をくっきり描画するのに適しています。

もうひとつはスクリーンという方法で、さらに2種類に分かれます。ひとつは、テレビの走査線のように、
画像を線の集まりで描画するラインスクリーン、もうひとつは、印刷物の網点のように描画するドットス
クリーンです。スクリーンは、階調をきれいに描画する特長があります。しかし、文字を写真と同じよう
に処理するため、くっきり再現できないことがあります。

本機は、原稿をスキャンするときに、文字の部分と写真の部分とを判別することによって、それぞれ適切
な方法でコピーします。

ここでは、この判別を写真寄り、または文字寄りに調整します。
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1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［画質設定］を押します。

画質設定画面が表示されます。

4 ［文字／写真判別］下の設定ボタンで、任意のレベルを選択します。

% 写真部分をより良く再現したいときは［写真寄り］、文字部分をより良く再現したいときは［文字
寄り］を押します。

% 標準にもどすときは、［ふつう］を押します。

5 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、画質設定は初期設定状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前
の状態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

d参照
確認コピーをすると、出力画像で調整結果を確認できます。詳しくは、10-7 ページをごらんください。
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6.4 倍率設定
初期状態では、倍率は「1.000」（等倍）に設定されています。

ここでは、倍率の変更のしかたを説明します。

6.4.1 等倍でコピーする
原稿と同じ大きさでコピーします。

1 ADFを確実に閉じて、操作パネルのリセットを押します。

すべての設定が初期状態にもどり、倍率は「1.000」［等倍］が自動的に選択されます。

2 任意のコピー条件を設定します。

% 用紙サイズを指定すると、［自動倍率］が自動的に選択されます。このとき、必ず等倍でコピーし
たい場合は、［等倍］を選択します。

d参照
初期状態で、［等倍］以外の倍率や［自動倍率］が選択されていることがあります。この場合は、初期設定
が変更されています。設定メニューの［コピー設定］で、初期設定を変更できます。詳しくは、POD管理
者編の7章をごらんください。

6.4.2 倍率を変更してコピーする
倍率設定画面を表示して倍率を変更します。

倍率の変更には、下記の4つの方法があります。
- タテ／ヨコズーム（タテ／ヨコ比固定）：0.250 ～ 4.000 の倍率を 0.001（0.1％）刻みで設定しま

す。
- タテズーム／ヨコズーム（タテ／ヨコ独立）：0.250 ～ 4.000 の倍率を 0.001（0.1％）刻みで、タテ

／ヨコ個別に設定します。
- 拡大／縮小（固定倍率）：使用頻度の高い8種類の倍率（0.500、0.707、0.816、0.866、1.154、

1.224、1.414、2.000）を、ワンタッチで選択します。
- 登録倍率：あらかじめ登録しておいた3種類の倍率を、ワンタッチで選択します。
重要
倍率設定画面で倍率を変更したとき、コピー画面にもどらなくても操作パネルのスタートを押してコピー
を開始できます。

d参照
倍率設定画面を表示しなくても、タテ／ヨコズーム（タテ／ヨコ比固定）の倍率を変更できます。6-29
ページおよび 6-29 ページをごらんください。

d参照
登録倍率の設定は、設定メニューの［機能設定］で行います。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんく
ださい。
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1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［倍率設定］を押します。

倍率設定画面が表示されます。

3 任意の倍率を設定します。

タテ／ヨコズーム（タテ／ヨコ比固定）を設定する場合：
［タテ／ヨコズーム］を選択します。画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、任意の倍率を入
力します。入力した倍率は、画面に表示されます。
% 入力を間違えたときは、引続き正しい数値を入力します。
%［,］または［+］を押しつづけると、最初は0.001（0.1%）ずつ、後になると 0.010（1%）ず

つ変化します。

タテズーム／ヨコズーム（タテ／ヨコ独立）を設定する場合：
［タテズーム］または［ヨコズーム］を選択します。画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、
任意の倍率を入力します。入力した倍率は、タテヨコ個別に表示されます。
% 入力を間違えたときは、引続き正しい数値を入力します。
%［,］または［+］を押しつづけると、最初は0.001（0.1%）ずつ、後になると 0.010（1%）ず

つ変化します。

% タテヨコ独立倍率を設定した時は、コピー画面の倍率設定下に、設定した倍率がタテヨコ別々に
表示されます。
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固定倍率を設定する場合：
［拡大］または［縮小］下の、任意の倍率ボタンを選択します。

登録倍率を設定する場合：
［登録倍率］下の、任意の倍率ボタンを選択します。
% 3 つの登録倍率のうち、上の 2つはコピー画面で直接選択できます。

4 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［キャンセル］を押すと、設定前の状態にもどります。
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6.4.3 コピー画面の［－］［＋］で倍率を変更する
タテ／ヨコズーム（タテ／ヨコ比固定）は、コピー画面で直接設定できます。

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［倍率設定］下の［－］、［＋］ボタンで、任意の倍率を設定します。

%［－］または［＋］を押しつづけると、最初は0.001（0.1%）ずつ、後になると0.010（1%）ず
つ変化します。

6.4.4 コピー画面の登録倍率ボタンで倍率を変更する
コピー画面の登録倍率ボタンを押して、倍率を変更できます。

重要
コピー画面の［倍率設定］下に表示されている登録ボタンの倍率は、倍率設定画面の［登録倍率］下に表
示されている上2つ（登録倍率 1、登録倍率 2）と同じ倍率です。登録倍率は3つ設定できますが、コ
ピー画面に表示され設定できる登録倍率は、登録倍率1と登録倍率 2の 2つだけです。

d参照
登録倍率の登録は、設定メニューの［機能設定］で行います。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんく
ださい。

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［倍率設定］下の倍率を表示している2つのボタンから設定したい倍率のボタンを選択します。
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6.4.5 自動的に倍率を選択する：自動倍率
任意の用紙サイズが設定されたトレイを選択することで、原稿と用紙とのサイズに合わせた適正倍率を自
動的に選択してコピーします。

d参照
トレイへの用紙サイズの設定については、6-37 ページをごらんください。

0 自動倍率と自動用紙との併用はできませんが、自動画像回転との併用はできます。
0 トレイ設定または用紙予約設定で、用紙サイズを［不定形サイズ］に設定したトレイは、自動倍率の

対象トレイにはなりません。

1 原稿をセットします。

機械が原稿サイズを検知します。

2 任意の用紙サイズが設定されているトレイボタンを押します。

［倍率設定］下の［自動倍率］が反転して、自動的に選択された固定倍率を表示します。
%［不定形サイズ］が設定されているトレイを選択しても、［自動倍率］は反転しません。
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6.5 片面／両面
初期状態では、片面コピー［片面 ->片面］が設定されています。

ここでは、ADFまたは原稿ガラスに原稿をセットして両面コピーをとる方法、および両面原稿から片面コ
ピーをとる方法を説明します。

6.5.1 ADFを使って両面コピーをとる
ADFを使用して、片面原稿や両面原稿から両面コピーをとる手順を説明します。

- 左右とじ（オモテ面とウラ面との天地が同じ）の片面原稿や両面原稿を、上とじ（オモテ面とウラ面
との天地が逆）の両面コピーにできます。

- 上とじの両面原稿を、左右とじの両面コピーにできます。

0 ADFにセットした原稿にあわせて、原稿設定の［原稿セット方向］および［両面とじ方向］を選択し
ます。

0 原稿設定の［両面とじ方向］に合わせて、出力設定の［両面とじ方向］が自動的に設定されるように
なっています。左右とじの原稿から上とじのコピーを、あるいは上とじの原稿から左右とじのコピー
をとるときは、出力設定の［両面とじ方向］で任意に設定します。

片面原稿 両面コピー

両面原稿 両面コピー

左右とじの片面／両面原稿 上とじの両面コピー

上とじの両面原稿 左右とじの両面コピー
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1 ADFに原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［片面 ->両面］または［両面 ->両面］を選択します。

4 原稿のセット方向を選択します。

% セットした原稿の方向にあわせて、［原稿セット方向］下のボタンを選択します。
%［原稿セット方向］については、6-2 ページをごらんください。

5 原稿のとじ方向を選択します。

% コピー画面の［原稿設定］を押して、原稿設定画面を表示します。
両面原稿が上とじ（オモテ面とウラ面と天地が逆）の場合は、［両面とじ方向］下の［上とじ］を選
択します。
［OK］を押して、コピー画面にもどります。
%［両面とじ方向］については、6-3 ページをごらんください。
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6 原稿とは違うとじ方向の両面コピーをとるときは、出力設定で両面コピーのとじ方向を選択します。

% コピー画面の［出力設定］を押して、出力設定画面を表示します。
［両面とじ方向］下の、任意のとじ方向ボタンを選択します。
［OK］を押して、コピー画面にもどります。
% 出力設定の［両面とじ方向］については、8-6 ページをごらんください。

7 必要に応じて、そのほかのコピー条件を設定します。

8 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。

6.5.2 原稿ガラスを使って両面コピーをとる
原稿ガラスに原稿をセットして、両面コピーをとる方法を説明します。

0 自動的に連続読込みモードになります。
0 原稿ガラスにセットした原稿の方向にあわせて、［原稿セット方向］を選択します。
0 両面コピーを上とじ（オモテ面とウラ面との天地が逆）にできます。
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1 原稿ガラスに原稿をセットします。

% ADFを開きます。原稿は最初のページから順に、コピーする面を下にしてセットし、ADFを閉じ
ます。

% ブック連写、原稿外消去、リピートの自動検出、センタリングの機能を使用するときは、ADFを
閉じないでください。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［片面 ->両面］を選択します。

［連続読込み］を自動的に選択します。
重要
原稿ガラスにセットした原稿をスキャンできなくなるので、操作パネルのリセットを押さないでくだ
さい。

4 原稿のセット方向を選択します。

% セットした原稿の方向にあわせて、［原稿セット方向］下のボタンを選択します。
%［原稿セット方向］については、6-2 ページをごらんください。

5 両面コピーのとじ方向を選択します。

% コピー画面の［出力設定］を押して、出力設定画面を表示します。
［両面とじ方向］下の、任意のとじ方向ボタンを押します。
［OK］を押して、コピー画面にもどります。
% 出力設定の［両面とじ方向］については、8-6 ページをごらんください。

6 必要に応じて、そのほかのコピー条件を設定します。
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7 操作パネルのスタートを押します。

オモテ面になる原稿をスキャンします。

8 ウラ面になる原稿を原稿ガラスにセットして、操作パネルのスタートを押します。

9 原稿の読込みが終わったら、ダイアログの［読込み完了］を押します。

10 操作パネルのスタートを押します。

両面コピーを一括出力します。
% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ

い。

d参照
読込みを停止して、読込んだデータを消去するとき、または出力を停止するときは、操作パネルのストッ
プを押します。詳しくは、4-21 ページをごらんください。

6.5.3 両面原稿から片面コピーをとる
ADFを使用して、両面原稿から片面コピーをとる方法を説明します。

0 ADFにセットした原稿の方向にあわせて、［原稿セット方向］を選択します。
0 上とじ（オモテ面とウラ面との天地が逆）の両面原稿を、左右とじ（オモテ面とウラ面との天地が同

じ）の片面コピーにできます。

1 ADFに原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［両面 ->片面］を選択します。

両面原稿 片面コピー
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4 原稿のセット方向を選択します。

% セットした原稿の方向にあわせて、［原稿セット方向］下のボタンを選択します。
%［原稿セット方向］については、6-2 ページをごらんください。

5 原稿のとじ方向を選択します。

% コピー画面の［原稿設定］を押して、原稿設定画面を表示します。
両面原稿が上とじ（オモテ面とウラ面との天地が逆）の場合は、［両面とじ方向］下の［上とじ］を
選択します。
［OK］を押して、コピー画面にもどります。

6 必要に応じて、そのほかのコピー条件を設定します。

7 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。
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6.6 用紙予約設定
各トレイには、あらかじめ用紙設定がトレイ設定として設定されています。ここでは、一時的にトレイ設
定とは異なる用紙設定でコピーする方法を説明します。

6.6.1 用紙設定の概要
用紙設定には、下記の4つの設定項目があります。
- 用紙トレイ
- 用紙サイズ
- 用紙条件
- エアーブロー

用紙設定には、設定する対象によって3つの操作があります。

6.6.2 用紙予約設定の概要
ここでは、コピー画面で一時的に用紙設定する用紙予約設定について説明します。

d参照
トレイ設定および用紙条件登録／削除は、機械状態画面で行います。詳細は、POD管理者編の3章をごら
んください。

用紙予約設定は、下記の用紙サイズと用紙条件で構成され、任意に設定します。

操作種類 説明 設定項目

トレイ設定 各トレイに用紙サイズ、用紙条件、ペーパーフィーダー
ユニットにエアーブローの設定をします。
（エアブローの設定は、対象トレイのみ可能です。）

用紙トレイ
用紙サイズ
用紙条件
エアーブロー

用紙予約設定 トレイ設定と異なった用紙を一時的にトレイにセットす
るとき、使用するトレイに用紙サイズと用紙条件を設定
します。エアーブローの設定はできません。

用紙トレイ
用紙サイズ
用紙条件

用紙条件登録／削除 トレイ設定や用紙予約設定をするときに用紙設定を呼び
出すため、事前に4つの設定項目のうち用紙条件だけを
登録します。

用紙条件

用紙設定項目 説明 選択項目

用紙トレイ 用紙予約設定をする任意のトレイ
を選択します。

トレイ1、トレイ 2（本体トレイ）
トレイ3（大容量給紙ユニット LU-
409/LU-410）
トレイ3、トレイ 4、トレイ 5（ペー
パーフィーダーユニットPF-706）
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用紙サイズ 定形サイズは、16種類*1 の定形
サイズから1つ選択します。
不定形サイズは、任意のサイズを
入力します。最大 20個までの不定
形サイズを登録、呼出しできます。
ワイド紙は、［サイズ選択］で12
種類*1 のワイド紙から1つ選択
し、画像位置を［先端合わせ］［後
端合わせ］［中央合わせ］から選択
します。ワイド紙のサイズは事前
に［サイズ入力］で数値入力しま
す。
インデックス紙は、10種類*1 の
サイズから 1つ選択するか、不定
形サイズを入力します。また、イ
ンデックス数（1～ 15）を設定し
ます。
はがきは、本体トレイ（トレイ1、
トレイ 2）*2 とペーパーフィー
ダーユニットPF-706（トレイ 3
～トレイ 5）*3 に設定できます。

定形サイズ：
12 e 18 w、A3 w、A4 v、A5 v、
5.5 e 8.5 v、A4 w、8.5 e 11 w、
8.5 e 14 w、B5 w、B5 v、B4 w、
8.5 e 11 v、11 e 17 w、9 e 11 v、
SRA3 w、SRA4 w
トレイ1、トレイ 2（本体トレイ）の
不定形サイズ：
最小タテ 182 mm e ヨコ 139 mm～
最大タテ 324 mm e ヨコ 463 mmの
範囲
トレイ3（大容量給紙ユニット LU-
409）の不定形サイズ：
最小タテ 250 mm e ヨコ 176 mm～
最大タテ 314 mm e ヨコ 229 mmの
範囲
大容量給紙ユニット LU-410（トレイ
3）の不定形サイズ：
最小タテ 203 mm e ヨコ 195 mm～
最大タテ 324 mm e ヨコ 483 mmの
範囲
トレイ3、トレイ 4、トレイ 5（ペー
パーフィーダーユニットPF-706）の
不定形サイズ：
最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～最
大タテ 324 mm e ヨコ 463 mmの範
囲
ワイド紙：
12 e 18W w、11 e 17W w、
8.5 e 11W v、8.5 e 11W w、
5.5 e 8.5W v、A3W w、A4W v、
A4W w、A5W v、B4W w、B5W v、
B5W w
インデックス紙：
11 e 17T w、8.5 e 11T v、
8.5 e 11T w、5.5 e 8.5T v、
A3T w、A4T v、A4T w、B4T w、
B5T v、B5T w
はがき

用紙条件 用紙種類 用紙表面のなめらかさや用途に
よって5種類に分類します。
用紙種類の詳細は、次の「用紙種
類の説明」の表をごらんください。

上質紙、普通紙、書籍用紙、ラフ紙、
未印字挿入紙

坪量 10種類の坪量から1つ選択しま
す。
301 - 350 g/m2 の用紙をセットで
きるのは、ペーパーフィーダーユ
ニットPF-706のトレイ4だけで
す。
用紙種類で書籍用紙、またはラフ
紙を選択すると、217 g/m2 以上
の坪量を設定できません。

40 - 49 g/m2

50 - 61 g/m2

62 - 74 g/m2

75 - 91 g/m2

92 - 135 g/m2

136 - 162 g/m2

163 - 216 g/m2

217 - 244 g/m2

245 - 300 g/m2

301 - 350 g/m2

色紙 用紙の色を選択します。自動用紙
設定で白紙を選択したいときに、
区別ができます。

白色、透明、黄色、桃色、青色、緑色

パンチ パンチ穴がある用紙かどうかを選
択します。パンチ穴のない用紙と
いっしょにプリントするのを防ぎ
ます。

パンチ穴あり、パンチ穴なし

用紙設定項目 説明 選択項目
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*1：大容量給紙ユニット LU-409/LU-410（トレイ3）を選択したとき、選択できないサイズがあります。
詳しくは、3-6 ページをごらんください。
*2：本体トレイ（トレイ 1、トレイ 2）に郵政はがきをセットする場合は、ハガキアダプター（オプショ
ン）が必要です。サービス実施店にお問い合わせください。
*3：ペーパーフィーダーユニットPF-706に郵政はがきをセットする場合は、小サイズガイドを使用しま
す。詳しくは、5-18 ページをごらんください。

用紙種類の説明

表裏調整 両面印刷時、印刷のオモテ面とウ
ラ面の画像位置を合わせるため、
オモテ、ウラにそれぞれ倍率（タ
テ倍、ヨコ倍）、イメージシフト
（上下、左右）を調整します。

タテ倍：
オモテ－ 10～＋ 10（1ステップ＝
0.05%）、ウラ－ 5～＋ 5（1ステップ
＝ 0.05%）
ヨコ倍：
－10～＋ 10（1ステップ＝ 0.05%）
イメージシフト上下：
－100～＋ 100（1ステップ＝ 0.1 
mm）
イメージシフト左右：
－100～＋ 100（1ステップ＝ 0.1 
mm）

プロセス
調整

転写電流オフセット調整とプロセ
ス速度設定をします。

転写電流オフセット調整：
先端1オフセット（オモテ）：－128
～＋ 127
先端 1オフセット（ウラ）：－128～
＋ 127
先端 2オフセット（オモテ）：－128
～＋ 127
先端 2オフセット（ウラ）：－128～
＋ 127
先端 3オフセット（オモテ）：－128
～＋ 127
先端 3オフセット（ウラ）：－128～
＋ 127
中央オフセット（オモテ）：－ 128～
＋ 127
中央オフセット（ウラ）：－ 128～＋
127
後端オフセット（オモテ）：－ 128～
＋ 127
後端オフセット（ウラ）：－ 128～＋
127
プロセス速度設定：
デフォルト、高速、低速

片寄り検
知設定

用紙の片寄りを検知するかしない
か選択します。

ON、OFF

カール調
整

機械で出力紙のカールを補正する
かしないか選択します。

上側に矯正、OFF

用紙種類 説明

上質紙 上質紙は、オフセット印刷で一般的に使用されている非塗工紙印刷用紙です。
白色度が高く、さまざまな用途に用いられています。このような用紙をセット
するトレイは、［上質紙］に設定します。

普通紙 普通紙は、複写機やプリンターで用いられる「PPC用紙」といわれているコ
ピー／プリント用紙で、通常再生紙を使用しないものをいいます。普通紙や再
生紙をセットするトレイは、［普通紙］に設定します。

書籍用紙 書籍用紙は、書籍の本文用紙に用いられる、裏抜け（印刷が裏から透けて見え
ること）がないように不透明度を高くしたり、文字が読みやすいようにクリー
ム色にしたりした用紙です。このような用紙をセットするトレイは、［書籍用
紙］に設定します。

ラフ紙 ラフ紙は、表面が粗くざらざらしていて、定着性の悪い用紙でセットするトレ
イは、［ラフ紙］に設定します。上質紙の中でもコットンペーパーなどはラフ
紙に含みます。

用紙設定項目 説明 選択項目
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6.6.3 用紙予約設定の操作概要
用紙予約設定をしてコピーをとる基本的な操作手順を説明します。

重要
用紙予約設定は、そのジョブが終了してもトレイ設定にもどりません。リセット機能が働いたとき、用紙
予約設定からトレイ設定にもどります。

用紙予約設定をした後に、操作パネルのリセットを押さないでください。用紙予約設定がクリアされ、ト
レイの用紙設定はトレイ設定にもどります。

重要
用紙予約設定で変更した用紙条件を保存することはできません。設定する用紙予約設定を頻繁に使用する
場合は、あらかじめ機械状態画面の［用紙条件登録／削除］で用紙条件を登録することをおすすめします。
詳しくは、POD管理者編の 3章をごらんください。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 各トレイのトレイ設定を確認します。

% トレイボタンには、用紙サイズ、坪量、用紙種類または用紙名称、および用紙残量が表示されま
す。

4 コピー画面の［用紙予約設定］を押します。

用紙予約設定画面が表示されます。

5 用紙予約設定するトレイを選択します。

%［用紙トレイ］下の、任意のトレイボタンを選択します。選択したトレイのトレイ設定が右側に表
示されます。

% 用紙予約設定は、機械が他のジョブ出力中でも設定できます。

未印字挿入紙 未印字挿入紙は、用紙表面のなめらかさによる分類ではなく、本機でプリント
せず通紙するだけの用紙をセットするトレイに設定します。
インターシート白紙表紙／白紙挿入の機能を使うとき、既に印刷されていて本
機で印刷しない用紙や白紙の状態で使用する用紙をセットするトレイは、未
［未印字挿入紙］を設定します。

用紙種類 説明
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6 用紙サイズを設定変更します。

%［用紙サイズ］右の［設定変更］を押して、サイズ設定画面を表示します。詳しい設定方法につい
ては、6-42 ページ～ 6-46 ページをごらんください。

7 用紙条件を変更します。

% 用紙条件を呼出すときは、用紙予約設定画面右下の［設定呼出し］を押して、設定呼出し画面を
表示します。詳しい設定方法については、6-47 ページをごらんください。

% 用紙条件を設定変更するときは、用紙予約設定画面右下の［設定変更］を押して、設定変更画面
を表示します。詳しい設定方法については、6-48 ページをごらんください。
bizhub PRO 951 6-41



6.6 用紙予約設定 6
8 用紙予約設定画面のリストで用紙予約設定の内容を確認します。

9 用紙予約設定画面の［閉じる］を押して、コピー画面にもどります。

10 用紙予約設定をしたトレイに、用紙設定に適合した用紙をセットします。

% 出力中のジョブで使用しているトレイの用紙予約設定を設定した場合は、そのジョブが完了した
後に、適合した用紙をセットします。

11 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

12 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

13 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

6.6.4 用紙サイズの設定変更：定形サイズ
0 機械状態画面のトレイ設定では、［定形サイズ］を選択すると、トレイにセットした用紙の定形サイ

ズを機械が自動的に検知します。用紙予約設定では、任意の定形サイズを手動で設定します。

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。

3 ［用紙サイズ］右の［設定変更］を押します。

サイズ設定画面が表示されます。

4 ［定形サイズ］を押します。
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5 任意の定形サイズボタンを押します。

6 ［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。

6.6.5 用紙サイズの設定：不定形サイズ

d参照
不定形サイズの最小サイズを変更できます。詳しくは、サービス実施店にお問い合わせください。

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。

3 ［用紙サイズ］右の［設定変更］を押します。

サイズ設定画面が表示されます。

4 ［不定形サイズ］を押します。

5 用紙のタテ／ヨコのサイズを入力します。

%［（1）］を押してから、画面のテンキー、［,］、［+］、または操作パネルのテンキーで、用紙のタテ
サイズを入力します。［（2）］を押して、ヨコサイズを同様に入力します。

% トレイによって、入力できるサイズは異なります。

6 ［画像位置］を選択します。

% 画像を転写する位置の基準として、［画像位置］下の［先端合わせ］、［後端合わせ］または［中央
合わせ］から1つ選択します。
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7 事前に登録した不定形サイズを呼出すときは、［サイズ読出し］を押します。

サイズ読出し画面が表示されます。
%［前頁］または［次頁］を押して、任意の不定形サイズを表示します。［01］から［20］まで表示

できます。
% 使用する不定形サイズの左側のナンバーボタンを押して、［OK］を押します。

8 サイズ設定画面の［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。

d参照
不定形サイズの登録は、機械状態画面の［不定形サイズ登録／削除］で行います。詳しくは、POD管理者
編の3章をごらんください。

6.6.6 用紙サイズの設定：ワイド紙

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。

3 ［用紙サイズ］右の［設定変更］を押します。

サイズ設定画面が表示されます。

4 ［ワイド紙］を押します。

5 任意のサイズボタンを押します。

6 ［画像位置］を選択します。

% 画像を転写する位置の基準として、［画像位置］下の［先端合わせ］、［後端合わせ］または［中央
合わせ］から1つ選択します。
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7 ［サイズ入力］を押して、サイズ入力画面を表示します。

% ワイド紙は、サイズ名が同じであっても、実際の大きさが異なる場合があります。ご使用になる
ワイド紙のサイズを確認してから、その数値を入力してください。

8 用紙のタテ／ヨコのサイズを入力します。

%［(1）］を押してから、画面のテンキー、［,］、［+］、または操作パネルのテンキーで、用紙のタテ
サイズを入力します。入力できるのは、手順2で選択したワイド紙の定形タテ寸法以上～最大
324 mmです。

% 同様に、［（2）］を押してヨコサイズを入力します。入力できるのは、手順 2で選択したワイド紙
の定形ヨコ寸法以上～最大463 mmです。

% トレイによって、入力できるサイズは異なります。

9 サイズ選択画面にもどるときは、［サイズ選択］を押します。

10 サイズ設定画面の［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。

6.6.7 用紙サイズの設定：インデックス紙

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。

3 ［用紙サイズ］右の［設定変更］を押します。

サイズ設定画面が表示されます。
bizhub PRO 951 6-45



6.6 用紙予約設定 6
4 ［インデックス紙］を押します。

% インデックス紙のサイズ設定には、定形サイズを設定する画面と不定形サイズを設定する画面と
があります。それぞれの画面に表示されている［定形サイズ］、［不定形サイズ］を押して切替え
ます。

5 任意の定形サイズボタンを押します。

6 インデックスの数を設定します。

%「インデックス数設定」下のテンキー、［,］、または［+］を押して、インデックス数を入力しま
す。１～15まで設定できます。

7 インデックス紙のサイズを任意に設定する場合は、［不定形サイズ］を押します。

8 用紙のタテ／ヨコのサイズ、およびインデックス幅を入力します。

%［（1）］を押してから、画面のテンキー、［,］、［+］、または操作パネルのテンキーで、任意のタテ
サイズを入力します。同様に、［（2）］を押してヨコサイズを、［（3）］を押してインデックス幅を
入力します。

% インデックスの数をここで設定する場合は、［インデックス数設定］を押してから、任意のイン
デックス数を入力します。

9 サイズ設定画面の［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。

6.6.8 用紙サイズの設定：はがき

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。
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3 ［用紙サイズ］右の［設定変更］を押します。

サイズ設定画面が表示されます。

4 ［はがき］を押します。

% 手順2で［トレイ 1］または［トレイ 2］を選択したとき、選択した本体トレイにハガキアダプ
ターをセットする必要があります。サービス実施店にお問い合わせください。

% 手順2で大容量給紙ユニット LU-409/LU-410の［トレイ 3］を選択したとき、［はがき］ボタンは
表示されず、選択できません。

% 手順2でペーパーフィーダーユニットPF-706の［トレイ3］、［トレイ4］また〔［トレイ 5］を選
択したとき、選択したトレイの小サイズガイドを開きます。詳しくは、5-18 ページをごらんくだ
さい。

5 サイズ設定画面の［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。

6.6.9 用紙条件の変更：設定呼出し

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。

3 用紙予約設定画面右下の［設定呼出し］を押します。

設定呼出し画面が表示されます。

4 登録した用紙条件を選択します。

%［,］または［+］を押して、登録されている用紙条件のリストから、任意の行を選択します。
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5 詳細を確認したい場合は、［詳細確認］を押します。

選択した用紙条件の詳細を表示します。確認したら［閉じる］を押します。

6 ［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。

6.6.10 用紙条件の設定：設定変更
0 用紙条件の一部を修正して使用する場合は、「設定呼出し」の手順で、登録されている設定を呼出し

てから変更することをおすすめします。

1 コピー画面の［用紙予約設定］を押して、用紙予約設定画面を表示します。

2 ［用紙トレイ］下のトレイボタンを押して、用紙予約設定をするトレイを選択します。

3 用紙予約設定画面右下の［設定変更］を押します。

設定変更画面が表示されます。

4 ［用紙種類］を押します。

用紙種類画面が表示されます。
%［用紙種類］下の任意のボタンを押して、用紙の種類を選択します。

5 ［坪量］を押します。

坪量画面が表示されます。
%［坪量］下の任意の坪量ボタンを押して、坪量を選択します。
% 301 - 350 g/m2 の用紙をセットできるのは、ペーパーフィーダーユニットのトレイ 4だけです。
% 用紙種類で書籍用紙、またはラフ紙を選択すると、217 g/m2以上の坪量を設定できません。
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% ポストインサーターPI-502の上段トレイ［PI1］11、下段トレイ［PI2］は、用紙サイズだけ設
定できます。

6 ［色紙］を押します。

色紙画面が表示されます。
%［色紙］下の任意の色紙ボタンを押して、用紙の色を選択します。

7 ［パンチ］を押します。

パンチ画面が表示されます。
%［パンチ］下の、［パンチ穴あり］または［パンチ穴なし］を選択します。
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8 ［表裏調整］を押します。

表裏調整画面が表示されます。
%［オモテ］または［ウラ］を押して、調整するプリント面を選択します。［タテ倍］、［ヨコ倍］、
［上下］、または［左右］を押して調整項目を選択します。画面のテンキー、［,］、または［+］を
押して、任意の調整値を入力します。［＋←→－］を押すと、調整値の＋－を選択できます。設定
を変更すると、［表裏調整］右の表示が［オフセット変更あり］に変わります。

% 詳しい調整方法については、POD管理者編の4章をごらんください。

9 ［プロセス調整］を押します。

プロセス調整画面が表示されます。
%［転写電流オフセット調整］または［プロセス速度設定］を押して、任意に調整します。転写電流

オフセット調整については、サービス実施店にお問い合わせください。プロセス速度設定をデ
フォルトから変更すると、［プロセス調整］右の表示が［速度変更あり］に変わります。

% 詳しい調整方法については、POD管理者編の3章をごらんください。

10［片寄り検知設定］を押します。

片寄り検知設定画面が表示されます。
%［片寄り検知設定］下の［ON］または［OFF］を選択します。
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11［カール調整］を押します。

カール調整画面が表示されます。
%［カール調整］下の［上側に矯正］または［OFF］を選択します。

12［OK］を押して、用紙予約設定画面にもどります。
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6.7 自動用紙
原稿サイズを検知すると、原稿サイズと同じサイズの用紙がセットされたトレイ（等倍）、または設定した
倍率に対応したサイズの用紙がセットされたトレイ（変倍）から用紙を給送して、コピーします。

d参照
ADFや原稿ガラスで検知される原稿サイズには制限があります。詳しくは、3-10 ページをごらんくださ
い。

ADFや原稿ガラスで検知される原稿サイズを変更できます。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんく
ださい。

任意のトレイを自動用紙によって選択できなくしたり、自動用紙によって選択される用紙条件を設定した
りできます。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

ADFまたは原稿ガラスに原稿をセットしたとき、自動用紙を機能させるか、させないかの設定ができま
す。詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

0 自動用紙と自動倍率との併用はできませんが、自動画像回転との併用はできます。
0 トレイ設定または用紙予約設定で、用紙サイズを［不定形サイズ］に設定したトレイは、自動用紙の

対象トレイにはなりません。

1 ADFを確実に閉じて、操作パネルのリセットを押します。

すべての設定が初期状態にもどり、［自動用紙］が自動的に選択されます。

2 原稿をセットします。

自動的に選択されたトレイボタンが反転します。
% 自動的に選択された用紙サイズがどのトレイにもない場合は、メッセージが表示されます。メッ

セージに表示されたサイズの用紙を、トレイにセットしてください。
% 自動的に選択された用紙サイズがトレイにあっても、トレイの用紙条件によっては、自動用紙の

対象トレイに設定されていないことがあります。
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6.8 自動画像回転
機械がA4 vを自動的に選択しても、トレイにA4 wの用紙しかセットされていない場合、A4 vの用紙に
コピーするように画像を90°回転します。タテ送り方向wにしかセットできない原稿（A3、B4など）
を、ヨコ送り方向 vにセットされた用紙に縮小コピーします。

d参照
自動画像回転が機能するタイミングを変更できます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。

初期状態では、自動画像回転はONになっています。下記の手順で、自動画像回転をON/OFFします。

0 A4 w/v、B5 w/v、A5 vの用紙に対して機能します。
0 対応している原稿サイズは、A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v、B6 wです。

原稿 出力

ランドスケープ原稿 自動画像回転ON 自動画像回転OFF

A3 w

B4 w

A4 w

B5 w

ポートレート原稿 自動画像回転ON 自動画像回転OFF

A4 v

B5 v
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1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［自動画像回転禁止］を押します。

［自動画像回転禁止］が反転し、自動画像回転がOFFになります。

3 再び、［自動画像回転禁止］を押します。

［自動画像回転禁止］の反転を解除します。自動画像回転がONになります。
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6.9 コピー予約
コピージョブの場合、原稿をスキャン中に次のジョブのコピー条件を設定できます。また、原稿のスキャ
ンが終わると、プリント中であっても、次のジョブの原稿をスキャンできます。

この作業をコピー予約といいます。

コピー予約したジョブは、その前のジョブの出力が完了すると、引続き出力されます。

d参照
コピー予約の機能を使用できないように設定できます。サービス実施店にお問い合わせください。

0 コピー予約は100ジョブまで設定できます。

1 コピー画面を表示します。

% デフォルト画面が機械状態画面の場合、原稿スキャンを開始すると、コピー画面に下記のダイア
ログが表示されます。コピー予約をするときは、［はい］を押します。

% デフォルト画面がジョブリスト画面の場合も、同様のダイアログが表示されます。コピー予約を
するための操作方法は同じです。デフォルト画面の設定は、設定メニューの［環境設定］で行い
ます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。

%［いいえ］を押すと、［プリントしています］というメッセージが機械状態画面に表示されます。
このとき［コピー］タブを押すと、コピー画面が表示されて、コピー予約ができます。

% デフォルト画面がコピー画面の場合は、下記のダイアログが表示されます。［閉じる］を押して、
コピー画面にもどります。
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2 表示されているコピー画面で次のジョブの設定をしてから、原稿をセットして操作パネルのスタート
を押します。

% コピー予約を続けるときは、手順 1と 2の操作を繰返します。コピー予約は 100ジョブまで設定で
きます。予約したジョブを確認／操作するときは、［ジョブリスト］タブを押して、ジョブリスト
画面を表示します。

3 コピー予約したジョブのプリントを自動的に開始します。

d参照
ジョブリストについては、9-2 ページをごらんください。

予約ジョブ時のトラブルについては、11-10 ページをごらんください。
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7 応用設定

7.1 応用機能を設定するには

7.1.1 応用設定の概要
応用設定を使ってコピーするときは、応用設定画面で使いたい機能を選択します。

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［応用設定］を押します。

応用設定画面が表示されます。

% 任意のボタンを押すと、機能を設定する専用画面が表示されます（プログラムジョブ、原稿外消
去、ネガポジ反転、センタリング、全面画像にはありません）。

% 複数の応用機能を組合わせて設定できますが、併用できない機能のボタンがグレーアウトして、
選択できなくなります。

% もとのコピー条件にもどすときは、［キャンセル］を押します。設定した情報を残しながら、すべ
ての応用機能をOFFにするときは、［全機能OFF］を押します。応用設定を含めたすべてのコ
ピー条件を初期状態にもどすときは、操作パネルのリセットを押します。
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3 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

% コピー画面にもどらないと、出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくだ
さい。

7.1.2 コピー画面［応用設定］下の表示

ショートカットボタンの表示
コピー画面の［応用設定］下に、よく使用する応用機能のショートカットボタンを 4つまで表示できます。
このボタンを使って、ワンタッチで応用機能を選択したり、それぞれの階層画面を直接表示したりします。
ショートカットボタンの設定は、設定メニューの［環境設定］で行います。

d参照
設定のしかたについては、POD管理者編の 7章をごらんください。

アイコンの表示
コピー画面の［応用設定］下に、設定した応用機能のアイコンを 6つまで表示します。
bizhub PRO 951 7-3



7.1 応用機能を設定するには 7
7.1.3 しおり機能
インターシートなどの階層画面に、［しおり］が表示されていることがあります。このボタンを押した後で
下記の操作をすると、即座にその階層画面を表示できます。
- 応用設定画面で、その階層画面がある項目ボタンを押したとき
- コピー画面［応用設定］下のショートカットボタンを押したとき
- 設定内容画面から設定を変更するとき
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7.2 表紙／挿入紙をつける：インターシート
複数枚の原稿をコピーするとき、コピーに表紙（オモテ、ウラ）や挿入紙をつけることができます。オモ
テ表紙、ウラ表紙、および挿入紙の設定では、原稿をコピーしてつけるか白紙でつけるかを選択します。
また、表紙や挿入紙は、本文コピー用とは別のトレイから給送できます。ポストインサーターPI-502を
装着していると、ポストインサーターからも給紙できます。その場合、表紙や挿入紙は白紙のままでつけ
ることができます。

オモテ／ウラ表紙設定
オモテ表紙／ウラ表紙の設定には、下記の選択項目があります。オモテ表紙（印刷または白紙）とウラ表
紙（印刷または白紙）とは、個別に設定できます。

選択項目 説明

オモテ表紙＋印刷
（片面／両面）

･ 片面コピーモード（片面 ->片面、両面 ->片面）では、片面原稿の1
枚目または両面原稿の 1ページ目を、オモテ表紙用の用紙に片面コ
ピーします。オモテ表紙を両面コピーできません。

･ 片面 -> 両面モードでは、表紙印刷の指定にかかわらず、片面原稿の 1
枚目および 2枚目を、オモテ表紙のオモテ面／ウラ面にそれぞれコ
ピーします。

･ 両面 -> 両面モードでは、両面原稿の 1枚目を、オモテ表紙用の用紙
に両面コピーします。オモテ表紙を片面コピーできません。

オモテ表紙＋白紙 原稿およびコピーの片面／両面にかかわらず、コピーの最初にオモテ表紙
用の用紙を白紙で挿入します。

ウラ表紙＋印刷
（片面／両面）

･ 片面コピーモード（片面 ->片面、両面 ->片面）では、片面または両
面原稿の最終ページを、ウラ表紙用の用紙に片面コピーします。ウラ
表紙を両面コピーできません。

･ 片面 -> 両面モードでは、表紙印刷の指定を［片面］にすると、片面原
稿の最終ページをウラ表紙用の用紙に片面コピーします。［両面］にす
ると、原稿が偶数枚のとき、原稿の最後 2ページをウラ表紙用の用紙
に両面コピーします。

･ 両面 -> 両面モードでは、両面原稿の最後の 1枚を、ウラ表紙用の用
紙に両面コピーします。ウラ表紙を片面コピーできません。

ウラ表紙＋白紙 原稿およびコピーの片面／両面にかかわらず、コピーの最後にウラ表紙用
の用紙を白紙で挿入します。
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挿入紙の設定
挿入紙の設定では、原稿およびコピーの片面／両面設定、挿入紙の片面／両面設定によって、出力の結果
が違います。

例：［印刷］で挿入ページを［5］と指定したとき

選択項目 説明

片面 ->片面 片面原稿の5枚目を挿入紙に片面コピーして、コピーの5枚目として挿
入します。挿入紙を両面コピーできません。

片面 ->両面 ･ 挿入紙の印刷設定が［両面］の場合は、片面原稿の 5枚目と 6枚目と
を挿入紙に両面コピーして、コピーの 3枚目として挿入します。挿入
ページを［6］と設定したときも、結果は同じです。

･ 挿入紙の印刷設定が［片面］の場合は、片面原稿の 5枚目を挿入紙に
片面コピーして、コピーの 3枚目として挿入します。このとき、次の
コピー（4枚目）のオモテ面には原稿の 6枚目が、ウラ面には7枚目
がコピーされるので、以降はコピーのオモテ／ウラで原稿ページの奇
数／偶数が入替わります。

両面 ->両面 両面原稿の5枚目（9ページ目と 10ページ目）を挿入紙に両面コピーし
て、コピーの5枚目として挿入します。挿入紙を片面コピーできません。

両面 ->片面 両面原稿の5枚目（9ページ目と 10ページ目）を、挿入紙 2枚に片面コ
ピーして、コピーの9枚目および 10枚目として挿入します。挿入紙を両
面コピーできません。
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例：［白紙］で挿入ページを［5］と指定したとき

0 原稿はADFにセットします。原稿の枚数が100枚を超える場合は、［連続読込み］を選択します。連
続読込みモードを併用すれば、原稿ガラスも使用できます。

0 表紙、挿入紙および本文用の用紙は、別々のトレイにセットできますが、すべて同じサイズにしま
す。（自動倍率が働きます。）

0 オモテ表紙／ウラ表紙は、トレイ1～5から1枚、ポストインサーターから最大40枚、それぞれまたは
いっしょに給紙できます。いっしょに給紙されるときの順番は、ポストインサーターにセットされた
表紙が最初（オモテ表紙）と最後（ウラ表紙）になります。

0 挿入紙は、オモテ／ウラ表紙とは別に、1～ 999ページの範囲で100種類まで設定できます。また、
ポストインサーターからは、1箇所につき最大40枚挿入できます。

1 原稿をセットします。

2 トレイに用紙をセットします。

% オモテ／ウラ表紙として使用する用紙、挿入紙として使用する用紙、本文コピー用の用紙を任意
のトレイにセットします。ポストインサーターを使用するときは、ポストインサーターのトレイ
に用紙をセットします。ここでセットする用紙は、すべて同じサイズにします。

重要
用紙をセットする前に、必ず各トレイの用紙情報を確認して、それぞれに設定されている用紙を使用
してください。設定と異なる用紙をセットすると、コピーできないことやトラブルの原因になること
があります。

設定と異なる用紙をセットする場合は、コピー画面の［用紙予約設定］を押して、一時的にトレイの
用紙設定を変更します。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

選択項目 説明

片面 ->片面 片面原稿の5枚目を片面コピーした後に、白紙を挿入します。

片面 ->両面 片面原稿の5枚目と 6枚目とを両面コピーした後に、白紙を挿入します。
挿入ページを［6］と設定したときも、結果は同じです。

両面 ->両面 両面原稿の5枚目（9ページ目と 10ページ目）を両面コピーした後に、
白紙を挿入します。

両面 ->片面 両面原稿の5枚目（9ページ目と 10ページ目）を片面コピーした後に、
白紙を挿入します。コピーの奇数ページの後に挿入できません。
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3 原稿およびコピーの片面／両面を設定します。

% コピー画面を表示して、［片面／両面］下の任意のボタンを選択します。このとき選択したコピー
側の片面／両面は、表紙や挿入紙の印刷面の設定に反映されます。

4 コピー画面の［応用設定］を押します。

5 応用設定画面の［インターシート］を押します。

インターシート画面が表示されます。

6 表紙をつけます。

% オモテ表紙をつけるときは「オモテ表紙」表示右の［設定変更］を、ウラ表紙をつけるときは
「ウラ表紙」表示右の［設定変更］を押します。
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オモテ表紙設定画面

ウラ表紙設定画面

% 必要に応じて、下記の項目を設定します。
本体トレイ：

PI トレイ：

重要
表紙は、本体トレイと PI トレイの両方から同時に給送できます。このときの順番は、ポストイン
サーターにセットされた表紙が最初（オモテ表紙）と最後（ウラ表紙）になります。

表紙印刷 表紙をコピーしてつけるときは［表紙あり（印刷）］、白紙でつける
ときは［表紙あり（白紙）］を押します。

印刷面 表紙に片面コピーする場合は［片面］、両面コピーする場合は［両
面］を押します。画面を最初に表示したときは、手順 3で選択した
片面／両面設定の、コピー側の印刷面が反映されます。表紙印刷の
設定で［表紙あり（白紙）］を選択すると、自動的に［片面］が選択
されます。

給紙トレイ 任意のトレイボタンを選択します。

ポストインサーター用紙 ポストインサーターにセットした用紙を表紙として使用する場合、
［表紙あり］を押して、PI トレイボタンのいずれか１つを押して選
択します。PI トレイから給紙した場合、印刷はできません。

枚数設定 ポストインサーターにセットした表紙は、40枚までつけることがで
きます。［枚数設定］を押して、画面のテンキーで枚数を入力してか
ら、［確定］を押します。
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PI 用紙枚数設定画面

%［OK］を押して、インターシート画面にもどります。

7 挿入紙をつけます。

%「挿入紙」表示右の［設定変更］を押します。

画面の左上では、設定ボタンの［設定001］が反転しています。

% 1 つの設定ボタンに対して、挿入ページは複数指定できますが、印刷の有無、印刷面、および給紙
トレイの設定はそれぞれ1種類しかできません。異なる設定で挿入紙をつけたい場合は、現在の
設定を確定してから、次の設定ボタンで新規に設定します。
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8 挿入ページを指定します。

%［挿入ページ設定］を押して、挿入ページ設定画面を表示します。

% 画面のテンキーで、挿入する箇所のページ番号を入力します。複数のページを指定する場合、
ページ番号の間はカンマ（,）で区切ります。範囲を指定する場合は、ページ番号の間をハイフン
（-）でつなぎます。カンマやハイフンを入れて、20文字まで入力できます。

% 数値は、小さい方から順に入力しなくても、自動的にページ順にソートされます。同じページは
一度しか指定できません。

%［削除］を押すと、カーソルの直前の1文字を削除します。［クリア］を押すと、入力した内容をす
べて削除します。

% 給紙トレイとして PI トレイを選択している場合は、挿入枚数を指定します。［挿入枚数］を押し
て、画面のテンキーで任意の枚数を入力します。40枚まで指定できます。

% 設定が終わったら、［確定］を押します。挿入紙画面にもどります。

給紙トレイ 任意のトレイボタンを選択します。ポストインサーターにセットし
た用紙を使用する場合は、PI トレイボタンのいずれか１つを選択し
ます。PI トレイから給紙した場合、印刷はできません。

挿入紙印刷 挿入紙をコピーしてつけるときは［印刷］、白紙でつけるときは［白
紙］を押します。

印刷面 挿入紙に片面コピーする場合は［片面］、両面コピーする場合は［両
面］を押します。画面を最初に表示したときは、手順 3で選択した
片面／両面設定の、コピー側の印刷面が反映されます。挿入紙印刷
の設定で［白紙］を選択すると、自動的に［片面］が選択されます。
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7.2 表紙／挿入紙をつける：インターシート 7
9 必要に応じて、挿入紙の設定を続けます。

画面の左上では、設定ボタンの［設定002］が反転しています。設定を変えて、別種の挿入紙をつけ
ることができます。100種類まで設定できます。

% 前の設定と同じページを指定した場合、設定番号の大きい方（後から設定した方）が優先されま
す。

% 画面右上の［設定クリア］を押すと、反転している設定ボタンの内容がクリアされます。
% すべての設定が終わったら、［OK］を押します。
インターシート画面にもどります。画面には、オモテ表紙、ウラ表紙、および挿入紙設定画面で設定
した情報が表示されます。

10 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。
% 設定したすべての情報をクリアするときは、［全設定クリア］を押します。

11 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、インターシートのアイコンが表示されます。

12 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

13 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

14 操作パネルのスタートを押します。

ウラ表紙をコピーしてつける場合は、原稿を一括して読込んでから出力します。
% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.3 章の先頭ページを必ずオモテにコピーする：章分け 7
7.3 章の先頭ページを必ずオモテにコピーする：章分け
両面コピーをするときに機能します。章の先頭ページが両面コピーのウラ面にくるとき、その前に白紙の
ページを挿入して、章が必ずオモテ面から始まるようにします。

例：章の先頭ページを［P. 2］、［P. 5］と指定したとき

0 原稿はADFにセットします。原稿の枚数が100枚を超える場合は、［連続読込み］を選択します。連
続読込みモードを併用すれば、原稿ガラスも使用できます。

0 章の先頭ページは、30箇所まで設定できます。
0 オモテ面にしたいページを、ほかのトレイの用紙にコピーするよう設定できます（印刷挿入）。
0 スタンプ機能を併用すると、各ページのナンバリングに加えて、章ごとの章ナンバーをつけることが

できます。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

選択項目 説明

片面 ->両面 片面原稿の2枚目および 5枚目の前に白紙のページを挿入して、指定し
たページそれぞれをオモテ面にした両面コピーをつくります。

片面 ->両面＋〔印刷挿
入〕

片面原稿の2枚目および 5枚目の前に、白紙のページを挿入してオモテ
面にした上で、それらのページを別のトレイの用紙にコピーして挿入しま
す。

両面 ->両面 両面原稿のウラ面になっている 2ページ目、および5ページ目の前に白
紙のページを挿入して、指定したページそれぞれをオモテ面にした両面コ
ピーをつくります。

両面 ->両面＋〔印刷挿
入〕

両面原稿のウラ面になっている 2ページ目、および5ページ目の前に、
白紙のページを挿入してオモテ面にした上で、それらのページを別のトレ
イの用紙にコピーして挿入します。

3

3
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7.3 章の先頭ページを必ずオモテにコピーする：章分け 7
3 応用設定画面の［章分け］を押します。

章分け画面が表示されます。

4 章の先頭ページを指定します。

% 操作パネルのテンキーを使って、章の先頭ページを入力してから、［設定］を押します。入力した
ページが確定して、次のボタンが反転します。

%［削除］を押すと、反転しているボタンの数字が削除されます。
% 入力した数値が原稿のページ数より大きいときは、設定しても無効になります。
% 数値は、小さい方から順に入力しなくても、自動的にページ順にソートされます。同じページは

一度しか指定できません。
% 章の先頭ページは、30箇所まで設定できます。16～ 30箇所目を表示するときは、［,］を押しま

す。

% 小冊子機能を併用するときは、画面右の［小冊子］を押します。設定のしかたについては、7-20
ページをごらんください。小冊子画面の［OK］を押すと、章分け画面にもどります。
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7.3 章の先頭ページを必ずオモテにコピーする：章分け 7
% 章の先頭ページを別のトレイの用紙にコピーして挿入するときは、［印刷挿入］を押します。現在
選択されている挿入紙のトレイが表示されます。トレイを変更するときは、［挿入紙のトレイ変
更］を押して、任意のトレイに切替えます。このとき、ポストインサーターのトレイは選択でき
ません。

5 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、章分けのアイコンが表示されます。

7 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

8 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

9 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.4 複数枚の原稿を1ページにコピーする：集約 7
7.4 複数枚の原稿を 1ページにコピーする：集約
複数枚（2枚、4枚、または 8枚）の原稿を1ページに集約してコピーすることで、用紙の使用枚数を節
約します。

集約には、下記の選択項目があります。原稿のセット方向の設定により、集約の開始位置が変わります。

選択項目 説明

2 in 1 2 枚の原稿画像を1枚の用紙にプリントします。
＜ヨコ順＞

4 in 1 4 枚の原稿画像を1枚の用紙にプリントします。
集約順（ヨコ順／タテ順）を指定できます。
＜ヨコ順＞

＜タテ順＞

8 in 1 8 枚の原稿画像を1枚の用紙にプリントします。
集約順（ヨコ順／タテ順）を指定できます。
＜ヨコ順＞
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7.4 複数枚の原稿を1ページにコピーする：集約 7
0 原稿はADFにセットします。原稿の枚数が 100枚を超える場合は、［連続読込み］を選択します。
0 原稿を原稿ガラスにセットしたときは、連続読込みモードが自動的に機能します。
0 自動倍率が自動的に設定されます。最初は、トレイ1にセットされている用紙のサイズにあわせて、

倍率が自動的に選択されます（手動で変更できます）。

1 原稿をセットします。

2 セットした原稿の方向にあわせて、［原稿セット方向］を選択します。

8 in 1 ＜タテ順＞

選択項目 説明

原稿セット方向 原稿セット方向ボタン
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7.4 複数枚の原稿を1ページにコピーする：集約 7
3 コピー画面の［応用設定］を押します。

4 応用設定画面の［集約］を押します。

5 集約画面が表示されます。

% セットした原稿の方向や集約順に注意して選択します。

6 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、集約のアイコンが表示されます。

原稿セット方向 原稿セット方向ボタン
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7.4 複数枚の原稿を1ページにコピーする：集約 7
8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% 自動倍率が設定されています。用紙のサイズを変更したいときは、任意のトレイを選択します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.5 製本仕立てにコピーする：小冊子 7
7.5 製本仕立てにコピーする：小冊子
複数枚の原稿を両面コピーして小冊子をつくるとき、二つ折りにした週刊紙とじ、または無線とじの読取
り順になるようにします。

左開き／右開きの選択ができます。

中とじ機SD-510を装着したフィニッシャー FS-532を使用すると、中折り／中とじした小冊子をつくる
ことができます。

週刊誌とじ：

無線とじ：

0 原稿はADFにセットします。原稿の枚数が100枚を超える場合は、［連続読込み］を選択します。連
続読込みモードを併用すれば、原稿ガラスも使用できます。

0 原稿の枚数は、片面 ->両面コピーでは 4の倍数、両面 ->両面コピーでは 2の倍数が基本です。たりな
い場合は、自動的に白紙のページを末尾に挿入します。

選択項
目

原稿 出力

カバー
紙なし
＋
左開き

カバー
紙あり
（コピー）
＋
左開き

カバー
紙あり
（白紙）
＋
左開き

カバー
紙なし
＋
右開き

カバー
紙あり
（コピー）
＋
右開き

カバー
紙あり
（白紙）
＋
右開き

選択項
目

原稿 出力

左開き

右開き

. . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . .
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0 カバー紙を本身と違う用紙にする場合は、同じサイズの用紙を別のトレイにセットします。カバー
紙、本身用紙とも、ポストインサーターからは給紙できません。

0 自動倍率が自動的に設定されます。

1 原稿をセットします。

2 任意のトレイに用紙をセットします。

% カバー紙のモードを選択する場合は、ポストインサーター以外のトレイに、本身と同じサイズの
カバー紙をセットします。

3 本身用紙、カバー紙の用紙条件を設定します。

% 用紙条件の設定については、6-37 ページをごらんください。

4 コピー画面の［応用設定］を押します。

5 応用設定画面の［小冊子］を押します。

小冊子画面が表示されます。

6 任意のとじ方法および開き方向を選択します。

% 通常、横書き原稿の場合は［左開き］、縦書き原稿などの場合は［右開き］を選択します。

%［カバー紙あり（コピー）］または［カバー紙あり（白紙）］を選択したときは、［カバー紙トレイ
変更］を押して、手順2でカバー紙をセットした給紙トレイを選択します。
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7.5 製本仕立てにコピーする：小冊子 7
7 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

8 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、小冊子のアイコンが表示されます。

9 手順2で本身用の用紙をセットしたトレイを選択します。

% 最初、本身用の給紙トレイは自動的に選択されています。また、手順6で［カバー紙あり（コ
ピー）］または［カバー紙あり（白紙）］を選択した場合、カバー紙のトレイと合わせて 2つ選択
されています。

10 原稿の片面／両面を選択します。

% 手順1でセットした原稿にあわせて、［片面 ->両面］または［両面 ->両面］を選択します。

11 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% 中折り／中とじした小冊子をつくる場合、とじしろの縮小シフトを併用すると、画像欠けを起こ
さずにコピーできます。詳しくは、7-55 ページをごらんください。

% スタンプのナンバリングまたはページを、コピーの外側（右画像の右外、左画像の左外）に印字
できます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。

12 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

13 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.6 別の原稿を指定したページに差込む：差込みページ 7
7.6 別の原稿を指定したページに差込む：差込みページ
ADFを使用してスキャンした原稿の任意の箇所に、後から原稿ガラスでスキャンした複数の画像を差込
み、まとめて出力します。

差込みページでは、指定したページの後ろに差込み原稿の画像が挿入されます。

例：差込み箇所のページを［P. 2］、［P. 5］と指定したとき

0 画像を差込む箇所は、30箇所まで設定できます。
0 連続読込みモードが自動的に設定されます。

1 差込まれる側の原稿を、ADFにセットします。

% 原稿は、ページ順に揃えてから、コピーする面（両面原稿の場合は１ページ目）を上にしてセッ
トします。一度に100枚までセットできます。

% 原稿の枚数が100枚を超える場合は、100枚未満のブロックに分け、最初のページを含むブロッ
クから順にスキャンします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

選択項目 説明

片面 ->片面 片面原稿の2枚目および 5枚目をスキャンした画像の後に、1つずつ差
込み原稿の画像を挿入して片面コピーをつくります。

片面 ->両面 片面原稿の2枚目および 5枚目をスキャンした画像の後に、1つずつ差
込み原稿の画像を挿入して両面コピーをつくります。差込み画像は、両面
コピーの2枚目のオモテ面、および 4枚目のオモテ面に配置されます。

両面 ->両面 両面原稿の2ページ目および 5ページ目をスキャンした画像の後に、1
つずつ差込み原稿の画像を挿入して両面コピーをつくります。差込み画像
は、両面コピーの2枚目のオモテ面、および4枚目のオモテ面に配置さ
れます。

両面 ->片面 両面原稿の2ページ目および 5ページ目をスキャンした画像の後に、1
つずつ差込み原稿の画像を挿入して片面コピーをつくります。

3

7

8

4

5

2
3

1

6

7

8

4

5

2
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1

6
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3 応用設定画面の［差込みページ］を押します。

差込みページ画面が表示されます。

4 画像を差込む箇所を指定します。

% 操作パネルのテンキーを使って、画像を差込む箇所のページ数を入力してから、［設定］を押しま
す。入力したページが確定して、次のボタンが反転します。

%［削除］を押すと、反転しているボタンの数字が削除されます。
% 入力した数値が原稿のページ数より大きいときは、コピーの最後に差込まれます。
% 数値は、小さい方から順に入力しなくても、自動的にページ順にソートされます。同じページ数

を二度入力すると、その箇所に2ページ分差込まれます。
% 画像を差込む箇所は、30箇所まで設定できます。16～ 30箇所目を表示するときは、［,］を押し

ます。

% 小冊子機能を併用するときは、画面右の［小冊子］を押します。設定のしかたについては、7-20
ページをごらんください。小冊子画面の［OK］を押すと、差込みページ画面にもどります。
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5 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、差込みページのアイコンが表示されます。また、［連続読込み］が
自動的に選択されます。

7 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

8 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないとスキャンできません。必ずコピー画面を表示してください。
セットした原稿がスキャンされ、画像データがメモリーに蓄積されます。

9 差込む側の原稿を、原稿ガラスにセットします。

% ADFを開いて、1ページ目を下にしてセットしてから、ADFを静かに閉じます。
重要
原稿は、必ず最初のページから順にセットします。最後のページからセットすると、希望するコピー
が得ることができません。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないとスキャンできません。必ずコピー画面を表示してください。
% 複数枚の原稿を差込む場合は、手順 9から 10の操作を繰返して、すべての差込み原稿をスキャン

します。

11 コピー画面の［連続読込み］を押して、選択を解除します。

12 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

13 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.7 見開き原稿を左右１ページずつ分けてコピーする：ブック連写
本やカタログなどの見開きの原稿を、左右1ページずつ別々にコピーします。一度のスキャンで、片面コ
ピーの場合は2枚分、両面コピーの場合は表裏の 1枚分になります。本のオモテ／ウラ表紙もいっしょに
コピーする場合は、最初に表紙だけを2分割しないで読込んでから、見開きの本文を読込むことで、最後
にすべてをページ順に出力します。

また、小冊子機能を併用すると、2ページ立ての見開き原稿から中とじ本のページ立てに、ページ順を変
えて出力できます。

表紙の選択：コピーに表紙をつけるときは、表紙を先に読込みます。

小冊子の併用：小冊子機能を併用して、中とじ本のページ立てに出力します。

選択項目 説明

表紙なし

オモテ表紙あり（左とじ） 原稿は、オモテ表紙、見開きの本文の順に読込みます。
最初にオモテ表紙、次に分割コピーをページ順に出力します。

オモテ／ウラ表紙あり
（左とじ）

原稿は、オモテ表紙、ウラ表紙、見開きの本文の順に読込みます。
最初にオモテ表紙、次にページ順の分割コピー、最後にウラ表紙を出力し
ます。

選択項目 説明

表紙なし＋小冊子（左開
き）
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ADFの使用：ADFを使用しても、見開きの原稿を分割コピーします。

0 原稿のとじ方向（左とじ／右とじ）を選択して、正しいページ順で出力します。
0 使用できる用紙サイズは、A4 v、B5 v、8.5 e 11 vの 3種類です。
0 連続読込みモードが自動的に設定されます。
0 自動倍率、自動用紙は併用できません。

1 原稿をセットします。

% 原稿ガラスを使用する場合は、オモテ表紙、または見開き本文の最初のページから、コピーする
面を下にしてセットします。このとき、原稿外消去およびセンタリングが自動的に設定されます。
スキャンの操作中、ADFは開けたままにします。

% ADFを使用する場合は、ページ順に揃えた原稿の１ページ目を上にしてセットします。一度に
100枚までセットできます。原稿の枚数が100枚を超える場合は、100枚未満のブロックに分
け、最初のページを含むブロックから順にスキャンします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

オモテ／ウラ表紙あり＋
小冊子（左開き）

選択項目 説明

左とじ 見開き原稿を左、右の順に分割コピーします。

右とじ 見開き原稿を右、左の順に分割コピーします。

選択項目 説明
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3 応用設定画面の［ブック連写］を押します。

ブック連写画面が表示されます。

4 原稿のとじ方向、および表紙の有無を選択します。

% 通常、横書き原稿の場合は［左とじ］、縦書き原稿などの場合は［右とじ］を選択します。

% 小冊子機能を併用するときは、画面右の［小冊子］を押します。設定のしかたについては、7-20
ページをごらんください。小冊子画面の［OK］を押すと、ブック連写画面にもどります。
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5 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、ブック連写のアイコンが表示されます。また、［連続読込み］が自
動的に選択されます。

7 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% トレイを選択します。使用できる用紙サイズは、A4 v、B5 v、8.5 v e 11 vの3種類です。
自動用紙および自動倍率は解除され、倍率は［等倍］に設定されます。
重要
出力設定の両面とじ方向で、［上とじ］を選択しないでください。コピーの結果が思い通りにいかな
いことがあります。

8 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないとスキャンできません。必ずコピー画面を表示してください。
セットした原稿がスキャンされ、画像データがメモリーに蓄積されます。同様に、すべての原稿をス
キャンします。
重要
原稿ガラスを使用する場合、原稿外消去およびセンタリングが自動的に設定されます。スキャンの操
作中、ADFは必ず開けたままにしておいてください。

9 コピー画面の［連続読込み］を押して、選択を解除します。

10 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

11 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.8 複数のジョブを一括出力する：プログラムジョブ
異なる設定で読込んだ複数のジョブを、１つのジョブとして出力します。

0 連続読込みモードが自動的に設定されます。
0 部数および出力モードの設定は、ジョブごとに変更できません。最後に設定した内容が、すべての

ジョブに適用されます。
0 用紙サイズは、最初のジョブで設定したサイズがすべてのジョブに適用されます。ただし、同じサイ

ズであれば、給紙トレイは変更できます。
0 プログラムジョブで、原稿を読込む前にステープルモードを設定すると、ジョブごとに分けてステー

プルできます。
0 １つのジョブとして処理できるジョブ数は、最大100です。
0 プログラムジョブを設定メモリーに書込みできません。
0 2 ジョブ目以降に、スタンプ／オーバーレイのページ／章のスタート番号設定を使用できるように設

定を変更できます。サービス実施店にお問い合わせください。

1 最初のジョブの原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［プログラムジョブ］を押します。

併用できない機能のボタンがグレーアウトして、選択できなくなります。

コピー条件A コピー条件B コピー条件C プログラムジョブ出力
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4 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、プログラムジョブのアイコンが表示されます。また、［連続読込み］
が自動的に選択されます。

5 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% ここで設定した用紙サイズが、以降のジョブすべてに適用されます。
% ジョブごとに分けてステープルする場合は、ここでステープルモードを設定します。ステープル

モードは、コピー画面の出力設定にあるステープル画面で設定します。

6 操作パネルのスタートを押して、原稿をスキャンします。

読込みが終わると、その画像データをジョブとして確定するかどうかを確認するダイアログが表示さ
れます。

7 ［確定］を押します。

読込んだ画像データを、設定したコピー条件で出力するジョブとして確定します。
% ここで読込みを終了する場合は、［確定＆読込完了］を押します。［キャンセル］を押すと、読込

んだデータを削除して、ジョブをキャンセルします。
重要
すべてのジョブを読込むまでは、［確定&読込完了］を押さないでください。

% 手順5でステープルモードを設定した場合は、ダイアログに［確定&束区切り］が表示されます。
ジョブごとに分けてステープルする場合は、このボタンを押します。

8 次のジョブの原稿をセットします。

9 手順5～ 8を繰返して、すべてのジョブの原稿をスキャンします。
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10 すべてのジョブの読込みが終わったら、［確定&読込完了］を押します。

連続読込みモードが解除されます。

11 プログラムジョブ全体の出力モードを設定します。

% コピー画面の［出力設定］を押して、出力設定画面を表示します。任意の出力モードを設定しま
す。ここで設定した出力モードが、すべてのジョブに適用されます。

% 手順5でステープルモードを設定して、読込みを終えるごとに束区切りを指定している場合は、こ
の設定は必要ありません。

12 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

ここで設定した部数が、すべてのジョブに適用されます。

13 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.9 原稿以外の部分を消去してコピーする：原稿外消去
原稿ガラスに置かれた原稿の大きさを検知して、原稿以外の部分を消去してコピーします。

0 原稿は原稿ガラスにセットします。ADFは必ず開けたままにします。
0 原稿のサイズは、10 mm e 10 mm以上の大きさが必要です。

1 原稿を原稿ガラスにセットして、ADFを開けたままにします。

重要
ADFを閉じないでください。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［原稿外消去］を押します。

併用できない機能のボタンにがグレーアウトして、選択できなくなります。

4 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、原稿外消去のアイコンが表示されます。
また、自動用紙および自動倍率は解除され、倍率は［等倍］に設定されます。

5 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% 設定できるコピーモードは、［片面 ->片面］または［片面 ->両面］です。［片面 ->両面］を選択す
ると、連続読込みモードが自動的に設定されます。

6 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

原稿セット 出力

通常 原稿外消去
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7 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

d参照
室内の照明がじかに原稿ガラスに当たっていると、原稿外消去が正しく機能しないことがあります。この
ような場合は、機械の設置場所について、サービス実施店にお問い合わせください。

原稿の濃度レベルをマニュアル設定して、作業環境に合わせて原稿外消去を機能させるため、設定メ
ニューの管理者設定で調整します。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。
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7.10 白黒を反転してコピーする：ネガポジ反転
原稿の白い部分を黒く、黒い部分を白く反転してコピーします。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［ネガポジ反転］を押します。

併用できない機能のボタンがグレーアウトして、選択できなくなります。

4 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、ネガポジ反転のアイコンが表示されます。

5 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

6 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

7 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

原稿 出力
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7.11 １枚の用紙に１つの画像を繰返してコピーする：リピート

7.11.1 リピート回数を自動で設定する
指定した領域の画像を、1枚の用紙に繰返してコピーします。リピート回数は、用紙サイズと原稿の大き
さで自動的に決まります。リピート回数を自動で設定するには、下記の［リピート範囲手動入力］または
［自動検出］のいずれかを選択します。

0 原稿ガラスを使用します。ADFは使用できません。
0 リピート範囲手動入力は、原稿の全画像ではなく、一部の画像を繰返しコピーするときに、その範囲

を指定します。タテ、ヨコともに、10 mm～ 150 mmの範囲で指定できます。
0 自動検出は、原稿外消去を併用して原稿サイズを検知します。ADFは開けたままにします。

1 原稿を原稿ガラスにセットします。

% リピート範囲手動入力を設定する場合は、コピーする面を下にして、原稿ガラスの左奥側を基点
に設定した縦横の分割幅内に、画像がおさまるようにセットします。原稿がずれないように、
ADFを静かに閉じます。

% 自動検出を設定する場合は、任意の大きさの原稿を、コピーする面を下にしてセットします。
重要
自動検出を選択した場合は、原稿外消去が自動的に設定されます。スキャンの操作中、ADFは必ず
開けたままにします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

選択項目 説明

リピート範囲手動入力 任意の分割幅を指定して、原稿ガラスのその範囲に置かれた原稿の画像
を、1枚の用紙に繰返してコピーします。

[1]：ヨコ分割幅　[2]：タテ分割幅

自動検出 原稿ガラスで検知した原稿の領域（空白部分も含む）を、1枚の用紙に繰
返してコピーします。
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3 応用設定画面の［リピート］を押します。

リピート画面が表示されます。

4 リピート範囲手動入力、または自動検出を設定します。

% リピート範囲手動入力を設定する場合は、［ズーム］を押します。［,］または［+］を押して、任
意のタテ分割幅およびヨコ分割幅を指定します。

% 画面のテンキーを使って入力する場合は、［テンキー入力］を押して、テンキー入力画面を表示し
ます。

［(1) タテ］または［(2) ヨコ］を選択してから、画面のテンキーで任意の分割幅を入力します。
［OK］を押すと、設定を確定してリピート画面にもどります。
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% 自動検出を設定する場合は、［自動］を押します。

5 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、リピートのアイコンが表示されます。
また、自動用紙および自動倍率は解除され、倍率は〔等倍〕に設定されます。

7 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% 設定できるコピーモードは、［片面 ->片面］または［片面 ->両面］です。［片面 ->両面］を選択す
ると、連続読込みモードが自動的に設定されます。

8 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

9 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

d参照
室内の照明がじかに原稿ガラスに当たっていると、リピートの自動検出が正しく機能しないことがありま
す。このような場合は、機械の設置場所について、サービス実施店にお問い合わせください。
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7.11.2 リピート回数を指定する：定形リピート
ある一定の範囲の画像を、指定した回数分繰返してコピーします。繰返される画像の領域は、指定した用
紙のサイズおよびリピート回数（2リピート、4リピート、8リピート）によって決まります。

2リピートは、同じ方向に繰返したり、画像の反転を繰返したりして、コピーを断裁するときに断裁面を
合わせることができます。

0 繰返される画像の領域は、指定した用紙のサイズをリピート回数で分割した領域になります。
0 自動倍率が自動的に設定されます。倍率を変えることはできますが、自動画像回転機能は使用できま

せん。原稿の読取り範囲は、指定した用紙のサイズをリピート回数分、等分した範囲になります。
0 2 リピートを選択したときは、繰返す画像の方向を指定できます。

1 原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスのどちらにも、原稿をセットできます。原稿の読取り範囲は、指定した用
紙のサイズ、用紙の向き、リピート数によって変わります。

% 原稿の読取り範囲と用紙の向きについては、7-41 ページをごらんください。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［リピート］を押します。

リピート画面が表示されます。

原稿セット 出力

2 リピート 4リピート 8リピート
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4 任意の定形リピートモードを選択します。

%［2リピート］、［4リピート］、または［8リピート］を押します。
% 2 リピートの場合、通常のほかに 2つ、繰返す画像の方向を指定できます。

5 設定を完了するときは、［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、リピートのアイコンが表示されます。
また、自動用紙および自動画像回転は解除され、自動倍率が選択されます。

7 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% 自動倍率が設定されているので、任意のトレイを選択して、用紙のサイズを指定します。

8 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

9 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.11 １枚の用紙に１つの画像を繰返してコピーする：リピート 7
原稿の読取り範囲と用紙の向き

2リピート 4リピート 8リピート

ランドスケー
プの用紙選択

ポートレート
の用紙選択

ランドスケー
プの用紙選択

ポートレート
の用紙選択

ランドスケー
プの用紙選択

ポートレート
の用紙選択

ランドスケープ原稿のリピート
画像

ランドスケープ原稿のリピート
画像

ランドスケープ原稿のリピート
画像

ランドスケー
プの用紙選択

ポートレート
の用紙選択

ランドスケー
プの用紙選択

ポートレート
の用紙選択

ランドスケー
プの用紙選択

ポートレート
の用紙選択

ポートレート原稿のリピート
画像

ポートレート原稿のリピート
画像

ポートレート原稿のリピート
画像
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7.11 １枚の用紙に１つの画像を繰返してコピーする：リピート 7
定形リピートの 2リピート－出力画像の方向指定
定形リピートの2リピートで［右／下反転］、［左／上反転］を選択すると、次のような画像が得られます。
出力画像を2つに断裁するとき、断裁面が一定方向になります。

定形リピートの2リピート：［右／下反転］ 定形リピートの 2リピート：［左／上反転］

ランドスケープ原稿 リピート画像 ランドスケープ原稿 リピート画像

ポートレート原稿 リピート画像 ポートレート原稿 リピート画像
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7.12 本の周囲や綴じ部分の黒い影を消す：枠／折り目消し 7
7.12 本の周囲や綴じ部分の黒い影を消す：枠／折り目消し
本など、厚みがある原稿を原稿ガラスにセットしてコピーすると、周囲や中央部に黒い影ができることが
あります。枠／折り目消しは、黒い影を消してコピーしたり、トナーの消費をおさえたりします。

0 枠消し幅は1 mm～300 mm、折り目消し幅は1 mm～99 mmの範囲を、1 mm単位で設定できます。
0 枠消しおよび折り目消しは、それぞれ単独でも、組合わせても設定できます。
0 枠消しには、用紙の上下左右すべてを同じ幅で消去する［一括枠消し］と、各辺で幅を設定する［個

別枠消し］とがあります。

1 原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスのどちらにも、原稿をセットできます。
重要
厚みのある原稿を原稿ガラスにセットするとき、ADFで上から強く押さえないでください。また、
ADFを閉じると原稿が曲がる場合は、開けたままにしてください。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［枠／折り目消し］を押します。

枠／折り目消し画面が表示されます。

選択項目 説明

枠消し コピー画像の周囲にできる黒い影をつくらず、コピーします。

折り目消し コピー画像の中央部にできる黒い影をつくらず、コピーします。
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7.12 本の周囲や綴じ部分の黒い影を消す：枠／折り目消し 7
4 任意の枠消しモード、または［折り目消し］を選択します。

% 枠消しと折目消しを併用できます。

5 消し幅を設定します。

［一括枠消し］を選択したとき：［消し幅設定］下の数値は、すべて反転します。
% 画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、任意の消し幅を入力します。
%［折り目消し］が同時に選択されている場合は、［消し幅設定］下の［枠消し］を選択してから画

像消し量を入力します。

［個別枠消し］を選択したとき：
%［消し幅設定］下のボタンで、設定する辺を選択してから、画面のテンキー、［,］、または［+］

を押して、それぞれの消し幅を入力します。
%［折り目消し］が同時に選択されている場合は、［消し幅設定］下の［枠消し］を選択してから、

それぞれの消し幅を入力します。
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7.12 本の周囲や綴じ部分の黒い影を消す：枠／折り目消し 7
［折り目消し］を選択したとき：［消し幅設定］下の、折り目消し幅の数値が反転します。
% 画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、任意の消し幅を入力します。
%［枠消し］が同時に選択されている場合は、［消し幅設定］下の［折り目消し］を選択してから画

像消し量を入力します。

6 設定を完了するときは、［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら枠／折り目消し機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、枠／折り目消しのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.13 画像を用紙の中央にコピーする：センタリング 7
7.13 画像を用紙の中央にコピーする：センタリング
原稿の画像が用紙の中央にくるように、位置を補正してコピーします。

0 原稿外消去が自動的に設定されます。ADFを使用する場合は、この機能を解除してください。
0 ブック連写と併用する場合、ブック連写の原稿が用紙よりも小さいときは、その用紙の中央にコピー

します。

1 原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスのどちらにも、原稿をセットできます。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［センタリング］を押します。

併用できない機能のボタンがグレーアウトして、選択できなくなります。

原稿セット 出力
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7.13 画像を用紙の中央にコピーする：センタリング 7
4 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、原稿外消去およびセンタリングのアイコンが表示されます。
また、自動用紙および自動倍率は解除され、倍率は［等倍］に設定されます。

5 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

% 設定できるコピーモードは、［片面 ->片面］または［片面 ->両面］です。［片面 ->両面］を選択す
ると、連続読込みモードが自動的に設定されます。

6 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

7 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

d参照
室内の照明がじかに原稿ガラスに当たっていると、センタリングが正しく機能しないことがあります。こ
のような場合は、機械の設置場所について、サービス実施店にお問い合わせください。
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7.14 用紙いっぱいの大きさにコピーする：全面画像 7
7.14 用紙いっぱいの大きさにコピーする：全面画像
通常は、用紙サイズに対して先端約 3 mm、後端表面約2 mm、後端裏面約2 mm、左端／右端に約 2 mm
ずつの画像消しを行ってコピーしています。

全面画像の機能を使用すると、上記の画像消しを行わずに、用紙ぎりぎりまで画像をコピーします。

ワイド紙にコピーしたり、A4原稿をB4でコピーしたりするなど、一回り大きいサイズの用紙全面にコ
ピーするときに使います。

1 原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスのどちらにも、原稿をセットできます。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

原稿 出力

通常 全面画像
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7.14 用紙いっぱいの大きさにコピーする：全面画像 7
3 応用設定画面の［全面画像］を押します。

併用できない機能のボタンがグレーアウトして、選択できなくなります。

4 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、［全面画像］のアイコンが表示されます。

5 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

6 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

7 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.15 コピー画像の位置を調整する：とじしろ（シフト） 7
7.15 コピー画像の位置を調整する：とじしろ（シフト）
スキャンした画像の位置を任意に動かして、コピーにとじしろをつくったり、両面コピーをとるときにオ
モテ／ウラの画像のズレを調整したりします。

また、1枚の用紙に 2つの画像をコピーする、小冊子や定形リピートモードの［2リピート］を設定して
いると、2つの画像の間隔を任意に調整できます（ページ間隔）。

d参照
とじしろをつくると画像欠けを起こすような原稿の場合は、7-55 ページの「縮小シフト」をごらんくださ
い。

とじしろの各設定値を、0.1 mm単位で微調整できます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんくださ
い。

0 上下方向［上へ］、［下へ］および左右方向［右へ］、［左へ］にシフトできます。
0 シフト量は、0～ 250 mmの範囲で入力します。
0 ページ間隔を設定するには、あらかじめ小冊子またはリピートの［2リピート］を設定します。また、

外側オフセットを設定するには、あらかじめ小冊子（無線とじを除く）を設定します。
0 ページ間隔の設定値は、－ 250 mm～ 250 mmの範囲で入力します。外側オフセットの設定値は、0 

mm ～ 50 mm の範囲で入力します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面を表示して、［片面／両面］下の任意のコピーモードを選択します。

原稿 出力
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7.15 コピー画像の位置を調整する：とじしろ（シフト） 7
3 コピー画面の［応用設定］を押します。

4 応用設定画面の［とじしろ］を押します。

とじしろ画面が表示されます。

5 ［シフト］を押します。

6 画像の位置を調整する面を選択します。

%［画像面］下の［オモテ面］、［ウラ面］、または［両面］を押します。
% 片面コピーのときは、オモテ面の設定だけが有効になります。両面コピーのとき、オモテ面とウ

ラ面のシフト量を同じにする場合は、［両面］を選択します。
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7.15 コピー画像の位置を調整する：とじしろ（シフト） 7
7 シフト方向およびシフト量を設定します。

% 任意のシフト方向ボタンを選択してから、画面のテンキー、操作パネルのテンキー［,］、または
［+］を押して、シフト量を入力します。

% シフト量は、0 mm～ 250 mmの範囲で入力します。
% シフト方向は、コピー画面の［原稿セット方向］を基準に設定します。

8 ページ間隔を設定するときは、［ページ間隔］を選択して、数値を入力します。

%［ページ間隔］は、あらかじめ小冊子またはリピートの［2リピート］を設定していると表示され
ます。

% ページ間隔の設定値は、－ 250 mm～ 250 mmの範囲で入力します。任意の数値を入力してから、
［＋ <->－］を押して、調整値の＋－を選択します。

9 外側オフセットを設定するときは、［外側オフセット］を選択して、数値を入力します。

%［外側オフセット］は、あらかじめ小冊子（無線とじを除く）を設定していると表示されます。
% 外側オフセットの設定値は、0 mm～ 50 mmの範囲で入力します。

10 設定を完了するときは、［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

11 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、とじしろのアイコンが表示されます。

12 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

13 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。
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7.15 コピー画像の位置を調整する：とじしろ（シフト） 7
14 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

ページ間隔とは？
ページ間隔は、小冊子またはリピートの2リピートモードを選択したときに設定できます。出力紙の中央
を基準に、左右のページを設定値分だけ離してコピーします。

小冊子 ページ間隔

リピートの2リピート ページ間隔
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7.15 コピー画像の位置を調整する：とじしろ（シフト） 7
外側オフセットとは？
外側オフセットは、無線とじを除く小冊子を選択したときに設定できます。重ね中折り／中とじの小冊子
本を断裁する場合、断裁面から画像端までの余白が外側と内側で異なることがあります。このような場合、
ページ間隔と併用することで、余白を均一にできます。

もっとも外側になる画像に対するページ間隔を、もっとも内側になる画像に対する外側オフセット量とし
て入力します。

原稿 出力

外側オフセット： ページ間隔（＋）：

外側オフセット： ページ間隔（－）：
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7.16 画像欠けを起こさずにとじしろをつける：とじしろ（縮小シフト） 7
7.16 画像欠けを起こさずにとじしろをつける：とじしろ（縮小シフト）
シフトして画像欠けを起こす原稿のコピー画像を縮小して、シフトしても画像欠けを起こさないようにし
ます。縮小率は、オモテ面の右方向のシフト量で決まります。

d参照
とじしろの各設定値を、0.1 mm単位で微調整できます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんくださ
い。

0 片面コピーの場合、縮小率はオモテ面の右方向のシフト量で決まります。上／下方向のシフト量の設
定では、縮小率は変わりません。また、ウラ面のとじしろ範囲（シフト方向／シフト量）は、設定し
ても機能しません。

0 両面コピーの場合、縮小率はオモテ面の右方向のシフト量で決まります。オモテ面とウラ面のとじし
ろ範囲（シフト方向／シフト量）は個別に設定できますが、縮小率はオモテ面、ウラ面とも同じにな
ります。

0 シフト量は、0～ 250 mmの範囲を 1 mm単位で入力します。

原稿 出力

オモテ面

ウラ面

左とじのとじしろ

オモテ面 ウラ面

右とじのとじしろ

オモテ面 ウラ面

上とじのとじしろ

オモテ面 ウラ面
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7.16 画像欠けを起こさずにとじしろをつける：とじしろ（縮小シフト） 7
1 原稿をセットします。

2 コピー画面を表示して、［片面／両面］下の任意のコピーモードを選択します。

3 ［応用設定］を押します。

4 応用設定画面の［とじしろ］を押します。

とじしろ画面が表示されます。

5 ［縮小シフト］の［オモテ面］を選択します。

%［とじしろ設定］下の［縮小シフト］、および［画像面］下の［オモテ面］を押します。
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7.16 画像欠けを起こさずにとじしろをつける：とじしろ（縮小シフト） 7
6 右方向のシフト量を設定します。

%［とじしろ範囲設定］下の［右へ］を押してから、画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、
シフト量を入力します。このとき、縮小率が自動的に設定されます。

%［オモテ面］で設定できる左右方向は、［右へ］だけです。とじしろを右につける場合は、コピー
画面で［原稿セット方向］を変更します。

7 右方向以外のとじしろ範囲（シフト方向／シフト量）を設定します。

% 片面コピーの場合は、必要に応じて［上へ］または［下へ］を押してから、画面のテンキー、
［,］、または［+］を押して、シフト量を入力します。［ウラ面］を設定する必要はありません。
設定しても機能しません。

% 両面コピーの場合、［ウラ面］のとじしろ範囲は通常［オモテ面］と同じにしますが、［オモテ面］
と違う設定もできます。

8 設定を完了するときは、［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

9 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、とじしろのアイコンが表示されます。

10 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

11 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

12 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。
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7.17 原稿にない情報を印字してコピーする：スタンプ 7
7.17 原稿にない情報を印字してコピーする：スタンプ
原稿にない文字やページ数、日付などの情報をコピーに印字します。

スタンプには下記の種類があります。

選択項目 説明

定型スタンプ 指定した位置に、定型の文字列を印字します。

ナンバリング 指定した位置に、ナンバリング（通し番号）を印字します。

ページ 指定した位置に、ページ番号を印字します。

日付／時刻 指定した位置に、日付や時刻を印字します。

'11/5/5  1:23PM
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7.17 原稿にない情報を印字してコピーする：スタンプ 7
それぞれの設定内容や手順は、以降の説明をごらんください。また、コピープロテクト以外の設定には、
下記の詳細設定があります。詳しくは、7-71 ページをごらんください。
- 印字位置の微調整
- ナンバリングの文字サイズの変更
- ナンバリングのスタート番号の設定
- ページの表紙／挿入紙の変更
- ページおよび日付／時刻の文字の変更
- 日付／時刻の変更
- ページ／章のスタート番号の設定

ウォーターマーク コピー画像の中心に、淡色の文字列を印字します。

ウォーターマーク
ナンバリング

ページの全面に、淡色のナンバリング（通し番号）を印字します。

コピープロテクト コピープロテクト処理してプリントした出力紙を原稿としてをコピーしたとき、
コピー画像といっしょに淡いグレーの文字列と背景がつきます。コピー画像につ
く文字列は4種類、背景は3種類あり、1つずつ選択して組合わせます。

文字：コピー
背景：桜

文字：無効
背景：唐草

文字：取扱注意
背景：格子

選択項目 説明
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7.17.1 定型のスタンプを印字する：定型スタンプ
指定した位置に、定型の文字列を印字します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［定型スタンプ］を押します。

定型スタンプ画面が表示されます。

5 スタンプの種類、文字サイズ、印字ページ、および印字位置を指定します。

% 印字位置の微調整については、7-71 ページをごらんください。

選択項目 説明

［スタンプ種類］ 12種類のスタンプのうち、1つを選択します。

［文字サイズ変更］ ［大きめ］または［小さめ］を選択します。

［印字ページ変更］ ［表紙のみ］または［全ページ］を選択します。

［印字位置設定］ ［印字位置設定］下の9つの印字位置のうち、1つを選択します。印字
位置の微調整を行う場合は、［位置の微調整］を押します。
bizhub PRO 951 7-60



7.17 原稿にない情報を印字してコピーする：スタンプ 7
6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

7.17.2 管理用の通し番号を印字する：ナンバリング
指定した位置に、ナンバリング（通し番号）を印字します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。
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4 ［ナンバリング］を押します。

スタンプ／ナンバリング画面が表示されます。

5 ナンバリングのフォーマット、文字サイズ、印字ページ、スタート番号、および印字位置を指定しま
す。

% 印字位置の微調整、文字サイズの変更、およびスタート番号の設定については、7-71 ページをご
らんください。

6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

選択項目 説明

［フォーマット］ 4種類のフォーマットのうち、1つを選択します。

［文字サイズ変更］ 任意の文字サイズを選択します。

［印字ページ変更］ ［表紙のみ］または［全ページ］を選択します。

［スタート番号］ 印字を開始するページのスタート番号を指定します。

［印字位置設定］ ［印字位置設定］下の9つの印字位置のうち、1つを選択します。印字
位置の微調整を行う場合は、［位置の微調整］を押します。
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9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

7.17.3 ページ番号を印字する：ページ
指定した位置に、ページ番号を印字します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［ページ］を押します。

ページ画面が表示されます。
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5 ページ番号のフォーマット、表紙／挿入紙や章の先頭ページへの印字、文字のサイズや種類、ページ
や章のスタート番号、および印字位置を指定します。

% 印字位置の微調整、表紙／挿入紙への印字、印字の開始ページ設定、および文字の変更について
は、7-71 ページをごらんください。

6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

7.17.4 日付や時刻を印字する：日付／時刻
指定した位置に、日付や時刻を印字します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

選択項目 説明

［フォーマット］ 5種類のフォーマットのうち、1つを選択します。

［表紙／挿入紙変更］ 表紙や挿入紙に印字するかどうかを選択します。

［章先頭印字変更］ 章の先頭ページに印字するかどうかを選択します。

［文字変更］ 任意の文字サイズおよび文字種類を選択します。

［ページ／章変更］ 印字を開始するページ番号、および印字の開始ページ／最終ページ
を指定します。また、章分けを併用している場合は、章のスタート
番号や印字の開始章／最終章も指定できます。

［印字位置設定］ ［印字位置設定］下の9つの印字位置のうち、1つを選択します。
印字位置の微調整を行う場合は、［位置の微調整］を押します。
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3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［日付／時刻］を押します。

日付／時刻画面が表示されます。

5 日付および時刻のフォーマット、文字のサイズや種類、印字ページ、印字する日付／時刻、および印
字位置を指定します。

% 印字位置の微調整、日付／時刻の変更、および文字の変更については、7-71 ページをごらんくだ
さい。

選択項目 説明

［フォーマット］ 5種類の日付フォーマット、および 3種類の時刻フォーマットか
ら、それぞれ1つを選択します。

［文字変更］ 任意の文字サイズおよび文字種類を選択します。

［印字ページ変更］ ［表紙のみ］または［全ページ］を選択します。

［日付／時刻変更］ 印字する日付／時刻を、機械に設定されている現在時刻から任意に
変更します。

［印字位置設定］ ［印字位置設定］下の9つの印字位置のうち、1つを選択します。
印字位置の微調整を行う場合は、［位置の微調整］を押します。
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6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

7.17.5 定型のウォーターマークを印字する：ウォーターマーク
コピー画像の中心に、淡色の文字列を印刷します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［ウォーターマーク］を押します。
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ウォーターマーク画面が表示されます。

5 ウォーターマークの種類、文字の濃さ、および印字位置を指定します。

% ウォーターマークはコピーの中央に印刷されますが、位置を調整するときは、［位置の微調整］を
押します。

% 印字位置の微調整については、7-71 ページをごらんください。

6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

選択項目 説明

［ウォーターマーク種類］ 12種類のウォーターマークのうち、1つを選択します。

［文字の濃さ］ 4段階の濃さのうち、1つを選択します。
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7.17.6 ウォーターマークで管理用の通し番号を印字する：ナンバリング
ページの全面に、淡色のナンバリング（通し番号）を印刷します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 「ウォーターマーク」表示下の［ナンバリング］を押します。

ウォーターマーク／ナンバリング画面が表示されます。

5 ウォーターマーク／ナンバリングのフォーマット、文字サイズ、スタート番号、および文字の濃さを
指定します。

% スタート番号の設定については、7-72 ページをごらんください。

選択項目 説明

［フォーマット］ 4種類のフォーマットのうち、1つを選択します。

［文字サイズ変更］ ［20ポイント］または［36ポイント］を選択します。

［スタート番号］ 印字を開始する番号を指定します。

［文字の濃さ］ 4段階の濃さのうち、1つを選択します。
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6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

% コピー画面にもどらないと出力できません。必ずコピー画面を表示してください。

7.17.7 全体に文字やパターンをプリントする：コピープロテクト
コピープロテクト処理してプリントした出力紙を原稿としてコピーしたとき、コピー画像といっしょに淡
いグレーの文字列と背景がつきます。この文字列と背景がつくことで、コピープロテクト処理した出力紙
が不正にコピーされないようにして、情報漏洩を防ぎます。

0 文字列は［コピー］、［無効］、［取扱注意］、［複写］の4種類あります。背景は、桜、唐草、格子の 3種
類あります。文字列と背景と1つずつ選択して組合わせます。文字列だけ、または背景だけの選択は
できません。

0 原稿に対して拡大、縮小、集約の設定をしても、文字列および背景は常に等倍でプリントされます。
0 文字列の大きさは44ポイントです。
0 文字列の印字位置は、ウォーターマークナンバリングの印字位置と同じです。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。
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3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［コピープロテクト］を押します。

コピープロテクト画面が表示されます。

5 文字列および背景を指定します。

% 文字列だけ、またはパターンだけの選択はできません。

選択項目 説明

［文字］ 4種類の文字列のうち、1つを選択します。

［背景］ 3種類の背景のうち、1つを選択します。
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6 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

7 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

7.17.8 スタンプの詳細設定

印字位置の微調整
定型スタンプ、ナンバリング、ページ、日付／時刻、ウォーターマーク、および任意スタンプの印字位置
を微調整します。上下方向（［上へ］、［下へ］）および左右方向（［右へ］、［左へ］）の2方向で、それぞれ
50 mmまで調整できます。

1 任意の方向ボタンを選択してから、画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、調整値を入力し
ます。

2 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。
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ナンバリングの文字サイズの変更
ナンバリングの文字サイズを指定します。

1 任意の文字サイズボタンを選択します。

2 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。

ナンバリングのスタート番号の設定
印字を開始する番号を指定します。

1 画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、任意のスタート番号（4桁まで）を入力します。

2 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。
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ページの表紙／挿入紙の変更
インターシート、章分け、小冊子などを併用しているとき、表紙や挿入紙（印刷／白紙）への印字を指定
できます。

1 ［表紙］、［印刷挿入紙］、および［白紙挿入紙］下の、任意のボタンをそれぞれ選択します。

%［スキップ］を選択すると、挿入紙をページとしてカウントしません。

2 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。

ページおよび日付／時刻の文字の変更
ページ番号や日付／時刻の、文字サイズおよび種類を指定します。

1 任意の文字サイズボタン、および文字種類ボタンを選択します。

2 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。
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日付／時刻の変更
印字する日付／時刻を、機械に設定されている現在時刻から任意に変更します。

1 ［設定時刻］を押します。

［設定時刻］右の表示が反転します。

2 ［設定］を押して、変更したい部分を選択します。

%［設定］を押すごとに、「年」、「月」、「日」、「時刻」の順にカーソルが移動します。画面のテン
キーを押して、任意の数字を入力します。

3 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。

ページ／章のスタート番号の設定
印字を開始するページ番号、および印字の開始ページ／最終ページを指定します。また、章分けを併用し
ている場合は、章のスタート番号や印字の開始章／最終章も指定できます。

最終ページおよび最終章の設定は、最後までページ／章番号をつけるときは不要です。途中からページ／
章番号をつけないときに、最終のページ／章番号を指定します。

1 設定したい項目のボタンを押します。

2 画面のテンキー、［,］、または［+］を押して、任意の数字を入力します。

% ページの項目は1～ 99999、章の項目は 1～ 99の範囲で入力できます。
%［クリア］を押すと、［1］にもどります。［0］を入力しても、［1］に設定されます。

3 設定を確定するときは、［OK］を押して、もとの画面にもどります。
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7.18 コピーに文字列、日時、通し番号を印刷する：任意スタンプ
あらかじめ組合わせて登録しておいた文字列、原稿を読込む日時、および原稿の通し番号の設定を呼出し
て、コピー画像の指定位置に印字します。通し番号は、呼出した設定を一時的に変更できます（一時番号
設定）。

任意スタンプは、そのほかのスタンプ機能（定型スタンプおよびウォーターマークのすべて）と併用でき
ます。

原稿 出力

3 部任意スタンプしたとき

設定 出力

印刷内容

例
タイプイン：Annotation stamp
日付 / 時刻：'11/11/30
任意スタンプ番号：ABCDE1234

印字位置
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d参照
文字列、日時、通し番号の順番や表示／非表示などの設定は、設定メニューの管理者設定で行います。詳
しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

0 文字列、日時、および通し番号の設定を1セットとして、40セットまで登録できます。
0 日時は、機械に設定されている日時設定をもとに、原稿を読込む日時を印字します。
0 通し番号は読込む原稿ごとに、また読込む原稿順にカウントして、番号を印字します。ジョブをまた

いだり、電源をOFF/ONしたりしても、カウントを継続します。任意スタンプを設定していないと
きや、一時番号設定を使用しているときはカウントされません。

0 印字位置は、9箇所から選択できます。また、上下方向、左右方向ともに50 mmまで、位置の微調整
ができます。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［任意スタンプ］を押します。

任意スタンプ画面が表示されます。
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5 任意の設定を選択して、印字位置を指定します。

%［,］または［+］を押して、任意の設定呼出しボタンを表示してから選択します。
選択したボタンに登録されていた、任意スタンプの印刷形態が表示されます。
%［印字位置設定］下の 9つの印字位置のうち、1つを選択します。印字位置の微調整を行う場合は、
［位置の微調整］を押します。

% 印刷位置の微調整については 7-71ページをごらんください。

6 一時的に通し番号の設定を変更するときは、［一時番号設定］を押します。

一時番号設定画面が表示されます。
% 手順5で選択した任意スタンプの設定で、通し番号の設定がされていない場合は、［一時番号設定］

がグレーアウトして、選択できなくなります。
% 入力ボタンを押して、一時番号を設定します。半角英数字 12文字まで入力できます。
この設定をすると、もとの設定でのカウントはされません。全ページに同じ一時番号を印刷します。

%［OK］を押して、任意スタンプ画面にもどります。
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7 設定を完了するときは、［OK］を 2回押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

8 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。

9 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

10 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

11 操作パネルのスタートを押します。
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7.19 画像を重ねてコピーする：オーバーレイ
最初にスキャンした1枚の画像を、その後にスキャンした画像に重ねてコピーします。

0 連続読込みモードが自動的に設定されます。

1 重ねる画像の原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスに、原稿を1枚セットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

4 ［オーバーレイ］を押します。

5 ［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、スタンプ／オーバーレイのアイコンが表示されます。
また、自動用紙および自動倍率は解除され、倍率は〔等倍〕に設定されます。
連続読込みモードが自動的に設定されます。

7 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

8 操作パネルのスタートを押します。

セットした原稿がスキャンされ、画像データがメモリーに蓄積されます。

原稿 出力

重ねる画像 重ねられる画像 オーバーレイコピー
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9 重ねられる画像の原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスに、原稿をセットします。ADFにセットする原稿の枚数が 100枚を超える
場合は、100枚未満のブロックに分け、最初のページを含むブロックから順にスキャンします。

10 操作パネルのスタートを押します。

% 原稿の枚数が 100枚を超える場合は、手順 9から 10の操作を繰返して、すべての原稿をスキャン
します。

11 コピー画面の［連続読込み］を押して、選択を解除します。

12 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

13 操作パネルのスタートを押します。
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7.20 重ねる画像を登録してからコピーする：登録オーバーレイ
あらかじめHDDに保存しておいた画像（オーバーレイ画像登録）を呼出して、スキャンした画像に重ね
てコピー（登録オーバーレイ出力）します。

オーバーレイ画像登録

1 重ねる画像の原稿を、原稿ガラスにセットします。

2 コピー画面の［応用設定］を押します。

3 応用設定画面の〔スタンプ／オーバーレイ〕を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。
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4 ［登録オーバーレイ］を押します。

登録オーバーレイ画面が表示されます。

5 ［画像登録］を押します。

6 重ねる画像に名前をつけて登録します。

% アルファベットキーを押して、任意の名前を入力します。半角8文字まで入力できます。入力した
名前には、日付が自動的に付加されます。
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7 ［OK］を押します。

重ねる画像をスキャンするためのコピー画面が表示されます。任意のコピー条件を設定します。
%［OK］を押したとき、すでに同じ名前で登録されている画像がある場合は、重複確認のダイアロ

グが表示されます。7-84 ページをごらんください。

8 操作パネルのスタートを押します。

スキャンした画像をHDDに保存して、登録オーバーレイ画面にもどります。

登録オーバーレイ出力

1 コピー画面の［応用設定］を押します。

2 応用設定画面の［スタンプ／オーバーレイ］を押します。

スタンプ／オーバーレイ画面が表示されます。

3 ［登録オーバーレイ］を押します。

登録オーバーレイ画面が表示されます。
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4 重ねる画像を呼出します。

% 呼び出したい画像の登録ボタンを押してから、［OK］を押します。
スタンプ／オーバーレイ画面にもどります。

5 スタンプ／オーバーレイ画面の［OK］を押します。

設定を確定して、応用設定画面にもどります。
% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。

6 応用設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［応用設定］下に、［スタンプ／オーバーレイ］のアイコンが表示されます。

7 重ねられる画像の原稿をセットします。

% ADFまたは原稿ガラスに、原稿をセットします。［連続読込み］を選択すると、多数枚の原稿を
処理できます。

8 必要に応じて、その他のコピー条件を設定します。

9 操作パネルのテンキーを使って、設定部数を入力します。

10 操作パネルのスタートを押します。

登録画像の重複
登録する画像の名前が重複していると、確認のダイアログが表示されます。
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ダイアログに［はい］および［いいえ］が表示されている場合は、画像の上書きができます。［いいえ］を
押すと上書きされ、既存の画像はなくなります。別の名前で登録するときは、［はい］を押します。

ダイアログに［OK］だけが表示されている場合は、画像の上書きはできません。［OK］を押して、別の名
前で登録します。

d参照
上記のダイアログの表示は、設定メニューの管理者設定で選択できます。詳しくは、POD管理者編の7章
をごらんください。
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8 出力設定

8.1 出力機能を設定するには

8.1.1 出力設定の概要
出力機能を使ってコピーするときは、出力設定画面で使いたい機能を選択します。

出力設定画面の表示

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

% 任意のボタンを押すと、機能を設定する専用画面が表示されます。
% 複数の出力機能を組合わせて設定できますが、併用できない機能のボタンがグレーアウトして、

選択できなくなります。
%［HDD保存］を押すと、スキャンデータをHDDに保存する設定ができます。画面の［保存］タブ

を押して、［スキャン to HDD］を選択したときと同じ操作ができます。詳しくは、［ユーザーズ
ガイド　ネットワークスキャナー編］をごらんください。

% もとのコピー条件にもどすときは、［キャンセル］を押します。初期設定にもどすときは、［標準
復帰］を押します。
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% 各設定の専用画面で、設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押し
ます。出力設定を含めたすべてのコピー条件を初期状態にもどすときは、操作パネルのリセット
を押します。

3 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

重要
出力設定画面を表示したままでは、出力できません。コピー画面にもどってから、操作パネルのス
タートを押してください。

サンプル排紙のボタン
出力中の機械状態画面に［サンプル排紙］ボタンが表示されます。任意のタイミングで押すと、そのとき
出力している画像と同じものをサブトレイに出力して、画像の品質を確認できます。

d参照
サンプル排紙については、10-7 ページをごらんください。

8.1.2 排紙トレイを選択する
排紙トレイの選択方法を説明します。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面の［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。
機械正面図には、排紙できるトレイの位置がボタンで表示されます。現在選択されているトレイは反
転しています。
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3 任意の排紙トレイ位置ボタン〔 〕を選択します。

選択した排紙トレイが反転して表示されます。

4 出力設定画面の［OK］を押します。

コピー画面にもどります。
重要
排紙トレイには、それぞれ積載枚数に制限があります。故障の原因になりますので、制限枚数を超え
ないよう注意してください。

8.1.3 コピー画面［出力設定］下の表示

アイコンの表示
コピー画面の［出力設定］下に、設定した出力機能のアイコンを表示します。

ショートカットボタンの表示
コピー画面の［出力設定］下に、よく使用する出力機能のショートカットボタンを4つまで表示できます。
このボタンを使って、ワンタッチで出力機能を選択したり、それぞれの階層画面を直接表示したりします。
ショートカットボタンの設定は、設定メニューの［環境設定］で行います。

d参照
設定のしかたについては、POD管理者編の 7章をごらんください。
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8.2 両面コピーのとじ方向を設定する
オモテ面とウラ面との天地が逆になっている（上とじ）両面コピーをとるときに設定します。

オモテ面とウラ面との天地が同じ（左右とじ）片面原稿や両面原稿から、天地が逆になっている（上とじ）
両面コピーをとるとき、出力設定の［両面とじ方向］で［上とじ］を選択します。通常のコピーのときは、
［左右とじ］を選択します。

d参照
上とじの両面原稿から、左右とじの片面コピーや両面コピーをとる場合は、原稿設定の［両面とじ方向］
で［上とじ］を選択します。詳しくは、6-3 ページをごらんください。

0 出力設定の［上とじ］が機能するのは、［片面 ->両面］または［両面 ->両面］を選択したときだけで
す。

0 機械がリセットされると、設定は［左右とじ］にもどります。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［片面 ->両面］または［両面 ->両面］を選択します。

両面とじ方向ボタン 片面原稿 両面原稿 両面コピー
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4 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

5 ［両面とじ方向］下の［上とじ］を選択します。

% このとき、あらかじめ［片面 ->両面］または［両面 ->両面］を選択していないと、上とじの設定
は機能しません。

6 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

%［標準復帰］を押すと、出力設定は初期状態にもどります。［キャンセル］を押すと、設定前の状
態にもどります。

% コピー画面にもどらないと出力できません。出力するときは、必ずコピー画面を表示してくださ
い。
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8.3 フィニッシャー FS-532 を使用する
フィニッシャーFS-532にはメイントレイとサブトレイとがあり、それぞれ下記の出力ができます。

メイントレイへの出力

ステープル以外の上記の出力に対して、排紙面（［フェイスダウン］／［フェイスアップ］）および排紙順
（［順方向］／［逆方向］）を選択できます。

後処理の種類 処理方法

［仕分けソート］ 原稿と同じページ揃えのコピーを設定部数分、1部ごとに 15± 3 mmの
範囲でオフセット出力します。オフセット出力する部数を 1部ごと～
9,999 部ごとの範囲で指定できます。

［ソート］ 原稿と同じページ揃えのコピーを出力します。オフセット出力はしませ
ん。

［仕分けグループ］ 原稿1枚につき設定部数分のコピーをして、原稿ごとにオフセット出力し
ます。オフセット出力する部数を 1原稿ごと～ 9,999 原稿ごとの範囲で
指定できます。

［グループ］ 原稿1枚につき設定部数分のコピーをします。オフセット出力はしませ
ん。

［ステープル］（＋［ソー
ト］）

原稿と同じページ揃えのコピーを、自動的に平とじステープルして出力し
ます。

［ステープル］（＋［仕分
けソート］）

原稿と同じページ揃えのコピーを、自動的に平とじステープルしてオフ
セット出力します。

［ステープル］（＋［グ
ループ］）

原稿1枚につき設定部数分のコピーをして、原稿ごとにステープルして出
力します。

［ステープル］（＋［仕分
けグループ］）

原稿1枚につき設定部数分のコピーをして、原稿ごとにステープルしてオ
フセット出力します。

原稿 出力

例
4枚の原稿を 3
部出力

仕分けソート ソート 仕分けグループ グループ

コーナーステープル 2点ステープル

左コーナー 右コーナー 左 上 右
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サブトレイへの出力

上記の出力に対して、排紙面（［フェイスダウン］／［フェイスアップ］）および排紙順（［順方向］／［逆
方向］）を選択できます。

ここでは、下記の出力方法を説明します。
- メイントレイへのソート、グループ、仕分けソート、仕分けグループ
- サブトレイへのソート、グループ
- メイントレイへのステープル

8.3.1 用紙を仕分ける：ソート／グループ／仕分けソート／仕分けグループ
メイントレイへのソート出力が初期設定になっています。

下記の手順に従って、出力モードを選択してください。

d参照
設定メニューで、出力設定の初期設定を変更できます。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんくださ
い。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。
% 出力設定画面の機械正面図には、選択されている排紙トレイが反転して表示されます。メイント
レイが選択されていない場合は、メイントレイ位置ボタンを選択します。

後処理の種類 処理方法

［ソート］ 原稿と同じページ揃えのコピーを出力します。オフセット出力はしませ
ん。

［グループ］ 原稿 1枚に設定部数分のコピーをして、原稿ごとに出力します。オフセッ
ト出力はしません。

原稿 出力

例
コピー部数
を 3部に
設定

ソート グループ

フェイス
アップ順方
向

フェイス
アップ逆方
向

フェイスダ
ウン順方向

フェイス
アップ順方
向

フェイス
アップ逆方
向

フェイスダ
ウン順方向
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4 出力モードを選択します。

%［仕分けソート］、［ソート］、［仕分けグループ］、［グループ］の中から1つを選択します。

% 必要に応じて、［排紙面／排紙順］下の［フェイスアップ］／［フェイスダウン］および［順方
向］／［逆方向］を選択します。

% 排紙順を［逆方向］にすると、排紙面は自動的に［フェイスアップ］になります。

5 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。
重要
メイントレイは、用紙を積載するにつれて徐々に下降します。メイントレイの下に物を置いている
と、ぶつかるなどして故障の原因になります。絶対に物を置かないでください。

重要
フィニッシャーFS-532のメイントレイには、積載枚数に制限があります。故障の原因になりますの
で、制限枚数を超えないようにしてください。

6 メイントレイに用紙ホルダーを取付けます。

% 薄紙やカールしやすい用紙を出力するときは、メイントレ
イに用紙ホルダーを取付けて出力することをおすすめしま
す。通常の出力のときも、取付けたままで問題ありませ
ん。

d参照
フィニッシャーFS-532の上面にある一時停止／再スタートボタン
を押すことにより、出力を一時的に停止して、メイントレイや、サ
ブトレイ、折りトレイから用紙を取出すことができます。詳しくは、
5-37 ページをごらんください。
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8.3.2 サブトレイへ用紙を仕分ける：ソート／グループ
メイントレイへのソート出力が初期設定になっています。サブトレイに排紙するときは、下記の手順に
従って排紙トレイを変更してから、出力モードを選択してください。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

4 サブトレイを排紙トレイとして選択します。

% サブトレイの排紙トレイ位置ボタン〔 〕を選択します。

5 出力モードを選択します。

%［後処理］下の、［ソート］または［グループ］を選択します。
% 必要に応じて、［排紙面／排紙順］下の［フェイスアップ］／［フェイスダウン］および［順方

向］／［逆方向］を選択します。
% 排紙順を［逆方向］にすると、排紙面は自動的に［フェイスアップ］になります。

6 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。
重要
フィニッシャーFS-532のサブトレイには、積載枚数に制限があります。故障の原因になりますの
で、制限枚数を超えないようにしてください。

8.3.3 コーナー／ 2点ステープルする：ステープル
用紙に平とじステープルをします。下記の5つのステープル種類から 1つを選択します。

ステープルの種類 ステープル方法

コーナーステープル左コーナー
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2点ステープルの［左］、［上］、または［左］を選択したとき、2点ステープルの間隔を［広い］、［やや狭
い］、または［狭い］から選択します。間隔は下記の通りです。

［コーナーステープル左コーナー］および［コーナーステープル右コーナー］は、用紙に対して斜めにス
テープルするか、平行にステープルするかを選択できます。詳しくは、［ユーザーズガイド　POD管理者
編］の7章をごらんください。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

4 ［ステープル］を押します。

コーナーステープル右コーナー

2点ステープル―左

2点ステープル―上

2点ステープル―右

［広い］ 165 mm

［やや狭い］ 140 mm

［狭い］ 120 mm

ステープルの種類 ステープル方法
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ステープル画面が表示されます。

5 任意のステープル位置ボタンを選択します。

% 2 点ステープルのいずれかを選択したときは、［広い］、［やや狭い］、または［狭い］を選択して、
2点ステープルの間隔を指定します。

6 ［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。
出力設定画面にもどります。

7 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。
重要
メイントレイは、用紙を積載するにつれて徐々に下降します。メイントレイの下に物を置いている
と、ぶつかるなどして故障の原因になります。絶対に物を置かないでください。

重要
フィニッシャーFS-532のメイントレイには、積載枚数に制限があります。故障の原因になりますの
で、制限枚数を超えないようにしてください。

8.3.4 二つ折り小冊子をつくる：中とじ／重ね中折り
フィニッシャーFS-532に中とじ機SD-510が装着されていると、応用設定の小冊子と併用して、用紙を
二つ折りにしたり、二つ折りにしてセンター2箇所にステープル止めをした中とじ本を作ったりできます。

原稿 出力

中とじ 重ね中折り
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0 応用設定の小冊子が自動的に設定されます。
0 自動倍率が自動的に設定されます。自動用紙は併用できません。
0 コピーモードは、［片面 ->両面］または［両面 ->両面］を選択します。
0 中とじ、重ね中折り出力をするときは、折りトレイの用紙送出し取手を開きます。出力紙を取出すと

きは、用紙送出し取手を使用します。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

4 ［中とじ］または［重ね中折り］を選択します。

出力設定画面の機械正面図では、排紙トレイとして折りトレイが選択されます。

5 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。

6 折りトレイの用紙送出し取手を開きます。

d参照
用紙送出し取手の使い方は、8-21 ページをごらんください。

用紙サイズ A3 w、B4 w、A4 w、12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w、ワイド紙、不定形（120 mm e 240 mm～ 331 mm e 488 
mm）

用紙坪量 本身 50～ 216 g/m2、表紙 50～ 300 g/m2

最大折り 重ね中折り：5枚（50～ 216 g/m2 紙 )、1枚（217～ 300 g/m2 紙）
中とじ：25枚（50～ 61 g/m2 紙）、20枚（62～ 80 g/m2 紙）、16枚
（81～ 91 g/m2 紙）、5枚（92～ 216 g/m2 紙）

排紙トレイ 折りトレイ

積載制限枚数 35部（重ね中折り 5枚折り）
35部（中とじ 2～ 5枚とじ）
25部（中とじ 6～ 10枚とじ）
15部（中とじ 11～ 25枚とじ）
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8.3.5 三つ折りにする：重ね三つ折り
フィニッシャーFS-532に中とじ機SD-510が装着されていると、A4 wまたは8.5 e 11 wの用紙にコ
ピーしてから、三つ折りにして出力できます。このとき、コピーする面を、折りの内側にするか、外側に
するかを設定できます。

0 排紙順は、内印刷は逆方向、外印刷は順方向に自動設定されます。
0 排紙面は、内印刷はフェイスアップ、外印刷はフェイスダウンが自動設定されます。
0 重ね三つ折り出力をするときは、折りトレイの用紙送出し取手を開きます。出力紙を取出すときは、

送出し取手を使用します。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

4 ［重ね三つ折り］を押します。

重ね三つ折り画面が表示されます。

原稿 出力

重ね三つ折り +外印刷 重ね三つ折り+内印刷

折り枚数と用紙坪量 1枚（92～ 105 g/m2）、3枚（50～ 91 g/m2）

用紙サイズ A4 w、8.5 e 11 w 

印刷面 内側、外側

排紙トレイ 折りトレイ

積載制限枚数 50部（1枚折り）
40部（2枚折り）
30部（3枚折り）
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5 ［外印刷］または［内印刷］を選択します。

6 ［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。
出力設定画面にもどります。
出力設定画面の機械正面図では、排紙トレイとして折りトレイが選択されます。

7 ［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。

8 折りトレイの用紙送出し取手を開きます。

d参照
用紙送出し取手の使い方は、8-21 ページをごらんください。

8.3.6 用紙にパンチ穴をあける：パンチ
フィニッシャーFS-532にパンチキットPK-522が装着されていると、用紙にファイリング用の穴をあけ
ることができます。パンチとステープルの併用ができます。

重要
フィニッシャーFS-532にパンチキットPK-522が装着されていなくても、Z折りユニットZU-608が装
着されている機械は、パンチ機能を使えます。ただし、パンチ穴を開けられる用紙坪量は、パンチキット
PK-522が 60 g/m2 ～ 300 g/m2 に対し、Z折りユニットZU-608は 60 g/m2 ～ 91 g/m2 です。パン
チ機能を使用する場合、パンチ装置と用紙坪量をご確認ください。Z折りユニットZU-608のパンチ機能
については、8-24 ページをごらんください。

重要
OHPフィルム、ラベル紙、第2原図などの特殊紙にはパンチできません。特殊紙にパンチすると、機械故
障の原因になります。
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0 用紙をセットしているトレイの側面ガイドと用紙との間に隙間をつくらないよう、突当ててセットし
ます。正しくセットしないと、パンチ穴の位置ズレを起こします。

0 パンチモード動作中にオートトレイスイッチ機能が働くと、パンチ穴がずれることがあります。
0 定形サイズ以外の用紙（検知サイズ設定、不定形サイズ、ワイド紙、インデックス紙）には、パンチ

できません。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

4 ［パンチ］を押します。

パンチ画面が表示されます。

原稿 出力

左 右 上

パンチ穴数 2穴

パンチ穴径 6.5 mm

パンチ穴ピッチ 80 mm ± 1.0 mm

用紙サイズ 3-6 ページをごらんください。

用紙坪量 60 g/m2 ～ 300 g/m2
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5 任意のパンチ位置ボタンを選択します。

6 ［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。
出力設定画面にもどります。

7 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。
重要
メイントレイは、用紙を積載するにつれて徐々に下降します。メイントレイの下に物を置いている
と、ぶつかるなどして故障の原因になります。絶対に物を置かないでください。

8.3.7 手動でフィニッシャー FS-532 を使用する
フィニッシャーFS-532にポストインサーターPI-502が装着されていると、ポストインサーターの操作
パネルを使って、手動でフィニッシャーを操作できます。

ポストインサーターの下段トレイに用紙をセットします。上段トレイは使用できません。

フィニッシャー FS-532は、オプション構成によって下記の出力をします。

後処理の種類 処理方法

フィニッシャー FS-532＋
ポストインサーターPI-502

コーナーステープル／2点ステープル

フィニッシャー FS-532＋
ポストインサーターPI-502＋パンチキットPK-522

コーナーステープル／2点ステープル、パン
チ

フィニッシャー FS-532＋
ポストインサーターPI-502＋中とじ機SD-510

コーナーステープル／2点ステープル、中と
じ、三つ折り
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0 給紙トレイとして使用できるのは下段トレイだけです。上段トレイは使用できません。

1 ポストインサーターの下段トレイに用紙をセットします。

% コーナーステープル／2点ステープルの場合：オモテ面を
上にし、原稿の天部（上側）を奥側にしてセットします。

% パンチの場合：オモテ面を上にしてセットします。
% 中とじの場合：とじられてオモテ側に出てくる面を上にし

てセットします。
% 三つ折りの場合：三つ折りになって外側になる面を上にし

てセットします。
% ガイド板を用紙に沿わせます。
重要
ラベル紙、第2原図などの特殊紙にはパンチできません。特殊紙にパンチすると、パンチキットの故
障の原因になります。

2 ステープルモード選択ボタンとパンチボタンを押して、任意のモードを選択します。

% コーナーステープル／2点ステープル、中とじ、三つ折りを設定するときは、ステープルモード選
択ボタンを押して、ランプを点灯させます。パンチ穴を設定するときは、パンチボタンを押して
ランプを点灯させます。

ボタン 出力

ステープルモード選択ボタン 中とじ コーナーステー
プル

2点ステープ
ル

三つ折り

パンチボタン

処理方法 用紙（サイズ／坪量） セット枚数 排紙トレイ

コーナーステープ
ル／2点ステープ
ル

A3 w、B4 w、A4 w/v、
B5 v、A5 v、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 v 
(50 g/m2 ～ 200 g/m2）

50枚以下 メイントレイ

パンチ A3 w～A5 v（60 g/m2 ～
200 g/m2）

200枚（80 g/m2）または 30 
mm以内

メイントレイ

中とじ A3 w、B4w、A4 w、
12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 
e 14 w、8.5 e 11 w (50 
g/m2 ～ 200 g/m2）
表紙として 200 g/m2 紙を 1
枚までつけて中とじステープル
ができます。

25枚以下（50～ 61g/m2 紙）
20枚以下（62～ 80g/m2 紙）
16枚以下（81～ 91g/m2 紙）
5枚以下（92～ 200g/m2 紙）

折りトレイ

三つ折り A4 w、8.5 e 11 w 1 枚（92～ 105 g/m2）
3枚（50～ 91 g/m2）

折りトレイ
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% パンチは、コーナーステープル／2点ステープルと併用できます。併用するときは、ステープル
モード選択ボタンを押して、ランプを点灯させます。併用しないときは、パンチのランプ以外を
すべて消灯させます。

3 中とじ、三つ折りを選択したときは、折りトレイの用紙送出
し取手を開きます。

4 ポストインサーターの操作パネルのスタート／ストップボタンを押します。

% 出力を停止するときは、もう一度スタート／ストップボタンを押します。

8.3.8 折りトレイから出力紙を取出す
中とじ、重ね中折り、三つ折り出力したとき、出力紙は、折りトレイに出力されます。ここでは、折りト
レイに積載された出力紙の取出し方を説明します。

1 用紙送出し取手を持ち上げます。

折りトレイに積載された出力紙を送出します。

2 用紙送出し取手を下げ、用紙送出しベルトを停止します。

% 用紙送出し取手を少し持上げた状態でも、用紙送りベルトは停止します。

[1]：ステープルモード選択ボタン
[2]：パンチボタン
[3]：スタート／ストップボタン
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3 出力紙を折りトレイから取出します。
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8.4 Z 折りユニットZU-608 を使用する

8.4.1 用紙に Z折りをつける：Z折り
フィニッシャーFS-532に Z折りユニットZU-608が装着されていると、A3 w、B4 wの用紙をZ折り
にして出力できます。

Z折りは、パンチおよびステープルと併用できます。

0 Z折り枚数：1枚
0 用紙サイズ：A3 w、B4 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w

0 用紙坪量：64 g/m2 ～ 90 g/m2

0 折り種類：Z折り、8.5 e 14 wは2つ折り
0 折り長さ：A3 w：209 mm以下、B4 w：181 mm以下、11 e 17 w：215 mm以下、

8.5 e 14 w：234.5 mm以下
0 Z折りを含んだステープルの出力は、A3 wとA4 vとではできますが、B4 wとB5 vとではできませ

ん。
0 混載原稿とZ折りを併用する場合、異形列の原稿ではうまくZ折りできないことがあります。
0 普通紙でも、用紙の種類によっては折りズレを起こすことがあります。
0 定形サイズ以外の用紙サイズ（検知サイズ設定、不定形サイズ、ワイド紙、インデックス紙）を設定

したトレイからは給紙できません。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

4 ［Z折り］を押します。

5 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。

Z折り出力 パンチ出力＋Z折り出力 Z折り出力＋ステープル出力＋
自動用紙を併用した混載原稿
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重要
メイントレイは、用紙を積載するにつれて徐々に下降します。メイントレイの下に物を置いている
と、ぶつかるなどして故障の原因になります。絶対に物を置かないでください。

8.4.2 用紙にパンチ穴をあける：パンチ
フィニッシャーFS-532に Z折りユニットZU-608が装着されていると、用紙にファイリング用の穴をあ
けることができます。

パンチは、Z折りおよびステープルと併用できます。

重要
フィニッシャーFS-532にパンチキットPK-522が装着されている場合、Z折りとパンチを併用する以外
は、パンチキットPK-522でパンチ穴を開けます。このときパンチ穴を開けられる用紙坪量は、パンチ
キットPK-522の仕様の60 g/m2 ～ 300 g/m2 です。詳しくは、8-17 ページをごらんください。

重要
OHPフィルム、ラベル紙、第2原図などの特殊紙にはパンチできません。特殊紙にパンチすると、故障の
原因になります。

0 用紙をセットしているトレイの側面ガイドと用紙との間に隙間をつくらないよう、突き当ててセット
します。正しくセットしないと、パンチ穴の位置ズレを起こします。

0 パンチモード動作中にオートトレイスイッチ機能が働くと、パンチ穴がずれることがあります。
0 定形サイズ以外の用紙（検知サイズ設定、不定形サイズ、ワイド紙、インデックス紙）には、パンチ

できません。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 ［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

原稿 出力

2穴

左 右 上

4穴

左 右 上

パンチ穴数 2穴／ 4穴

パンチ穴径 6.5 mm± 0.5 mm

パンチ穴ピッチ 80 mm ± 0.5 mm

用紙サイズ 3-6 ページをごらんください。

用紙坪量 60 g/m2 ～ 91 g/m2
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4 ［パンチ］を押します。

パンチ画面が表示されます。

5 任意のパンチ位置ボタンを選択します。

6 ［OK］を押します。

% もとの設定にもどすときは、［キャンセル］を押します。
% 設定した情報を残しながら機能をOFFにするときは、［機能OFF］を押します。
出力設定画面にもどります。

7 出力設定画面の［OK］を押して、コピー画面にもどります。

コピー画面の［出力設定］下に、設定した機能のアイコンが表示されます。
重要
メイントレイは、用紙を積載するにつれて徐々に下降します。メイントレイの下に物を置いている
と、ぶつかるなどして故障の原因になります。絶対に物を置かないでください。
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8.5.1 タンデム出力の概要
1台（自機）で設定したコピー条件の複数部数出力を、2台の機械（自機と相手機）で分けて同時に出力す
ることができます。大量の出力を行う場合、出力時間を短縮できます。

タンデム出力する場合、2台の機械を下記の方法のいずれかで接続します。
- クロスケーブルで2台を直接接続する
- このとき、ネットワーク関連の機能は使用できません。
- HUBを介在してストレートケーブルで接続する
- クロスケーブル／ストレートケーブルとも、カテゴリー5以上のものを使用します。

タンデム出力には、サービスエンジニアによる設定が必要です。サービス実施店にお問い合わせください。

機械接続の留意項目

8.5.2 タンデム出力の操作
タンデム出力の方法を説明します。

タンデム出力の留意項目

留意項目 内容

自機と相手機のオプション構成 自機と相手機のオプション構成が違うと、タンデム出力はできませ
ん。

タンデム接続の状態 出力設定画面の［タンデム］を押して表示したタンデム設定画面で
［ON］を選択した機械が自機になり、2台の機械はタンデム接続
の状態になります。

自機や相手機の用紙トレイに
セットされている用紙情報

タンデム接続の状態になった2台の機械の機械状態画面の［用紙
トレイ］には、［自機］と［相手機］のボタンが表示されます。自
機、相手機どちらの［自機］を押しても、自機の用紙トレイにセッ
トされている用紙情報が表示されます。自機、相手機どちらの［相
手機］を押しても、相手機の用紙トレイにセットされている用紙情
報が表示されます。

コピー条件の設定、原稿のス
キャン、出力の指示

タンデム接続状態でのコピー条件の設定、原稿のスキャン、出力の
指示は自機側で行います。

オートリセット オートリセットは機能します。初期状態では、自機でオートリセッ
トが働くと、タンデム接続は解除されます。

ユーザー認証／部門管理 ユーザー認証または部門管理が設定されているときは、タンデム出
力はできません。

保存データの出力 画像出力保存した画像データをタンデム出力できます。

セキュリティー強化モード セキュリティー強化モードが設定されているときは、タンデム出力
はできません。

説明項目 内容

タンデム出力マルチジョブ タンデム出力中に、コピー予約機能で次コピーを設定すると、タン
デム出力が可能です。コピー予約は、現コピーを含めて100まで
設定可能です。

タンデム出力と割込みコピー 割込みモードは、操作パネルの割込みを押した機械だけに有効で
す。割込みモードになった機械のタンデム出力は割込みコピーが終
了するまで中断されます。
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1 タンデム接続している2台の機械の主電源スイッチおよび副電源スイッチをONにし、それぞれの
コピー画面を表示します。

% 2 台ともコピー画面を表示し、コピー可能状態にします。

2 自機にする機械のコピー画面の［出力設定］を押します。

出力設定画面が表示されます。

3 ［タンデム］を押します。

タンデム接続とパワーセーブ機
能

･ 相手機がオートローパワー状態のときタンデム接続すると、相
手機はオートローパワーから自動復帰します。

･ 相手機がオートシャットオフ状態のとき、タンデム接続はでき
ません。操作パネルのパワーセーブを押してオートシャットオ
フを解除してください。

･ タンデム接続中に、相手機がオートローパワー状態になると、
タンデム出力するときにオートローパワーから自動復帰しま
す。

･ タンデム接続中に、相手機がオートシャットオフ状態になる
と、タンデム接続は解除されます。

･ タンデム接続中に、自機がオートローパワー／オートシャット
オフになると、タンデム接続は解除されます。自機の任意のボ
タンを押して、オートシャットオフを解除し、最初から設定を
しなおしてください。

タンデム接続時のトラブル 相手機が下記の状態のとき、「お待ちください　相手機の予約がで
きません」「相手機がエラーです」「相手機をチェックしてくださ
い」などのメッセージが表示され、タンデム接続できません。
相手機がオートシャットオフ状態になっていると、タンデム接続で
きません。
相手機操作パネルのパワーセーブを押して、オートシャットオフを
解除します。
タンデム接続中に、相手機がオートシャットオフになると、タンデ
ム接続は解除されます。相手機操作パネルのパワーセーブを押し
て、オートシャットオフを解除し、最初から設定をしなおしてくだ
さい。
タンデム接続中に、相手機に紙づまりや用紙切れなどのトラブルが
発生し、出力できない状態になると、接続はそのままされています
が、出力はでません。相手機のトラブル処置をして、出力可能な状
態にもどしてください。
タンデム接続中に、相手機にタンデムモード以外のジョブが100
予約されていると、タンデム出力できません。予約ジョブが相手機
で処理されるまでお待ちください。

説明項目 内容
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タンデム設定画面が表示されます。

4 タンデム設定画面の［ON］を選択して、［OK］を 2回押します。

自機のコピー画面右下に、［タンデムM］が表示されます。

重要
相手機のタンデム設定画面の［ON］を選択しないでください。タンデム接続できなくなります。

% 1 台の機械に対して複数のトレイを使用するコピー条件でコピーする場合は、自機／相手機のトレ
イサイズを合わせます。

% タンデム接続中でも、相手機は通常のコピーが可能です。
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5 自機側でタンデム出力のコピー条件を設定します。

6 自機側で設定部数を入力します。

100部と入力すると、自機側で 50部、相手機側で 50部出力されます。
% 設定部数の設定の詳細は、4-18 ページをごらんください。
% 設定部数を2部以上に入力しないと、タンデム出力はできません。
% 奇数の設定部数を入力したときは、自機側に1部多く出力されます。

7 自機に原稿をセットします。

% 原稿セットの詳細は、4-15 ページをごらんください。

8 自機の操作パネルのスタートを押します。

相手機のコピー画面右下に、［タンデムS］が表示されます。

出力が完了すると、タンデム接続は自動的に解除され、自機の［タンデムM］、および相手機の［タ
ンデムS］は消えます。
重要
フィニッシャーFS-532には積載制限枚数があります。故障の原因になりますので、積載枚数を超え
ないようにしてください。

8.5.3 タンデム接続／出力の中断
タンデム出力を中断する方法を説明します。

ここでは、タンデム出力をすべて中断します。相手機の出力を中断し、自機の出力を継続するときは、
8-30 ページをごらんください。

1 自機の操作パネルのストップを押します。

原稿スキャン／タンデム出力は一時停止し、自機の画面に、
確認のダイアログが表示されます。このときは、まだタンデ
ム接続は解除されていません。
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2 ［中止］を押します。

%［継続］を押すと、原稿スキャン／タンデム出力は継続されます。

スキャンした画像データは完全に消去され、タンデム接続および出力は解除されます。

8.5.4 相手機だけのタンデム出力を中断する
相手機の出力を中断し、自機の出力を継続する方法を説明します。

1 相手機の操作パネルのストップを押します。

相手機のタンデム出力は一時停止し、相手機の画面に、確認
のためのダイアログが表示されます。このときは、タンデム
接続は解除されていません。
% 相手機の一時停止が長く続いていると、割振りリカバリー

機能が働き、相手機の出力分だけ自機から出力されます。

2 ［中止］を押します。

タンデム接続および相手機の出力は解除されます。
［継続］を押すと、中断されていた相手機のタンデム出力は継続されます。
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8.5.5 タンデム接続／出力中のトラブルの処置

項目 内容

割振りリカバリー 出力を終了した機械が、相手機の状態を検知し、残り部数を再び割
振り、出力します。
また、タンデム出力中に、どちらかの機械にトラブルが発生したと
き、トラブルを起こしていない方の機械が、トラブルのあった方の
機械の状態を検知し、割当てられた出力完了後に、引続き残りを出
力します。

どちらかの機械が出力を終えた
とき

相手機の状態を検知し、割振りリカバリー機能によって、残り部数
の 1/2 を自動的に出力します。

どちらかの機械に用紙切れ、紙
づまり、SCコード（E、Fコー
ド）のトラブルが発生したとき

割振りリカバリー機能によって、出力可能な機械から残りを自動的
に出力します。
SCコード（E、Fコード）が表示された場合は、タンデム出力完
了後、それぞれ処理してください。

自機がメモリーオーバーフロー
した場合

原稿スキャンは停止し、タンデム出力は自機／相手機とも停止しま
す。
この時点では、タンデム接続は解除されていません。単体でメモ
リーオーバーフローしたときと同じ処理をしてください。

相手機がメモリーオーバーフ
ローした場合

予約コピーの処理が進んでメモリーが空く場合は、空きができた時
点でタンデム出力を再開します。
空きができるまでは、割振りリカバリー機能が働いて自機側で出力
されます。
時間の経過によってメモリーに空きができる状態でない場合は、相
手機のタンデム出力は解除されます。
残りの出力は、割振りリカバリー機能により自機側で行われます。

どちらかの機械の電源をOFFに
したとき

どちらの電源をOFFにしても、タンデム接続／出力は自動的に解
除されます。初めから設定をやり直してください。
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9 ジョブリスト

9.1 ジョブリスト画面の概要
ジョブリスト画面には、下記の種類があります。

ここで確認したり、操作したりできるジョブは、コピーのほかに、プリント、スキャナー関連のジョブも
含まれます。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

ジョブリスト画面が表示されます。

2 ジョブリスト画面上部のボタンを押して、各画面を表示します。

%［ジョブ］を押すと、ジョブ動作中／保留中画面が表示されます。9-4 ページをごらんください。
%［スケジュール］を押すと、スケジュール画面が表示されます。9-15 ページをごらんください。
%［出力履歴］を押すと、出力履歴画面が表示されます。9-29 ページをごらんください。
%［送信履歴］を押すと、送信履歴画面が表示されます。9-31 ページをごらんください。
%［未出力履歴］を押すと、未出力履歴画面が表示されます。9-33 ページをごらんください。
%［展開状況］を押すと、展開状況画面が表示されます。9-35 ページをごらんください。

画面 説明

ジョブ動作中／保留中リ
スト画面

［ジョブリスト］タブを押したとき、最初に表示されます。動作中、保留
中のジョブをリストで確認したり、操作したりできます。

スケジュール画面 ジョブリスト画面の［スケジュール］を押したときに表示されます。ジョ
ブ動作中／保留中リスト画面に表示されている動作中のジョブを、ジョブ
バーで表示します。また、ジョブバー表示部から予約の順序を変更した
り、予約ジョブで使用するトレイを変更したりします。

出力履歴画面 ジョブリスト画面の［出力履歴］を押したときに表示されます。出力履歴
をリスト表示します。出力ジョブの詳細を確認できます。

送信履歴画面 ジョブリスト画面の［送信履歴］を押したときに表示されます。送信履歴
をリスト表示します。

未出力履歴画面 ジョブリスト画面の［未出力履歴］を押したときに表示されます。未出力
ジョブをリスト表示します。

展開状況画面 RIP待ち、受信中のジョブをリスト表示します。
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3 ジョブリスト画面から出るときは、画面上部にある［ジョブリスト］タブ以外のタブボタンを押しま
す。
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9.2 ジョブ動作中／保留中リスト画面
ジョブ動作中／保留中リスト画面でのジョブの確認方法、および操作方法について説明します。

9.2.1 ジョブ動作中／保留中リスト画面の概要
ジョブ動作中／保留中リスト画面は、出力中、予約中、保留中などのジョブの状態をリスト表示します。
リストに表示されている任意のジョブを選択して、詳細を確認したり、出力順を変更したり、削除したり
できます。

番号 名称 説明

1 ［ジョブ］ ジョブ動作中／保留中リスト画面を表示するときに
押します。

2 ジョブナンバー すべてのジョブに割当てられた番号を表示します。

3 ［ファイル名］ ジョブにファイル名情報があるときに表示します。

4 ［ユーザー名］ ジョブにユーザー名情報があるときに表示します。

5 ［状態］ 出力中、停止中、予約など、ジョブの現在の状態を
表示します。

6 ［ページ数］ 原稿のページ数を表示します。

7 ［部数］ 設定部数を表示します。

8 ［残枚数］ ページ数×部数＝出力残枚数を 4桁まで表示します。

9 ［時間（分）］ 各ジョブの出力に要する時間を分で表示します。

10 ［モード］ コピー、プリンターなど、出力形態を表示します。

11 動作中リスト表示ナンバー／トータル
ナンバー

上に現在表示されている動作中リストの番号、下に
全動作中リスト数を表示します。

12 ［詳細］ 指定したジョブの詳細を確認したいときに押します。

13 ［優先出力］ 現在出力中のジョブを一時停止して、指定したジョ
ブを先に出力したいときに押します。

14 ［先頭へ］ 指定したジョブを、現在出力しているジョブの次に
出力したいときに押します。
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9.2.2 ジョブの詳細を表示する
動作中や保留中のジョブの設定内容を確認します。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 詳細を表示したいジョブを選択します。

% リストが複数あるときは、それぞれのリストスクロールボタンを押してリストを表示します。
% ジョブ項目の行を押して反転させます。
% 動作中リスト、保留中リストのどちらのジョブも選択できます。

3 ［詳細］を押します。

設定確認画面が表示されます。

4 設定確認画面でジョブの設定を確認します。

%［出力設定］と［応用設定］のリストに［*］［)］がグレーアウトしていないときは、さらにリス
ト表示があります。押して確認します。

15 ［1つ上へ］ 指定したジョブの出力順を、1つ上げたいときに押
します。

16 ［保留］ 指定したジョブを保留するときに押します。

17 ［削除］ 指定したジョブを削除するときに押します。

18 ［一括削除］ 動作中リストの、すべてのジョブを削除するときに
押します。

19 保留中リスト表示ナンバー／トータル
ナンバー

上に現在表示されている保留中リストの番号、下に
全保留中リスト数を表示します。

20 ［チケット編集］ 指定した保留中ジョブの詳細を確認したいときに押
します。

21 ［保留解除］ 指定したジョブの保留状態を解除するときに押しま
す。

22 ［一括解除］ 保留中リストにある、すべてのジョブの保留状態を
解除するときに押します。

23 リストスクロールボタン 動作中リストや保留中リストが複数あるとき、押し
て展開します。

24 保留中リスト 保留中ジョブリストを表示します。保留中ジョブを
操作するとき、項目の行を押して選択します。

25 動作中リスト 動作中ジョブリストを表示します。動作中ジョブを
操作するとき、項目の行を押して選択します。

番号 名称 説明
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5 ［閉じる］を押します。

ジョブリスト画面にもどります。

9.2.3 優先出力する
現在出力中のジョブを一時停止して、動作中リストの出力可のジョブを先に出力します。

優先出力を指定できる条件
- 優先出力するジョブが動作中リストに表示されている
- 読込み中、出力中、または停止中のジョブがあるとき

優先出力できない条件
- 割込み中
- 優先出力中
- チケット編集画面からのサンプル出力中

優先出力：原稿読込み中の停止条件
- ADFで原稿読込み中に読込んだデータを出力しているときは、原稿読込みが終了し出力が完了したと

き、そのジョブを停止します。
- ADFで原稿読込み中に読込んだデータを出力していないときは、原稿読込みが終了したとき、出力せ

ずにそのジョブを停止します。
- 原稿ガラスで原稿をスキャンしているときは、スキャン終了したとき、出力せずにそのジョブを停止

します。

優先出力：プリント出力の停止条件
- プリント出力中のジョブがフィニッシャー FS-532を使用して、その機械内部に用紙が残っている場

合は、部数区切りで停止します。
- プリント出力中で上記条件以外の場合は、即時停止します。

優先出力ジョブと停止中、またはウォームアップ中のジョブ
- 停止中のジョブがフィニッシャー FS-532を使用して、その機械内部に用紙が残っていない場合は、

動作を再開した後に停止中のジョブに替わって優先出力のジョブを出力します。
- ウォームアップ中のジョブは、優先出力のジョブと入替わります。

優先出力後の動作
- 優先出力のジョブの出力が完了すると、停止していたジョブの出力を自動的に開始します。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 動作中リストから優先出力したいジョブを選択します。

% リストが複数あるときは、それぞれのリストスクロールボタンを押してリストを表示します。
% 出力可のジョブ項目の行を1行押して反転させます。複数行を選択できません。
% 動作中リストのジョブだけ選択できます。保留中のジョブを優先出力したいときは、そのジョブ

を動作中リストに移動させてから選択します。
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3 ［優先出力］を押します。

確認のダイアログが表示されます。

4 ［はい］を押します。

% 優先出力を実行するために部数区切り停止を待っているときに操作パネルのストップを押すと、
一時停止します。［中止］を押すと、停止したジョブを中止します。［継続］を押すと、停止した
ジョブを再開します。［一時停止］を押すと、出力を一時停止し、操作パネルのスタートを押すと
再開します。

% 優先出力を受付け、現在出力中のジョブの停止を待っているときに［削除］を押すと、優先出力
のジョブは削除され、もとのジョブの出力が自動的に再スタートします。

% 優先出力のジョブが予約リストにあるときや、優先出力ジョブを出力しているときは、割込みで
きません。

% 優先出力ジョブを出力しているとき、通常のジョブと同様に翌日継続できます。

9.2.4 出力順を変更する
動作中リストのジョブ予約順序を入替えて、出力順を変更します。

重要
この操作では、現在出力中のジョブより先に出力できません。現在出力中のジョブを停止して動作中リス
トの出力可のジョブを出力する場合は、優先出力を選択します。詳しくは、9-6 ページをごらんください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 動作中リストから先に出力したいジョブを選択します。
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% リストが複数あるときは、それぞれのリストスクロールボタンを押してリストを表示します。
% 出力可のジョブ項目の行を1行選択します。複数行を選択できません。

3 ［先頭へ］または［1つ上へ］を押します。

%［先頭へ］を押すと、手順2で選択したジョブは、出力中のジョブの次に移動します。
%［1つ上へ］を押すと、手順 2で選択したジョブは、ひとつ上に移動します。［1つ上へ］を押すご

とに、1つずつ上に移動します。
% 選択したジョブを下に移動できません。

9.2.5 動作中リストのジョブを保留中リストに移動する
動作中リストのジョブを保留中リストに移動して、出力を保留にします。保留にしたジョブは、チケット
編集で設定を変更できます。

d参照
保留ジョブのチケット編集については、9-11 ページをごらんください。

保留ジョブを動作中リストにもどす方法については、9-13 ページをごらんください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 動作中リストから保留にしたいジョブを選択します。

% リストが複数あるときは、それぞれのリストスクロールボタンを押してリストを表示します。
% ジョブ項目の行を1行選択します。複数行を選択できません。

3 ［保留］を押します。
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保留中リストに手順2で選択したジョブが移動します。
% 複数のジョブを保留ジョブにする場合は、手順2と手順 3を繰り返します。

9.2.6 動作中リストのジョブを 1つずつ削除する
動作中リストのジョブを1つずつ削除して、出力しないようにします。

重要
［削除］では、出力中のジョブを削除できません。

HDD、FTP、SMBなど他のデバイスに保存されていないジョブは、削除するともとにもどせませんので、
ご注意ください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 動作中リストから削除したいジョブを選択します。

% リストが複数あるときは、それぞれのリストスクロールボタンを押してリストを表示します。
% ジョブ項目の行を1行選択します。複数行を選択できません。

3 ［削除］を押します。

確認のダイアログが表示されます。
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4 ［中止］を押すと、ジョブは削除されます。［継続］を押すと、出力を再開します。

9.2.7 動作中リストのジョブを一括削除する
動作中リストのジョブを全部削除して、出力しないようにします。

重要
［一括削除］すると、出力中のジョブも停止中のジョブにかわり、削除されます。

HDD、FTP、SMBなど他のデバイスに保存されていないジョブは、削除するとバックアップできません
ので、ご注意ください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 ［一括削除］を押します。

確認のダイアログが表示されます。
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3 ［はい］を押します。

動作中リストのジョブがすべて消えます。

9.2.8 保留ジョブをチケット編集する
ジョブリスト画面の保留中リストにジョブを移し、チケット編集画面でジョブの詳細情報を確認したり、
出力内容を編集したりします。編集したジョブの出力イメージを表示したり、サンプル出力したりできま
す。

また、ジョブを編集した後、ウエイト、プルーフ、または自動の出力指示の選択ができます。

チケット編集が可能なジョブは下記のとおりです。
- ジョブリスト画面の動作中リストにリストアップされていた出力待機中のジョブのうち、保留にした

ジョブ
- ハードディスクに保存されているジョブのうち、ジョブリスト画面の保留中リストに読出したジョブ

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 チケット編集するジョブを保留中リストから選択し、［チケット編集］を押します。

% 動作中リストのジョブを保留中リストに移動する方法は、9-8 ページをごらんください。
% ハードディスクに保存されているジョブのうち、ジョブリスト画面の保留中リストに読出す方法

は、［ユーザーズガイド　ネットワークスキャナー編］をごらんください。
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3 チケット編集画面でジョブ編集をします。

% 給紙トレイを変更できます。
%［出力条件］、［出力設定］、［応用設定］を押すと、それぞれの設定画面が表示され、任意に編集で

きます。
%［部数／印刷面］、［出力設定］、［応用設定］下のボタンのうち、右下に三角の印のあるボタンを押

すと、それぞれの専用画面が表示され、任意に編集できます。

4 編集しているジョブの出力イメージを表示するときは、［出力イメージ］を押します。

5 出力イメージ画面でジョブの出力イメージを確認します。

%［用紙情報］下の表示で選択したジョブの用紙情報が確認できます。
% ジョブが両面印刷の場合、［オモテ面］［ウラ面］を押して、それぞれの出力イメージが確認でき

ます。
%［先頭紙］、［1枚前］、［1枚後］、［最終紙］を押して、任意のページを表示します。カウンター枠

は、現在表示している用紙番号と全用紙番号を表示します。
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%［用紙番号指定］を押すと、ページ指定画面が表示されます。画面のテンキーを押して［OK］を
押すと、入力したページを表示します。

6 ［閉じる］を押します。

チケット編集画面にもどります。

7 サンプル出力をするときは、［サンプル出力］を押します。

サンプル出力します。
% 動作中のジョブがあったり、ADFでスキャンしていたりしたときは、サンプル出力中止のダイア

ログが表示されます。［中止］を押して、サンプル出力ができるようになるまでお待ちください。
% サンプル出力中は、機械状態画面が表示され、ほかの画面を表示することはできません。

% 用紙不一致でサンプル出力できないことがあります。11-15 ページをごらんください。
% サンプル出力を途中で強制終了するときは、操作パネルのストップを押します。強制終了によっ

て、サンプル出力下ジョブが削除されることはありません。

9.2.9 保留ジョブを解除する
保留リストのジョブを動作中リストにもどし、出力できるようにします。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押します。

% ジョブリスト画面で［ジョブ］が反転していないときは、［ジョブ］を選択します。

2 保留中リストから動作中リストにもどしたいジョブを選択します。

% リストが複数あるときは、それぞれのリストスクロールボタンを押してリストを表示します。
% ジョブ項目の行を1行選択します。複数行を選択できません。
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3 ［保留解除］を押します。

% 保留中リストのジョブをすべて動作中リストにもどすときは、［一括解除］を押します。
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9.3 スケジュール

9.3.1 スケジュール画面の概要
スケジュール画面は、予約ジョブを含めた動作中のジョブをジョブバーで表示します。各ジョブの所要時
間、使用するトレイ、用紙の残量、動作停止のタイミングなどを視覚的に表示することによって、用紙補
給やトレイ切替え作業を事前に把握できます。また、ジョブバー表示部から予約の順序を変更したり、予
約ジョブで使用するトレイを変更したりできます。

ジョブバー表示部は、ジョブで使用する給紙トレイと下記の項目との関係を表示します。
- ジョブ動作の開始および終了予定時刻
- ジョブ動作にかかる所要時間（分）

機械が下記の状態になったとき、スケジュール画面は再描画します。
- 給紙トレイをセットしたり引出したりしたときや、用紙残量が変化したとき
- トレイ設定を変更したとき
- ジョブを開始または再開したとき
- 予約ジョブを追加または削除したときや、出力順を変更したとき
- 出力中のジョブが終了したとき
- 出力中に、画面の更新間隔が30秒以上あいたとき
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番号 名称 説明

1 ［スケジュール］ ジョブリスト画面のスケジュール画面を表示すると
きに押します。

2 ［ジョブの再選択］ ジョブバー表示部に複数のバーが表示されていると
き、ジョブごとに用紙設定ダイアログを切替えます。

3 ［トレイの選択］ 選択したジョブが複数の給紙トレイを使用するとき、
用紙設定ダイアログにそれぞれの内容を切替え表示
します。

4 ［優先出力］ 選択したジョブを優先出力するときに押します。

5 ［予約順序の変更］ 予約ジョブの出力順を変更します。

6 操作ダイアログ ジョブバー表示部のバーを押したときに表示されま
す。［ジョブの再選択］、［トレイの選択］、［優先出
力］、および［予約順序の変更］の各操作を行いま
す。

7 ［ジョブバー表示部］ ジョブをグレーの濃淡のエリアで区切り、下記の
ルールに基づいて青色、黄色、赤色、オレンジ色の
バーで表示します。
青色：用紙が十分にあることを示します。
黄色：出力中に用紙が足りなくなる可能性があるこ
とを示します。
赤色：出力の途中で用紙がなくなるために停止する
可能性が高い、トレイ設定が異なるために出力でき
ない、またはトレイに用紙がないことを示します。
オレンジ色：サイズ／用紙種類不一致で停止する
ジョブで、現在トレイにセットされている用紙を入
替える必要があることを示します。
バーの先頭に［,］マークがついているジョブは、
ウェイトまたはプルーフジョブで、機械の動作が一
時的に停止することを示しています。このジョブに
出力順が回ってきても、手続きが完了して実際に出
力を開始するまでは、［,］マークは消えません。
バーを押すと、そのジョブの用紙設定ダイアログが
表示されます。

8 ［ジョブ削除］ 選択したジョブを削除するときに押します。

9 ［保留］ 選択したジョブを保留するときに押します。
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スケジュール画面を表示する
0 出力中のジョブを表すバーは、作業時間の残りを示しているため、時間の経過とともに短くなってい

きます。
0 ジョブのバーは、原稿の読込み、またはイメージコントローラーからの画像入力が完了してから、

ジョブバー表示部に表示されます。
0 1分以内で終了するジョブは、1分として表示します。

1 ジョブを出力します。

% 複数のジョブを出力する場合は、コピー予約や読出しの機能をお使いください。

2 画面の［ジョブリスト］タブを押して、ジョブリスト画面を表示します。

10 用紙設定ダイアログ ジョブバー表示部のバーを押したときに表示されま
す。選択したジョブの用紙設定やジョブ情報を表示
します。

11 ［全設定表示］ 選択したジョブバーの全ての設定情報を表示します。

12 ［－］［＋］ ジョブバー表示部の時間軸のスケールを変更すると
きに押します。

13 ［単位切替］ 所要時間と予定時刻とを切替えるときに押します。

14 ［トレイ設定］ 予約ジョブのトレイ設定を変更するときに押します。

15 該当用紙なし 使用する用紙サイズや用紙条件に当てはまるトレイ
がないジョブのバーを表示します。

16 給紙トレイ項目 各給紙トレイの用紙サイズ、用紙の残量、トレイ設
定で設定している用紙坪量、および用紙種類を表示
します。

17 予定時刻／所要時間 動作中のジョブや予約ジョブの出力に要する時間を、
所要時間または時刻で表示します。

番号 名称 説明
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3 ジョブリスト画面の［スケジュール］を押します。

スケジュール画面が表示されます。

9.3.2 ［単位切替］、［－］、［＋］を操作する
スケジュール画面の［単位切替］、［－］、［＋］の操作方法を説明します。

1 9-17 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。

2 ［単位切替］を押して、時間軸の単位を切替えます。

%［単位切替］を押すごとに、時間軸の単位が［予定時刻］、［所要時間（時／分）］に切替わります。
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3 ［－］または［＋］を押して、表示スケールを変更します。

表示スケールは下記の範囲で設定できます。

9.3.3 操作ダイアログで用紙設定ダイアログを操作する
スケジュール画面の操作ダイアログを表示して、そこから用紙設定ダイアログを操作する方法を説明しま
す。

0 操作ダイアログや用紙設定ダイアログを表示したままでは、スケジュール画面から出られません。ス
ケジュール画面から出る場合は、用紙設定ダイアログ右上の［×］を押して、ダイアログを消してく
ださい。

1 9-17 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。

2 ジョブバー表示部で、任意のバーを選択します。

操作ダイアログと、選択したバーが表すジョブの用紙設定ダイアログとが表示されます。

3 ［ジョブの再選択］の左右の矢印ボタンを押して、任意のジョブの用紙設定ダイアログを表示します。

%［→］を押すごとに、次のジョブの用紙設定ダイアログを表示します。最後のジョブのダイアログ
を表示すると、［→］はグレーアウトして、表示は展開しなくなります。

%［←］を押すごとに、前のジョブの用紙設定ダイアログを表示します。最初のジョブのダイアログ
を表示すると、［←］はグレーアウトして、表示は展開しなくなります。

時間軸項目 ［－］／［＋］による設定範囲

予定時刻 30分後から 24時間後まで

所要時間（時／分） 10分間から 24時間まで
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4 選択したジョブが複数のトレイを使用する場合、［トレイの選択］の上下の矢印ボタンを押して、そ
のジョブの用紙設定ダイアログを切替え表示します。

%［→］を押すごとに、次に使用するトレイの用紙設定ダイアログを表示します。最後のトレイのダ
イアログを表示すると、［→］はグレーアウトして、表示は展開しなくなります。

%［←］を押すごとに、前に使用するトレイの用紙設定ダイアログを表示します。最初のトレイのダ
イアログを表示すると、［←］はグレーアウトして、表示は展開しなくなります。

9.3.4 予約ジョブの出力順を変更する
予約ジョブの出力順を変更する操作を説明します。

0 操作ダイアログや用紙設定ダイアログを表示したままでは、スケジュール画面から出られません。ス
ケジュール画面から出る場合は、用紙設定ダイアログ右上の［×］を押して、ダイアログを消してく
ださい。

1 9-17 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。

2 ジョブバー表示部で、出力順を変更したいジョブのバーを選択します。

% 出力順を変更したいジョブが複数のトレイを使用する場合は、いずれか1つのバーを選択します。

操作ダイアログと、選択したバーが表すジョブの用紙設定ダイアログとが表示されます。

3 ［予約順序の変更］の左右のボタンを押して、ジョブの出力順を変更します。

% 1 つ前に出力するときは［←］、現在出力しているジョブの次に出力するときは［<<］を押しま
す。

% 1 つ先に出力するときは［→］、最後に出力するときは［>>］を押します。
% 出力順を変更するボタンがグレーアウトしているときは、その方向には順番を変更できません。
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4 現在出力中のジョブを一時停止して、選択したジョブを先に出力したいときは、［優先出力］を押し
ます。

%［優先出力］を押すと、確認のダイアログが表示されます。［はい］を押すと、現在出力中のジョ
ブを一時停止してから、選択したジョブの出力を開始します。

d参照
予約ジョブの出力順の変更や、優先出力の設定は、ジョブ動作中／保留リスト画面でもできます。9-4
ページをごらんください。

9.3.5 トレイ設定を変更する
スケジュール画面からトレイ設定画面を表示して、トレイ設定を変更できます。

ジョブが動作中または出力中の場合は、変更できるトレイに制限があります。変更できるトレイの条件は
下記のとおりです。
- 設定を変更するトレイが、動作中のジョブで使用されていない
- 設定を変更するトレイが、選択した予約ジョブより前に出力されるジョブで使用されない
- 出力順が回ってきた予約ジョブの指定用紙サイズと、トレイにセットされている用紙サイズとが不一

致で出力できない

プリンターコントローラーからの出力では、選択したトレイの用紙サイズがプリントジョブの指定用紙サ
イズと一致していないとき、出力を停止します。このとき、トレイ設定を変更できます。

1 9-15 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。
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2 トレイ設定を変更したいジョブのバーを選択します。

操作ダイアログと用紙設定ダイアログとが表示されます。
% バーを選択していなくても、トレイ設定画面を表示できます。その場合は、変更できるトレイを

トレイ設定画面で選択します。

3 操作ダイアログで、用紙設定を変更したいトレイを選択してから、スケジュール画面の［トレイ設
定］を押します。

選択したトレイのトレイ設定画面が表示されます。

4 ［設定変更］または［設定呼出し］を押します。
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5 設定を任意に変更して、［OK］を押します。

トレイ設定画面にもどります。

6 トレイ設定画面の［閉じる］を押します。

スケジュール画面にもどります。
% 変更した内容によっては、手順2で選択したジョブが［該当用紙なし］になって、出力を停止する

ことがあります。その場合は、次項の手順に従って、出力を再開します。

9.3.6 ［該当用紙なし］ジョブを出力する
［該当用紙なし］欄のバーは、コピージョブが指定する用紙サイズや用紙条件が、どのトレイにも設定され
ていないときに表示されます。そして、［該当用紙なし］のジョブに出力順が回ってきたとき、機械は出力
を停止します。

下記の手順に従って、出力を再開します。

1 9-17 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。

2 出力を停止している［該当用紙なし］のバーを選択します。

［該当用紙なし］ジョブの用紙設定ダイアログが表示されます。
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3 用紙サイズおよび用紙条件を確認します。

トレイにセットされている用紙にあわせて、トレイ設定を変更する場合は、手順4に進みます。
トレイ設定を変更しないで、設定にあわせた用紙をトレイにセットする場合は、手順8に進みます。
% トレイ設定の変更と用紙の入替えの両方を行う場合は、先にトレイ設定を変更してください。先

に用紙を入替えると、トレイ設定を変更できません。

4 スケジュール画面の［トレイ設定］を押します。

［トレイ1］のトレイ設定画面が表示されます。

5 任意のトレイボタンを選択して、［設定変更］または［設定呼出し］を押します。

6 設定を任意に変更して、［OK］を押します。

トレイ設定画面にもどります。
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7 トレイ設定画面の［閉じる］を押します。

スケジュール画面にもどります。

8 ［機械状態］タブを押して、機械状態画面を表示します。

9 画面のメッセージに表示されているサイズの用紙を、任意のトレイにセットします。

用紙をセットすると、［［スタート］で再スタートできます］というメッセージに変わります。

10 操作パネルのスタートを押します。

［該当用紙なし］ジョブの出力を開始します。
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9.3.7 用紙サイズ不一致のジョブを出力する
プリンタージョブで指定したトレイに、そのジョブの出力サイズの用紙がセットされていないとき、ジョ
ブバー表示部の該当するトレイの欄には、オレンジ色のバーが表示されます。

そして、このジョブに出力順が回ってきたとき、機械は出力を停止します。

停止した出力を再開する手順は、11-13 ページをごらんください。

9.3.8 予約ジョブを保留ジョブにする
予約ジョブから保留ジョブへの変更は、ジョブ動作中／保留中リスト画面で行いますが、スケジュール画
面でも行えます。

下記の手順に従って、任意の予約ジョブを保留ジョブにします。

1 9-17 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。

2 保留にするジョブのバーを選択します。

3 画面右下の［保留］を押します。
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選択したジョブが保留ジョブになり、スケジュール画面から消えます。
% 画面の［ジョブ］を押して、ジョブ動作中／保留中リスト画面を表示すると、保留中リストで保

留にしたジョブを確認できます。

9.3.9 予約ジョブを削除する
予約ジョブの削除は、ジョブ動作中／保留中リスト画面で行いますが、スケジュール画面でも行えます。

下記の手順に従って、任意の予約ジョブを削除します。

1 9-17 ページの操作をして、スケジュール画面を表示します。

2 削除するジョブのバーを選択します。

3 画面右下の［ジョブ削除］を押します。

削除確認のダイアログが表示されます。
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4 ［はい］を押します。

選択したジョブは削除され、スケジュール画面から消えます。
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9.4 出力、送信、未出力の履歴の確認

9.4.1 出力履歴を確認する
ジョブリスト画面の出力履歴画面は、出力履歴をリスト表示します。

各ジョブの詳細は、設定確認画面を表示して確認できます。

下記の手順に従って、各ジョブの内容を確認してください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押してから、［出力履歴］を押します。

出力履歴画面が表示されます。

2 画面のリストで、出力したジョブの状態を確認します。

% 出力したジョブが17以上ある場合は、リストスクロールボタンを押して表示します。

番号 名称 説明

1 ［出力履歴］ 出力履歴画面を表示するときに押します。

2 ［ファイル名］ ジョブにファイル名情報があるときに表示します。

3 ［ユーザー名］ ジョブにユーザー名情報があるときに表示します。

4 ［結果］ 完了、キャンセルなど、出力結果を表示します。

5 ［ページ数］ 原稿のページ数を表示します。

6 ［部数］ 設定部数を表示します。

7 ［時刻］ 出力した時間を 24時間表記で表示します。

8 ［モード］ コピー、プリンターなど、出力形態を表示します。

9 表示ナンバー／トータルナンバー 上に現在表示されている出力履歴リストの番号、下
に全出力履歴リスト数を表示します。

10 ［詳細］ 指定したジョブの詳細を確認したいときに押します。
設定確認画面が表示されます。

11 リストスクロールボタン 出力履歴リストが複数あるとき、押して展開します。
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3 詳細を確認したいジョブを選択して、［詳細］を押します。

設定確認画面が表示されます。

4 設定確認画面で内容を確認します。

%［出力設定］と［応用設定］のリストに［*］［)］がグレーアウトしていないときは、さらにリス
ト表示があります。押して確認します。

5 内容確認後、［閉じる］を押します。

出力履歴画面にもどります。
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9.4.2 送信履歴を確認する
ジョブリスト画面の送信履歴画面は、送信履歴をリスト表示します。

各ジョブの詳細は、設定確認画面を表示して確認できます。

下記の手順に従って、各ジョブの内容を確認してください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押してから、［送信履歴］を押します。

送信履歴画面が表示されます。

2 画面のリストで、送信したジョブの状態を確認します。

% 送信したジョブが17以上ある場合は、リストスクロールボタンを押して表示します。

番号 名称 説明

1 ［送信履歴］ 送信履歴画面を表示するときに押します。

2 ［ファイル名］ ジョブにファイル名情報があるときに表示します。

3 ［ユーザー名］ ジョブにユーザー名情報があるときに表示します。

4 ［宛先］ 送信の宛先を表示します。

5 ［結果］ 完了、キャンセルなど、送信結果を表示します。

6 ［時刻］ 送信した時間を 24時間表記で表示します。

7 ［モード］ Email、FTPなど、送信形態を表示します。

8 表示ナンバー／トータルナンバー 上に現在表示されている送信履歴リストの番号、下
に全送信履歴リスト数を表示します。

9 ［詳細］ 指定したジョブの詳細を確認したいときに押します。
設定確認画面が表示されます。

10 リストスクロールボタン 送信履歴リストが複数あるとき、押して展開します。
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3 詳細を確認したいジョブを選択して、［詳細］を押します。

設定確認画面が表示されます。

4 設定確認画面で内容を確認します。

5 内容確認後、［閉じる］を押します。

送信履歴画面にもどります。
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9.4.3 未出力履歴を確認する
ジョブリスト画面の未出力履歴画面は、未出力履歴をリスト表示します。

各ジョブの詳細は、設定確認画面を表示して確認できます。

下記の手順に従って、各ジョブの内容を確認してください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押してから、［未出力履歴］を押します。

未出力履歴画面が表示されます。

2 画面のリストで、未出力ジョブの状態を確認します。

% 未出力ジョブが17以上ある場合は、リストスクロールボタンを押して表示します。

番号 名称 説明

1 ［未出力履歴］ 未出力履歴画面を表示するときに押します。

2 ［ファイル名］ ジョブにファイル名情報があるときに表示します。

3 ［ユーザー名］ ジョブにユーザー名情報があるときに表示します。

4 ［未出力要因］ キャンセル、メモリーオーバーなど、ジョブが出力
されなかった要因を表示します。

5 表示ナンバー／トータルナンバー 上に現在表示されている未出力履歴リストの番号、
下に全未出力履歴リスト数を表示します。

6 ［詳細］ 指定したジョブの詳細を確認したいときに押します。
設定確認画面が表示されます。

7 リストスクロールボタン 未出力履歴リストが複数あるとき、押して展開しま
す。
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3 詳細を確認したいジョブを選択して、［詳細］を押します。

設定確認画面が表示されます。

4 設定確認画面で内容を確認します。

5 内容確認後、［閉じる］を押します。

未出力履歴画面にもどります。
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9.5 展開中のジョブの操作

9.5.1 展開中のジョブを操作する
ジョブリスト画面の展開状況画面は、展開中のジョブをリスト表示します。

下記の手順に従って、展開中のジョブを操作してください。

1 画面の［ジョブリスト］タブを押してから、［展開状況］を押します。

2 画面のリストで、展開中のジョブの状態を確認します。

展開中ジョブが17以上ある場合は、リストスクロールボタンを押して表示します。

番号 名称 説明

1 ［展開状況］ 展開状況画面を表示するときに押します。

2 ［ファイル名］ ジョブにファイル名情報があるときに表示します。

3 ［ユーザー名］ ジョブにユーザー名情報があるときに表示します。

4 ［状態］ 受信中、スプール中など、展開中のジョブの状態を
表示します。

5 表示ナンバー／トータルナンバー 上に現在表示されている展開中ジョブリストの番号、
下に全展開中ジョブリスト数を表示します。

6 ［先頭へ］ 指定したジョブを、リストの先頭にしたいときに押
します。

7 ［1つ上へ］ 指定したジョブの優先順位を、1つ上げたいときに
押します。

8 ［削除］ 指定したジョブを削除するときに押します。

9 リストスクロールボタン 展開中ジョブリストが複数あるとき、押して展開し
ます。
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3 操作したい展開中のジョブを選択して、ジョブ操作ボタンを押します。

%［先頭へ］を押すと、選択したジョブをリストの先頭の位置に移動します。［1つ上へ］を押すと、
選択したジョブの優先順位を1つ上げます。

%［削除］を押すと、選択したジョブは削除されます。
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10 コピー操作補助機能

10.1 １部出力して設定条件を確認する：確認コピー
複数の部数を設定してコピーするとき、原稿をスキャンしてから1部だけ、または最初の 1ページだけを
プリントして、仕上がりを確認します。この操作により、大量コピーの失敗を未然に防ぎます。

d参照
操作パネルの確認コピーを押したとき、全ページを1部出力するか、最初の 1ページだけ出力するか、選
択できます。

また、設定確認画面で確認コピーするとき、全ページを1部出力するか、最初の 1ページだけ出力するか、
選択できるように設定できます。

詳しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

0 原稿が100枚を超える場合や、複数枚の原稿を原稿ガラスでスキャンする場合は、連続読込みモード
を使用して、最初にすべての原稿を読込みます。

0 確認コピーしたジョブは、出力しないで保留ジョブとして保存できます。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面を表示して、任意のコピー条件を設定します。

% 連続読込みモードを設定しているときは、手順 3に進む前に、操作パネルのスタートを押して、す
べての原稿を読込みます。

3 操作パネルの確認コピーを押します。

原稿をスキャンして、1部または最初の1ページを出力しま
す。
連続読込みモードを設定して、すでに原稿を読込んでいる場
合は、すぐに出力します。
設定確認画面が表示されます。

4 設定内容を確認します。

% 出力設定や応用設定の内容によっては、それぞれの表示下にスクロールボタンが表示されます。
押して、すべての内容を確認します。

設定を変更しない場合は、手順 7に進みます。
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5 必要に応じて、コピー条件を変更します。

6 必要に応じて、再度確認コピーをとります。

% 設定確認画面の［確認コピー］を押すと、1部出力します。［確認プリント（先頭1枚）］が表示さ
れているときは、このボタンを押すと、最初の1枚だけを出力します。

% 確認したジョブは、保留ジョブとして保存できます。［保留ジョブへ］を押すと、出力しないでコ
ピー画面にもどります。

% 保存したジョブは、ジョブリスト画面で出力できます。詳しくは、9-4 ページをごらんください。

7 ［閉じる］を押します。

コピー画面にもどります。
% 確認コピーしたジョブを出力しない場合は、操作パネルのストップを押してから、ダイアログの
［中止］を押します。画像データは消去されます。

8 操作パネルのスタートを押します。

設定部数を一括出力します。

コピー条件 説明

給紙トレイ 変更できる給紙トレイボタンを押すと切替わります。ここでは、ト
レイ設定の変更はできません。

設定部数 ［設定部数］を押してから、操作パネルのテンキーで入力します。

印刷面 すでに原稿をスキャンしているので、原稿側の印刷面は変更できま
せん。そのほかのコピー条件によっては、コピー側の印刷面が変更
できます。

原稿設定
画質設定
倍率設定
応用設定

すでに原稿をスキャンしているので、変更できません。

出力設定 変更できるコピー条件のボタンは、縁取りされます。押すと、それ
ぞれの階層画面に切替わります。［出力設定］を押すと、出力設定画
面から変更できます。
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10.2 出力する前に設定内容を確認する：設定内容
出力する前に設定確認画面を表示して、設定したコピー条件を確認します。この操作により、大量コピー
の失敗を未然に防ぎます。

0 ここでの設定内容の確認は、原稿をスキャンする前の確認または変更なので、設定確認画面でトレイ
設定を除くすべての設定内容を変更できます。

0 原稿をセットしたり、［連続読込み］で原稿をスキャンしたりすると、その後確認コピーで確認でき
ます。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面を表示して、任意のコピー条件を設定します。

3 操作パネルの設定内容を押します。

% 最初に設定内容を押して、設定確認画面からコピー条件を
設定することもできます。

設定確認画面が表示されます。

4 設定内容を確認します。

% 出力設定や応用設定の内容によっては、それぞれの表示下にスクロールボタンが表示されます。
押して、すべての内容を確認します。

設定を変更しない場合は、手順 7に進みます。

5 必要に応じて、コピー条件を変更します。

% 設定されているコピー条件の組合わせによっては、変更できないものがあります。

コピー条件 説明

給紙トレイ 変更できる給紙トレイボタンを押すと切替わります。また、画面右
上の［自動（自動用紙）］および［画像回転（自動画像回転禁止）］
で、それぞれの設定が変更できます。ここでは、トレイ設定の変更
はできません。

設定部数 ［設定部数］を押してから、操作パネルのテンキーで入力します。

印刷面 ［印刷面］を押すと、印刷面を変更する画面が表示されます。任意に
設定を変更して、［OK］を押します。
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そのままコピーを開始する場合は、手順 7に進みます。

6 確認コピーで、仕上がりを確認します。

% 必要に応じて、設定確認画面の［確認コピー］または［確認プリント（先頭 1枚）］、あるいは操作
パネルの確認コピーを押します。

% 連続読込みモードを設定しているときは、操作パネルのスタートを押して、すべての原稿を読込
んでから、確認コピーの操作を始めます。

原稿設定
画質設定
倍率設定

タイトルボタンを押すと、それぞれの設定画面が表示されます。任
意に設定を変更して、［OK］を押します。
変更しない場合は［キャンセル］を押します。［標準復帰］を押す
と、初期設定状態にもどります。

出力設定 変更できるコピー条件のボタンは、縁取りされます。押すと、それ
ぞれの階層画面に切替わります。［出力設定］を押すと、出力設定画
面から変更できます。

応用設定 設定されている機能が表示されます。縁取りされているボタンを押
すと、その設定の階層画面に切替わります。
階層画面のない機能の場合は、設定の解除を確認するダイアログが
表示されます。［はい］を押すと、設定を解除できます。
［応用設定］を押すと、応用設定画面から変更できます。

コピー条件 説明
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% 操作パネルの確認コピーを押したときの出力を、1部にす
るか最初の1ページにするか選択できます。また、設定確
認画面の［確認プリント（先頭1枚）］の表示／非表示を
選択できます。この設定は、設定メニューの管理者設定で
行います。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんくだ
さい。

% ここでコピー条件を変更する場合は、確認コピーの手順5
に進みます。10-2 ページをごらんください。

7 ［閉じる］を押します。

コピー画面にもどります。

8 操作パネルのスタートを押します。

設定部数を一括出力します。
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10.3 出力中にサンプルを出力して画像の品質を確認する：サンプル排紙
ジョブの種類によっては、機械の動作がすべて完了するまで、出力中の画像を任意に確認できないことが
あります。サンプル排紙は、それらのジョブを出力している間に、サンプルとして同じ画像を1枚、別の
トレイに出力することにより、そのときの画像の品質を確認する機能です。

d参照
サンプル画像の選択、固定チャート出力の給紙トレイの選択、およびサンプル排紙の周期の設定は、設定
メニューの管理者設定で行います。詳しくは、POD管理者編の7章をごらんください。

0 出力中のジョブがないときや停止中のときは、機械状態画面の［サンプル排紙］ボタンがグレーアウ
トして機能しません。

1 原稿をセットしてから、画面の［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 任意のコピー条件を設定して、操作パネルのスタートを押します。

3 機械状態画面を表示して、任意のタイミングで［サンプル排紙］を押します。

フィニッシャー FS-532のサブトレイに、サンプル画像を 1枚出力します。
% 管理者設定で、周期出力を［する］に設定しているときは、周期設定に従って自動的にサンプル

排紙します。

対象ジョブ フィニッシャー FS-532でステープル出力
フィニッシャー FS-532に装着した中とじ機SD-510で中とじ出力

サンプル画像の選択 サンプル画像として、下記のいずれかを選択できます。
固定チャート出力：機械にあらかじめ登録されている画像
ジョブ画像出力：出力中の 1画像

給紙トレイ 固定チャート出力：
トレイ 1～トレイ 5から 1つを選択します。出力中のジョブの用紙サ
イズと、選択したトレイの用紙サイズとが異なる場合も、そのまま出
力します。
ジョブ画像出力：
出力中のジョブと同じトレイから給紙します。

排紙トレイ フィニッシャー FS-532のサブトレイ

片面／両面 サンプル排紙直後のコピーと同じ設定で出力します。
ただし、サンプル出力の給紙トレイにセットされている用紙が両面コ
ピーできないものである場合は、片面コピーになります。

出力設定 後処理の設定（ステープル、パンチ、中とじなど）は、すべて機能し
ません。
ジョブ画像出力を選択した場合は、出力中のジョブと同じになります。

応用設定 固定チャート出力を選択した場合、応用設定はすべて機能しません。

サンプル排紙のタイミング ･ 機械状態画面の［サンプル排紙］を押すと、手動でサンプル画像を
出力できます。

･ あらかじめ設定した下記のいずれかのタイミングで、サンプル排紙
ができます。両方を同時には設定できません。

枚数周期で排紙：指定枚数ごとにサンプル排紙します。
部数周期で排紙：指定した部数の間隔で、指定したページをサンプル
画像として出力します。
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% サンプル画像に異常があり出力を中止する場合は、操作パネルのストップを押します。以後の操
作は、4-21 ページをごらんください。
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10.4 割込んでコピーする：割込み
機械の動作中に、一時的に違う設定でコピーすることを、割込みといいます。

操作パネルの割込みを押すと、割込みできるタイミングになったときに、機械が現在の動作を一時的に停
止することで、異なる設定のコピーができます。

割込み終了後は、割込み前の状態で動作を再開します。

下記の条件のときは、割込みを押しても、割込みモードになりません。
- 一括出力していないとき、または原稿をスキャンしていないとき
- サービスコール中／紙づまりなどトラブル発生中
- 割込みモードでコピー中
- 優先出力ジョブが動作中ジョブリストにあるとき

0 割込みモードでのコピー予約はできません。
0 割込みモード中は、オートローパワー／オートシャットオフは機能しません。

1 操作パネルの割込みを押します。

割込みできるタイミングになるまで、割込みランプが点滅し
ます。割込みできるようになると、割込みランプが点灯に変
わります。

割込みモードのコピー画面が表示されます。

2 任意のコピー条件を設定します。

コピー予約以外のコピー条件の設定ができます。

3 原稿をセットして、操作パネルのスタートを押します。

割込みコピーを出力します。
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4 割込みコピーが完了したら、再び割込みを押します。

割込みランプが消灯して、機械状態画面が表示されます。機械は割込み前の設定にもどります。

5 割込み前の動作を再開するため、操作パネルのスタートを押します。
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10.5 設定を登録して、呼出す：プログラム
使用頻度が高い設定を登録します。登録した設定は、簡単な操作で呼出すことができます。

10.5.1 設定を登録する
コピー条件の設定を登録する方法を説明します。

0 登録できる設定は、設定部数、印刷面、原稿設定、画質設定、倍率設定、出力設定、および応用設定
です。

0 登録する設定に、任意のプログラム番号（01～ 30）を割当て、名前をつけます（省略可）。
0 30 まで登録できます。

1 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

2 任意のコピー条件を設定します。

3 操作パネルのプログラムを押します。

コピープログラム画面が表示されます。

4 ［登録］を押します。

設定確認画面が表示されます。
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5 登録する設定内容を確認します。

% 出力設定や応用設定の内容によっては、それぞれの表示下にスクロールボタンが表示されます。
押して、すべての内容を確認します。

% 設定内容を変更する場合は、設定確認画面の［キャンセル］を押して、さらにコピープログラム
画面の［キャンセル］を押します。コピー画面にもどります。正しいコピー条件を設定しなおし
てください。

6 ［OK］を押します。

コピープログラム画面にもどります。

7 任意のプログラム番号ボタンを押して、［OK］を押します。

文字入力画面が表示されます。
% 名前のないボタンは未登録です。
% 名前が表示されているボタンは登録済みですが、ロックマーク〔 〕がなければ上書きできま

す。
% ロックマーク〔 〕があるボタンへの登録はできません。
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8 ジョブ名を入力して、［OK］を押します。

% 名前は、全角の漢字、ひらがな、カタカナ、英字で8文字、半角の英数字、記号、カタカナで 16
文字まで入力できます。

% 文字入力については、「付録：文字の入力のしかた」で説明しています。14章をごらんください。
% 必ず名前をつける必要はありません。何も入力しないで［OK］を押すと、選択したボタンには
「＊」（アスタリスク）が16文字分表示されます。

［OK］を押すと、コピープログラム画面にもどります。選択したボタンには、入力した名前が表示さ
れます。

9 コピープログラム画面の［OK］を押します。

コピー画面にもどります。

d参照
登録した設定が上書きされないように、プログラム番号ボタンをロックしたり、そのロックを解除したり
できます。また、登録した設定を削除できます。この操作は、設定メニューの管理者設定で行います。詳
しくは、POD管理者編の 7章をごらんください。

10.5.2 設定を呼出す
登録した設定を呼出す方法を説明します。

0 コピープログラム画面を表示するときは、コピー画面を表示してから操作パネルのプログラムを押し
ます。機械状態画面などが表示されているときは、コピープログラム画面を表示しません。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

3 操作パネルのプログラムを押します。

コピープログラム画面が表示されます。
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4 呼出すプログラム番号ボタンを押します。

5 ［ジョブ確認］を押します。

設定確認画面が表示されます。設定内容を確認します。
% 出力設定や応用設定の内容によっては、それぞれの表示下にスクロールボタンが表示されます。

押して、すべての内容を確認します。

6 設定確認画面の［OK］を押します。

コピー画面にもどります。呼出したコピー条件が設定されています。

7 設定部数を入力して、操作パネルのスタートを押します。
bizhub PRO 951 10-14



10.6 ワンタッチでコピー条件を呼出す：ファンクションキー 10
10.6 ワンタッチでコピー条件を呼出す：ファンクションキー
あらかじめ登録したコピープログラムのうち、5つまでをファンクションキーに割当てることができます。

ここでは、コピー画面の下部に配置されたファンクションキーを押すことにより、ワンタッチで任意のコ
ピー条件（コピープログラム）を呼出してコピーする方法を説明します。

d参照
コピープログラムの登録のしかたについては、10-11 ページをごらんください。

コピープログラムのファンクションキーへの割当ては、設定メニューの環境設定で行います。詳しくは、
POD管理者編の 7章をごらんください。

0 ファンクションキーに割当てられるのは、登録したコピープログラムだけです。
0 ファンクションキーに割当てたコピープログラムは、コピー画面を表示したときだけワンタッチで呼

出しできます。そのほかの画面（機械状態、ジョブリスト、読出し、スキャン、または保存）では使
用できません。

0 ファンクションキーに割当てたコピープログラムの一部と併用できないコピー条件を設定すると、そ
のファンクションキーはグレーアウトして機能しなくなります。

0 ファンクションキーに割当てたコピープログラムを削除すると、そのファンクションキーも機能しな
くなります。

1 原稿をセットします。

2 コピー画面を表示して、任意のファンクションキーを押します。

ファンクションキーに割当てられているコピープログラムのコピー条件が設定されます。

3 設定部数を入力して、操作パネルのスタートを押します。
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10.7 最後に出力したコピー条件でコピーする
最後に出力したコピー条件で、もう一度コピーする方法を説明します。

0 呼出せるのは、最後に出力を完了したジョブのコピー条件だけです。未出力ジョブや予約ジョブのコ
ピー条件は、最後に操作されたジョブであっても呼出しできません。

0 副電源をOFFにしても、最後に出力したコピー条件は呼出せます。

1 原稿をセットします。

2 ［コピー］タブを押して、コピー画面を表示します。

% コピー画面を表示していないと、操作パネルのプログラムを押しても、コピープログラム画面は
表示できません。

3 操作パネルのプログラムを押します。

コピープログラム画面が表示されます。

4 ［前ジョブ読出し］を押します。

コピープログラム画面に［ジョブ確認］が表示されます。

5 ［ジョブ確認］を押します。

設定確認画面が表示されます。最後に出力したコピー条件が表示されています。設定内容を確認しま
す。

6 設定確認画面の［OK］を押します。

コピー画面にもどります。呼出したコピー条件が設定されています。

7 設定部数を入力して、操作パネルのスタートを押します。
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10.8 ブラウザーで本機を操作／監視する
ネットワークで本機とPCとが繋がっているとき、ブラウザーを使ってPCから本機を操作できます。ま
た、ブラウザーで機械の状態を監視できます。PCのキーボードやマウスを使って、効率よく操作したいと
きにご利用ください。

リモートパネルの機能
- ブラウザーに表示したタッチパネルの画面を、マウスを使って操作できます。
- ブラウザーに表示した操作パネルのボタンを、マウスを使って操作できます。
- キーボードを使って、パスワードなどの入力ができます。
- リモートパネルでの操作手順を記録して、再生できます。

リモートモニターの機能
- 本機のタッチパネルの画面を、ブラウザー上にサムネイル表示します。
- ブラウザーの自動リロード機能を利用して、本機のタッチパネルの画面、ジョブの状況、本機の状態

を監視できます。また、背景色の変化によって、本機の状態をひと目で把握できます。
- リモートパネルを別ウインドウで表示します。

マルチモニターの機能
- １つのブラウザー上に、最大 10台の機械のリモートモニターを並べて、同時に監視できます。
- リモートモニターとリモートパネルとを、同じブラウザー上に表示します。

以下の機能はありません。
- 補助システムなどによる画面の読上げ
- 電源スイッチの管理（主電源スイッチ／副電源スイッチ、パワーセーブ、ウィークリータイマー）
- 紙づまり、カウンターなどを同時に表示すること

前準備
- 本体のセキュリティー強化モードをOFFに設定します。
- PCと本体とをネットワークで繋ぎ、TCP/IP で通信できる環境にします。
- 本体の IPアドレスを設定します。
- PCからWeb Utilities設定を使って、リモートパネルを使用するPCの IPアドレスを本体に設定しま

す。
- ブラウザーの設定で、JavaScript を有効にします。リモートパネルを使用している間、紙づまりな

どの表示は自動的に更新されません。長時間リモートパネルを使用していないときは、パネル右上の
［リロード］をクリックして、最新の状態を表示します。

d参照
本体の IPアドレスの設定については、POD管理者編の 7章をごらんください。

リモートパネルを利用するPCは、その IP アドレスを本体に設定する必要があります。リモートパネルの
設定は、Web Utilities 設定で行います。詳しくは、POD管理者編の 8章をごらんください。

マルチモニターを利用する場合、監視する機械すべての IPアドレスを登録する必要があります。登録は、
Web Utilities 設定で行います。詳しくは、POD管理者編の 8章をごらんください。
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10.8.1 ブラウザーで本機を操作する：リモートパネル

1 PCのブラウザーを立上げ、URLに本体の IPアドレスを入力します。

Web Utilities 画面が表示されます。

2 Web Utilities 画面の［リモートパネル］をクリックします。

現在、本機に表示されているタッチパネルの画面および操作パネルがブラウザーに表示されます。

3 マウスとキーボードを使って、本機と同じように操作します。
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パネルスクリプト機能
パネルスクリプトは、リモートパネルでの操作手順を記録して、任意に再生する機能です。特定の機能を
設定する手順を示したり、設定を別の機械に対して行ったりするときに利用します。

ボタン 説明

実行 エディットボックスに表示されている、操作手順のスクリプトを実
行します。スクリプトの実行中は、［停止］が表示されます。

クリア エディットボックスの内容をクリアします。

操作記録On 操作の記録を始めるときに押します。リモートパネルでの操作がす
べて記録されます。

操作記録Off 操作の記録をやめるときに押します。

本体に保存 任意の数字ボタンを押すと、エディットボックスに表示されている
スクリプトを、本体に保存します。すでに保存されているスクリプ
トがある場合は、上書きします。

本体から読み込み 任意の数字ボタンを押すと、保存されているスクリプトを読出して、
エディットボックスに表示します。そのとき、エディットボックス
に表示されていた内容は、上書きされます。

スクリプト表示 スクリプトを表示します。

結果表示 スクリプトを実行した結果を表示します。スクリプトの各ラインに
対して、成功したときは「○」、失敗したときは「×」が、行頭に表
示されます。
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10.8.2 ブラウザーで本機を監視する：リモートモニター

1 PCのブラウザーを立ち上げ、URLに本体の IPアドレスを入力します。

Web Utilities 画面が表示されます。

2 Web Utilities 画面の［リモートモニター］をクリックします。

本機の状態、タッチパネルの画面、ジョブの状況が表示されます。

3 リモートパネルを別ウィンドウで表示して、PCから操作するときは、リモートモニターに表示され
ているサムネイル画面をクリックします。

% 本機の状態により、リモートモニターの背景色は下表のようにかわります。

背景色 状態

緑色 アイドリング中、補正中

青色 動作中

黄色 JAM中

赤色 SC中
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10.8.3 ブラウザーで複数の機械を監視する：マルチモニター

1 PCのブラウザーを立ち上げ、URLに本体の IPアドレスを入力します。

Web Utilities 画面が表示されます。

2 Web Utilities 画面の［マルチモニター］をクリックします。

最大10台の機械の状態、タッチパネルの画面、ジョブの状況が並べて表示されます。また、同じブ
ラウザー上にリモートパネルが表示されます。

3 任意の機械のリモートパネルを表示して、PCから操作するときは、その機械のリモートモニターに
表示されているサムネイル画面をクリックします。
bizhub PRO 951 10-21



11 トラブルの処置



11.1 ［サービスに連絡して下さい　C-####］と表示されたら：サービスコール 11
11 トラブルの処置

11.1 ［サービスに連絡して下さい　C-####］と表示されたら：サービス
コール
お客様では処置できないトラブルが起こったとき、［サービスに連絡してください　C-####］というメッ
セージの画面（サービスコール画面）が表示されます。

この画面の中央には、通常、お客様のサービス実施店の電話番号および FAX番号が表示されます。

思わぬ事故になるおそれがありますので、サービスコール画面が表示された場合は、ただちに下記の手順
に従ってサービス実施店にご連絡ください。

11.1.1 サービスコール画面表示時の操作

1 メッセージ2行目のレポートコード［C-####］を書留めます。

% 管理者は設定メニュー画面からサービス実施店へのサービスコールができます。このとき、サー
ビス実施店は故障の状況を把握していますので、レポートコードを電話で連絡する必要はありま
せん。管理者によるサービス実施店へのサービスコールについては、POD管理者編をごらんくだ
さい。

% あらかじめCSリモートケアの設定をしている場合は、サービス実施店は故障の状況を把握してい
ますので、レポートコードを電話で連絡する必要はありません。

% CSリモートケアについては、サービス実施店にお問い合わせください。

2 電源をOFFにします。

副電源スイッチをOFFにしてから、主電源スイッチをOFFにします。
重要
副電源スイッチをOFFにする前に、主電源スイッチをOFFにしないでください。副電源スイッチを
OFFにした後、下記のメッセージが表示されている間は、主電源スイッチをOFFにしないでくださ
い。

［電源OFF処理中です　主電源を切らないでください］

このメッセージが表示されているときに主電源スイッチをOFFにすると、機械の中でトナー固着な
どの致命的なトラブルが発生することがあります。

3 本体の電源プラグを、コンセントから引抜きます。

4 サービス実施店に連絡して、書留めたレポートコードをお知らせください。

d参照
電源の切り方については、2-24 ページをごらんください。
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11.1.2 限定使用
本機は、サービスコール画面に下記のようなメッセージが表示されている場合、トラブル発生箇所をOFF
にして、機械を一時的に使用できる機能があります。

限定使用できる場合は、メッセージ表示部にレポートコードが表示されません。

（例）：［トレイ2が故障しました ヘルプボタンで限定使用できます］

重要
限定使用する場合は、必ずサービス実施店にお問い合わせください。

重要
限定使用は、サービス実施店の修理を受けるまでの臨時の使用にとどめてください。

1 操作パネルのヘルプを押します。

下記のメッセージが表示されます。
［電源を入れ直して下さい C-0202］

2 副電源スイッチをOFF/ONします。

トレイ2以外（例）のトレイを使用して、プリント／コピー
できます。

7 注意 
限定使用で機械を使い続けないでください！
- 思わぬ事故になるおそれがあります。限定使用で機械が使えるようになっても、できるだけ早くサー

ビス実施店の修理を受けてください。
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11.2 ［紙づまりです］と表示されたら
コピー中に紙づまりが発生すると、［紙づまりです］というメッセージと紙づまりの箇所が、画面に表示さ
れます。

このとき、操作パネルのスタートランプはオレンジに変わり、紙づまりが適切に処理されるまでは、動作
しなくなります。

ジャム位置画面

ジャム処理説明画面

番号 名称 説明

1 メッセージ表示部 具体的な紙づまり処理方法が表示されます。

2 ジャム番号 紙づまり位置を表示しています。

3 ［イラスト説明］ このボタンを押すと、最優先で処理する方法を図解で説明する画面
が表示されます。

番号 名称 説明

1 メッセージ表示部 イラストに示された紙づまり処理方法を文章で説明します。

2 イラスト表示 紙づまり処理する方法を優先順にイラスト表示します。

3 ［次頁］［前頁］ ジャム処理説明画面が複数ある場合、表示されます。ボタンを押し
て、画面を展開します。

4 ［JAM位置表示］ このボタンを押すと、ジャム位置画面にもどります。
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紙づまりが複数の箇所で発生していると、それらすべてのジャム番号や矢印が点滅、または点灯していま
す。

点滅しているジャム番号や矢印は、最優先で処理すべき位置をあらわしています。

メッセージ表示部には、処理方法が表示されています。

また、［イラスト説明］を押すと、ジャム処理方法を解説する画面が展開します。

11.2.1 紙づまりを処理するときの留意点
紙づまりを処理するときは、下記の事項にご留意ください。

主電源スイッチ
紙づまりを処理するときに、主電源スイッチをOFFにしないでください。トレイや定着搬送ユニットを引
出すことができなくなります。

レバー［M4］の操作
定着搬送ユニットを引出すレバー［M4］は、本体の給紙入口部お
よび排紙部につまった紙があると、右に倒して定着搬送ユニットを
引出せません。絶対に、レバー［M4］を無理に倒さないでくださ
い。

つまった紙の取扱い
つまっている用紙を取除くときは、紙を破ったり、紙片を機械の内部に残したりしないようにしてくださ
い。

ドラム
定着搬送ユニットを引出したとき、右図のように手を入れると、
ドラム面に触れることがあります。ドラム面に触れて傷つけな
いようにしてください。
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定着部につまった紙の処理方法

7 注意 
定着部に手を触れないでください！
- やけどをするおそれがあります。定着搬送ユニットを引出したときは、特にご注意ください。

定着部の右側につまった紙があるときは、ツマミ［M6］を時計方
向に回して、紙を右側に送ってから取除いてください。

定着部の右側からつまった紙を取出せないときは、左側から取除きます。このとき、レバー［M8］を開
き、レバー［M9］を開いてから、ツマミ［M6］は回さずに、紙を左側に引出してください。

重要
レバー［M9］を開けると、高温部に触れやすくなるので注意して
ください。

レバー［M9］を開けないで、つまった紙を左側から取除かないで
ください。機械故障の原因になります。

フィニッシャー FS-532 スタッカーの引出し、押しもどし
スタッカーを引出そうとしても、ロックがかかって引出せないとき
があります。
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また、引出されたスタッカーを元の位置に押しもどそうとしても、
ロックがかかって押しもどせないときがあります。

いずれの場合も、スタッカーのツマミ［FS8］を回してください。ロックが解除されて操作できるように
なります。

d参照
ジャム位置画面のメッセージ表示部に、ジャムコードを表示できます。詳しくは、サービス実施店にお問
い合わせください。

7 注意 
定着部に手を触れないでください！
- やけどをするおそれがあります。定着搬送ユニットを引出したときは、特にご注意ください。

7 注意 
本体と定着搬送ユニットとのすき間に、手や腕を入れないでください！
- 定着搬送ユニットの裏側には電気部品の接続端子などがあり、触れると故障の原因になります。ま

た、本体と定着搬送ユニットとのすき間に手や腕を入れると、思わぬ事故になることがあります。無
理な作業はしないで、サービス実施店にご連絡ください。

7 注意 
ADFヒンジ部（2箇所）に指を入れないでください！
- はさまれてけがをすることがあります。ADFを開け閉めするときは、ご注意ください。

7 注意 
ステープル針づまり処理
ステープル針はとがっています！
- つまった針でけがをすることがありますので、針づまりを処理するときは、ご注意ください。
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11.2.2 ジャム位置画面とジャム処理画面の操作

1 ジャム位置画面の［イラスト説明］を押します。

ジャム処理画面が表示されます。
% ジャム処理画面が複数ある場合は、［次頁］を押して処理方法を確認します。
% ジャム位置画面にもどるときは、［JAM位置表示］を押します。

2 画面に表示されている指示に従って、紙づまりを処理します。

重要
紙づまりを処理する前に、注意ラベルの位置を確認してください。詳しくは、『安全にお使いいただ
くために』をお読みください。

3 処理が終わると、機械状態画面にもどります。

紙づまりの箇所が複数ある場合は、ジャム位置画面にもどり、次に処理すべき箇所とメッセージを表
示します。手順1～ 2を繰返して、すべての箇所を処理します。紙づまりの処理がすべて完了する
と、機械状態画面にもどります。

4 ウォームアップ完了後、出力を再開するために操作パネルのスタートを押します。

% ウォームアップ中に操作パネルのスタートを押して、ウォームアップ完了後、ただちに出力を再
開するように設定できます。サービス実施店にお問い合わせください。

11.2.3 ジャム位置画面のジャム番号
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No. ジャム位置

1 トレイ 1（本体トレイ）

2 トレイ 2（本体トレイ）

3 トレイ 3（ペーパーフィーダーユニットPF-706）

4 トレイ 4（ペーパーフィーダーユニットPF-706）

5 トレイ 5（ペーパーフィーダーユニットPF-706）

6 本体右縦搬送部

7 トレイ 3水平搬送部（ペーパーフィーダーユニットPF-706）

8 トレイ 5水平搬送部（ペーパーフィーダーユニットPF-706）

9 トレイ 4水平搬送部（ペーパーフィーダーユニットPF-706）

10 本体給紙入口部

11 本体ドラム部

12 本体定着部

13 本体定着・反転部

14 本体反転部

15 本体反転部

16 ADF給紙・排紙部

17 ADF反転部

22 フィニッシャー FS-532

42 Z折りユニットZU-608

43 トレイ 3（大容量給紙ユニットLU-410）

44 トレイ 3（大容量給紙ユニットLU-410）
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら
機械にトラブルが発生すると、下記のメッセージが表示され、［機械状態］タブがオレンジ色に点滅しま
す。
- 紙づまり：［紙づまりです］
- 用紙なし停止：［○○サイズの用紙をセットして下さい］
- 用紙不一致停止：［対象のトレイに予約した用紙をセットして下さい］［トレイを選択して指定された

設定の用紙をセットして下さい］

機械状態画面には、［詳細確認］が表示されます。

［詳細確認］を押して、表示される画面の指示に従って処理してください。

11.3.1 紙づまり
コピー予約中に、スキャンまたは一括出力している現行のジョブで紙づまりが発生すると、機械が停止し
た後、［機械状態］タブがオレンジ色に点滅することがあります。

［詳細確認］を押してジャム位置画面が表示されたときは、11-8 ページをごらんください。

番号 名称 説明

1 ［機械状態］タブ トラブルのとき、オレンジ色に点滅します。

2 ［詳細確認］ トラブルのとき、表示されます。
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら 11
11.3.2 コピー中の用紙なし停止
コピー出力中に使用していたトレイに用紙がなくなると、出力を停止し、［トレイ○に用紙をセットして下
さい］というメッセージが表示されます。

出力を再開するには、下記の2つの方法があります。
- 使用していたトレイに用紙を補給する
- 使用するトレイを変更する

使用していたトレイに用紙を補給する

1 用紙がなくなったトレイに用紙を補給します。

% 用紙の補給については、5-8 ページをごらんください。
重要
なくなった用紙と同じ用紙をセットしてください。違うサイズの用紙をセットすると、再出力できな
くなります。違う用紙種類や坪量の用紙をセットすると、紙づまりや機械故障の原因になります。

用紙がなくなったトレイに用紙を補給すると、［［スタート］で再スタートできます］というメッセー
ジに変わります。

2 操作パネルのスタートを押します。

補給したもとのトレイから給紙して、出力を再開します。
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら 11
使用するトレイを変更する

1 ［詳細確認］を押します。

ダイアログが表示されます。

2 用紙がなくなったトレイ以外に選択できるトレイのボタンを選択します。

% ここで選択できるトレイは、［ユーザー設定］の［自動用紙の種類選択］で設定された用紙種類と
坪量の条件が適合している用紙がセットされているトレイです。詳しくは、POD管理者編の 7
章をごらんください。

3 ［閉じる］を押します。
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら 11
機械状態画面にもどり、［［スタート］で再スタートできます］というメッセージが表示されます。

4 操作パネルのスタートを押します。

新しく選択したトレイから給紙して、出力を再開します。

11.3.3 プリント中の用紙なし停止
PCから送信したプリントデータを出力中に、使用していたトレイに用紙がなくなると、出力を停止して、
［○○○サイズの用紙をトレイ○にセットして下さい］というメッセージを表示します。

出力を再開するには、下記の2つの方法があります。
- 使用していたトレイに用紙を補給する
- 使用するトレイを変更する

使用していたトレイに用紙を補給する

1 用紙がなくなったトレイに用紙を補給します。

% 用紙の補給については、5-8 ページをごらんください。
重要
なくなった用紙と同じ用紙をセットしてください。違うサイズの用紙をセットすると、再出力できな
くなります。違う用紙種類や坪量の用紙をセットすると、紙づまりや機械故障の原因になります。

用紙がなくなったトレイに用紙を補給すると、［［スタート］で再スタートできます］というメッセー
ジに変わります。

2 操作パネルのスタートを押します。

補給したもとのトレイから給紙して、出力を再開します。
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら 11
使用するトレイを変更する

1 ［詳細確認］を押します。

ダイアログが表示されます。

2 任意のトレイを選択します。

選択したトレイの用紙設定画面が表示されます。

3 ［OK］を押します。

機械状態画面に［［スタート］で再スタートできます］というメッセージが表示されます。
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら 11
4 操作パネルのスタートを押します。

新しく選択したトレイから給紙して、出力を再開します。

11.3.4 プリント中の紙サイズ不一致停止
プリントデータ受信時に、指定した用紙サイズと異なるサイズの用紙がトレイにセットされている場合、
機械は一時停止し、［○○サイズの用紙をトレイ○にセットして下さい　［詳細確認］で詳細を確認できま
す］というメッセージが表示されます。

プリントを再開するには、2つの方法があります。
- 指定したサイズの用紙をトレイにセットする
- 使用するトレイを変更または、トレイの用紙設定を変更する

下記の手順にしたがって出力を再開してください。

トレイに用紙を補給する

1 トレイに、指定した用紙サイズの用紙を補給します。給紙するトレイを設定している場合は、そのト
レイに指定した用紙サイズの用紙を補給します。

% 用紙の補給については、5-8 ページをごらんください。
重要
指定した用紙サイズの用紙と同じ用紙をセットしてください。違うサイズの用紙をセットすると、再
出力できなくなります。違う用紙種類や坪量の用紙をセットすると、紙づまりや機械故障の原因にな
ります。

トレイに用紙を補給し、［詳細確認］を押して用紙を補給したトレイを選択してから［OK］を押す
と、［［スタート］で再スタートできます］というメッセージに変わります。
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11.3 ［機械状態］タブがオレンジ色に点滅したら 11
2 操作パネルのスタートを押します。

補給したトレイから給紙して、出力を再開します。

使用するトレイを変更する

1 ［詳細確認］を押します。

ダイアログが表示されます。

2 任意のトレイを選択します。

重要
指定した用紙サイズよりも、小さい用紙サイズのトレイを選択すると、印刷されない部分が発生する
ことがあります。

3 ［OK］を押します。

機械状態画面に［［スタート］で再スタートできます］というメッセージが表示されます。

4 操作パネルのスタートを押します。

新しく選択したトレイから給紙して、出力を再開します。
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11.4 ［メモリーオーバーフローです］と表示されたら 11
11.4 ［メモリーオーバーフローです］と表示されたら
本機は、メモリーを使ってコピーします。

操作中にメモリーが足りなくなり、下記のような画面が表示されることがあります。

11.4.1 最初のジョブでのメモリーオーバーフロー
最初のジョブの原稿をスキャンしているときにメモリーオーバーフローが発生すると、機械はただちに停
止し、下記の画面を表示します。

% ［中止］を押します。

すでにスキャンした画像データは、すべて消去されます。

11.4.2 出力予約中のメモリーオーバーフロー
出力しながら、出力予約の原稿をスキャンしているときに、メモリーオーバーフローが発生すると、機械
はただちに停止して、下記の画面を表示します。

% ［中止］を押します。

すでにスキャンした画像データは、すべて消去されます。
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11.5 ［電源を入れ直して下さい］と表示されたら 11
11.5 ［電源を入れ直して下さい］と表示されたら
機械の電気信号に異常があった場合、［電源を入れ直して下さい］というメッセージが表示されます。

下記の手順に従ってください。

1 副電源スイッチをOFFにします。

2 主電源スイッチをOFFにします。

重要
［電源OFF処理中です　主電源を切らないで下さい］の表示
が消えてから主電源スイッチをOFFにしてください。

3 10 秒以上待ちます。

4 主電源スイッチをONにして、副電源スイッチをONにします。
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11.6 ［コントローラーを認識できません］と表示されたら 11
11.6 ［コントローラーを認識できません］と表示されたら
コントローラーに異常があった場合、［コントローラーを認識できません］というメッセージが表示されま
す。

下記の手順に従ってください。

1 副電源スイッチをOFFにします。

2 主電源スイッチをOFFにします。

重要
［電源OFF処理中です　主電源を切らないで下さい］の表示
が消えてから主電源スイッチをOFFにしてください。

3 10 秒以上待ちます。

4 主電源スイッチをONにして、副電源スイッチをONにします。
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11.7 簡単なトラブルの処置 11
11.7 簡単なトラブルの処置

トラブルの内容 チェックポイント 処置

本
　
体

副電源スイッチを
ONにしても機械
が始動しない

コンセントへの接続は確実です
か？

電源プラグを、コンセントに正し
く接続してください。

主電源スイッチはONになってい
ますか？

主電源スイッチは通常ONのまま
にしてください。

パワーセーブランプが点灯してい
ませんか？

ウィークリータイマー機能が働い
ていてONできません。時間外使
用（POD管理者編参照）するか、
お客様の管理者にお問い合わせく
ださい。

ユーザー認証／部門を認証する画
面が表示されていませんか？

ユーザー認証／部門認証に必要な
入力をしてください（POD管理者
編参照）。

コピーがスタート
しない

本体前扉／左扉を確実に閉じてい
ますか？

本体前扉／左扉を確実に閉じてく
ださい。

原稿に見合った適正な用紙がトレ
イに入っていますか？

トレイに適正な用紙をセットして
ください。

入力した設定部数が［0］になって
いませんか？

適正な設定部数を設定してくださ
い。

フィニッシャー前扉が開いていま
せんか？

フィニッシャー前扉を確実に閉じ
てください。

メッセージ表示部に廃棄トナー
ボックスが一杯になっていること
を示すメッセージが表示されてい
ませんか？また、機械状態画面の
廃棄トナーボックス満杯表示が赤
く点灯していませんか？

本体前扉／左扉を開いて、廃棄ト
ナーボックスを交換してください。

コピー画像が汚れ
る

原稿ガラスが汚れていませんか？ 原稿ガラスに汚れがあれば、ふい
てください。

原稿自体が汚れていませんか？ 原稿に汚れがあれば、消してくだ
さい。

濃度調整は適正ですか？ マニュアル濃度設定を使って、濃
度を調整してください。
さらに調整が必要な場合は、6章
をごらんください。

コピー画像がうす
い

濃度調整は適正ですか？ マニュアル濃度設定を使って濃度
を調整してください。
さらに調整が必要な場合は、6章
をごらんください。

機械状態画面に「トナーを入れて
ください」が表示されていません
か？

トナーを補給してください。

コピー画像がクリ
アでない

用紙が湿気をおびていませんか？ 用紙を交換してください。

倍率変更ができな
い

縮小シフトになっていませんか？ 縮小シフトを解除してください。

紙づまりを処理し
てもコピーできな
い

他にも紙づまりはありませんか？ 画面の表示を見て、他の場所につ
まっている用紙を取除いてくださ
い。

両面 ->片面、両面
->両面モードにな
らない

ADFが開いていませんか？ ADFを確実に閉じてください。

ユーザー認証／部
門管理を設定した
機械でパスワード
を入力してもコ
ピーできない

［リミットをオーバーしました］が
表示されていませんか？

お客様の管理者にお問い合わせく
ださい。
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11.7 簡単なトラブルの処置 11
A
D
F

リセットを押して
もADFが使用で
きない

ADFが浮いていませんか？ ADFを下へ確実に押してくださ
い。

ADFが設定されていますか？ 仕様にあった原稿に変えてくださ
い。原稿を正しくセットしてくだ
さい。

原稿が送られない ADFが浮いていませんか？ ADFを下へ確実に押してくださ
い。

指定以外の原稿を使用していませ
んか？

仕様に合った原稿にかえてくださ
い。

正しく原稿がセットしてあります
か？

原稿を正しくセットしてください。

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
F
S
-5
3
2

フィニッシャー
FS-532が作動し
ない

フィニッシャー FS-532の内部に
紙づまりがありませんか？

紙片があれば取除いてください。

フィニッシャー前扉は完全に閉じ
ていますか？

フィニッシャー前扉を確実に閉め
てください。

ステープルの位置
が 90°ずれる

自動画像回転が働いていません
か？

自動画像回転が働かないように用
紙をセットしなおしてください。

排紙される用紙が
均一に積載されず、
ステープルの位置
ズレる

用紙が大きくカールしていません
か？

トレイ内の用紙をオモテ／ウラ逆
にセットしてください。

フィニッシャー
FS-532の内部で
紙づまりが頻発す
る

用紙をセットしているトレイの側
面ガイドと用紙の間に、隙間があ
りませんか？

側面ガイドを確実に用紙に突当て
て、隙間ができないようにしてく
ださい。

ステープルの位置
がそろわない

用紙が大きくカールしていません
か？

トレイ内の用紙をオモテ／ウラ逆
にセットしてください。

サブトレイの排紙
がそろわない

サブトレイの先端に用紙が当たっ
ていませんか？

サブトレイのロックを一時的に解
除して、サブトレイを浮かせた状
態にしてください。

平とじステープル
の設定をしても平
とじステープルさ
れない

メッセージ表示部に〔平とじ機の
スタッカーを引き出し、ステープ
ラーに針をセットして下さい〕と
表示されていませんか？また、機
械状態画面のステープル針補給表
示が赤く点灯していませんか？

フィニッシャーのスタッカーを引
出し、平とじステープル針を補給
してください。

メッセージ表示部に［平とじ機の
針くずが一杯です　ステープル針
くずを捨てて下さい］と表示され
ていませんか？

フィニッシャーのスタッカーを引
出し、針くずを捨ててください。

中とじ機SD-510
を装着している
フィニッシャーで、
中とじステープル
の設定をしても中
とじステープルさ
れない

メッセージ表示部に［平とじ機の
サドルユニットを引き出し　ス
テープラーに針をセットしてくだ
さい］と表示されていませんか？
また、機械状態画面のステープル
針補給表示が赤く点灯していませ
んか？

フィニッシャーのサドルユニット
を引出し、中とじステープル針を
補給してください。

パンチキットPK-
522を装着してい
るフィニッシャー
で、パンチの設定
をしてもパンチさ
れない

メッセージ表示部に［パンチキッ
トのパンチくず箱が一杯です　パ
ンチくずを捨てて下さい］と表示
されていませんか？また、機械状
態画面のパンチくず箱満杯表示が
赤く点灯していませんか？

フィニッシャー前扉を開き、パン
チくず箱を引出して、パンチくず
を捨ててください。

トラブルの内容 チェックポイント 処置
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11.7 簡単なトラブルの処置 11
チェックしてもトラブルが直らない場合は、サービス実施店に連絡してください。

Z
折
り
ユ
ニ
ッ
ト
Z
U
-6
0
8 Z 折りユニット

ZU-608を装着し
ているフィニッ
シャーで、パンチ
の設定をしてもパ
ンチされない

メッセージ表示部に［パンチユ
ニットのパンチくず箱が一杯です
　パンチくずを捨てて下さい］と
表示されていませんか？また、機
械状態画面のパンチくず箱満杯表
示が赤く点灯していませんか？

フィニッシャー前扉を開き、Z折
りユニットのパンチくず箱を引出
して、パンチくずを捨ててくださ
い。

認証
装置
（I
Cカ

ード
認証

タイ
プ）

A
U-
20
1

認証装置（ICカー
ド認証タイプ）
AU-201のUSB
ケーブルを本体
USB接続ポートに
接続したが、状態
表示 LEDが緑点
灯しない

本体のUSB接続ポートの誤作動が
考えられます。

本体の主電源スイッチをOFFに
し、認証装置（ICカード認証タイ
プ）AU-201のUSBケーブルを
本体USB接続ポートから抜取りま
す。再度接続し、10秒以上経過し
てから本体の主電源スイッチを
ONにしてください。

IC
カ
ー
ド

IC カードが認証さ
れない

認証装置（ICカード認証タイプ）
AU-201は、本体USB接続ポー
トに接続されていますか ?

認証装置（ICカード認証タイプ）
AU-201のUSBケーブルを本体
のUSB接続ポートに確実に接続し
てください。

本体USB接続ポートを使用する設
定になっていますか ?

お客様の管理者にお問い合わせく
ださい。

トラブルの内容 チェックポイント 処置
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12.1 清掃する 12
12 日頃の管理

12.1 清掃する
いつもきれいなコピーをとるため、定期的に次のようなお手入れをしてください。

12.1.1 ADF原稿読込みガラスの清掃
原稿ガラス左側の ADF原稿読込みガラスが汚れていると、ADFを使用して読込んだ画像にタテのスジが
ついてしまうことがあります。

このガラス面をきれいな柔らかい布でふいてください。

重要
原稿ガラスを清掃するとき、ベンジンやシンナーなどの溶剤は絶対
に使用しないでください。

12.1.2 原稿ガラスの清掃
きれいな柔らかい布でふいてください。汚れが落ちにくい場合は、
水を含ませた布でふいてください。

重要
原稿ガラスを清掃するとき、ベンジンやシンナーなどの溶剤は絶対
に使用しないでください。

12.1.3 ADFガイドカバーの清掃
ADFガイドカバーが汚れていると、原稿ガラスで原稿をスキャン
するとき、読込んだ画像に汚れが取込まれたり、原稿サイズがうま
く検知できなかったりすることがあります。きれいな柔らかい布で
ふいてください。

重要
ADFガイドカバーを清掃するとき、ベンジンやシンナーなどの溶
剤は絶対に使用しないでください。
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12.1.4 機械外装の清掃
柔らかい布に家庭用中性洗剤を含ませ、機械外装の汚れを拭取りま
す。

重要
清掃時は必ず本体の主電源スイッチをOFFにしてください。機械
外装の清掃にベンジンやシンナーなどの溶剤は絶対に使用しないで
ください。

12.1.5 操作パネルの清掃
柔らかい布で操作パネルの表面を乾拭きし、汚れを拭取ります。

重要
清掃時、操作パネルのキーやタッチパネルを強く押さえないでくだ
さい。操作パネルの清掃に中性洗剤、ガラスクリーナーやベンジン、
シンナーなどの溶剤は絶対に使用しないでください。
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12.2 コピー枚数カウントを確認する
設定メニュー画面を表示させると、下記のカウントを確認できます。
- トータルカウンター
- 給紙用紙枚数カウンター
- 排紙用紙枚数カウンター
- プリンタートータルカウンター
- コピートータルカウンター
- スキャントータルカウンター
- メンテナンスカウンター
- 現像剤カウンター
- 感光体カウンター

これらの情報をプリントアウトできます。

d参照
設定メニュー画面に［CMS部品カウントリスト］を表示し、CMS部品カウントリストの表示やリストの
編集（パーツ名設定、P/N設定、リミット設定）、カウンターリセットを表示できます。詳しくは、サービ
ス実施店にお問い合わせください。

% ［システム情報］を押すと、本機のシステム情報が表示されます。［閉じる］を押すと、もとの画面に
もどります。

% 現像剤と感光体のカウンターは、サイクルまたは走行時間を設定できます。サービス実施店にお問い
合わせください。

1 操作パネルの設定メニュー／カウンターを押します。

設定メニュー画面が表示されます。

2 各カウントを確認します。

画面の左側に各カウントが表示されます。
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3 ［詳細］を押します。

詳細カウンターのリストが表示されます。

詳細カウンターのリストを出力できます。手順4に進みます。出力の必要がない場合は［閉じる］を
押します。手順6に進みます。

4 ［印刷モードへ］を押します。

印刷モード画面が表示されます。
印刷の片面／両面、出力設定、および給紙トレイを選択してから、操作パネルのスタートを押しま
す。

5 ［閉じる］を押します。

設定メニュー画面にもどります。

6 ［終了］を押します。

機械状態画面にもどります。
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12.3 ［定期点検です］と表示されたら
定期点検は、750,000 カウントごとに実施します。

定期点検アイコンおよび下記のメッセージが表示されたら、サービス実施店に連絡して定期点検を受けて
ください。

部品によって交換サイクルが違ってきます。また、交換サイクルを変更できます。詳しくは、サービス実
施店にお問い合わせください。

d参照
管理者は、管理者設定を経由して連絡することもできます。

この場合、サービス実施店は機械の状況を把握していますので、定期点検を依頼する必要はありません。

重要
感光体および現像剤については、A4 w PPM/10 ＋ 1枚間欠を基準とした摺動距離カウンターに切替えで
きます。
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12.4 保守サービス

12.4.1 チャージシステム
このシステムに契約していただきますと、本機を常に安定した状態でご利用になるための保守サービス
（定期点検、調整、感光体／現像剤交換など）を提供いたします。

保守サービス提供の対価として、カウンター数値により算出されるコピー料金を申受けます。

詳しい修理内容などは、サービス実施店にお問い合わせください。

12.4.2 補修用性能部品の保有期間
本機の機能を維持するために必要な補修用性能部品の最低保有期間は、機械本体の製造打切り後7年です。

12.4.3 主な同梱品
本機には、下記の同梱品が付帯しています。
- 同梱現像剤：1
- ユーザーズガイド セキュリティー編：1
- 安全にお使いいただくために：1
- オペレーションクイックガイド：1
- ユーザーズガイド（CD）：1
- ユーザーズガイドホルダー（M）：1
- QAシート：1
- チャージシステム申込書：1
- 操作パネル：1
- その他
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13 仕様
本体、オプションの製品仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

13.1 本体仕様

13.1.1 本体

名称 bizhub PRO 951

形式 コンソールタイプ

印字方式 LED露光静電複写方式

原稿台 固定式

感光体 OPC

光源 希ガス放電蛍光ランプ

現像方法 乾式 2成分反転磁気ブラシ現像

転写方式 ベルト転写

定着方式 ヒートローラー定着

濃度設定 固定濃度：9段階（マニュアル調整）、登録濃度 2種
自動濃度選択：原稿濃度を自動判定し、地肌を自動検出して除去する
下地調整：9段階（マニュアル調整）

画質設定 原稿画質：4つから 1つ選択（文字／写真、薄文字、写真、文字）
シャープネス：9段階（マニュアル調整）
文字／写真判別：9段階（写真寄り <--> 文字寄り）

複写倍率 1：1（100 ％）
拡大：
1：1.154 (115.4％)、1：1.224 (122.4％)、1：1.414 (141.4％) 、
1：2.000 (200.0％)
縮小：
1：0.866 (86.6％)、1：0.816 (81.6％)、1：0.707 (70.7％) 、
1：0.500 (50.0％)
ズーム：0.250 ～ 4.000  (25.0％～ 400.0 ％) (0.1％刻み）
任意設定倍率：3

読取り解像度 走査：600 dpi、副走査：600 dpi

書込み解像度 走査：1200 dpi、副走査：1200 dpi

階調 256階調相当（プリント画像出力時 2値）

用紙 上質紙／普通紙：40 g/m2 ～ 300 g/m2（両面：50 g/m2 ～ 300 g/m2）
書籍用紙／ラフ紙：40 g/m2 ～ 216 g/m2

未印字挿入紙：40 g/m2 ～ 300 g/m2

定形サイズの用紙のほか、不定形サイズ、ワイド紙、インデックス紙、郵
政はがきの給紙が可能
郵政はがきは、ペーパーフィーダーユニットPF-706で給紙可
本体トレイからは、オプションのハガキアダプターを装着して給紙可
塗工紙、追い刷り紙、ラベル紙、エンボス紙、OHPシートおよび封筒は使
用できません。

複写速度 片面：95枚／分（A4 v、8.5 e 11 v）、55枚／分（A3 w）、54枚／分
（11 e 17 w）

連続複写 1～ 9999 枚

メモリー容量 システムメモリー：512 MB（DDR2）
プログラム格納用メモリー：64 MB（フラッシュメモリー）
画面メインメモリー（圧縮伸張バッファー）：768 MB（SDR-SDRAM）
不揮発メモリー：1 MB（SRAM＋電池バックアップ）
HDD：250 GB

原稿種類 シート、ブック、立体物、厚み：30 mm以下
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*：温度 20℃かつ湿度 20％未満の範囲のうち、適応できない範囲があります。

B系列用紙は、デフォルトでJIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、サービ
ス実施店にお問い合わせください。

Foolscap は、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 wのサイズを指します。

原稿サイズ 定形サイズ：最大A3 w（11 e 17 w）
不定形サイズ：297 mm e 431.8 mm

原稿重量 最大 6.8 kg

複写サイズ 定形サイズ：
SRA3 w、A3 w、B4 w、SRA4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 v、郵政
はがき w、12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、
9 e 11 v、Foolscap、5.5 e 8.5 v
以下の定形サイズと切替えて検知させることができます。
A5 vのかわりに 5.5 e 8.5 v、SRA3 wのかわりに 12 e 18 v、
8.5 e 14 wのかわりに8 e 13 v、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、ま
たは8.5 e 13 w
不定形サイズ：
最大タテ324 mm e ヨコ463 mm～最小タテ 182 mm e ヨコ 139 mm
ワイド紙：
A3W w、B4W w、A4W w/v、B5W w/v、A5W v、12 e 18W w、
11 e 17W w、8.5 e 11W w/v、5.5 e 8.5W v
インデックス紙：
A3T w、B4T w、A4T w/v、B5T w/v、11 e 17T w、
8.5 e 11T w/v、5.5 e 8.5T v
（詳しくは、3-6 ページをごらんください。）

画像欠け幅 先端：3 mm以下
後端、右端、左端：2 mm以下

給紙方式 本体トレイ1、2：1,600 枚収納（64 g/m2 紙）

ウォームアップタイム 390秒以下（20℃、50％RH、通電時 200V）

ファーストコピータイム 3.4 秒以下（A4 v、8.5 e 11 v）

騒音 7.9 B以下

電源 200 V/15A、50/60 Hz

消費電力 3.0 KW以下（ペーパーフィーダーユニットPF-706＋本体＋フィニッ
シャー FS-532）

質量 372 kg（本体のみ）

大きさ ･ 本体
990 (W) e 910 (D) e 1,454 (H) mm
･ 本体＋ペーパーフィーダーユニットPF-706＋フィニッシャー FS-
532

2,597 (W) e 910 (D) e 1,454 (H) mm
･ 本体＋大容量給紙ユニット LU-409＋フィニッシャー FS-532
2,224 (W) e 910 (D) e 1,454 (H) mm

機械設置寸法 機械背面（ダクト背面側）から200 mm以上、機械両側面から 100 mm
以上のスペースを確保

温度 10～ 30℃ *

湿度 10～ 80 ％RH*
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13.1.2 ADF（自動原稿送り装置）DF-616

B系列原稿は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、サービ
ス実施店にお問い合せください。

名称 DF-616

原稿坪量 50 g/m2 ～ 130 g/m2

50 g/m2 ～ 200 g/m2（1枚送り、片面原稿の場合）

原稿サイズ A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 v、B6 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 v

原稿積載量 最大 100枚（80 g/m2 紙）

原稿挿入 自動送り

質量 約22 kg

大きさ 650 (W) e 570 (D) e 170 (H) mm

電源 本体より供給
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13.2 オプション仕様

13.2.1 大容量給紙ユニット LU-409（トレイ 3）

B系列用紙は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、サービ
ス実施店にお問い合わせください。

ワイド紙は同じサイズ名称でもサイズは同じではありません。ご使用になるワイド紙のサイズを確認し、
その数値を必ず入力してください。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

13.2.2 大容量給紙ユニット LU-410（トレイ 3）

B系列用紙は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、サービ
ス実施店にお問い合わせください。

Foolscap は、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 w のサイズを指します。

ワイド紙は同じサイズ名称でもサイズは同じではありません。ご使用になるワイド紙のサイズを確認し、
その数値を必ず入力してください。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

名称 LU-409

機能 用紙の給紙

収容枚数 5,000 枚（64 g/m2 紙）、4,500 枚（80 g/m2 紙）

用紙サイズ 定形サイズ：A4 v、B5 v、8.5 e 11 v、9 e 11 v
不定形サイズ：最小タテ250 mm e ヨコ 176 mm～最大タテ 314 mm e 
229 mm
ワイド紙：A4W v、B5W v、8.5 e 11W v
インデックス紙：B5T v、A4T v、8.5 e 11T v

用紙種類 普通紙、上質紙、ラフ紙、書籍用紙、インデックス紙

用紙坪量 40 g/m2 ～ 300 g/m2（両面：50 g/m2 ～ 300 g/m2）

大きさ 436 (W) mm e 639 (D) mm e 709 (H) mm

質量 約 30 kg

電源 24/5 VDC、200～ 240 VAC 50/60 Hz（本体より供給）

最大消費電力 DC：70 W以下
AC：13 W以下

名称 LU-410

機能 用紙の給紙

収容枚数 4,500 枚（64 g/m2 紙）、4,000 枚（80 g/m2 紙）

用紙サイズ 定形サイズ：A3 w、B4 w、A4 w/v、SRA4 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、9 e 11 v、Foolscap
不定形サイズ：最小タテ195 mm e ヨコ203 mm～最大タテ 324 mm e 
483 mm
ワイド紙：A3W w、B4W w、A4W w/v、11 e 17W w、
8.5 e 11W w/v
インデックス紙：A4T w/v、B4T w、A3T w、8.5 e 11T w/v、
11 e 17T w

用紙種類 普通紙、上質紙、ラフ紙、書籍用紙、インデックス紙

用紙坪量 40 g/m2 ～ 300 g/m2（両面：50 g/m2 ～ 300 g/m2）

大きさ 700 (W) mm e 639 (D） mm e 715 (H) mm

質量 約 43 kg

電源 24/5 VDC、200～ 240 VAC 50/60 Hz（本体より供給）

最大消費電力 DC：70 W以下
AC：13 W以下
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13.2.3 ペーパーフィーダーユニットPF-706（トレイ 3～トレイ 5）

B系列用紙は、デフォルトでJIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、サービ
ス実施店にお問い合わせください。

Foolscap は、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 wのサイズを指します。

ワイド紙は同じサイズ名称でもサイズは同じではありません。ご使用になるワイド紙のサイズを確認し、
その数値を必ず入力してください。詳しくは、6-37 ページをごらんください。

名称 PF-706

機能 用紙の給紙

構成 3段給紙トレイ

収容枚数 2,000 枚（80 g/m2 紙、積載高さ 217 mm）e 3 段

用紙サイズ 定形サイズ：SRA3 w、A3 w、B4 w、A4 w/v、SRA4 w、B5 w/v、
A5 v、郵政はがき w、12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、9 e 11 v、Foolscap
不定形サイズ：最小タテ182 mm e ヨコ 139 mm～最大タテ 324 mm e 
463 mm
小サイズガイド使用時：最小タテ95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 181 
mm e 463 mm
ワイド紙：A3W w、B4W w、A4W w/v、B5W w/v、A5W v、
12 e 18W w、11 e 17W w、8.5 e 11W w/v、5.5 e 8.5W v
最大タテ324 mm e ヨコ 463 mm
インデックス紙：B5T w/v、A4T w/v、B4T w、A3T w、
8.5 e 11T w/v、11 e 17T w、5.5 e 8.5T v
定形サイズの場合、トレイ設定で、トレイごとに自動検知する用紙サイズ
を設定できます。
･ A5 v、5.5 e 8.5 v（デフォルトはA5 v）
･ SRA3 w、12 e 18 w（デフォルトは12 e 18 w）
･ 8.5 e 14 w、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、

8.5 e 13 w（デフォルトは 8.5 e 14 w）
PFUトレイに郵政はがきをセットする場合は、小サイズガイドを使用しま
す。詳しくは、5-18 ページをごらんください。

用紙種類 普通紙、上質紙、書籍用紙、ラフ紙、郵政はがき、インデックス紙

用紙坪量 40 g/m2 ～ 350 g/m2（301 g/m2 ～ 350 g/m2 は、中段トレイからのみ
可能）（両面：50 g/m2 ～ 300 g/m2）

大きさ 809 (W) e 780 (D) e 1,038 (H) mm

質量 150 kg

電源 36、24、12、5 VDC、200～ 240 VAC、50 Hz/60 Hz 共通（本体より
供給）

最大消費電力 DC：100 W以下
AC：40 W以下
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13.2.4 フィニッシャー FS-532

名称 FS-532

形式 針カット式ステープラー搭載平とじ機

排紙方式 ストレート、シフト、ステープル

通紙モード ソート、グループ、仕分けソート、仕分けグループ、ステープル＋
シフト、ステープル

ステープル方式 手前コーナー平行打ち、2箇所打ち（ピッチ：120 mm、140 
mm、165 mm）、奥コーナー45°打ち

ソート／グ
ループ

排紙トレイ トレイ 1（メイントレイ）、トレイ 2（サブトレイ）

用紙サイズ ・トレイ1（メイントレイ）
大サイズ用紙：A3 w、B4 w、Foolscap、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、SRA3 w、SRA4 w/v、13 e 19 w、
ワイド紙（最大タテ 324 mm e ヨコ 460 mm）
小サイズ用紙：A4 w/v、B5 w/v、8.5 e 11 w/v、9 e 11 v
特小サイズ用紙：A5 w/v、B6 w、5.5 e 8.5 w/v
不定形サイズ：最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 
mm e ヨコ 488 mm
インデックス紙 (排紙時タブ先端側のみ）
ストレート排紙のみ：13 e 19 w、5.5 e 8.5 w、B6 w、不定形
紙（最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 mm e ヨコ
488 mm）
・トレイ 2（サブトレイ）
A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v、Foolscap、
SRA3 w、SRA4 w/v、12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 v、9 e 11 v、ワイド紙
不定形サイズ：最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 
mm e ヨコ 488 mm
インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）

用紙坪量 40 g/m2 ～ 350 g/m2

仕分けソー
ト／仕分け
グループ

排紙トレイ トレイ 1（メイントレイ）

用紙サイズ 最小タテ148 mm e ヨコ133 mm～最大タテ331 mm e ヨコ488 
mm
大サイズ用紙：A3 w、B4 w、Foolscap、12 e 18 w、
11 e 17 w、8.5 e 14 w、SRA3 w、SRA4 w/v、13 e 19 w、
ワイド紙（最大タテ 324 mm e ヨコ 460 mm）
小サイズ用紙：A4 w/v、B5 w/v、8.5 e 11 w/v、9 e 11 v
特小サイズ用紙：A5 w/v、B6 w、5.5 e 8.5 w/v
不定形サイズ（最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 
mm e ヨコ 488 mm）
インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）
ストレート排紙のみ：13 e 19 w、5.5 e 8.5 v、B6 w、不定形サ
イズ（最小タテ 95 mm e ヨコ 133 mm～最大タテ 331 mm e ヨ
コ 488 mm）

用紙坪量 40 g/m2 ～ 350 g/m2
bizhub PRO 951 13-7



13.2 オプション仕様 13
13.2.5 中とじ機SD-510（フィニッシャー FS-532 に装着）

ステープル 排紙トレイ トレイ1（メイントレイ）
トレイ2（サブトレイ）は排紙できません。

用紙サイズ 最小タテ203 mm e ヨコ139 mm～最大タテ331 mm e ヨコ488 
mm*
*：奥コーナー平行打ちは、最大タテ 320 mmです。
定形サイズ：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 v、A5 v、
Foolscap、SRA3 w、SRA4 w/v、12 e 18 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 v、13 e 19 w、
9 e 11 w、ワイド紙
不定形サイズ：最小タテ203 mm e ヨコ 139 mm～最大タテ 324 
mm eヨコ463 mm
インデックス紙（排紙時タブ先端側のみ）
Z折りステープル時（仕上がりサイズ）：
最小タテ210 mm eヨコ210 mm～最大タテ305 mm e ヨコ 229 
mm

用紙坪量 50 g/m2 ～ 300 g/m2

大きさ 544 mm (W)* e 1070 mm (H) e 723 mm (D)
*：798 mm（トレイ含む）
ポストインサーターPI-502装着時
544 mm (W) e 1185 mm (H) e 723 mm (D)

質量 74 kg

電源 24 VDC± 10％

消費電力 144 W以下

名称 SD-510

形式 中とじ専用後処理装置

排紙方式 中とじ 中とじ処理をして、排紙トレイに排出します。

重ね中折り 1枚または複数枚の用紙を中折り処理して、排紙トレイに排出しま
す。

重ね三つ折り 1枚または複数枚の用紙を三つ折り処理して、排紙トレイに排出し
ます。

中とじ 用紙サイズ 定形サイズ：A3 w、B4 w、A4 w、12 e 18 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 w
詳しくは、3-5 ページをごらんください。
ワイド紙
不定形サイズ：最小タテ120 mm e ヨコ 240 mm～最大タテ 331 
mm e ヨコ 488 mm

用紙坪量 本身：50 g/m2 ～ 216 g/m2、表紙：50 g/m2 ～ 300 g/m2

詳しくは、3-5 ページをごらんください。

最大中とじ枚数 25枚：50 g/m2 ～ 61 g/m2

20枚：62 g/m2 ～ 80 g/m2

16枚：81 g/m2 ～ 91 g/m2

5 枚：92 g/m2 ～ 216 g/m2

坪量 50 g/m2 ～ 216 g/m2 は、1枚としてカウントします。
217 g/m2 以上は、1枚を 5枚としてカウントします。

ステープル位置 60 mm～ 148.5 mm（2点間ピッチ）

折り 折り種類 重ね中折り、重ね三つ折り

用紙サイズ ・重ね中折り
定形サイズ：A3 w、B4 w、A4 w、12 e 18 w、11 e 17 w、
8.5 e 14 w、8.5 e 11 w
詳しくは、3-5 ページをごらんください。
ワイド紙
不定形サイズ：最小タテ120 mm e ヨコ 240 mm～最大タテ 331 
mm e ヨコ 488 mm
・重ね三つ折り
A4 w、8.5 e 11 w
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13.2 オプション仕様 13
13.2.6 パンチキットPK-522（フィニッシャー FS-532 に装着）

用紙種類 普通紙、上質紙、カラ―用紙
複数枚の三つ折りで使用できる用紙種類は、フィニッシャー FS-
532の推奨紙だけです。詳しくは、13-7 ページをごらんください。

用紙坪量 ・重ね中折り
本身：50 g/m2 ～ 216 g/m2、表紙：50 g/m2 ～ 300 g/m2

・重ね三つ折り
本身：50 g/m2 ～ 105 g/m2

中折りの表紙の紙種については、3-5 ページをごらんください。三
つ折りは表紙なしです。

最大重ね枚数 ・重ね中折り
1枚～ 5枚：50 g/m2 ～ 216 g/m2

1 枚：217 g/m2 ～ 300 g/m2

・重ね三つ折り
1枚～ 3枚：50 g/m2 ～ 91 g/m2

1 枚：92 g/m2 ～ 105 g/m2

折り排紙ト
レイ収容枚
数

大サイズ用紙
（紙長 330 mm
以上）

・重ね中折り
1枚～ 5枚：35冊
・中とじ
2枚～ 5枚：35冊
6枚～ 10枚：25冊
11枚～ 25枚：15冊

小サイズ用紙
（紙長 330 mm
未満）*

・重ね中折り
1枚～ 5枚：35冊
・中とじ
2枚～ 5枚：35冊
6枚～ 10枚：25冊
11枚～ 25枚：15冊
・重ね三つ折り
1枚：50冊
2枚：40冊
3枚：30冊
*：排紙トレイ先端ストッパーを解除しているときは、収容枚数の
制限はありません。

大きさ 281.3 mm (W） e 596.4 mm (D） e 529.8 mm (H）

質量 本体：約 22.6 kg、排紙トレイ：約3.8 kg

電源 24 VDC、5 V（本体より供給）

消費電力 40 W以下

名称 PK-522

形式 パンチ穴穿孔装置

用紙種類 普通紙、上質紙（いずれも本体推奨紙をおすすめします）

用紙坪量 60 g/m2 ～ 300 g/m2

パンチ穴数 2穴

パンチ穴ピッチ 80 mm ± 1.0 mm

パンチ穴直径 6.5 mm

穴位置精度 4.0 mm以上

最大消費電力 30 W以下

大きさ パンチキット本体：
156.1 (W) mm e 592.3 (D) mm e 180.7 (H) mm

電源 24/5 VDC（本体より供給）

質量 パンチキット本体：4.5 kg
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13.2 オプション仕様 13
13.2.7 Z 折りユニットZU-608（フィニッシャー FS-532 に装着）

折りモード時（混載を含む）のステープルについては、フィニッシャー FS-532の仕様をごらんください。

B系列用紙は、デフォルトで JIS 規格サイズに設定されています。JIS/ISOの切替えについては、サービ
ス実施店にお問い合わせください。

Foolscap は、8 e 13 w、8.12 e 13.2 w、8.25 e 13 w、8.5 e 13 w のサイズを指します。

13.2.8 ポストインサーターPI-502（取り付けキットMK-732）（フィニッシャー FS-
532 に装着）

名称 ZU-608

機能 パンチ、Z折り、Z折り＋パンチ、スルー

パンチ機能 フィニッシャーに供給される用紙1枚ずつ複数のパンチ穴を同時にパンチ
して、Z折りを行います。

穴数 2穴／ 4穴

穴径 6.5 mm± 0.5 mm

穴ピッチ 80 mm± 0.5 mm

穴縦位置 10.5 mm± 5 mm

穴位置精度 4.0 mm以上

パンチ処理速度 85 ppm

パンチ出力時の用紙坪量 60 g/m2 ～ 91 g/m2

パンチ出力時の用紙サイ
ズ

2穴：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v、Foolscap、
SRA4 w、11 e 17 w、8 e 14 w、8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 w/v、
9 e 11 v、7.25 e 10.5 v
4 穴：A3 w、B4 w、A4 v、11 e 17 w、8.5 e 11 v
2 穴：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v、Foolscap、
SRA4 w、11 e 17 w、8 e 14 w、8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 w/v、
9 e 11 v、7.25 e 10.5 w/v

Z折り時の用紙坪量 60 g/m2 ～ 91 g/m2

Z折り出力時の用紙サイ
ズ

A3 w、B4 w

Z折り禁止用紙 折りに不適切な用紙、薄紙、厚紙、腰弱紙（クラシックホワイト紙、リサ
イコノミック紙、X-ST紙など）

スルー機能 スルーモード：40 g/m2 紙～ 350 g/m2 紙
最小タテ 95 mm e ヨコ 139 mm～最大タテ 331 mm e ヨコ 483 mm
本体でコピーできる用紙はZ折りユニットZU-608 内を通紙できます。詳
しくは、本体の仕様をごらんください。

大きさ 169 (W) mm e 660 (D) mm e 930 (H) mm

質量 約 38 kg

電源 5 VDC、100～ 240 VAC（自動切替え）

最大消費電力 120 VA

名称 PI-502

形式 カバー用紙給紙装置

機能 オート 本体からの指示で用紙をフィニッシャー内に給送します。

マニュアル ポストインサーターの操作パネルからの指示でフィニッシャー内に
給送します。
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13.2 オプション仕様 13
13.2.9 リムーバブルハードディスクキットRH-101（ハードディスクインナーケース
キットHD-511）

13.2.10 その他のオプション
本機で使用するオプションは、その他に下記のものがあります。
- 認証装置（ICカード認証タイプ）AU-201
- アップグレードキットUK-205
- ステープルキットSK-602（SD-510 用）
- ステープルキットSK-703（FS-532 用）

用紙サイズ 上段トレイ 定形サイズ：A4 w/v、B5 w/v、A5 v、8.5 e 11 w/v、
5.5 e 8.5 v、ワイド紙
不定形サイズ： 最小タテ 182 mm e ヨコ 139 mm～最大タテ 216 
mm e ヨコ297 mm

下段トレイ 定形サイズ：A3 w、B4 w、SRA4 w、A4 w/v、B5 w/v、
A5 v、12 e 18 w、11 e 17 w、8.5 e 14 w、
8.5 e 11 w/v、5.5 e 8.5 v、Foolscap、ワイド紙
不定形サイズ： 最小タテ 182 mm e ヨコ 139 mm～最大タテ 314 
mm e ヨコ458 mm

用紙種類 普通紙、再生紙、上質紙

坪量 50 g/m2 ～ 200 g/m2

収容枚数 上段トレイ、下段トレイとも200 枚（80 g/m2）、または 30 mm 
以内

大きさ ポストインサーターPI-502のみ：
511 mm (W) e 620 mm (D) e 220 mm (H)

質量 10.5 kg（取り付けキットMK-732　3.0 Kg は含みません）

電源 24/5 VDC
本体より供給

最大消費電力 30 W以下

名称 RH-101

機能 リムーバブル管理：
本体用HDDとイメージコントローラー用HDDをハードディスクイン
ナーケースキットHD-511に取付けて、リムーバブルハードディスクキッ
トRH-101に挿入します。
ユーザーごとに本体ハードディスクを切替えて使用できます。また、本体
ハードディスクを本体から切離して保管できるため、セキュリティーが向
上します。

大きさ リムーバブルハードディスクキットRH-101：
260 (W) e 150 (D) e 110 (H) mm
ハードディスクインナーケースキットHD-511：
192 (W) e 125 (D) e 42 (H) mm

質量 リムーバブルハードディスクRH-101：2.4 kg
ハードディスクインナーケースキットHD-511：0.85 kg

電源 12/5 VDC（本体より供給）
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13.3 併用できないコピー条件 13
13.3 併用できないコピー条件

13.3.1 基本設定、画質設定、原稿設定と併用できないコピー条件

機能組合わせ表

基本設定 画質設定 原稿設定

片
面
->
片
面

片
面
->
両
面

両
面
->
片
面

両
面
->
両
面

原
稿
ガ
ラ
ス
モ
ー
ド

A
D
F
モ
ー
ド

自
動
用
紙

自
動
倍
率

等
倍

手
動
倍
率

固
定
倍
率

自
動
画
像
回
転
禁
止
 *
3
4

濃
度
設
定

自
動
濃
度

登
録
濃
度

原
稿
画
質
（
文
字
／
写
真
）

原
稿
画
質
（
薄
文
字
）

原
稿
画
質
（
写
真
）
*5

原
稿
画
質
（
文
字
） 

下
地
調
整
（
＋
側
）

下
地
調
整
（
ー
側
）

文
字
／
写
真
判
別

混
載
原
稿

Z
折
れ
原
稿

1
枚
送
り

不
定
形
サ
イ
ズ
（
全
面
以
外
）

不
定
形
サ
イ
ズ
（
全
面
／
サ
イ
ズ
入
力
）

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
紙
サ
イ
ズ

基
本
設
定

片面 -> 片面 . . .

片面 ->両面 . . . *11

両面 -> 片面 . . . . +

両面 ->両面 . . . . +

原稿ガラスモード *11 . . +

ADFモード
自動用紙 - . .

自動倍率 - - - - . .

等倍 - - -

手動倍率 - - - *29

固定倍率 - - -

自動画像回転禁止*34

画
質
設
定

濃度設定 e e

自動濃度 e e

登録濃度 e

原稿画質（文字／写真）
原稿画質（薄文字） *28

原稿画質（写真）*5

原稿画質（文字） 
下地調整（＋側）
下地調整（ー側） *12

文字／写真判別

原
稿
設
定

混載原稿 - - e e e

Z折れ原稿 . - - e e e

1 枚送り - -

不定形サイズ（全面以外） e e - -

不定形サイズ（全面／サイズ入力） e e e e - -

インデックス紙サイズ + + e e e e - -
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

出力設定

ソ
ー
ト

仕
分
け
ソ
ー
ト
：
排
紙
位
置
切
換

*1
9

仕
分
け
ソ
ー
ト
：
仕
切
り
紙
・
停
止

*1
9

グ
ル
ー
プ

仕
分
け
グ
ル
ー
プ
：
排
紙
位
置
切
換

*1
9

仕
分
け
グ
ル
ー
プ
：
仕
切
り
紙
・
停
止

*1
9

ス
テ
ー
プ
ル
（
左
コ
ー
ナ
ー
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
右
コ
ー
ナ
ー
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
上
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
左
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
右
）

中
と
じ

重
ね
中
折
り

重
ね
三
つ
折
り
（
内
印
字
）

重
ね
三
つ
折
り
（
外
印
字
）

Z
折
り

基
本
設
定

片面 -> 片面
片面 -> 両面
両面 ->片面
両面 ->両面
原稿ガラスモード
ADFモード
自動用紙
自動倍率
等倍
手動倍率
固定倍率
自動画像回転禁止*34

画
質
設
定

濃度設定
自動濃度
登録濃度
原稿画質（文字／写真）
原稿画質（薄文字）
原稿画質（写真）*5

原稿画質（文字） 
下地調整（＋側）
下地調整（ー側）
文字／写真判別

原
稿
設
定

混載原稿 e e e e

Z折れ原稿
1枚送り
不定形サイズ（全面以外）
不定形サイズ（全面／サイズ入力）
インデックス紙サイズ
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

出力設定 応用設定

パ
ン
チ
（
右
）

パ
ン
チ
（
左
）

パ
ン
チ
（
上
）

フ
ェ
イ
ス
ア
ッ
プ

フ
ェ
イ
ス
ダ
ウ
ン

順
方
向

逆
方
向

左
右
と
じ

上
と
じ

H
D
D
保
存

プ
ロ
グ
ラ
ム
ジ
ョ
ブ
（
選
択
直
後
）

イ
ン
タ
ー
シ
ー
ト
（
ト
レ
イ
）

P
I挿

入
表
カ
バ
ー
（
ト
レ
イ
）

裏
カ
バ
ー
（
ト
レ
イ
）

表
カ
バ
ー
P
I（
上
段
／
下
段
）

裏
カ
バ
ー
P
I（
上
段
／
下
段
）

章
分
け

章
分
け
印
刷
挿
入

集
約

小
冊
子

無
線
と
じ

差
込
み
ペ
ー
ジ

基
本
設
定

片面 -> 片面 . . . .

片面 ->両面 e

両面 ->片面 . . . .

両面 ->両面 e

原稿ガラスモード *30*30 +

ADFモード
自動用紙 . . . . . . .

自動倍率
等倍
手動倍率
固定倍率
自動画像回転禁止*34

画
質
設
定

濃度設定
自動濃度
登録濃度
原稿画質（文字／写真）
原稿画質（薄文字）
原稿画質（写真）*5

原稿画質（文字） 
下地調整（＋側）
下地調整（ー側）
文字／写真判別

原
稿
設
定

混載原稿 e e e e e e e e e e

Z折れ原稿
1枚送り e e e e e e

不定形サイズ（全面以外）
不定形サイズ（全面／サイズ入力） + e e e

インデックス紙サイズ e e e e e e e e e e
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

応用設定

ブ
ッ
ク
連
写

ネ
ガ
ポ
ジ
反
転

リ
ピ
ー
ト

自
動
リ
ピ
ー
ト

*8

定
形
リ
ピ
ー
ト

枠
消
し

折
り
目
消
し

セ
ン
タ
リ
ン
グ

シ
フ
ト

縮
小
シ
フ
ト

原
稿
外
消
去

全
面
画
像

ス
タ
ン
プ
（
定
型
ス
タ
ン
プ
）

ス
タ
ン
プ
（
ペ
ー
ジ
）

ス
タ
ン
プ
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）

ス
タ
ン
プ
（
日
付
）

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
(
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
)

コ
ピ
ー
プ
ロ
テ
ク
ト

任
意
ス
タ
ン
プ

登
録
オ
ー
バ
ー
レ
イ

オ
ー
バ
ー
レ
イ

*4

基
本
設
定

片面 -> 片面
片面 -> 両面
両面 ->片面 . . . .

両面 ->両面 . . . .

原稿ガラスモード
ADFモード . . - +

自動用紙 . . . . . . . .

自動倍率 . . . . .

等倍 . .

手動倍率 .

固定倍率 . .

自動画像回転禁止*34

画
質
設
定

濃度設定
自動濃度
登録濃度
原稿画質（文字／写真）
原稿画質（薄文字）
原稿画質（写真）*5

原稿画質（文字） 
下地調整（＋側）
下地調整（ー側）
文字／写真判別

原
稿
設
定

混載原稿 e e e e e e e e

Z折れ原稿 e e e e e

1 枚送り e e

不定形サイズ（全面以外） . .

不定形サイズ（全面／サイズ入力） e . e e e

インデックス紙サイズ e . .
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13.3 併用できないコピー条件 13
無印 ：排他なし（選択可能）
e ：網掛け (強制解除含む )
. ：本来は禁止だが排他未実施（後優先：列の方が優先）
+ ：メッセージ出力
- ：強制解除
- ：設定なし

*1 カバーシート紙の裏カバーは禁止。（禁止時にはメッセージ表示）
*2 2in1、2リピートだけ可能。4in1 はスタンプページだけ可能。（禁止時は網掛け）
*4 プログラムジョブではオーバーレイ選択禁止
*5 文字：1bit、写真：DIPSWにて 1bit/2bit 切換え。1bit/2bit の混在は不可。メモリー

モード時は1bit 固定となる。
*6 小冊子選択時だけ組合わせ可能。小冊子未選択時（禁止状態）は、ブック連写×中とじ

（または重ね中折り）の組合わせは、ブック連写優先の後優先となり、中とじ（重ね中折
り）ボタンは網掛け

*8 自動リピート選択時は、原稿外自動消去も自動強制選択される。（原稿外自動消去だけの
解除は不可）

*11 メモリーモード強制選択
*12 下地マイナス設定時に、薄文字が選択された場合は、強制的に下地レベルを0にする。
*14 2リピート（反転含む）のみ禁則
*15 定形 2リピート（反転含む）のみ禁則緩和
*19 排紙先が大容量スタッカーのスタッカー、またはフィニッシャーのメイントレイの場合は

選択可能（前記以外の排紙トレイの場合は網掛け）
*20 ソートを選択し、仕分けソート／グループ／仕分けグループは網掛け
*23 ソートを選択し、グループ、仕分けグループは網掛け
*24 仕分けソートを選択し、グループ／仕分けグループは網掛け
*25 ソートを選択し、グループは網掛け
*28 下地調整のマイナス側には設定できない。
*29 設定メニューの［03コピー設定］－［02個別機能切替え設定］で［原稿ガラス自動倍

率］と［ADF自動倍率］が共にOFFの場合、等倍が選択される。
*30 メモリーモードでない場合は［ADFを閉めてください］のメッセージが表示される。
*31 ブック連写［オモテ／ウラ表紙あり］選択時、任意スタンプは網掛け。また、任意スタン

プ選択時、ブック連写［オモテ／ウラ表紙あり］は網掛けとなる。
*32 2in1、2リピートだけ可能。4in1 はスタンプページだけ可能。（禁則時は網掛け）
*33 2リピート以外選択時、登録オーバーレイは網掛け。また、登録オーバーレイ選択時、2

リピート以外は網掛け
*34 ［自動画像回転禁止］選択時でも、画像回転アイコン表示時は、画像回転する。
*35 反転 2リピートのみ禁則
bizhub PRO 951 13-16



13.3 併用できないコピー条件 13
13.3.2 出力設定と併用できないコピー条件

機能組合わせ表

基本設定 画質設定 原稿設定

片
面
->
片
面

片
面
->
両
面

両
面
->
片
面

両
面
->
両
面

原
稿
ガ
ラ
ス
モ
ー
ド

A
D
F
モ
ー
ド

自
動
用
紙

自
動
倍
率

等
倍

手
動
倍
率

固
定
倍
率

自
動
画
像
回
転
禁
止
 *
3
4

濃
度
設
定

自
動
濃
度

登
録
濃
度

原
稿
画
質
（
文
字
／
写
真
）

原
稿
画
質
（
薄
文
字
）

原
稿
画
質
（
写
真
）
*5

原
稿
画
質
（
文
字
） 

下
地
調
整
（
＋
側
）

下
地
調
整
（
ー
側
）

文
字
／
写
真
判
別

混
載
原
稿

Z
折
れ
原
稿

1
枚
送
り

不
定
形
サ
イ
ズ
（
全
面
以
外
）

不
定
形
サ
イ
ズ
（
全
面
／
サ
イ
ズ
入
力
）

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
紙
サ
イ
ズ

出
力
設
定

ソート
仕分けソート：排紙位置切換*19

仕分けソート：仕切り紙･停止*19

グループ
仕分けグループ：排紙位置切換*19

仕分けグループ：仕切り紙･停止*19

ステープル（左コーナー）
ステープル（右コーナー）
ステープル（2点上）
ステープル（2点左）
ステープル（2点右）
中とじ .

重ね中折り .

重ね三つ折り（内印字） .

重ね三つ折り（外印字） .

Z折り
パンチ（右）
パンチ（左）
パンチ（上）
フェイスアップ
フェイスダウン
順方向
逆方向
左右とじ
上とじ
HDD保存
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

出力設定

ソ
ー
ト

仕
分
け
ソ
ー
ト
：
排
紙
位
置
切
換

*1
9

仕
分
け
ソ
ー
ト
：
仕
切
り
紙
・
停
止

*1
9

グ
ル
ー
プ

仕
分
け
グ
ル
ー
プ
：
排
紙
位
置
切
換

*1
9

仕
分
け
グ
ル
ー
プ
：
仕
切
り
紙
・
停
止

*1
9

ス
テ
ー
プ
ル
（
左
コ
ー
ナ
ー
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
右
コ
ー
ナ
ー
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
上
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
左
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
右
）

中
と
じ

重
ね
中
折
り

重
ね
三
つ
折
り
（
内
印
字
）

重
ね
三
つ
折
り
（
外
印
字
）

Z
折
り

出
力
設
定

ソート - - - - -

仕分けソート：排紙位置切換*19 - - - - *20*20*20*20

仕分けソート：仕切り紙･停止*19 - - - - *20*20*20*20

グループ - - - - - *20*20*20*20

仕分けグループ：排紙位置切換*19 - - - - *20*20*20*20

仕分けグループ：仕切り紙･停止*19 - - - - *20*20*20*20

ステープル（左コーナー） - - - - - - - -

ステープル（右コーナー） - - - - - - - -

ステープル（2点上） - - - - - - - -

ステープル（2点左） - - - - - - - -

ステープル（2点右） - - - - - - - -

中とじ e e e e e - - - - - - - - -

重ね中折り e e e e e - - - - - - - - -

重ね三つ折り（内印字） e e e e e - - - - - - - - -

重ね三つ折り（外印字） e e e e e - - - - - - - - -

Z折り - - - -

パンチ（右） + + + - - - -

パンチ（左） + + + - - - -

パンチ（上） + + - - - -

フェイスアップ e e e e e *13*13 e

フェイスダウン *13*13

順方向 *13*13

逆方向 e e e e e e e *13*13 e

左右とじ +

上とじ + +

HDD保存
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

出力設定 応用設定

パ
ン
チ
（
右
）

パ
ン
チ
（
左
）

パ
ン
チ
（
上
）

フ
ェ
イ
ス
ア
ッ
プ

フ
ェ
イ
ス
ダ
ウ
ン

順
方
向

逆
方
向

左
右
と
じ

上
と
じ

H
D
D
保
存

プ
ロ
グ
ラ
ム
ジ
ョ
ブ
（
選
択
直
後
）

イ
ン
タ
ー
シ
ー
ト
（
ト
レ
イ
）

P
I挿

入
表
カ
バ
ー
（
ト
レ
イ
）

裏
カ
バ
ー
（
ト
レ
イ
）

表
カ
バ
ー
P
I（
上
段
／
下
段
）

裏
カ
バ
ー
P
I（
上
段
／
下
段
）

章
分
け

章
分
け
印
刷
挿
入

集
約

小
冊
子

無
線
と
じ

差
込
み
ペ
ー
ジ

出
力
設
定

ソート
仕分けソート：排紙位置切換*19

仕分けソート：仕切り紙･停止*19

グループ *23 . *23 *23*23 *23

仕分けグループ：排紙位置切換*19 *23 . *24 *24*23 *23

仕分けグループ：仕切り紙･停止*19 *23 . *24 *24*23 *23

ステープル（左コーナー） + e e e e

ステープル（右コーナー） + e e e e

ステープル（2点上） + + e e + e e

ステープル（2点左） + + e e + e e

ステープル（2点右） + + e e + e e

中とじ - - - e e . e e e

重ね中折り - - - e e . e e e

重ね三つ折り（内印字） - - - *13*13*13*13 . e e . . .

重ね三つ折り（外印字） - - - *13*13*13*13 . e e . . .

Z折り e e

パンチ（右） - - e e + e e

パンチ（左） - - e e + e e

パンチ（上） - - e e + e e

フェイスアップ e e e -

フェイスダウン - .

順方向
逆方向 e e e e e e e

左右とじ +

上とじ + +

HDD保存
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

応用設定

ブ
ッ
ク
連
写

ネ
ガ
ポ
ジ
反
転

リ
ピ
ー
ト

自
動
リ
ピ
ー
ト

*8

定
形
リ
ピ
ー
ト

枠
消
し

折
り
目
消
し

セ
ン
タ
リ
ン
グ

シ
フ
ト

縮
小
シ
フ
ト

原
稿
外
消
去

全
面
画
像

ス
タ
ン
プ
（
定
型
ス
タ
ン
プ
）

ス
タ
ン
プ
（
ペ
ー
ジ
）

ス
タ
ン
プ
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）

ス
タ
ン
プ
（
日
付
）

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
(
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
)

コ
ピ
ー
プ
ロ
テ
ク
ト

任
意
ス
タ
ン
プ

登
録
オ
ー
バ
ー
レ
イ

オ
ー
バ
ー
レ
イ

*4

出
力
設
定

ソート
仕分けソート：排紙位置切換*19

仕分けソート：仕切り紙･停止*19

グループ
仕分けグループ：排紙位置切換*19

仕分けグループ：仕切り紙･停止*19

ステープル（左コーナー） *35

ステープル（右コーナー） *35

ステープル（2点上） *35

ステープル（2点左） *35

ステープル（2点右） *35

中とじ *6 .

重ね中折り *6 .

重ね三つ折り（内印字） . e . . .

重ね三つ折り（外印字） . e . . .

Z折り
パンチ（右） *14

パンチ（左） *14

パンチ（上） *14

フェイスアップ
フェイスダウン
順方向
逆方向
左右とじ
上とじ
HDD保存
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13.3 併用できないコピー条件 13
無印 ：排他なし（選択可能）
e ：網掛け (強制解除含む )
. ：本来は禁止だが排他未実施（後優先：列の方が優先）
+ ：メッセージ出力
- ：強制解除
- ：設定なし

*1 カバーシート紙の裏カバーは禁止。（禁止時にはメッセージ表示）
*2 2in1、2リピートだけ可能。4in1 はスタンプページだけ可能。（禁止時は網掛け）
*4 プログラムジョブではオーバーレイ選択禁止
*5 文字：1bit、写真：DIPSWにて 1bit/2bit 切換え。1bit/2bit の混在は不可。メモリー

モード時は1bit 固定となる。
*6 小冊子選択時だけ組合わせ可能。小冊子未選択時（禁止状態）は、ブック連写×中とじ

（または重ね中折り）の組合わせは、ブック連写優先の後優先となり、中とじ（重ね中折
り）ボタンは網掛け

*8 自動リピート選択時は、原稿外自動消去も自動強制選択される。（原稿外自動消去だけの
解除は不可）

*11 メモリーモード強制選択
*12 下地マイナス設定時に、薄文字が選択された場合は、強制的に下地レベルを0にする。
*14 2リピート（反転含む）のみ禁則
*15 定形 2リピート（反転含む）のみ禁則緩和
*19 排紙先が大容量スタッカーのスタッカー、またはフィニッシャーのメイントレイの場合は

選択可能（前記以外の排紙トレイの場合は網掛け）
*20 ソートを選択し、仕分けソート／グループ／仕分けグループは網掛け
*23 ソートを選択し、グループ、仕分けグループは網掛け
*24 仕分けソートを選択し、グループ／仕分けグループは網掛け
*25 ソートを選択し、グループは網掛け
*28 下地調整のマイナス側には設定できない。
*29 設定メニューの［03コピー設定］－［02個別機能切替え設定］で［原稿ガラス自動倍

率］と［ADF自動倍率］が共にOFFの場合、等倍が選択される。
*30 メモリーモードでない場合は［ADFを閉めてください］のメッセージが表示される。
*31 ブック連写［オモテ／ウラ表紙あり］選択時、任意スタンプは網掛け。また、任意スタン

プ選択時、ブック連写［オモテ／ウラ表紙あり］は網掛けとなる。
*32 2in1、2リピートだけ可能。4in1 はスタンプページだけ可能。（禁則時は網掛け）
*33 2リピート以外選択時、登録オーバーレイは網掛け。また、登録オーバーレイ選択時、2

リピート以外は網掛け
*34 ［自動画像回転禁止］選択時でも、画像回転アイコン表示時は、画像回転する。
*35 反転 2リピートのみ禁則
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13.3 併用できないコピー条件 13
13.3.3 応用設定と併用できないコピー条件

機能組合わせ表

基本設定 画質設定 原稿設定

片
面
->
片
面

片
面
->
両
面

両
面
->
片
面

両
面
->
両
面

原
稿
ガ
ラ
ス
モ
ー
ド

A
D
F
モ
ー
ド

自
動
用
紙

自
動
倍
率

等
倍

手
動
倍
率

固
定
倍
率

自
動
画
像
回
転
禁
止
 *
3
4

濃
度
設
定

自
動
濃
度

登
録
濃
度

原
稿
画
質
（
文
字
／
写
真
）

原
稿
画
質
（
薄
文
字
）

原
稿
画
質
（
写
真
）
*5

原
稿
画
質
（
文
字
） 

下
地
調
整
（
＋
側
）

下
地
調
整
（
ー
側
）

文
字
／
写
真
判
別

混
載
原
稿

Z
折
れ
原
稿

1
枚
送
り

不
定
形
サ
イ
ズ
（
全
面
以
外
）

不
定
形
サ
イ
ズ
（
全
面
／
サ
イ
ズ
入
力
）

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
紙
サ
イ
ズ

応
用
設
定

プログラムジョブ（選択直後） e . +

インターシート（トレイ） e e e

PI 挿入 e

表カバー（トレイ） e e

裏カバー（トレイ） e e

表カバーPI（上段／下段）
裏カバーPI（上段／下段）
章分け e e e . e

章分け印刷挿入 e e e e . e

集約 e e . e e

小冊子 e e e e . e e

無線とじ e e e e . e e

差込みページ + e . e

ブック連写 e e e e e

ネガポジ反転
リピート e e e e e e e

自動リピート*8 e e e e e e e e

定形リピート e e e

枠消し
折り目消し
センタリング e e e e e e .

シフト e

縮小シフト e e e e e e

原稿外消去 e e - e e e e . e

全面画像
スタンプ（定型スタンプ）
スタンプ（ページ）
スタンプ（ナンバリング）
スタンプ（日付）
ウォーターマーク
ウォーターマーク (ナンバリング )
コピープロテクト
任意スタンプ
登録オーバーレイ
オーバーレイ*4
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

出力設定

ソ
ー
ト

仕
分
け
ソ
ー
ト
：
排
紙
位
置
切
換

*1
9

仕
分
け
ソ
ー
ト
：
仕
切
り
紙
・
停
止

*1
9

グ
ル
ー
プ

仕
分
け
グ
ル
ー
プ
：
排
紙
位
置
切
換

*1
9

仕
分
け
グ
ル
ー
プ
：
仕
切
り
紙
・
停
止

*1
9

ス
テ
ー
プ
ル
（
左
コ
ー
ナ
ー
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
右
コ
ー
ナ
ー
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
上
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
左
）

ス
テ
ー
プ
ル
（
2
点
右
）

中
と
じ

重
ね
中
折
り

重
ね
三
つ
折
り
（
内
印
字
）

重
ね
三
つ
折
り
（
外
印
字
）

Z
折
り

応
用
設
定

プログラムジョブ（選択直後） e e e e e e e

インターシート（トレイ） e e e

PI 挿入 e e e

表カバー（トレイ）
裏カバー（トレイ）
表カバーPI（上段／下段） *1 *1 *1 *1

裏カバーPI（上段／下段） *1 *1 *1 *1

章分け
章分け印刷挿入 e e e

集約 e e e e e

小冊子 e e e e e e e

無線とじ e e e e e e e e e

差込みページ e e e

ブック連写 *6 *6 e e

ネガポジ反転 e e e e

リピート *35*35*35*35*35 e e

自動リピート*8 e e

定形リピート e e

枠消し
折り目消し
センタリング
シフト
縮小シフト
原稿外消去
全面画像
スタンプ（定型スタンプ）
スタンプ（ページ）
スタンプ（ナンバリング）
スタンプ（日付）
ウォーターマーク
ウォーターマーク (ナンバリング )
コピープロテクト
任意スタンプ
登録オーバーレイ
オーバーレイ*4
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13.3 併用できないコピー条件 13
機能組合わせ表

出力設定 応用設定

パ
ン
チ
（
右
）

パ
ン
チ
（
左
）

パ
ン
チ
（
上
）

フ
ェ
イ
ス
ア
ッ
プ

フ
ェ
イ
ス
ダ
ウ
ン

順
方
向

逆
方
向

左
右
と
じ

上
と
じ

H
D
D
保
存

プ
ロ
グ
ラ
ム
ジ
ョ
ブ
（
選
択
直
後
）

イ
ン
タ
ー
シ
ー
ト
（
ト
レ
イ
）

P
I挿

入
表
カ
バ
ー
（
ト
レ
イ
）

裏
カ
バ
ー
（
ト
レ
イ
）

表
カ
バ
ー
P
I（
上
段
／
下
段
）

裏
カ
バ
ー
P
I（
上
段
／
下
段
）

章
分
け

章
分
け
印
刷
挿
入

集
約

小
冊
子

無
線
と
じ

差
込
み
ペ
ー
ジ

応
用
設
定

プログラムジョブ（選択直後） e e e e e e e e e e

インターシート（トレイ） e e e e e

PI 挿入 e e e e e e

表カバー（トレイ） e e e e e

裏カバー（トレイ） e e e e e

表カバーPI（上段／下段） e

裏カバーPI（上段／下段） e

章分け e - e e

章分け印刷挿入 e - e e e e

集約 e e e e e e e e e e

小冊子 e e e e e e e e e e -

無線とじ e e e e e e e e e e -

差込みページ e e e e e e e e

ブック連写 e e e e e e e

ネガポジ反転
リピート *14*14*14 e e e e e e e e e e

自動リピート*8 e e e e e e e e e e

定形リピート *15 e e e e e e

枠消し
折り目消し
センタリング e e e e e

シフト
縮小シフト
原稿外消去 e e e e e e e e e e

全面画像
スタンプ（定型スタンプ） *2

スタンプ（ページ） *2

スタンプ（ナンバリング） *2

スタンプ（日付） *2

ウォーターマーク *2

ウォーターマーク (ナンバリング ) *2

コピープロテクト *2

任意スタンプ e

登録オーバーレイ *32

オーバーレイ*4 e e e e e e e
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機能組合わせ表

応用設定

ブ
ッ
ク
連
写

ネ
ガ
ポ
ジ
反
転

リ
ピ
ー
ト

自
動
リ
ピ
ー
ト

*8

定
形
リ
ピ
ー
ト

枠
消
し

折
り
目
消
し

セ
ン
タ
リ
ン
グ

シ
フ
ト

縮
小
シ
フ
ト

原
稿
外
消
去

全
面
画
像

ス
タ
ン
プ
（
定
型
ス
タ
ン
プ
）

ス
タ
ン
プ
（
ペ
ー
ジ
）

ス
タ
ン
プ
（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
）

ス
タ
ン
プ
（
日
付
）

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
(
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
)

コ
ピ
ー
プ
ロ
テ
ク
ト

任
意
ス
タ
ン
プ

登
録
オ
ー
バ
ー
レ
イ

オ
ー
バ
ー
レ
イ

*4

応
用
設
定

プログラムジョブ（選択直後） e *15 e

インターシート（トレイ） e e e e e e

PI 挿入 e e e e e e

表カバー（トレイ） e e e e e

裏カバー（トレイ） e e e e e

表カバーPI（上段／下段）
裏カバーPI（上段／下段）
章分け e e e e

章分け印刷挿入 e e e e

集約 e e e e e *2 *2 *2 *2 *2 *2 *2 *2 e

小冊子 e e e e

無線とじ e e e e

差込みページ e e e e e e e e

ブック連写 e e e e *31 e

ネガポジ反転 e e e e e e e e e e e e e

リピート e e - - e e e e e e e e e e e e e e

自動リピート*8 e e - - e e e e *8 e e e e e e e e e e

定形リピート e e - - e e e e e *2 *2 *2 *2 *2 *2 *2 *33 e

枠消し e e e e

折り目消し e e e e

センタリング e e e e e e

シフト e -

縮小シフト e e e e e - e e

原稿外消去 e e e e e

全面画像 e e e e e

スタンプ（定型スタンプ） e e e *2 - - -

スタンプ（ページ） e e e *2

スタンプ（ナンバリング） e e e *2 - - - -

スタンプ（日付） e e e *2

ウォーターマーク e e e *2 - - - - -

ウォーターマーク (ナンバリング ) e e e *2 - - - - -

コピープロテクト e e e *2 - - - - -

任意スタンプ *31

登録オーバーレイ e e e *33 - - - - - -

オーバーレイ*4 e e e e e e - - - - - -
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13.3 併用できないコピー条件 13
無印 ：排他なし（選択可能）
e ：網掛け (強制解除含む )
. ：本来は禁止だが排他未実施（後優先：列の方が優先）
+ ：メッセージ出力
- ：強制解除
- ：設定なし

*1 カバーシート紙の裏カバーは禁止。（禁止時にはメッセージ表示）
*2 2in1、2リピートだけ可能。4in1 はスタンプページだけ可能。（禁止時は網掛け）
*4 プログラムジョブではオーバーレイ選択禁止
*5 文字：1bit、写真：DIPSWにて 1bit/2bit 切換え。1bit/2bit の混在は不可。メモリー

モード時は1bit 固定となる。
*6 小冊子選択時だけ組合わせ可能。小冊子未選択時（禁止状態）は、ブック連写×中とじ

（または重ね中折り）の組合わせは、ブック連写優先の後優先となり、中とじ（重ね中折
り）ボタンは網掛け

*8 自動リピート選択時は、原稿外自動消去も自動強制選択される。（原稿外自動消去だけの
解除は不可）

*11 メモリーモード強制選択
*12 下地マイナス設定時に、薄文字が選択された場合は、強制的に下地レベルを0にする。
*14 2リピート（反転含む）のみ禁則
*15 定形 2リピート（反転含む）のみ禁則緩和
*19 排紙先が大容量スタッカーのスタッカー、またはフィニッシャーのメイントレイの場合は

選択可能（前記以外の排紙トレイの場合は網掛け）
*20 ソートを選択し、仕分けソート／グループ／仕分けグループは網掛け
*23 ソートを選択し、グループ、仕分けグループは網掛け
*24 仕分けソートを選択し、グループ／仕分けグループは網掛け
*25 ソートを選択し、グループは網掛け
*28 下地調整のマイナス側には設定できない。
*29 設定メニューの［03コピー設定］－［02個別機能切替え設定］で［原稿ガラス自動倍

率］と［ADF自動倍率］が共にOFFの場合、等倍が選択される。
*30 メモリーモードでない場合は［ADFを閉めてください］のメッセージが表示される。
*31 ブック連写［オモテ／ウラ表紙あり］選択時、任意スタンプは網掛け。また、任意スタン

プ選択時、ブック連写［オモテ／ウラ表紙あり］は網掛けとなる。
*32 2in1、2リピートだけ可能。4in1 はスタンプページだけ可能。（禁則時は網掛け）
*33 2リピート以外選択時、登録オーバーレイは網掛け。また、登録オーバーレイ選択時、2

リピート以外は網掛け
*34 ［自動画像回転禁止］選択時でも、画像回転アイコン表示時は、画像回転する。
*35 反転 2リピートのみ禁則
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14.1 文字を入力するには 14
14 付録

14.1 文字を入力するには
文字を入力できる項目のキーに軽く触れると、文字入力画面が開きます。

文字入力画面には、英記号、かな漢字、カタカナの3種類の画面があります。どの文字入力画面が表示さ
れるかは、その項目に入力できる文字の種類によります。

d参照
それぞれの文字入力画面については、次のページをごらんください。

文字入力画面（英記号）14-3 ページ

文字入力画面（ローマ字）14-4 ページ

文字入力画面（かな漢字）14-4 ページ

文字入力画面（カタカナ）14-5 ページ

14.1.1 文字入力画面のキーについて
英記号、かな漢字、カタカナの文字入力画面に共通のキーについて説明します。

名称 説明

英記号 文字入力画面（英記号）に切替わります。

ローマ字 文字入力画面（ローマ字）に切替わります。

かな漢字 文字入力画面（かな漢字）に切替わります。

カタカナ 文字入力画面（カタカナ）に切替わります。

／ カーソル位置が移動します。

削除 カーソルを置いた文字を削除します。カーソルが文字列右外側にあ
る場合は、最後尾の文字を削除します。

OK 入力した文字を確定して、文字入力画面が閉じます。

キャンセル 入力した文字を解除して、文字入力画面が閉じます。
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14.1 文字を入力するには 14
14.1.2 文字入力について
文字入力画面が表示されてからの基本的な文字入力手順について説明します。

1 該当の文字、記号のキーを押して、文字を入力します。

% 英記号は、［Shift］で大文字、小文字を切替えます。
% ローマ字は、［変換］／［無変換］でローマ字、ひらがな、カタカナ、漢字の入力を切替えます。
% かな漢字は、［変換］／［無変換］でひらがな、漢字の入力を切替えます。
% カタカナは、［全角］／［半角］で全角カタカナ、半角カタカナを切替えます。

2 ［OK］を押します。

文字入力画面が閉じます。入力した文字が、項目の文字欄に表示されます。

文字入力画面（英記号）
アルファベット、数字、記号、スペースを入力できます。コンピューターのキーボードの配列と同じ文字
の並びです。

名称 説明

Shift 大文字と小文字、数字と記号を切替えます。
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文字入力画面（ローマ字）
ローマ字を入力できます。［変換］を使用して、ひらがな、カタカナ、漢字、（全角）英字を入力できます。
入力した文字は、［変換］または［無変換］で確定されるまで反転表示されます。

文字入力画面（かな漢字）
ひらがな、漢字を入力できます。入力した文字は、［変換］または［無変換］で確定されるまで反転表示さ
れます。

名称 説明

変換 ひらがな、カタカナ、漢字、（全角）英字変換画面が表示されます。

無変換 ローマ字のまま入力した文字を確定します。

Shift 大文字と小文字、数字と記号を切替えます。

名称 説明

変換 漢字変換画面が表示されます。

無変換 ひらがなのまま入力した文字を確定します。
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漢字変換画面について
変換候補から、該当の漢字を選択して、［OK］を押します。変換候補が 6個以上ある場合は、漢字変換画
面を以下のボタンで切替えることで、すべての候補が表示できます。

文字入力画面（カタカナ）
カタカナを入力できます。［全角］／［半角］で全角カタカナ、半角カタカナを切替えます。

名称 説明

先頭 変換候補が複数ページあった場合、先頭ページの変換候補に切替わ
ります。

前候補 変換候補が複数ページあった場合、前のページに切替わります。

次候補 変換候補が複数ページあった場合、次のページに切替わります。

最後 変換候補が複数ページあった場合、最終ページの変換候補に切替わ
ります。

名称 説明

全角 文字入力画面が半角カタカナの場合、表示されます。全角カタカナ
の文字入力画面に切替えます。

半角 文字入力画面が全角カタカナの場合、表示されます。半角カタカナ
の文字入力画面に切替えます。
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14.2 テストページ
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15 索引

15.1 項目別索引
Numerics
1 枚送り ........................................................... 6-8

A
ADF ............................................3-10, 4-15, 6-31

Z
Z折り ............................................................ 8-23
Z折れ原稿 ........................................................ 6-7

あ行
安全にお使いいただくために ............................... 1-4
インターシート .................................................. 7-5
インデックス紙 ................................................ 5-21
インデックス紙サイズ ...................................... 6-14
インデックス紙をセット ................................... 5-21
ウィークリータイマー ...................................... 2-32
ウォーターマーク ............................................ 7-66
ウォームアップ中にコピー ................................ 4-19
オートシャットオフ ......................................... 2-32
オートトレイスイッチ（ATS）機能 ..................... 3-8
オートリセット ................................................ 2-29
オートローパワー ............................................ 2-31
オーバーレイ ................................................... 7-79

か行
確認コピー ...................................................... 10-2
重ね中折り ...................................................... 8-14
重ね三つ折り ................................................... 8-16
片面／両面 ...................................................... 6-31
紙づまり ......................................................... 11-4
キー応答 ......................................................... 2-43
グループ ................................................ 8-10, 8-12
警告 ................................................................. 1-4
原稿外消去 ...................................................... 7-33
原稿画質 ......................................................... 6-21
原稿ガラス ....................................3-11, 4-17, 6-33
原稿セット方向 .................................................. 6-2
コピー画面 ........................................................ 4-8
コピープロテクト ............................................ 7-69
コピー予約 ...................................................... 6-55
混載原稿 ........................................................... 6-6

さ行
サービスコール ................................................ 11-2
差込みページ ................................................... 7-23
サンプル排紙 ................................................... 10-7
下地調整 ......................................................... 6-20
シャープネス ................................................... 6-23
集約 ............................................................... 7-16

小冊子 ............................................................7-20
章分け ............................................................7-13
仕分けグループ ................................................8-10
仕分けソート ...................................................8-10
自動画像回転 ...................................................6-53
自動倍率 .........................................................6-30
自動用紙 .........................................................6-52
ジョブリスト画面 ...............................................9-2
ジョブを停止 ...................................................4-21
スケジュール ...................................................9-15
スタート番号 ...................................................7-72
スタンプ .........................................................7-58
ステープル ......................................................8-12
ステープル針を補給 ..........................................5-25
清掃 ................................................................12-2
設定内容 .........................................................10-4
設定部数 .........................................................4-18
センタリング ...................................................7-46
全面画像 .........................................................7-48
ソート ...................................................8-10, 8-12
外側オフセット ................................................7-54

た行
単位切替 .........................................................9-18
タンデム出力 ...................................................8-26
大容量給紙ユニット LU-409/LU-410 .................5-12
注意 ..................................................................1-4
定型スタンプ ...................................................7-60
定形リピート ...................................................7-39
電源を入れる ...................................................2-22
電源を切る ......................................................2-24
等倍でコピー ...................................................6-26
登録オーバーレイ .............................................7-81
とじしろ（シフト） ...........................................7-50
とじしろ（縮小シフト） .....................................7-55
トナーを補給 .....................................................5-6
トラブルの処置 ..............................................11-20

な行
中とじ ............................................................8-14
ナンバリング ..........................................7-61, 7-68
任意スタンプ ...................................................7-75
ネガポジ反転 ...................................................7-35
濃度設定 .........................................................6-19

は行
廃棄トナーボックスを交換 .................................5-29
倍率設定 .........................................................6-26
倍率を変更してコピー .......................................6-26
パワーセーブ ...................................................2-31
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パンチ .................................8-17, 8-18, 8-24, 8-25
パンチくず ...................................................... 5-33
日付／時刻 ...................................................... 7-64
ファイル名 ........................................................ 9-4
ファンクションキー ....................................... 10-15
フィニッシャー FS-532 ............................ 8-9, 8-19
不定形サイズ ................................................... 6-11
ブック連写 ...................................................... 7-26
部門認証 ......................................................... 2-34
プログラム .................................................... 10-11
プログラムジョブ ............................................ 7-30
ヘルプメッセージ ..................................... 2-41, 5-4
ページ ............................................................ 7-63
ページ間隔 ...................................................... 7-53
ペーパーフィーダーユニットPF-706 ................. 5-16
本体外部 ........................................................... 2-2
本体内部 ........................................................... 2-4

ま行
文字／写真判別 ................................................ 6-24
文字の変更 ...................................................... 7-73

や行
ユーザー認証 ................................................... 2-34
ユーザー名 ...................................................... 9-31
用紙サイズ ........................................................ 3-6
用紙の質量 ........................................................ 3-2
用紙の保管 ........................................................ 3-9
用紙を補給 ........................................................ 5-8

ら行
リセット ......................................................... 2-30
両面原稿から片面コピー ................................... 6-35
両面コピーのとじ方向 ........................................ 8-6
両面とじ方向 ..................................................... 6-3
連続読込みモード ............................................ 6-16

わ行
枠／折り目消し ................................................ 7-43
割込み ............................................................ 10-9
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15.2 キー索引
あ行
一時番号設定 ................................................... 7-77
一括解除 ........................................................... 9-5
一括削除 ........................................................... 9-5
印刷 ................................................................. 7-6
インターシート .................................................. 7-8
インデックス紙サイズ ...................................... 6-15
インデックス数設定 ......................................... 6-46
上側に矯正 ...................................................... 6-51
ウラ ............................................................... 6-50
ウラ表紙 ........................................................... 7-8
オモテ ............................................................ 6-50
オモテ表紙 ........................................................ 7-8

か行
カール調整 ...................................................... 6-51
片寄り検知設定 ................................................ 6-50
環境設定 ........................................................... 7-3
該当用紙なし ................................................... 9-23
画質設定 ........................................................... 4-8
機械状態 .................................................... 4-2, 4-8
機械状態タブ ................................................. 11-10
原稿画質の濃度シフト ...................................... 6-21
原稿設定 ........................................................... 4-8
コピー設定 ...................................................... 6-26
コピー操作 ...................................................... 2-36

さ行
サイズ読出し .......................................... 6-13, 6-44
差込みページ ................................................... 7-24
しおり .............................................................. 7-4
色紙 ............................................................... 6-49
写真寄り ......................................................... 6-25
自動濃度 .................................................. 4-8, 6-19
自動用紙 ................................................ 4-10, 6-52
ジョブ .............................................................. 9-4
ジョブリスト .............................................. 4-2, 4-8
スキャン操作 ................................................... 2-36
スタンプ／オーバーレイ ................................... 7-60
設定クリア ...................................................... 7-12
設定変更 ......................................................... 6-48
設定呼出し ...................................................... 6-47
挿入紙 ............................................................ 7-10
挿入枚数 ......................................................... 7-11
速度変更あり ................................................... 6-50

た行
単位切替 ......................................................... 9-17
チケット編集 ..................................................... 9-5
坪量 ............................................................... 6-48
定形サイズ ...................................................... 6-42
展開状況 ......................................................... 9-35
転写電流オフセット調整 ................................... 6-50
登録倍率 ......................................................... 6-28

は行
廃棄トナーボックス ..........................................5-30
白紙 ..................................................................7-7
パワーセーブ ..........................................2-32, 2-33
パンチ ............................................................6-49
パンチ穴あり ...................................................6-49
パンチ穴なし ...................................................6-49
表紙あり ...........................................................7-9
表紙あり（印刷） .................................................7-9
表紙あり（白紙） .................................................7-9
表裏調整 .......................................... 4-4, 4-5, 6-50
ファイル名 .......................... 9-29, 9-31, 9-33, 9-35
不定形サイズ ..........................................6-11, 6-43
プリンター印字 ................................................2-36
プロセス速度設定 .............................................6-50
プロセス調整 ...................................................6-50
保留解除 ...........................................................9-5

ま行
枚数設定 ...........................................................7-9
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■ 販売店連絡先

■ 保守・操作・修理・サポートのお問い合わせ
この商品の保守・操作方法・修理・サポートについてのお問い合わせは、お買い上げの販売店、サー
ビス実施店にご連絡ください。

〒103-0023  東京都中央区日本橋本町1丁目5番4号
当社についての詳しい情報はインターネットでご覧いただけます。 http://bj.konicaminolta.jp

当社に関する要望、ご意見、ご相談、その他お困りの点などございましたら、お客様相談室にご連絡ください。
お客様相談室電話番号 フリーダイヤル : 0120-805039（受付時間 : 土、日、祝日を除く9:00～12:00 / 13:00～17:00）

《販売店 連絡先》

販売店名

電話番号

担当部門

担当者

TEL

《保守・操作・修理・サポートのお問い合わせ先》
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